
 

平成２５年度 宇都宮大学 

全学ＦＤの日 
 

１．日  時  平成２５年９月２７日（金）１３時から 

 

２．場  所  大学会館２階 多目的ホール 

        （工学部アカデミアホールに映像・音声配信） 

 

３．日  程 

 【表彰】 

   13:00 ベストレクチャー賞表彰及び受賞者による授業実践の紹介 

 

【全学ＦＤシンポジウム】 

  14:10 挨拶（学長 進村武男） 

14:15 講演「アクティブ・ラーニングによる教育の現状と実践的課題」 
  （関西大学教育推進部教授 三浦真琴 氏） 

15:05 質疑応答  

15:30 各部局の報告 
     演題「アクティブ・ラーニング型授業の実践例，その成果と課題」 

報告者 基盤教育センター  若園雄志郎 特任准教授 

            教育学部 南 伸昌 教授 

            工学部  横田和隆 教授 
16:30 講演者・報告者による討論会及び質疑応答 

司会 教育学部  酒井一博 教授 
 

（参考：学部等の取組） 
10:00～11:30 個別ＦＤ活動  

国際学部：国際学部 A 棟 4 階 大会議室 

教育学部：教育学部 A 棟 2 階 大会議室 

工 学 部：機械系 7 号館 4 階 学科会議室 

電気系 3号館 2 階 322 番教室 

化学系 2号館 2 階 222 番教室 

建設系 10号館 6階 専攻会議室 

情報系 3号館 3 階 リモートレクチャールーム 

農 学 部：峰ヶ丘講堂  

基盤教育：大学会館 2 階ロビー（11:00～18:00 ポスター設置） 
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学部等名 授業科目名 担当教員名 備　　　考

国際学部 Japan’s International Relations 清水　奈名子 表彰式（全学FDの日）における発表者

工芸理論 松島 　さくら子

社会教育計画Ⅱ 佐々木　英和 所属：地域連携教育研究センター

生徒指導・進路指導
（中・高校を中心とする）

澤田　匡人 表彰式（全学FDの日）における発表者

土木計画学Ⅰ
交通計画
土木計画学Ⅱ

森本　章倫 表彰式（全学FDの日）における発表者

コンクリート工学Ⅰ 藤原　浩巳

設備工学Ⅰ 郡　　公子

生物化学Ⅰ
生物化学Ⅱ

蕪山　由己人 表彰式（全学FDの日）における発表者

肥料学
植物栄養学

関本　　均

Integrated English II
34クラス

担当教員チーム
江川　美知子

ベナー バイロン グラント

金子　義隆
五十嵐　香
太田　聡一
立田　夏子
恒安　眞佐
中田　貴眞
藤井　拓哉

所属：基盤教育センター

新入生セミナー 守友 裕一
表彰式（全学FDの日）における発表者
所属：農学部

インターネットのしくみ 三原 義樹 所属：総合メディア基盤センター

中国語基礎Ⅳ 松金 公正 所属：国際学部

農学部

第１０回「宇都宮大学ベストレクチャー賞」受賞者名簿

基盤教育

工学部

教育学部
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第１０回 「宇都宮大学ベストレクチャー賞」選考要項 

平成２５年５月２９日 教育企画会議 

 

 

 本学では、基本的な教育目標として「広く社会に開かれた大学として、質の高い特

色ある教育と研究を実践し、人類の福祉の向上と世界の平和に貢献する。」を掲げて

いる。 

 この教育目標を達成するための一環として、優れた講義を行っている教員にベスト

レクチャー賞を授与し、併せて、教員相互の授業改善の意識向上に役立てることを意

図している。 

 なお、ベストレクチャー賞は、優れた授業への取組みであることに鑑み、本学にお

ける志願者確保等の観点から、その取組内容を広報活動においても活用することとす

る。 

 以下に「第１０回宇都宮大学ベストレクチャー賞」の選考について必要事項を定め

る。 

 

１．対象は、専任教員が担当する学士課程のすべての授業科目（以下「科目」とい

う。）とし、当該科目を複数で担当している場合は、その代表者とする。 

 

２．ベストレクチャー賞の選考は、平成２４年度前期及び後期の「授業評価アンケー

ト」を参考に、教育企画会議において決定する。 

  ①国際学部、教育学部、工学部、農学部の専門教育科目担当者及び基盤教育科目担

当者から選出する。候補者数は開講科目数を勘案し、基盤教育４名、国際学部

１名、教育学部３名、工学部３名、農学部２名とする。 

 ②「授業評価アンケート」の回答者数が１０人以上の科目を対象とする。 

 ③授業評価項目４から９の平均点は、概ね４.０以上とする。 

 ④その他、選考内容・方法は教育企画会議が定める。 

 

３．ベストレクチャー賞受賞者には、「全学ＦＤの日」において学長から表彰状、副

賞及び教員研究費１０万円を授与する。 

 

４．ベストレクチャー賞受賞者の取組内容については、他の教員の授業改善の意識向

上に役立てること、さらには広報活動に活用するため、以下の事項について考慮

する。 

(1) 受賞者は授業に対する心構えや取り組み方などをまとめた資料「授業概要」を

作成し、「全学ＦＤの日」において１５分程度の発表を行う。 

 (2)「授業概要」を学内向けＨＰに公開するとともに、オープンキャンパスの日な

どに模擬講義を実施する。 

 (3) 受賞者の模擬講義（１０分～１５分程度）をビデオ収録し、これを蓄積したも

のを本学ＨＰ等に公開する。 
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1

1st Research → Teaching

2nd Teaching → Learning
教育の提供 学習の創出

◇“1st Shift”の反省
教師にとって都合のよいTeaching

◇“How to”からの脱却

cf.  学生消費者主義・アカウンタビリティ・Generation X

《面白い》

《つまらない》

《
わ
か
ら
な
い
》

ⅠⅡ

ⅣⅢ

《
わ
か
る
》

◇“What to Teach”の見直し

◇“What not to Teach”という発想

◇“Why to Teach”という省察

生涯にわたって学び続ける力、主体的に考え
る力を持った人材は、学生からみて受動的な
教育の場では育成することができない。従来
のような知識の伝達・注入を中心とした授業
から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一
緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えな
がら知的に成長する場を創り、学生が主体的
に問題を発見し解を見だしていく能動的学修
（アクティブ・ラーニング）への転換が必要
である。 〔中央教育審議会、2012〕
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2

HOW

WHAT

WHY

◇自分なりの「理由・目的・方法」を編む

◇“My version of the Truth”

◇ 一般的な傾向・動向を少し知っておく

一種のトートロジー

教授モデル

教育的活動

教授学習戦略

エトセトラ…

⇒ だからこそ“My version”が必要（再度）

Active  Learning
Concept:
Background:
History:
Utility:
Method:
etc.:

学習とは学習者が能動的に意味を探求する営み
である。知識を受動的に得るのではなく、それ
を構築する営みである。その知識は経験によっ
て形作られるものであると同時に、これから先
の経験を構築していくもととなるものでもある。

－American Association for Higher 
Education(AAHE), et. al., 1998
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「教員による一方向的な講義形式の教育とは異な
り、学修者の能動的な学修への参加を採り入れた
教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修する
ことによって、認知的、倫理的、社会的能力、教
養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。
発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等
が含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッ
ション、ディベート、グループ・ワーク等も有効
なアクティブ・ラーニングの方法である。」

Active Learning

Inquiry-based 
Learning
Inquiry-based 
Learning

Problem-
based 

Learning

Fig.  by  Spronken-Smith et.al.  (2010)

伝統的な講義型の授業を
activateすることは可能

溝上（2007）／三浦 (2013b)

意味の探求
知識の構築
経験の基盤

従来の知識転移型講義に
欠如していたもの・こと

知識獲得過程に
対する深慮遠謀

「勉強」モデル

問い 答え

「学習」モデル

問い 答え⇒

「学問」モデル

問い 答え⇒
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Hmelo-Silver, Cindy E.  (2004),  Barrows, Howard S. (1996)など

1. Student Centered Learning
2. Learning is done in Small Student Groups
3. Facilitators or Tutors guide the students rather 

than teach
4. A Problem forms the basis for the organized 

focus of the group, and stimulates learning
5. The problem is a vehicle for the development 

of problem solving skills
6. New knowledge is obtained through Self-

Directed Learning

Barrows, Howard S. (1996)

一般に「問題発見・解決学習」と呼ばれるが

多くの場合、教員が「課題」を提供し、学生
がその課題を「解く」ことが求められる。
「問い」を「解く」ための「調査」が主とな
るため、“IBL”に分類するのが妥当である

「問い」を与えられることに慣れてしまうと
「問い」の構造や奥行き、意味や価値につい
て考えることをしなくなる

「問い」の発掘・発見

「問い」としての成立可能性
「社会性」・「公共性」

についての熟思三考

「紐帯」「連関」の実感
「限定的枠組みなき実践」

三浦 (2012b)

講 義

理論
抽象的概念

問題・課題

教
師
が
提
示

IBL(三浦ver.)

教
師
が
提
示

学
生
が
学
習

学
生
が
調
査

問題・課題

PBL (三浦ver.)

学
生
が
発
見

学
生
が
調
査

学
生
が
学
習

理論
抽象的概念

理論
抽象的概念

問題・課題

LA（Learning Assistant)の活用

－発掘・育成・協働 －
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大人数講義：『教職概説』

小人数PBL：『スタディスキルゼミ』

『文章力をみがく』

大人数PBL：『大学教育論』

Talk & Chalk &『広場』

『学問』モデル

Lifelong writing/ what to

学問モデル＆ 学生参画型

Grouping:『カードの法則』（小）

『学習スタイルのインベントリー』（大）

Ice Break: 『ミラーリング』

Communication: 『World Cafe』

PBLは有効ではあるが万能ではない

全科目において展開する必要はない

初年次学生を対象とするのが望ましい

“Be patient.”

『学生を信じること』

『教師自らも active になること』
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業
を

実
現

す
る

た
め

の
教

授
法

・
授

業
デ

ザ
イ

ン
な

ど
の

戦
略

・
方

略
を

意
味

す
る

も
の

と
し

て
用

い
ら

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

具
体

的
に

は
、

例
え

ば
他

の
学

生
と

の
対

話
や

協
同

作
業

、
あ

る
い

は
個

々
の

省
察

を
経

る
な

ど
、

知
識

を
獲

得
す

る
た

め
の

知
的

プ
ロ

セ
ス

を
体

験
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

自
ら

の
経

験
と

実
生

活
と

に
関

連
性

の
深

い
知

識
を

創
造

し
、

構
築

す
る

た
め

の
営
み

の
こ
と

で
あ
る

。
」
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
－
三

浦
、

20
10

 
 【
伝

統
的
な

授
業
を

ac
tiv

at
e
す
る

】
 

コ
メ

ン
ト

を
書

か
せ

る
・

デ
ィ

ベ
ー

ト
を

す
る

・
レ

ス
ポ

ン
ス

ア
ナ

ラ
イ

ザ
ー

の
活

用
・

教
員

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
・
他

の
学
生

の
コ
メ

ン
ト
や

質
問
の

明
示
・
オ

ン
ラ
イ

ン
上
の

リ
フ
レ

ク
シ
ョ

ン
等
 

溝
上
（

20
07

）
  

 毎
回

の
小
レ

ポ
ー
ト

か
ら

20
～

30
編
を
ピ

ッ
ク
ア

ッ
プ
し

、
そ

れ
ぞ
れ

に
教
員

の
コ
メ

ン
ト
を

付
し
た

も

の
を
『

広
場

』
と
し

て
次
回

の
授
業

で
フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
 

 
 
 

 
 

  
 
 

 
 

  
 

三
浦
（

20
13

b）
  

 【
従

来
の
知

識
転
移

型
講
義

に
欠
如

し
て
い

た
こ
と

・
も
の

】
 

U
nd

er
gr

ad
ua

te
 c

ou
rs

es
 s

ho
ul

d 
A

1.
 b

e 
st

ud
en

t-c
en

te
re

d 
an

d 
en

co
ur

ag
e 

st
ud

en
ts

 to
 "l

ea
rn

 to
 le

ar
n.

" 
A

2.
 p

ro
vi

de
 o

pp
or

tu
ni

tie
s 

to
 th

in
k 

cr
iti

ca
lly

 a
nd

 to
 a

na
ly

ze
 a

nd
 so

lv
e 

pr
ob

le
m

s. 
A

3.
 a

ss
is

t s
tu

de
nt

s 
in

 d
ev

el
op

in
g 

sk
ill

s 
in

 g
at

he
ri

ng
 a

nd
 e

va
lu

at
in

g 
in

fo
rm

at
io

n.
 

A
4.

 p
ro

vi
de

 e
xp

er
ie

nc
e 

w
or

ki
ng

 co
op

er
at

iv
el

y 
in

 te
am

s 
an

d 
sm

al
l g

ro
up

s.
 

A
5.

 h
el

p 
st

ud
en

ts
 a

cq
ui

re
 v

er
sa

til
e 

an
d 

ef
fe

ct
iv

e 
co

m
m

un
ica

tio
n 

sk
ill

s. 
A

6.
 o

ffe
r 

a 
va

ri
et

y 
of

 le
ar

ni
ng

 e
xp

er
ie

nc
es

. 
A

7.
 a

pp
ly

 te
ch

no
lo

gy
 e

ffe
ct

iv
el

y 
w

he
re

 it
 w

ill
 e

nh
an

ce
 le

ar
ni

ng
. 

（
ht

tp
://

te
ch

no
lo

gy
so

ur
ce

.o
rg

/e
xt

ra
/4

04
/d

ef
in

iti
on

/1
）
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ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
教
育
の
現
状
と
実
践
的
課
題

 

【
従

来
の
知

識
転
移

型
授
業

と
新
し

い
知
識

創
生
型

授
業
の

違
い
】

 
Pe

da
go

gy
 

A
nd

ra
go

gy
＊

 
Te

ac
hi

ng
-c

en
te

re
d 

Le
ar

ni
ng

-c
en

te
re

d 
緊

張
感
・

距
離
感

 
リ

ラ
ッ

ク
ス

 
競

争
・
権

威
志
向

 
信

頼
感

・
協
働

 

Su
rf

ac
e 

ap
pr

oa
ch

 
D

ee
p 

ap
pr

oa
ch

 
想

起
レ
ベ

ル
・
解

釈
レ
ベ

ル
の
知

識
 

問
題
解

決
レ
ベ

ル
の
知

識
 

 ＊
【

ア
ン
ド

ラ
ゴ
ギ

ー
の
特

徴
】

 
1.
自

ら
学

ぶ
こ
と

に
関
す

る
計
画

と
評
価

（
へ
の

主
体
的

関
与
）

 
2.
学

習
活

動
の
基

盤
と
し

て
の
経

験
の
価

値
（
の

再
認
識

）
 

3.
自

ら
の

生
活
・

職
業
に

密
接
に

つ
な
が

る
テ
ー

マ
へ
の

関
心

 
4.
問

題
中

心
型

 
 【

G
ro

up
in

g
の

た
め
の

工
夫
】

 
《

4
桁
の

数
字
が
記

さ
れ
た

カ
ー
ド

》
 

３
３

３
３

 
荒

■
 

敬
太

 
２

２
４

４
 

上
■

 
彩

 
４

５
４

５
 

増
井

 
■

美
 

６
６

６
６

 
中

島
 

■
奈

 
４

４
４

４
 

安
藤

 
■

子
 

１
２

３
４

 
大

川
 

佳
■

 
１

１
１

１
 

宗
■

 
伸

介
 

７
７

７
７

 
■

田
 

泰
嵩

 
２

２
２

２
 

市
川

 
拓

■
 

５
５

５
５

 
大

坂
 

萌
■

 
２

３
４

５
 

■
木

 
明
寿

香
 

８
８

８
８

 
■

屋
 

尚
之

 
 

３
４

５
６

 
香

川
 

■
也

 
９

９
９

９
 

緒
方

 
穂
■

 
６

７
８

９
 

山
内

 
明

■
 

３
５

７
９

 
上

野
 

■
博

 
１

３
５

７
 

川
村

 
彩

■
 

４
５

６
７

 
亀

井
 

■
帆

 
６

６
８

８
 

大
■

 
紗
也

加
 

４
４

４
４

 
佐

治
 

■
人

 
２

４
６

８
 

■
澤

 
正

貴
 

５
６

７
８

 
菊

永
 

■
里

 
４

４
４

５
 

吉
田

 
■

 
１

３
１

３
 

田
中

 
■

月
 

 
１

１
１

３
 

■
久

 
七

海
 

２
２

２
６

 
■

谷
 

美
菜

 
３

３
３

９
 

米
田

 
■

衣
 

３
４

５
６

 
波

多
江

 
■
介

 
１

１
２

３
 

■
野

 
善

之
 

２
２

２
４

 
西

■
 

絵
梨

奈
 

１
１

４
４

 
■

井
 

絵
理

佳
 

２
２

３
３

 
平

井
 

■
隆

 
２

２
５

５
 

■
田

 
佳

乃
 

５
４

３
２

 
■

原
 

史
織

 
８

７
６

５
 

安
■

 
時

生
 

３
１

２
２

 
LA

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
教
育
の
現
状
と
実
践
的
課
題

 

 《
学

習
ス
タ

イ
ル
の

イ
ン
ベ

ン
ト
リ

ー
》
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ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
教
育
の
現
状
と
実
践
的
課
題

 

 溝
上

慎
一

(2
00

7)
「

ア
ク
テ

ィ
ブ
・

ラ
ー

ニ
ン
グ

導
入

の
実
践

的
課

題
」
『

名
古

屋
高

等
教
育

研
究

』
第

7
号
、

pp
.2

69
-2

87
 

三
浦

真
琴
（

20
10

）
「

A
ct

iv
e 

Le
ar

ni
ng

の
理

論
と

実
践
に

関
す
る

一
考
察

 
LA

を
活

用
し
た

授
業
実

践
報

告
（
１

）」
『
関

西
大
学
高

等
教
育

研
究
』

創
刊
号

、
pp

.2
5-

35
 

三
浦

真
琴
（

20
11

a）
「

A
ct

iv
e 

Le
ar

ni
ng

の
理

論
と

実
践
に

関
す
る

一
考
察

 
LA

を
活

用
し

た
授
業

実

践
報

告
（
２

）」
『
関

西
大
学
高

等
教
育

研
究
』

第
2
号
、

pp
.1

-7
 

三
浦

真
琴

(2
01

1b
)「

So
lv

itu
r 

am
bu

la
nd

o 
－

『
包

み
込

む
養

成
』

を
実

現
す

る
た

め
に

－
」
『

言
語

聴
覚

研
究
』

第
8
巻

第
1
号

、
日
本

言
語
聴

覚
士
協

会
、

pp
.3

1-
37

 
三
浦

真
琴
（

20
12

a）
「

A
ct

iv
e 

Le
ar

ni
ng

の
理

論
と

実
践
に

関
す
る

一
考
察

 
LA

を
活

用
し

た
授
業

実

践
報

告
（
３

）」
『
関

西
大
学
高

等
教
育

研
究
』

第
3
号
、

pp
.8

1-
88

 
三
浦

真
琴
（

20
12

b）
「
第

13
章

 
ス
タ

デ
ィ
ス

キ
ル
ゼ

ミ
（
課

題
探
求

）
」『

初
年
次
教

育
に
お

け
る
ア

ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ
ン

グ
型
授

業
デ
ザ

イ
ン
ブ

ッ
ク
』
関

西
大

学
教
育

推
進
部

 
教

育
開
発

支
援
セ

ン
タ
ー

、

pp
.9

0-
10

7 
三
浦

真
琴
（

20
13

a）
「

A
ct

iv
e 

Le
ar

ni
ng

の
理

論
と

実
践
に

関
す
る

一
考
察

 
LA

を
活

用
し

た
授
業

実

践
報

告
（
４

）」
『
関

西
大
学
高

等
教
育

研
究
』

第
4
号
、

pp
.2

9-
53

 
三
浦

真
琴
（

20
13

b）
「
三

浦
流

の
学

生
と
楽

し
む
大

学
教
育

」『
学

生
と
楽

し
む
大

学
教
育

 
日
本

的
U

D
と
い

う
発
想

』
ナ
カ

ニ
シ
ヤ

出
版
（

近
刊
予

定
）

 
 R

. 
Sp

ro
ke

n-
Sm

ith
, 

J.
 B

ul
la

rd
, 

W
. 

R
ay

, 
C

. 
R

ob
er

ts
, 

&
 A

. 
K

ei
ffe

r, 
‘W

he
re

 M
ig

ht
 S

an
d 

D
un

es
 

be
 

on
 

M
ar

s?
 

–E
ng

ag
in

g 
St

ud
en

ts
 

th
ro

ug
ht

 
In

qu
ir

y-
ba

se
d 

Le
ar

ni
ng

 
in

 
G

eo
gr

ap
hy

’in
 M

. H
ea

le
y, 

E
. P

aw
so

n 
&

 M
. S

ol
em

 (
ed

s.
), 

Ac
tiv

e 
Le

ar
ni

ng
 a

nd
 S

tu
de

nt
 

En
ga

ge
m

en
t , 

R
ou

tle
dg

e,
 2

01
0 

 
 R

. B
. B

ar
r 

&
 

J.
 T

ag
g,

  
‘F

ro
m
 

Te
ac

hi
ng

 
to
 

Le
ar

ni
ng

 
-A

 
N

ew
 

Pa
ra

di
gm

 
fo

r 
U

nd
er

gr
ad

ua
te
 

E
du

ca
tio

n’
, 

Ch
an

ge
, 

19
95

 
 H

m
el

o-
Si

lv
er

, C
in

dy
 E

.(2
00

4)
 “

Pr
ob

le
m

-B
as

ed
 L

ea
rn

in
g:

 W
ha

t 
an

d 
H

ow
 D

o 
St

ud
en

ts
 

Le
ar

n?
”

 E
du

ca
tio

na
l P

sy
ch

ol
og

y 
Re

vi
ew

 1
6 

(3
) 2

35
-2

66
 

 B
ar

ro
w

s,
 H

ow
ar

d 
S.

 (1
99

6)
  
“

Pr
ob

le
m

-b
as

ed
 le

ar
ni

ng
 in

 m
ed

ic
in

e 
an

d 
be

yo
nd

: A
 b

ri
ef

 
ov

er
vi

ew
”

. 
 N

ew
 D

ir
ec

tio
ns

 fo
r 

Te
ac

hi
ng

 a
nd

 L
ea

rn
in

g 
19

96
 (6

8)
: 3

-1
2 
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1 
 

『
教

職
概

説
』

の
広

場
 

Pa
rt

 Ⅰ
 

 今
ま

で
小

中
高

と
授

業
を

受
け

て
き

て
、

い
ろ

い
ろ

な
考

え
方

を
自

分
の

中
で

持
っ

て
い

る
と

思
っ

て
い

た
け

ど
、

モ
ノ

ク

ロ
と

カ
ラ

ー
の

違
い

を
一

つ
の

観
点

か
ら

し
か

見
つ

め
て

い
な

か
っ

た
こ

と
に

気
づ

き
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
教

師
を

目
指

そ

う
と

思
っ

て
い

る
自

分
に

と
っ

て
、

一
つ

の
方

向
か

ら
し

か
物

事
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
は

、
自

分
が

教

え
る

立
場

で
し

か
考

え
な

い
、

自
己

中
心

的
な

教
師

に
な

っ
て

い
た

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

学
校

と
い

う
た

く
さ

ん
の

考
え

方

を
持

っ
た

い
ろ

ん
な

ひ
と

が
い

る
と

こ
ろ

に
身

を
置

こ
う

と
す

る
に

は
、

も
っ

と
い

ろ
ん

な
方

向
か

ら
の

視
点

で
物

事
を

見

つ
め

て
、
考

え
て

い
く

こ
と
が

必
要

だ
と

思
い

ま
し

た
。（

将
士

）
→

今
回

、
わ

た
く
し
が
申
し
上
げ
た
こ
と
を
「
固
定
観
念
」

あ
る

い
は

「
自

己
中

心
的

」
と

い
う

タ
ー

ム
で

括
っ

て
し

ま
お

う
と

す
る

こ
と

も
あ

る
種

の
固

定
観

念
の

な
せ

る
わ

ざ
だ

と

考
え

て
み

る
と

、
ど

う
な

る
で

し
ょ

う
か

。
ぐ

る
ぐ

る
、

な
に

や
ら

無
限

ル
ー

プ
に

入
っ

て
い

く
よ

う
な

錯
覚

に
と

ら
わ

れ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

ね
。

で
も

、
そ

こ
か

ら
の

脱
出

を
は

か
り

ま
し

ょ
う

。
／

わ
た

く
し

は
想

像
力

が
必

要
だ

と
考

え
て

い

ま
す

。
例

え
ば

、
教

師
の

ほ
と

ん
ど

は
民

間
企

業
で

の
就

業
体

験
が

あ
り

ま
せ

ん
。

官
公

庁
で

の
勤

務
も

、
自

営
業

の
経

験

も
な

い
で

し
ょ

う
。

学
校

以
外

の
社

会
を

あ
ま

り
よ

く
は

知
ら

な
い

と
言

っ
て

も
よ

い
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

け
れ

ど
も

ク

ラ
ス

の
生

徒
の

親
の

多
く

は
教

師
が

経
験

し
た

こ
と

の
な

い
世

界
に

い
る

人
た

ち
で

す
。

経
験

し
て

い
な

い
こ

と
を

補
え

る

の
は

想
像

力
で

す
ね
。

も
う

少
し

詳
し

く
申

し
述

べ
る

と
『

社
会

学
的

想
像

力
（

s
o
c
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
）
』

で
す

。

興
味

を
お

持
ち

に
な

っ
た

の
な

ら
ラ

イ
ト
・
ミ

ル
ズ

の
作

品
を

是
非

お
読

み
下

さ
い
。『

社
会
学
的
想
像
力
』

C
ha

rle
s 

W
rig

ht
 

M
ill

s、
鈴

木
広

訳
、

紀
伊

國
屋

書
店

、
お

す
す

め
の

一
冊

で
す

。
 

 普
段

か
ら

物
事

を
多

面
的

に
見

る
こ

と
は

大
切

な
こ

と
だ

と
考

え
、

自
分

も
そ

う
す

る
よ

う
に

心
が

け
て

い
た

け
れ

ど
、

実

際
は

す
ご

く
一

方
的

な
考

え
方

し
か

し
て

い
な

い
の

だ
と

気
づ

き
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
教

育
を

勉
強

す
る

に
あ

た
っ

て
、

ま

ず
考

え
方

か
ら

理
想

に
近

づ
け

る
よ

う
に

改
善

し
て

い
こ

う
と

思
い

ま
し

た
。

想
像

力
や

思
考

力
と

い
っ

た
も

の
を

ふ
く

ら

ま
せ

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
い

ま
し

た
。（

梨
世

）
→

ま
さ

に
、
わ

た
く

し
が

上
で
申
し
述
べ
た
こ
と
－
想
像
力
を
豊
か
に
す

る
こ

と
の

大
切

さ
－

を
再

確
認

さ
れ

た
の

で
す

ね
。

す
ば

ら
し

い
。

／
「

そ
う

す
る

よ
う

に
心

が
け

て
」

い
て

も
、

な
か

な

か
心

が
け

の
よ

う
に

は
い

か
な

い
の

が
人

の
世

の
常

。
そ

れ
は

何
故

な
の

で
し

ょ
う

。
私

見
で

す
が

、
あ

る
こ

と
を

自
然

に

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
は

、
不

自
然

な
ほ

ど
の

努
力

が
必

要
な

の
だ

ろ
う

と
考

え
て

い
ま

す
。

ス
ー

パ
ー

ア
ス

リ
ー

ト

た
ち

が
、

あ
っ

と
驚

く
よ

う
な

プ
レ

イ
や

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
こ

と
も

な
げ

に
見

せ
、

私
達

を
魅

了
し

て
く

れ
る

の
は

、
彼

ら

彼
女

た
ち

が
普

段
か

ら
、
そ
れ

こ
そ

不
自

然
な

ほ
ど

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

積
み

重
ね
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
ね
。「

不
自
然
な

ほ
ど

の
努

力
」
、
こ

れ
に

挑
戦
し

た
後

に
は

、
き

っ
と
「

自
然

に
で

き
て

し
ま

う
」
習
慣
が
身
に
つ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う

か
。

／
「

教
育

を
勉

強
す

る
」

と
い

う
の

は
、

日
本

語
の

表
現

と
し

て
も

、
論

理
と

し
て

も
、

自
然

で
は

あ
り

ま
せ

ん
よ

。

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

か
、

少
し

ず
つ

で
い

い
の

で
考

え
て

い
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

 第
一

回
目

の
授

業
を

受
け

て
感

じ
た

こ
と

は
、

高
校

ま
で

の
授

業
と

は
全

く
違

っ
て

、
自

分
で

考
え

る
力

が
求

め
ら

れ
て

い

る
ん

だ
と

い
う

こ
と

で
し

た
。

例
え

ば
高

校
で

は
、

公
式

や
解

法
な

ど
を

ま
ず

先
生

が
生

徒
に

教
え

、
生

徒
は

そ
の

型
に

当

て
は

め
て

応
用

し
、

問
題

を
解

き
ま

す
。

他
に

も
校

則
が

あ
り

、
染

髪
、

ス
カ

ー
ト

丈
、

遅
刻

な
ど

と
い

う
よ

う
な

、
従

わ

2 
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
型
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
授
業
で
物
事
の
多
角
的
見
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
、

先
生

が
ど

う
し

て
そ

の
よ

う
な

指
導

を
さ

れ
て

き
た

の
か

と
い

う
こ

と
を

考
え

て
み

る
い

い
機

会
に

も
な

り
ま

し
た

。
今

後

の
授
業
で
も
先
生
が
物
事
の
多
角
的
見
方
を
教
え
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（

明
子
）
→
高
校

と
大

学
の

授
業

の
違

い
に

関
す

る
た

く
し

の
考

え
に

つ
い

て
は

、
別

の
レ

ポ
ー

ト
へ

の
コ

メ
ン

ト
に

も
書

き
ま

す
の

で
、

こ

こ
で

は
そ

れ
と

は
別

の
こ

と
を

綴
り

ま
し

ょ
う

。
簡

潔
に

ま
と

め
る

の
は

実
は

難
し

い
の

で
す

が
、

ひ
と

ま
ず

、
高

校
で

の

授
業

は
「

解
き

方
」

を
伝

授
す

る
傾

向
が

き
わ

め
て

強
い

、
と

で
も

言
っ

て
お

き
ま

し
ょ

う
か

。
と

こ
ろ

が
大

学
に

も
そ

の

よ
う

な
授

業
は

あ
り

ま
す

。
そ

の
こ

と
を

わ
た

く
し

は
大

学
に

進
学

し
て

知
り

ま
し

た
。
高

校
ま

で
と

は
異

な
っ

て
、
真

実
・

真
理

を
探

究
す

る
知

的
な

旅
を

体
験

・
体

感
で

き
る

と
期

待
し

て
門

を
く

ぐ
っ

た
の

で
す

が
、

あ
っ

と
い

う
ま

に
そ

の
期

待

は
裏

切
ら

れ
ま

し
た

。
今

で
も

あ
の

時
の

が
っ

か
り

感
は

忘
れ

ら
れ

ま
せ

ん
。

そ
の

が
っ

か
り

感
を

あ
な

た
た

ち
が

味
わ

う

よ
う

な
こ

と
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

、
そ

ん
な

気
持

ち
が

わ
た

く
し

の
中

に
ま

だ
消

え
ず

に
あ

り
ま

す
。

ず
ん

ず
ん

と
話

が

ず
れ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

お
許

し
く

だ
さ

い
。

／
校

則
に

つ
い

て
は

、
本

当
に

必
要

な
の

か
と

思
わ

れ
る

も
の

が
あ

ま
た

あ

り
、

こ
こ

に
多

面
的

・
多

角
的

な
見

方
を

あ
て

は
め

て
考

え
よ

う
と

い
う

気
持

ち
に

は
な

か
な

か
な

れ
ま

せ
ん

。
そ

の
理

由

は
、

校
則

が
教

師
の

都
合

、
学

校
の

都
合

に
基

づ
い

て
作

ら
れ

て
い

る
場

合
が

圧
倒

的
に

多
い

か
ら

、
と

い
う

こ
と

に
あ

り

ま
す

。
生

徒
や

保
護

者
の

気
持

ち
や

立
場

を
十

分
に

斟
酌

し
た

校
則

が
は

た
し

て
ど

の
程

度
あ

る
の

か
、

知
り

た
い

と
こ

ろ

で
す

。
／

物
事

の
多

角
的

・
多

面
的

な
見

方
が

重
要

で
あ

る
と

い
う

こ
と

は
お

伝
え

い
た

し
ま

す
が

、
見

方
を

教
え

る
つ

も

り
は

、
現

時
点

で
は

持
ち

合
わ

せ
て

い
ま

せ
ん

。
そ

ん
な

こ
と

を
し

て
も

決
し

て
「

見
方

」
は

身
に

つ
か

な
い

と
思

う
か

ら

で
す

。
自

分
で

試
行

錯
誤

し
、

自
分

に
あ

っ
た

か
た

ち
を

探
す

こ
と

に
よ

っ
て

こ
そ

、
そ

の
よ

う
な

「
見

方
」

が
我

が
も

の

と
な

る
か

ら
で

す
。

も
ち

ろ
ん

、
ヒ

ン
ト

に
な

る
よ

う
な

こ
と

は
よ

ろ
こ

ん
で

お
伝

え
致

し
ま

す
。

見
逃

さ
な

い
よ

う
に

、

聞
き
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

 最
初

は
先

生
の

お
名

前
と

、
先

生
が

お
子

様
に

つ
け

た
お

名
前

の
由

来
か

ら
授

業
に

入
っ

て
い

っ
た

の
で

、
教

職
概

説
は

ゆ

る
い

授
業

だ
と

思
い

ま
し

た
。

モ
ノ

ク
ロ

、
カ

ラ
ー

の
良

い
と

こ
ろ

、
悪

い
と

こ
ろ

を
挙

げ
て

い
く

と
い

う
の

も
、

さ
っ

き

ま
で
の
話
と

同
じ
様
な
感
じ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
分
け
方
を
考
え
た
と
き
、
先
生
が
「

1:
14

に
分
け
る
」

と
ヒ

ン
ト

を
お

っ
し

ゃ
っ

て
も

、
自

分
で

は
全

く
分

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

先
生

が
答

え
を

お
っ

し
ゃ

っ
た

と
き

に
、

と

て
も

納
得

し
、

自
分

も
固

定
観

念
に

縛
ら

れ
て

い
た

ん
だ

と
い

う
こ

と
に

気
が

付
き

ま
し

た
。

今
は

ま
だ

将
来

、
教

職
に

就

く
か

は
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
教

職
に

就
く

、
就

か
な

い
に

関
係

な
く

、
ど

ん
な

仕
事

を
す

る
に

し
て

も
、

仕
事

に
お

い
て

で

な
く

て
も

、
多

面
的

に
物

事
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

こ
と

は
と

て
も

重
要

で
あ

る
と

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し

た
。

こ
れ

か
ら

も
先

生
の

教
職

概
説

で
学

ぶ
こ

と
で

、
こ

う
い

っ
た

大
事

な
こ

と
を

知
っ

て
い

く
こ

と
が

で
き

た
ら

嬉
し

い

で
す
。（

香
織
）
→
教
師
を
目
指
す
学
生
の
た
め
に
開
講
し
て
い
る
授
業
で
無
駄
話
を
長
々
と
す
る
つ
も
り
は
…
あ
り
ま
せ
ん

ね
ぇ

。
教

師
を

目
指

す
学

生
が

対
象

で
な

く
て

も
同

じ
で

す
け

れ
ど

。
授

業
に

お
い

て
、

ち
ょ

っ
と

し
た

脱
線

話
が

ほ
ど

よ

い
ア

ク
セ

ン
ト

に
な

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

知
っ

て
い

ま
す

か
ら

、
無

駄
話

を
頭

か
ら

否
定

す
る

こ
と

は
し

ま
せ

ん
。

い
や

そ

れ
ど

こ
ろ

か
、

こ
れ

を
授

業
で

実
演

す
る

こ
と

で
、

そ
の

効
果

を
再

確
認

し
て

も
ら

う
、

と
い

う
こ

と
が

あ
る

か
も

し
れ

ま

せ
ん
。
今
回
は
意
図
あ
っ
て
の
「
名
前
由
来
噺
」
で
し
た
が
、
ね
ら
い
を
極
め
て
簡
潔
に
要
す
る
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、

暖
機
運
転
だ
と
お
心
得
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。「

ゆ
る
い
」
か
「
ゆ
る
く
な
い
か
」
に
限
ら
ず
、
単
純
な
二
分
法
か
ら

自
由

に
な

る
こ

と
が

多
面

的
に

物
事

を
捉

え
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

必
要

な
ス

テ
ッ

プ
で

す
。

あ
な

た
の

「
ま

な
び

」
を

楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
よ
。

 

11



3 
 名
前

は
一

生
も

の
で

、
す

ご
く

大
切

な
も

の
だ

と
思

う
。

今
日

の
先

生
の

お
話

の
よ

う
に

、
私

も
名

前
で

他
の

人
が

な
か

な

か
し

な
い

体
験

を
し

た
こ

と
が

あ
る

。
私

の
名

前
は

ひ
ら

が
な

な
の

で
、

小
学

校
の

と
き

は
友

だ
ち

に
漢

字
が

書
け

な
い

と

思
わ

れ
た

こ
と

や
、

中
学

校
の

と
き

に
は

、
先

生
の

子
ど

も
に

つ
け

る
名

前
で

ひ
ら

が
な

は
ど

う
か

と
い

う
相

談
を

受
け

た

こ
と

も
あ

っ
た

。
最

近
で

は
名

前
を

ほ
め

ら
れ

る
こ

と
が

多
く

、
自

分
の

名
前

を
す

ご
く

気
に

入
っ

て
い

る
。

私
も

自
分

の

子
ど

も
に

は
素

敵
な

体
験

が
で

き
る

よ
う

な
、

い
い

名
前

を
つ

け
た

い
と

思
う

。
白

黒
テ

レ
ビ

と
カ

ラ
ー

テ
レ

ビ
の

質
問

で

多
角

的
に

物
事

を
見

る
と

い
う

こ
と

に
つ

な
が

る
と

は
思

わ
な

か
っ

た
。

ま
だ

ま
だ

自
分

は
物

事
を

多
角

的
に

見
ら

れ
て

い

な
い

の
で

、
こ

れ
か

ら
そ

う
い

う
見

方
を

し
っ

か
り

身
に

つ
け

た
い

。
ど

ん
な

こ
と

で
も

多
く

の
点

に
気

づ
い

て
、

物
事

を

柔
軟

に
考

え
ら

れ
た

ら
い

い
と

思
う

。（
は

な
）
→

わ
た

く
し

は
と

て
も

素
敵

な
名

前
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
た
く
し
の
記
憶
に

残
っ

て
い

る
最

初
の

朝
の

連
続

テ
レ

ビ
小

説
が

「
お

は
な

は
ん

」
で

し
た

。
大

人
気

の
国

民
的

番
組

で
し

た
。

幼
心

に
も

覚

え
て

い
ま

す
。

ハ
ワ

イ
語

で
「

オ
ハ

ナ
」

と
言

え
ば

家
族

の
こ

と
。

言
葉

の
響

き
が

そ
の

ま
ま

家
族

の
あ

た
た

か
さ

、
き

ず

な
を

感
じ

さ
せ

ま
す

ね
。
そ

ん
な

こ
と

ま
で

思
い

出
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。
ひ

ら
が

な
の
「
は
な
」
で
あ
る
こ
と
が
す
て
き
。

ひ
ら

が
な

の
曲

線
が

や
わ

ら
か

さ
と

ぬ
く

も
り

を
あ

ら
わ

し
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

／
物

事
を

多
角

的
多

面
的

に
見

つ

め
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

は
、
も

う
一

度
見

直
し

て
み

る
、
立

場
の

違
う

人
だ

っ
た

ら
ど

の
よ
う
に
見
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
「
し

か
け

」
を

頭
の

中
に

常
設

し
て

お
く

こ
と

で
す

。
常

設
の

た
め

の
工

事
に

は
や

や
時

間
が

か
か

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

ひ

と
た

び
設

営
さ

れ
れ

ば
、

そ
の

後
は

格
別

に
意

識
し

な
く

て
も

、
そ

れ
が

で
き

る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

 

 は
じ

め
に

先
生

の
自

己
紹

介
と

名
前

の
お

話
を

聞
い

て
、

ぼ
く

は
「

人
の

話
を

聞
く

」
と

い
う

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

す
ぐ

に
切

り

替
わ

る
こ

と
が

で
き

、
そ

う
さ

せ
る

先
生

の
話

し
方

を
す

ご
い

と
思

っ
た

と
同

時
に

、
話

の
つ

か
み

の
大

切
さ

も
感

じ
ま

し

た
。

白
黒

テ
レ

ビ
と

カ
ラ

ー
テ

レ
ビ

の
質

問
で

は
、

周
り

の
同

年
代

の
学

生
さ

ん
が

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

の
か

を
聞

い

て
、

自
分

の
考

え
た

こ
と

と
比

べ
て

、
質

問
の

意
図

に
あ

っ
た

よ
う

に
、

色
々

な
角

度
や

方
面

か
ら

考
え

て
い

る
こ

と
が

わ

か
り

、
と

て
も

刺
激

を
受

け
ま

し
た

。
こ

の
授

業
を

受
け

て
、

こ
れ

か
ら

の
半

年
間

を
視

野
の

広
い

、
想

像
力

豊
か

な
大

学

生
活

に
し

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
（

康
生

）
→

お
褒

め
に

与
り

、
た

い
そ

う
光

栄
で

す
が

、
あ

な
た

の
中

に
“

ch
an

ne
l 

fo
r 

lis
te

ni
ng

”
が

あ
っ

て
こ

そ
、

そ
し

て
そ

の
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
切

り
替

え
る

こ
と

が
上

手
に

で
き

る
か

ら
こ

そ
の

話
な

の
だ

と

思
い

ま
す

。
／

数
年

前
ま

で
は

自
分

の
名

前
の

話
は

せ
ず

に
、

受
講

生
か

ら
の

質
問

に
答

え
る

形
で

自
己

紹
介

を
し

て
い

ま

し
た

。
題

し
て
「

あ
な

た
か

ら
の

質
問

で
作

る
み

う
ら

ま
こ

と
の

自
己

紹
介

コ
ー

ナ
ー
」
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
も
意
図
が

あ

り
ま

し
た

。
背

景
に

は
「

大
学

の
授

業
は

学
生

と
教

師
の

双
方

が
作

る
も

の
で

あ
る

」
と

い
う

理
念

が
あ

り
、

そ
れ

を
短

時

間
で

模
擬

的
に

体
験

す
る

こ
と

、
そ

れ
が

ね
ら

い
で

し
た

。
最

近
は

受
講

生
か

ら
あ

ま
り

質
問

が
出

な
く

な
っ

て
、

盛
り

上

が
り

に
欠

け
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

、「
名

付
け

ら
れ

て
、
名

付
け

て
」
の

話
に

変
え
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

ち
ら

に
も

意
図

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

れ
は

文
末

の
編

集
後

記
に

て
。

 

 最
初

の
先

生
の

名
前

に
関

す
る

お
話

は
面

白
か

っ
た

で
す

。
自

分
も

名
字

が
日

本
全

国
に

私
の

一
族

し
か

い
な

い
珍

し
い

も

の
な

の
で

、
名

前
に

は
深

い
関
心

が
あ

り
ま

す
。
M

O
N

O
と

C
O

LO
R
の

お
話

は
、
私
は
想
像
力
に
つ
い
て
答
え
ま
し
た
が
、

他
の

人
の

意
見

を
多

く
聴

け
て

楽
し

か
っ

た
で

す
。

先
生

は
テ

レ
ビ

の
視

聴
者

側
と

制
作

者
側

で
の

線
引

き
に

つ
い

て
最

後

に
お

話
を

さ
れ

ま
し

た
が

、
言

わ
れ

る
ま

で
、

そ
の

分
け

方
に

は
気

づ
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
私

が
思

い
つ

い
た

の
は

、
美

味

し
そ

う
に

見
え

る
と

か
、

臨
場

感
が

感
じ

ら
れ

る
な

ど
の

感
覚

的
な

も
の

と
、

情
報

を
理

解
で

き
る

ス
ピ

ー
ド

な
ど

、
能

力

的
な

も
の

に
わ

け
る

方
法

だ
け

で
し

た
。
次

か
ら

の
授

業
も

楽
し

み
で

す
。（

彩
）
→
わ
た
く
し
も
苗
字
に
は
か
な
り
強
い
関
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 心
を

持
っ

て
い

ま
す

。
今

ま
で

に
知

っ
た

珍
し

い
苗

字
、

ご
存

知
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

ち
ょ

っ
と

だ
け

紹
介

し
て

お
き

ま

し
ょ
う
。「

四
月
一
日
」「

八
月
一
日
」「

月
見
里
」「

小
鳥
遊
」「

十
」「

い
」「

東
西
南
北
」「

春
夏
秋
冬
」
。
知
り
合
っ
た
と
こ

ろ
で
は
「
五

大
院
」（

ど
う
や
ら
後
醍
醐
天
皇
の
末
裔
で
あ
る
可
能
性
大
な
り
、
で
す
。
わ
た
く
し
、
調
べ
ま
し
た
）
、「

仕
名
」

（
←
あ
な
た
の
お
名
前
は
と
尋
ね
ら
れ
て
、「

は
い
、
し
め
い
で
す
」
と
こ
た
え
る
と
、
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
し
め
い
を
た

ず

ね
て

い
る

の
で

す
、

と
い

う
よ

う
な

や
り

と
り

を
毎

回
の

よ
う

に
し

て
疲

れ
て

い
る

と
こ

ぼ
し

て
い

ま
し

た
、

高
校

の
バ

レ

ー
部
の
後
輩
で
す
）
、
い
や
、
こ
ち
ら
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
な
の
で
、
今
回
は
こ
の
辺
り
で
や
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

 今
回
の
授
業
で
取
り
上
げ
た
モ
ノ
ク
ロ
と
カ
ラ
ー
の

ad
v.と

di
sa

dv
.、
題
材
か
ら

し
て
普
段
は
あ
ま
り
考
え
な
い
よ
う
な
内

容
だ

っ
た

の
で

、
と

て
も

お
も

し
ろ

か
っ

た
で

す
。

私
も

自
分

な
り

の
答

え
を

考
え

な
が

ら
聞

い
て

い
ま

し
た

が
、

こ
の

題

材
か

ら
多

角
的

に
物

事
を

考
え

る
こ

と
の

重
要

さ
を

教
え

ら
れ

る
と

は
思

っ
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

今
ま

さ
に

先
生

に
だ

ま

さ
れ
た
よ
う
な
気
分
で
す
。
し
か
し
だ
ま
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
は
残
っ
た
と
言
い
ま
し
た
が
、
嫌
な
気
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ

か
ら

も
先

生
に

良
い

意
味

で
だ

ま
さ

れ
て

、
い

ろ
い

ろ
な

考
え

方
に

触
れ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
月

並
み

な
こ

と

し
か
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

由
貴
）
→
ん
～
、
だ
ま
す

つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
ま
さ
れ
た
と
お
感
じ
に
な
っ
た
の
な
ら
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
。「

き
つ
ね
に
つ
ま
ま
れ
た
」
と

い
う
印
象
と
も
違
う
の
か
し
ら
。
お
そ
ら
く
予
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
展
開
に
戸
惑
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

何
故
、
そ
れ

が
想
定
の
範
囲
に
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、（

大
学

の
）

授
業

っ
て

、
○

○
○

が
あ

っ
て

、
そ

の
次

に
△

△
△

が
き

て
、

そ
し

て
最

後
に

は
◇

◇
◇

…
、

と
い

う
よ

う
な

思
い

込

み
、

つ
ま

り
固

定
観

念
が

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
、

そ
ん

な
風

に
し

て
自

分
の

中
に

ど
の

よ
う

な
固

定
観

念
が

存
在

す
る

の

か
を
ち
ゃ
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
の
は
、
と
て
も
大
切
な
営
み
で
す
。

 

 私
は

遅
れ

て
し

ま
い

途
中

参
加

で
し

た
が

、
先

生
同

じ
く

兄
弟

で
何

ら
か

の
共

通
性

を
名

前
に

持
つ

こ
と

は
、

親
近

感
だ

っ

た
り
、
一
体
感
が
で
る
の
で
、
私
の
子
ど
も
に
も
そ
う
い
う
名
前
を
つ
け
た
い
で
す
。
私
の
姉
は
永
遠

と
わ

で
、
弟
は

永
久

と
こ
し

え

と
い

い
ま

す
。

／
モ

ノ
ク

ロ
と

カ
ラ

ー
の

長
所

・
短

所
で

し
た

が
、

私
は

一
方

か
ら

の
見

解
し

か
は

あ
げ

る
こ

と
が

で
き

ず
、

固

定
観

念
は

既
に

分
か

っ
て

い
ま

し
た

が
、

し
っ

か
り

根
付

い
て

い
ま

す
。

自
分

が
教

え
る

立
場

に
な

っ
た

時
、

生
徒

に
は

柔

軟
な

発
想

を
要

す
る

ク
イ

ズ
（

家
に

本
が

あ
り

ま
す

け
ど

、
忘

れ
ま

し
た

）
を

出
し

た
り

し
て

楽
し

ん
で

も
ら

い
た

い
と

思

い
ま
す
が
、
時
に
固
定
観
念
は
必
要
だ
と
思
う
の
で
（
戦
争
は
悪
い
、
と
か
）
、
使
い
分
け
る
能
力
が
つ
け
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す

。
で

も
、

こ
れ

は
私

に
と

っ
て

都
合

が
良

い
だ

け
で

あ
る

の
で

、
教

え
る

立
場

に
立

っ
た

時
、

押
し

つ
け

て
も

駄
目

か

な
と
思
い
ま
す
。
短
時
間
で
考
え
る
に
は
難
し
い
内
容
で
し
た
！
面
白
か
っ
た
で
す
。（

久
遠
）
→
素
敵
な
お
名
前
！
三
人
そ

ろ
っ
て

et
er

na
l、

et
er

ni
ty

の
響
き
、
輝
き
あ
る
の
は
い
い
な
ぁ
。
あ
な
た
の
お
名
前
は
わ
た
く
し
の
父
親
の
母
校
の
校
歌

に
登

場
す

る
の

で
、

幼
少

の
頃

か
ら

こ
の

言
葉

を
知

っ
て

い
ま

し
た

が
、

そ
れ

を
名

前
に

持
つ

人
を

わ
た

く
し

は
初

め
て

知

り
ま

し
た

。
／

「
戦

争
は

悪
い

」
は

固
定

観
念

で
は

あ
り

ま
せ

ん
ね

。
な

ぜ
、

こ
れ

が
固

定
観

念
と

は
違

う
の

か
、

じ
っ

く

り
と

考
え

て
み

て
く

だ
さ

い
。

じ
っ

く
り

と
考

え
る

た
め

に
は

固
定

観
念

と
た

た
か

う
必

要
が

あ
り

ま
す

が
、

是
非

、
チ

ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

 次
か

ら
の

授
業

が
楽

し
み

に
な

り
ま

し
た

。
先

生
の

話
が

私
に

は
大

変
聞

き
取

り
や

す
く

、
今

回
の

講
義

で
し

て
下

さ
っ

た

モ
ノ
ク
ロ
と
カ
ラ
ー
の

ad
v.と

di
sa

dv
.の

問
題

か
ら
何
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
の
か
、
ま
た
、
物
事
の
ど
の
よ
う
な
捉
え
方

12
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 が
あ

る
の

か
が

、
再

度
、

確
認

で
き

た
よ

う
に

も
思

い
ま

す
。

今
回

の
講

義
の

最
後

に
先

生
が

お
っ

し
ゃ

ら
れ

て
い

た
よ

う

に
、

こ
れ

か
ら

の
私

、
も

し
く

は
私

達
は

、
教

育
を

た
だ

受
け

て
い

た
頃

と
は

ま
た

違
い

、
教

育
者

側
の

視
点

や
第

三
者

の

視
点

か
ら

物
事

や
教

育
に

つ
い

て
向

き
合

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
よ

う
に

な
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、

こ
の

講
義

を
受

け
な

が
ら

、
い

ろ
い

ろ
な

視
点

か
ら

物
事

を
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
、

発
想

の
転

換
が

も
っ

と
柔

軟
に

で
き

る

よ
う

に
な

り
た

い
と

感
じ

ま
し

た
。
（

理
美

）
→

柔
軟

な
発

想
は

、
そ

れ
を

妨
げ

る
も

の
が

何
で

あ
る

の
か

に
気

が
つ

け
ば

、

存
外

、
容

易
に

で
き

る
よ

う
に

な
る

も
の

で
す

。
と

は
い

え
、

気
が

つ
く

の
は

そ
れ

が
習

慣
と

な
っ

て
い

な
い

場
合

に
は

そ

ん
な

に
簡

単
で

は
な

い
と

感
じ

ら
れ

る
で

し
ょ

う
し

、
そ

の
こ

と
に

気
づ

く
必

要
性

を
と

も
す

れ
ば

日
常

の
営

み
の

中
で

忘

れ
て

し
ま

い
が

ち
な

の
で

、
こ

れ
を

総
じ

て
柔

軟
な

発
想

は
難

し
い

と
断

じ
て

し
ま

う
の

で
あ

り
ま

し
ょ

う
。

で
も

ね
、

必

ず
で

き
る

こ
と

な
の

で
す

よ
。

／
教

師
を

目
指

す
学

生
さ

ん
は

教
科

教
育

法
の

授
業

な
ど

で
教

材
研

究
の

重
要

性
を

何
度

も

指
摘

さ
れ

、
実

際
に

教
材

研
究

を
体

験
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
そ

れ
は

そ
れ

で
と

て
も

大
切

な
こ

と
で

す
が

、
そ

れ
に

ひ

け
を

と
ら

ず
大

切
な

こ
と

が
あ

る
、

と
い

う
こ

と
を

教
材

研
究

に
か

ま
け

て
ば

か
り

い
る

と
、

見
失

っ
た

り
忘

れ
た

り
し

て

し
ま

い
ま

す
。

そ
う

な
ら

な
い

よ
う

に
心

が
け

て
く

だ
さ

い
ね

。
 

 枠
を

取
り

除
い

て
考

え
て

い
る

学
生

の
顔

を
見

て
い

る
三

浦
先

生
が

と
て

も
楽

し
そ

う
に

見
え

ま
し

た
。

ネ
タ

と
い

う
と

語

弊
が

生
じ

ま
す

が
、

生
徒

が
楽

し
め

る
よ

う
な

授
業

を
提

供
す

る
の

は
教

員
に

な
る

人
に

と
っ

て
難

し
く

、
楽

し
い

こ
と

で

は
な

い
か

と
、

今
回

の
授

業
を

受
け

て
感

じ
ま

し
た

。
今

期
の

授
業

が
と

て
も

楽
し
み
に
な
る
第
１
回
で
し
た
。
（
み
な
み
）

→
「

生
徒

」
で

は
な

く
「

学
生

」
で

す
よ

、
大

学
に

い
る

の
は

。
／

授
業

を
作

る
立

場
の

人
間

が
そ

こ
に

楽
し

さ
を

見
い

だ

す
こ

と
、

作
り

出
す

こ
と

が
で

き
な

け
れ

ば
、

そ
れ

を
受

け
る

立
場

の
人

間
が

楽
し

い
と

思
う

こ
と

は
決

し
て

な
い

は
ず

。

そ
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

れ
が

ち
ょ

こ
ち

ょ
こ

っ
と

顔
を

出
し

た
の

で
し

ょ
う

か
。

／
「

ネ
タ

」
と

は
同

業

者
間

で
用

い
る

場
合

に
は

語
弊

を
生

じ
な

い
言

い
回

し
で

す
が

、
面

と
向

か
っ

て
言

わ
れ

る
と

、
戸

惑
い

ま
す

し
、

場
合

に

よ
っ

て
は

、
一

所
懸

命
に

考
え

た
工

夫
を

ネ
タ

呼
ば

わ
り

す
る

な
と

憤
慨

す
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
せ
め
て
「
小

道
具

」
ぐ

ら
い

に
し

て
ほ

し
い

か
な

。
／

「
難

し
く

、
楽

し
い

こ
と

」
と

い
う

表
現
が
と
て
も
素
敵
で
す
。

 

 私
は

今
月

に
入

っ
て

か
ら

地
元

を
離

れ
て

一
人

暮
ら

し
を

は
じ

め
ま

し
た

。
両

親
に

は
学

費
も

払
っ

て
も

ら
い

、
生

活
費

の

援
助

を
し

て
も

ら
い

、
大

学
を

卒
業

し
て

親
孝

行
を

し
た

い
な

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
で

も
、

先
生

の
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た

言
葉

を
聞

い
て

、
私

に
も

親
孝

行
が

で
き

て
い

た
と

思
う

と
、

少
し

安
心

し
ま

し
た

。
立

派
な

大
人

に
な

っ
て

も
っ

と
両

親

を
喜

ば
せ

て
あ

げ
た

い
で

す
。

固
定

観
念

に
縛

ら
れ

な
い

よ
う

に
す

る
、

と
い

う
事

に
興

味
を

持
ち

ま
し

た
。

一
つ

の
物

事

に
お

い
て

も
多

く
の

視
点

か
ら

の
意

見
が

い
き

て
世

の
中

が
作

ら
れ

て
い

る
の

だ
と

思
う

と
、

や
っ

ぱ
り

自
分

の
生

き
て

い

る
世

界
は

狭
い

ん
だ

と
思

い
ま

し
た

。
一

つ
の

視
点

に
縛

ら
れ

る
の

は
面

白
く

な
い

と
思

い
ま

す
。

も
し

私
が

教
師

に
な

れ

た
ら

、
難

し
い

こ
と

で
は

あ
る

と
思

い
ま

す
が

、
た

く
さ

ん
の

生
徒

の
事

を
柔

軟
な

思
考

を
持

ち
、

で
き

る
だ

け
理

解
し

て

あ
げ

ら
れ

る
よ

う
な

人
に

な
り

た
い

で
す

。（
遼

子
）
→
「

子
を

持
っ

て
知

る
親

の
恩
」
と
は
い
に
し
え
か
ら
の
言
い
伝
え
で

す
が

、
ま

さ
に

そ
の

通
り

だ
と

思
い

ま
す

。
自

分
が

今
、

こ
う

や
っ

て
我

が
子

の
こ

と
を

一
番

に
考

え
て

い
る

、
こ

れ
と

同

じ
事

を
自

分
の

親
も

自
分

に
対

し
て

し
て

く
れ

て
い

た
に

違
い

な
い

。
そ

う
感

じ
る

こ
と

、
思

う
こ

と
、

考
え

る
こ

と
が

で

き
る

だ
け

で
も

し
あ

わ
せ

な
の

だ
と

わ
た

く
し

は
思

い
ま

す
。

つ
い

で
な

が
ら

申
し

述
べ

て
お

き
ま

す
が

、
親

孝
行

は
、

親

の
立

場
か

ら
す

れ
ば

、
子

ど
も

が
生

ま
れ

た
そ

の
時

（
い

や
生

ま
れ

る
前

、
例

え
ば

名
前

を
考

え
て

い
る

時
－

授
業

の
時

に

お
話

い
た

し
ま

し
た

ね
）
、
そ
れ

か
ら

少
し

ず
つ

様
々

な
こ

と
を

吸
収

し
て

成
長

し
て
い
く
様
子
を
見
て
い
る
間
に
、
既
に
感

6 
 じ
取

っ
て

い
る

こ
と

な
の

で
す

。
生

ま
れ

て
き

て
く

れ
て

あ
り

が
と

う
、

健
や

か
に

育
っ

て
く

れ
て

あ
り

が
と

う
。

こ
れ

に

ま
さ

る
親

孝
行

は
な

い
の

で
す

ね
。

／
わ

た
く

し
も

学
生

時
代

は
親

元
を

離
れ

て
一

人
暮

ら
し

を
し

て
い

ま
し

た
。

当
初

は

下
宿

に
電

話
を

引
く

こ
と

も
で

き
ず

（
あ

の
頃

は
固

定
電

話
を

設
置

す
る

の
に

十
数

万
円

の
権

利
金

が
必

要
で

、
そ

れ
こ

そ

一
大
事
で
し
た
）
、
毎
晩
の
よ
う
に
百
円
玉
を
握
り
し
め
て
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
通
っ
て
い
ま
し
た
（
そ
ん
な
情
景
を
思
い

起
こ

さ
せ

る
名

曲
が

松
山

千
春

の
作

品
に

あ
る

の
で

す
が

、
ご

存
知

な
い

で
し

ょ
う

ね
ぇ

…
「

ふ
る

さ
と

」
、

名
曲

で
す

）。

／
「

自
分

の
生

き
て

い
る

世
界

」
が

「
狭

い
」

と
い

う
こ

と
は

決
し

て
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
を

「
狭

い
」

と
感

じ
（

さ
せ

）

て
し
ま
う
も
の
は
何
な
の
か
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「

私
的
な
（
個
別
の
）
世
界
な
ど
狭
い
も
の

な

の
だ
」
と
い
う
固
定
観
念
か
ら
、
自
由
に
な
っ
て
羽
ば
た
き
ま
し
ょ
う
。

 

 関
西

大
学

に
入

学
し

て
か

ら
４

日
。

地
方

か
ら

来
た

私
に

と
っ

て
、

三
浦

先
生

の
授

業
は

と
て

も
刺

激
的

で
し

た
。

何
故

か

と
い
う
と
、
理

由
は

2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
親
孝
行
と
は
私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

親
元

を
離

れ
て

暮
ら

す
私

に
と

っ
て

、
先

生
の

こ
の

言
葉

と
と

も
に

親
の

顔
が

浮
か

ん
で

き
て

、
涙

が
出

そ
う

に
な

り
ま

し

た
。
二
つ
目

は
、
立
場
が
異
な
る
と
い
う
だ
け
で
、
視
点
が

18
0
度
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
モ
ノ
ク
ロ

TV
、

カ
ラ
ー

TV
の

ad
v.／

di
sa

dv
.の

意
見
が
出
た
後
で
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
一
つ
の
軸
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

私
は

、
い

か
に

他
の

人
の

立
場

に
立

っ
て

考
え

る
と

い
う

こ
と

を
普

段
か

ら
し

て
い

な
い

か
、

と
い

う
こ

と
に

気
づ

き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
多
面
的
、
多
角
的
に
物
事
を
捉
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。（

亜
希
）
→

わ
た
く
し
も

親
元

を
離

れ
て

の
学

生
生

活
を

お
く

り
ま

し
た

。
い

え
、

そ
の

前
に

一
年

間
、

親
元

を
離

れ
て

の
予

備
校

生
活

が
あ

り
ま

し

た
。

離
れ

て
し

み
じ

み
と

身
に

し
み

る
親

心
。

あ
の

頃
は

よ
く

枕
を

ぬ
ら

し
た

も
の

で
し

た
。

そ
れ

が
い

つ
の

ま
に

か
…

。

水
が

低
き

に
流

れ
る

よ
う

に
、

人
は

悪
し

き
に

流
れ

る
。

そ
ん

な
言

い
回

し
が

あ
り

ま
す

が
、

悪
し

き
に

流
れ

な
い

に
し

て

も
、

大
切

な
何

か
を

次
第

に
忘

れ
て

し
ま

う
、

そ
ん

な
に

珍
し

い
こ

と
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

。
わ

た
く

し
は

自
分

の
学

生

時
代
の
反
省
に
基
づ
い
て
、
み
な
さ
ま
に
お
い
て
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 今
日

の
授

業
を

聞
い

て
、

今
ま

で
は

自
分

の
置

か
れ

て
い

る
立

場
（

今
日

の
授

業
で

は
視

聴
者

の
立

場
）

か
ら

し
か

物
事

を

と
ら

え
て

い
な

い
こ

と
を

痛
感

し
ま

し
た

。
ま

だ
社

会
に

出
て

働
い

た
こ

と
の

な
い

私
は

、
今

ま
で

の
生

活
の

中
で

、
生

徒

や
消

費
者

、
視

聴
者

…
な

ど
、

様
々

な
「

立
場

」
を

経
験

し
て

き
た

け
ど

、
一

度
も

そ
の

逆
の

「
立

場
」

に
立

っ
た

こ
と

が

な
い

と
い

う
こ

と
を

改
め

て
感

じ
ま

し
た

。
逆

の
立

場
、

他
の

立
場

に
立

っ
て

み
る

こ
と

で
し

た
得

ら
れ

な
い

意
見

も
、

こ

れ
か

ら
社

会
に

出
る

よ
う

に
な

っ
て

必
要

に
な

っ
て

い
く

、
そ

の
た

め
に

も
今

の
「

立
場

」
が

す
べ

て
で

は
な

い
こ

と
、

周

り
の
意
見
に
耳
を
貸
し
、
理
解
す
る
こ
と
を
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。（

紗
恵
）
→
そ

う
で
す
、
そ

の
謙
虚
な
心
持
ち
が
大
切
な
の
で
す
。
謙
虚
で
あ
り
な
が
ら
、
け
れ
ど
も
決
し
て
受
け
身
で
は
な
く
、
、
い
や
、
む
し
ろ
、
真

実
や
真
理
に
対
し
て
は
積
極
的
で
あ
る
、
そ
ん
な
ス
タ
ン
ス
や
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

 

 ま
ず

は
じ

め
に

、
授

業
に

遅
れ

て
し

ま
い

、
本

当
に

す
み

ま
せ

ん
で

し
た

。
自

己
紹

介
を

聞
く

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
の

が

非
常

に
残

念
で

す
。

モ
ノ

ク
ロ

テ
レ

ビ
、

カ
ラ

ー
テ

レ
ビ

の
良

し
悪

し
の

議
論

を
受

け
、

自
分

が
一

面
的

に
し

か
物

事
を

考

え
ら

れ
て

い
な

い
と

い
う

こ
と

を
痛

感
し

ま
し

た
。

こ
れ

ま
で

「
物

事
を

多
面

的
に

見
て

、
考

え
る

よ
う

に
」

と
指

導
を

受

け
て

き
た

こ
と

は
多

々
あ

っ
た

は
ず

な
の

に
、

分
か

っ
て

は
い

て
も

実
行

に
移

せ
て

お
ら

ず
、

意
識

が
足

り
な

い
と

反
省

し

ま
し

た
。

自
分

は
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
マ

イ
ン

ド
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

受
け

や
す

く
、

思
い

こ
ん

で
し

ま
う

と
軌

道
を

変
更

す

13
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 る
の

が
難

し
い

タ
イ

プ
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

教
員

免
許

を
取

得
し

、
教

員
を

目
指

す
者

と
し

て
は

、
今

日
お

っ
し

ゃ
ら

れ

た
「

物
事

を
多

面
的

に
と

ら
え

る
」「

固
定

観
念

に
と

ら
わ

れ
な

い
」
こ

と
を

中
心
に
、
柔
軟
な
発
想
を
持
っ
て
取
り
組
め

る

よ
う

に
意

識
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

初
め

て
大

学
の

授
業

を
受

け
、

高
校

ま
で

の
“

授
業

”
と

は
全

く
違

う

も
の

な
ん

だ
と

驚
き

ま
し

た
。

受
け

身
に

徹
し

て
い

た
こ

れ
ま

で
の

体
勢

を
改

め
、

自
ら

積
極

的
に

勉
学

に
励

み
た

い
と

思

い
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
、
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。（

優
子

）
→
「
ま
ず
」
と
「
は
じ
め
に
」
は
、
ほ
ぼ
同
義
な

の
で

、
こ

れ
を

重
ね

る
の

は
ト

ー
ト

ロ
ジ

ー
と

な
り

ま
す

。
気

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

ね
。

／
授

業
に

遅
れ

た
の

は
教

室
の

変

更
が

あ
っ

た
か

ら
、

そ
の

こ
と

は
わ

た
く

し
も

十
分

に
わ

か
っ

て
お

り
ま

す
か

ら
、

あ
ま

り
気

に
な

さ
ら

な
い

よ
う

に
。

な

に
せ

、
教

室
変

更
の

知
ら

せ
が

授
業

担
当

者
に

届
い

た
の

が
授

業
直

前
だ

っ
た

の
で

す
か

ら
、

学
生

に
み

な
さ

ま
に

お
い

て

は
、

さ
ら

に
さ

ら
に

混
乱

さ
れ

た
こ

と
と

思
い

ま
す

。
／

大
学

の
授

業
が

果
た

し
て

高
校

ま
で

の
授

業
と

違
う

の
か

、
こ

れ

は
実

は
微

妙
で

す
。
高

校
を
卒

業
す

る
ま

で
に

多
く

の
人

は
「

問
い

に
は

必
ず

答
え
、
し
か
も
最
適
解
が
あ
る
」
、
そ
し
て
「

そ

の
解

に
い

ち
は

や
く

た
ど

り
着

く
こ

と
が

善
で

あ
り

、
美

で
あ

る
」
、
そ

の
よ

う
な
考
え
方
や
姿
勢
、
習
慣
を
作
ら
さ
れ
て
し

ま
っ

た
の

だ
ろ

う
と

感
じ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
世

の
中

に
は

答
え

が
な

い
問

い
や

、
答

え
が

時
と

場
合

、
あ

る
い

は
人

に

よ
っ

て
異

な
っ

た
り

、
変

わ
っ

た
り

す
る

場
合

、
答

え
は

あ
る

け
れ

ど
、
そ

れ
が

必
ず
し
も
最
適
解
で
は
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
、

い
く

つ
も

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

る
の

が
普

通
で

す
。

高
校

を
卒

業
す

る
ま

で
に

身
に

染
み

つ
い

て
し

ま
っ

た
思

考
法

、

思
考

習
慣

で
は

、
そ

の
よ

う
な

問
い

に
正

し
く

対
峙

す
る

こ
と

は
難

し
い

。
そ

れ
を

い
わ

ば
「

大
人

用
」

に
リ

フ
ァ

イ
ン

し

て
い

く
の

が
大

学
の

つ
と

め
の

一
つ

だ
と

わ
た

く
し

は
考

え
て

い
る

の
で

す
が

、
大

学
教

員
の

中
に

は
、

自
分

の
持

て
る

知

識
を

配
分

す
る

こ
と
（

多
く
の

場
合

は
断

片
と

し
て

）
、
つ

ま
り
「

知
識

の
転

移
」
こ
そ
が
大
学
教
育
の
要
諦
な
の
だ
と
信

じ

て
疑

わ
な

い
人

も
結

構
な

割
合

で
存

在
し

て
い

ま
す

。
そ

の
人

た
ち

と
闘

っ
て

い
る

暇
は

な
い

の
で

、
わ

た
く

し
は

わ
た

く

し
の

信
じ

る
と

こ
ろ

に
忠

実
で

あ
ら

ん
と

し
て

い
る

だ
け

な
の

で
す

。
そ

れ
は

、
知

識
を

得
る

た
め

の
知

的
プ

ロ
セ

ス
を

体

験
す

る
こ

と
、

体
感

す
る

こ
と

に
重

き
を

置
く

、
と

い
う

こ
と

で
す

。
端

的
に

申
し
述
べ
る
と

“
ac

tiv
e 

le
ar

ni
ng

”
を

目

指
し

て
い

る
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

 

 大
学

の
授

業
は

退
屈

な
も

の
な

の
か

な
？

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
で

こ
の

講
義

を
受

け
た

の
で

す
が

、
こ

ん
な

に
堅

苦
し

く
な

い

も
の

な
ん

だ
な

と
知

れ
ま

し
た

。
教

室
変

更
が

あ
り

、
は

じ
め

の
何

分
か

は
聞

く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。

先
生

の
息

子
さ

ん
達

の
名

前
の

話
、
と

て
も

お
も

し
ろ

か
っ

た
で

す
。
あ

と
、
ソ

ニ
ー
の
入
社
試
験
の
話
も
す
き
で
す
。
G

oo
gl

e

の
入

社
試

験
の

問
題

も
お

も
し

ろ
か

っ
た

で
す

。
G

oo
gl

e
の

は
自

分
が

こ
う

い
う

の
が
好
き
な
の
で
、
よ
く
自
分
で
調
べ
て

楽
し

ん
で

い
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

こ
の

様
な

講
義

が
あ

る
の

か
と

思
う

と
と

て
も

楽
し

み
で

す
。

で
す

が
、

こ
の

第
一

回

目
の

授
業

は
“

つ
か

み
”
の

部
分

と
い

う
か

、「
お

も
し

ろ
く

し
な

い
と

！
生

徒
が

き
て
く
れ
な
い
！
」
と
思
っ
て
、
す
ご

く

お
も

し
ろ

い
話

を
さ

れ
て

、
実

は
２

回
目

か
ら

は
…

と
い

う
パ

タ
ー

ン
だ

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
、

不
安

で
も

あ

り
ま

す
。
私

は
大

学
に

と
て

も
期

待
し

て
い

ま
す

。（
裕

子
）
→
「

大
学

の
授

業
が
退
屈
で
あ
る
」
と
い
う
情
報
は
何
処
で
ど

の
よ

う
に

し
て

入
手

し
た

も
の

な
の

で
し

ょ
う

。
そ

の
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

は
ど

の
よ

う
に

し
て

形
作

ら
れ

た
の

で
し

ょ
う

。

そ
の

こ
と

が
と

て
も

気
に

な
り

ま
す

。
／

大
学

に
は

「
生

徒
」

は
い

ま
せ

ん
。

い
る

の
は

「
学

生
」

で
す

。
お

間
違

え
の

な

い
よ

う
に

。
／
「

1
回

目
が

お
も

し
ろ

い
の

に
、

2
回

目
か

ら
は

ち
っ

と
も

お
も

し
ろ
く
な
い
」
と
い
う
授
業
が
実
在
す
る
こ

と
を

知
ら

な
い

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
そ

れ
を

「
パ

タ
ー

ン
」

で
あ

る
と

と
ら

え
、

い
ろ

い
ろ

な
授

業
に

そ
の

も
の

さ

し
を

あ
て

は
め

て
し

ま
う

、
こ

れ
も

固
定

観
念

の
な

せ
る

わ
ざ

な
の

だ
と

気
づ

い
て

く
だ

さ
い

ね
。

こ
の

先
の

授
業

が
お

も

し
ろ

い
か

、
お

も
し

ろ
く

な
い

か
、

そ
れ

は
来

て
、

見
て

、
聞

け
ば

わ
か

る
こ

と
。

そ
し

て
、

授
業

に
自

ら
積

極
的

に
参

加

8 
 し
よ
う
と
す
れ
ば
さ
ら
に
よ
く
わ
か
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

 

 教
員

に
な

っ
て

子
ど

も
た

ち
に

教
え

る
中

で
自

分
自

身
の

想
像

力
の

大
き

さ
が

ど
れ

だ
け

大
切

な
力

に
な

る
か

と
い

う
こ

と

に
改

め
て

気
づ

き
ま

し
た

。
私

は
モ

ノ
ク

ロ
の

良
い

と
こ

ろ
に

つ
い

て
、

白
黒

だ
と

動
い

て
い

る
人

物
な

ど
に

目
線

が
向

く

の
で

、
ス

ト
ー

リ
ー

に
集

中
し

や
す

く
、

背
景

に
と

ら
わ

れ
な

い
こ

と
を

頭
に

浮
か

べ
て

い
ま

し
た

。
で

す
が

、
一

番
の

思

考
の

ポ
イ

ン
ト

が
「

テ
レ

ビ
」

と
い

う
モ

ノ
を

挟
ん

だ
“

伝
え

る
人

”
と

“
教

わ
る

人
”

の
両

方
の

立
場

に
つ

い
て

考
え

る

と
い

う
こ

と
に

感
心

し
ま

し
た

。
そ

し
て

、
今

回
は

テ
レ

ビ
と

い
う

一
つ

の
例

に
つ

い
て

の
講

義
で

し
た

が
、

こ
の

話
か

ら

広
が

る
思

考
の

幅
広

さ
が

い
か

に
重

要
で

あ
る

か
が

、
自

分
の

身
に

つ
い

た
と

思
い

ま
し

た
。

今
日

の
よ

う
に

、
何

気
な

く

暮
ら

し
て

い
る

自
分

の
生

活
の

周
辺

に
あ

る
ど

ん
な

小
さ

な
こ

と
も

、
深

く
そ

の
根

底
を

知
ろ

う
と

す
れ

ば
、

こ
れ

か
ら

ど

ん
ど
ん
想
像
力
が
広
が
っ
て
い
き
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
で
た
く
さ
ん
発
見
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
と
少
し
違
う
視
点
を
探
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（

実
加
）
→
「
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
自
分
の
生
活
の
周
辺
に
あ
る

ど
ん

な
小

さ
な

こ
と

」
に

も
「

何
か

」
を

発
見

し
よ

う
，

発
掘

し
よ

う
と

の
決

意
、

心
よ

り
賞

賛
の

拍
手

を
贈

り
た

い
と

思

い
ま

す
。

思
い

改
ま

っ
て

大
上

段
に

構
え

る
必

要
な

ど
な

い
、

こ
の

こ
と

に
あ

な
た

は
正

し
く

気
が

付
い

て
く

だ
さ

っ
た

よ

う
で

す
ね

。
実

に
頼

も
し

い
。

そ
し

て
そ

の
後

の
「

少
し

違
う

」
と

い
う

ス
タ

ン
ス

が
と

て
も

い
い

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

に

「
無
理
」
が
な
い
か
ら
で
す
ね
。
こ
ち
ら
も
頼
も
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

 
 

SO
N

Y
の
入
社
試
験
の
モ
ノ
ク
ロ
と
カ
ラ
ー
の
違
い
か
ら
、
多
角
的
に
物
事
を
見
る
と
い
う
考
え
方
を
教
職
に
当
て
は
め
て

考
え

る
と

い
う

こ
と

が
、

と
て

も
お

も
し

ろ
く

、
話

に
聞

き
入

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
生

徒
や

保
護

者
の

立
場

か
ら

教
育

を

考
え

る
と

い
う

の
は

、
教

師
と

し
て

は
絶

対
的

に
必

要
で

あ
る

と
再

認
識

し
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
教

師
を

目
指

す
上

で
、

勉

強
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
物
事
を
様
々
な
立
場
か
ら
見
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
も
と
て
も
お
も
し
ろ
い
方
で
、

こ
の

授
業

に
参

加
し

て
本

当
に

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。
先

生
か

ら
教

師
を

目
指

す
上

で
の

心
得

を
学

ん
で

い
き

た
い

と

思
い

ま
す

。
（

秀
太

郎
）
→

「
ま

な
ぶ

」
の

語
源

は
「

ま
ね

ぶ
」
。

わ
た

く
し

か
ら

「
ま

な
ぶ

」
と

は
、

わ
た

く
し

の
ま

ね
を

す
る

、
と

い
う

こ
と

で
す

ね
。

そ
れ

は
別

の
言

い
方

を
す

れ
ば

ぬ
す

む
、

と
い

う
こ

と
に

も
つ

な
が

る
の

だ
ろ

う
と

思
い

ま

す
。
是
非
、
ぬ
す
ん
で
、
あ
な
た
な
ら
で
は
の
色
づ
け
や
盛
り
つ
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。「

何
を
」
ま
ね
る
の
か
、
ぬ
す
む
の

か
、

そ
の

こ
と

に
十

分
留

意
し

て
、

ど
う

ぞ
、

お
見

落
と

し
の

な
い

よ
う

に
し

て
下

さ
い

ね
。

／
お

節
介

と
は

思
い

つ
つ

、

老
婆
心
か
ら
一
言
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。「

生
徒
や
保
護
者
の
立
場
か
ら
」
も
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は

大
切

で
す

が
、

そ
れ

だ
け

で
は

十
分

と
は

い
え

ま
せ

ん
。

生
徒

や
保

護
者

の
立

場
に

思
い

を
寄

せ
る

の
は

、
教

師
で

な
く

て

も
で

き
る

こ
と

だ
か

ら
で

す
。

様
々

な
角

度
か

ら
物

事
を

見
つ

め
た

上
で

、
他

の
誰

か
で

は
持

て
な

い
も

の
、

気
づ

か
な

い

こ
と

、
教

師
だ

か
ら

こ
そ

持
つ

こ
と

、
気

づ
く

こ
と

が
で

き
る

も
の

、
そ

れ
ら

を
し

っ
か

り
と

胸
に

刻
み

、
言

動
に

反
映

さ

せ
て
い
く
の
が
大
切
な
の
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
よ
。
 

 教
職

概
説

と
い

う
名

前
の

授
業

な
の

で
、

も
っ

と
厳

し
そ

う
な

教
授

が
、

も
っ

と
堅

い
講

義
を

す
る

も
の

だ
と

思
い

こ
ん

で

い
ま
し
た
。
教
授
の
自
己
紹
介
は
聴
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
多
角
的
・
多
面
的
に
物
事
を
考
え
る

」

に
つ

い
て

は
、

教
師

に
な

る
に

限
ら

ず
、

と
て

も
大

切
な

事
だ

と
思

い
ま

し
た

。
自

分
が

教
師

に
な

る
と

す
れ

ば
、

教
師

・

生
徒
・
保
護
者
と
い
っ
た
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
は
、

こ
れ

か
ら

の
四

年
間

で
何

を
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

か
を

考
え

さ
せ

ら
れ

ま
し

た
。

こ
の

教
職

概
説

の
授

業
で

教
員

に
な

る

14



9 
 に
あ

た
っ

て
必

要
な

ス
キ

ル
と

人
間

性
を

身
に

つ
け

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。（

昂
祐
）
→
「

概
説

」
と
名
乗
っ
て
い
る
の
に

「
教

職
概

説
」
を

す
ご

く
難

し
い

と
か

、（
そ

の
担

当
者

も
含

め
て

）
堅

い
（

堅
苦

し
い
）
と
感
じ
て
し
ま
う
の
は
何
故
な
の

で
し

ょ
う

か
。

こ
れ

は
根

源
的

な
問

い
で

す
。

ど
う

か
、

こ
の

問
い

か
ら

逃
げ

出
さ

な
い

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
ね

。
決

し

て
難

問
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
ら

。
こ

の
科

目
は

、
難

問
で

は
な

い
の

に
難

問
だ

と
人

々
が

勝
手

に
思

い
込

ん
で

し
ま

っ
て

い

る
事

柄
や

、
そ

の
よ

う
な

姿
勢

に
つ

い
て

考
え

る
ヒ

ン
ト

を
み

な
さ

ま
に

提
供

す
る

こ
と

も
ね

ら
い

の
ひ

と
つ

と
し

て
も

っ

て
い

ま
す

。
ど

う
か

思
う

存
分

、
脳

を
活

性
化

し
て

く
だ

さ
い

。
／

「
教

師
・

生
徒

・
保

護
者

」
と

い
っ

た
視

点
か

ら
物

事

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

は
、

実
は

初
歩

の
初

歩
、

第
一

歩
に

す
ぎ

ま
せ

ん
。

そ
の

先
に

何
が

待
っ

て
い

る

の
か

、
そ

の
先

で
何

を
展

開
し

た
い

の
か

、
そ

れ
こ

そ
が

肝
要

な
の

だ
と

、
ど

う
か

、
い

つ
か

気
づ

い
て

く
だ

さ
い

ね
。

／

さ
て

さ
て

、
授

業
は

教
材

研
究

を
徹

底
し

た
り

、
授

業
に

関
す

る
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
た

り
、

そ
ん

な
こ

と
だ

け
で

充
実

し

た
り

、
よ

く
な

っ
た

り
す

る
も

の
で

あ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

そ
の

辺
り

を
誤

解
し

て
い

る
人

間
が

結
構

な
割

合
で

存
在

す

る
の

で
、

教
育

の
現

場
も

、
養

成
機

関
で

も
、

厄
介

な
こ

と
が

し
ば

し
ば

生
じ

て
い

る
の

で
す

ね
。

教
育

に
必

要
な

こ
と

は

何
か

、
そ

の
よ

う
な

問
い

を
自

分
に

投
げ

か
け

ら
れ

た
と

し
た

ら
、

も
ち

ろ
ん

、
こ

た
え

ま
す

。
け

れ
ど

も
、

そ
の

「
こ

た

え
」

は
、

誰
し

も
が

納
得

で
き

る
も

の
で

あ
る

と
は

限
ら

な
い

で
し

ょ
う

し
、

納
得

は
し

て
も

実
現

は
難

し
い

と
感

じ
ら

れ

る
も

の
で

あ
る

か
も

し
れ

な
い

だ
ろ

う
し

、
抽

象
的

で
あ

る
と

の
誹

り
を

免
れ

な
い

も
の

で
も

あ
る

の
だ

ろ
う

と
思

っ
て

い

ま
す

、
弁

え
て

い
ま

す
。

け
れ

ど
も

、
だ

か
ら

と
い

っ
て

、
そ

の
「

こ
た

え
」

を
ひ

っ
こ

め
る

積
極

的
理

由
は

い
ま

の
と

こ

ろ
見

つ
か

っ
て

い
ま

せ
ん

。
そ

ん
な

秘
め

た
る

想
い

も
ち

ょ
っ

と
だ

け
込

め
て

、
こ

れ
か

ら
の

授
業

に
臨

ん
で

い
く

つ
も

り

で
す

。
お

か
し

い
な

、
わ

か
ら

な
い

な
と

感
じ

た
ら

、
ど

う
ぞ

忌
憚

な
き

ご
意

見
、

積
極

的
な

ご
質

問
を

お
願

い
い

た
し

ま

す
。

 

  【
編

集
後

記
】

 

 
に

わ
か

に
は

信
じ

が
た

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

毎
年

、
新

学
期

が
始

ま
る

と
そ

わ
そ

わ
し

て
し

ま
い

ま
す

。
緊

張
す

る

の
で

す
。
大

学
の

教
壇

に
立

つ
よ

う
に

な
っ

て
2
0
年

近
く

が
経

過
し

よ
う

と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
し
よ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。
け

れ
ど

も
私

は
こ

の
緊

張
感

を
大

切
に

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す
。「

緊
張
す
る
」
と
い
う
の
は
、
自
分

が

こ
う

い
う

風
に

展
開

し
た

い
と

願
う

「
絵

」
が

あ
る

け
れ

ど
、

果
た

し
て

、
そ

の
「

絵
」

の
通

り
に

授
業

を
進

め
る

こ
と

が

で
き

る
だ

ろ
う

か
、
そ

の
よ

う
な

不
安

が
あ

る
、
と

い
う

こ
と

な
の

で
す

ね
。
つ
ま
り
、「

緊
張
し
な
い
」
の
な
ら
ば
、
そ
こ

に
は

願
う

「
絵

」
が

な
い

か
、

も
し

く
は

、
間

違
い

な
く

、
自

分
の

描
い

た
「

絵
」

を
そ

の
通

り
に

実
現

す
る

こ
と

が
で

き

る
と

い
う

不
遜

な
気

持
ち

が
介

在
し

て
い

る
か

、
い

ず
れ

か
だ

と
思

い
ま

す
。
学

期
始
め
に
緊
張
感
を
覚
え
な
く
な
っ
た
ら
、

廃
業

し
よ

う
、

そ
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
。

そ
ん

な
緊

張
感

を
携

え
て

の
第

一
回

目
。

と
て

も
短

か
っ

た
第

一
回

目
。

皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

ど
の

よ
う

な
印

象
を

持
っ

た
か

、
気

に
な

る
と

こ
ろ

で
は

ご
ざ

い
ま

す
が

、
ど

う
ぞ

、
半

年
間

、

よ
ろ

し
く

お
つ

き
あ

い
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

▼
さ

て
さ
て
、
わ
た
く
し
の
自
己
紹
介
と

SO
N

Y

の
か

つ
て

の
入

社
試

験
と

が
実

は
つ

な
が

っ
て

い
た

と
い

う
こ

と
に

お
気

づ
き

に
な

り
ま

し
た

か
。

わ
た

く
し

の
自

己
紹

介

は
、

わ
た

く
し

の
名

前
、

そ
し

て
わ

た
く

し
の

息
子

た
ち

の
名

前
を

中
心

と
し

た
も

の
で

し
た

。
つ

ま
り

、
名

を
付

け
ら

れ

る
立

場
と

名
を

付
け

る
立

場
、

こ
の

異
な

る
二

つ
の

立
場

を
あ

な
た

が
た

に
お

見
せ

し
た

の
で

し
た

。
授

業
は

教
師

が
伝

え

た
い

「
何

か
」

を
、

よ
り

よ
く

伝
え

る
た

め
に

工
夫

を
凝

ら
し

て
実

践
す

る
も

の
だ

と
わ

た
く

し
は

心
得

て
い

ま
す

。
で

す

か
ら

、
漫

然
と

聞
き

流
し

て
よ

い
こ

と
が

、
そ

う
そ

う
長

い
時

間
続

く
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ど
う

か
、

次
回

か
ら

は
そ

ん

10
 

 な
こ
と
に
も
気
を
配
っ
て
授
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
望
み
ま
す
。
▼

15
個
の
コ
メ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ

14
個
と

1

個
か
ら
な
る

2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
い
や
、
そ
れ

は
違
う
、

13
個
と

2
個
で
は

な
い
か
、
そ

の
よ
う
に
指
摘
す
る
レ
ポ
ー
ト
が

2
件
あ
り
ま
し
た
。
「
か
く
せ
な
い
」
、
こ
れ
は
制
作
者
の
立
場
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
で
は
な
い
の
か
、
概
ね
、
そ
の
よ
う
な
主
旨
の
も
の
で
し
た
。
い
い
で
す
か
、
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
回
答
者
は
「
か

く
せ

な
い

」
と

発
言

し
た

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

発
言

者
の

意
図

を
く

み
取

り
な

が
ら

も
、

そ
の

ま
ま

表
記

す
る

と
長

く

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
そ

れ
を

「
か

く
せ

な
い

」
と

い
う

言
葉

で
表

現
す

る
こ

と
に

し
ま

す
、

そ
の

よ
う

に
お

断
り

し
た

上

で
板

書
を

し
ま

し
た

。
回

答
を

聞
き

な
が

ら
、

視
聴

者
の

立
場

と
は

違
う

ア
ン

グ
ル

か
ら

の
も

の
が

い
く

つ
あ

る
の

か
は

、

そ
の

都
度

、
カ

ウ
ン

ト
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
が

授
業

者
の

姿
勢

で
す

。
黒

板
に

書
か

れ
た

言
葉

の
字

面
だ

け
を

見
て

、
表

層

的
な
判
断
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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『
教

職
概

説
』
の

広
場

 
20

12
 F

in
al

 

 政
策

学
部

の
勇

気
あ

る
男

子
学

生
の

声
に

導
か

れ
て

、
こ

の
「

広
場

」
最

終
版

を
作

成
す

る
こ

と
に

致
し

ま
し

た
。

最
終

版

な
ん

だ
か

ら
、

全
員

の
レ

ポ
ー

ト
を

掲
載

し
、

い
つ

も
を

上
回

る
分

量
の

コ
メ

ン
ト

を
し

た
方

が
い

い
の

か
な

、
そ

ん
な

こ

と
も

考
え

ま
し

た
。

し
か

し
、

と
て

も
残

念
な

こ
と

に
、

夏
休

み
と

い
う

の
は

、
主

と
し

て
学

外
か

ら
、

こ
の

タ
イ

ミ
ン

グ

を
逃

し
て

は
な

ら
じ

、
と

い
う

リ
ク

エ
ス

ト
が

飛
び

こ
ん

で
く

る
の

で
す

ね
（

も
ち

ろ
ん

、
そ

の
依

頼
は

夏
休

み
前

に
発

生

し
て

い
ま

す
）
。

そ
の

他
に

も
、

あ
ま

た
の

業
務

が
ま

る
で

複
合

汚
染

で
あ

る
か

の
よ

う
に

、
わ

た
く

し
を

包
み

込
ん

で
い

る

の
で

ご
ざ

い
ま

す
。

し
た

が
い

ま
し

て
、

今
回

も
可

能
な

限
り

、
と

い
う

制
約

の
中

で
の

制
作

と
な

り
ま

し
た

。
ど

う
か

、

そ
の

辺
り

の
事

情
を

ご
斟

酌
い

た
だ

き
、

加
え

て
ご

海
容

賜
り

ま
す

よ
う

、
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 こ
の

春
学

期
間

、
先

生
の

教
職

概
説

を
受

講
で

き
て

本
当

に
よ

か
っ

た
で

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
週

の
真

ん
中

の

水
曜

の
授

業
、

し
ん

ど
い

な
－

と
ど

れ
だ

け
思

っ
て

も
、

先
生

の
授

業
だ

と
思

え
ば

、
頑

張
っ

て
登

校
す

る
こ

と
が

で
き

ま

し
た

。
サ

ン
タ

さ
ん

の
お

話
で

す
が

、
あ

の
社

説
、

本
に

な
っ

て
ま

す
よ

ね
？

私
が

幼
い

こ
ろ

、
両

親
か

ら
も

ら
っ

た
気

が

し
ま

す
（

今
は

家
の

ど
こ

に
あ

る
の

か
知

り
ま

せ
ん

が
）
。
私

は
自

分
が

中
学

生
に
な
っ
た
と
き
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
両
親
だ
っ

た
こ

と
を

告
げ

ら
れ

ま
し

た
。
「

信
じ

た
く

な
い

な
－

」
と

「
や

っ
ぱ

り
か

」
の

半
々
で
し
た
。
だ
け
ど
、
私
は

20
に
な
っ

た
今

も
サ

ン
タ

さ
ん

は
い

る
と

思
い

ま
す

。
プ

リ
ン

ト
に

も
書

か
れ

て
ま

し
た

が
、

そ
れ

が
優

し
さ

や
愛

、
思

い
や

り
に

形

を
変

え
て

る
だ

け
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
し

て
、

後
半

の
オ

ウ
ム

と
阪

神
大

震
災

の
若

者
に

つ
い

て
。

私
も

先
生

と
同

じ
意

見

で
す

。
ど

っ
ち

に
も

な
り

え
る

な
っ

て
思

う
し

、
毎

日
、

そ
ん

な
た

た
か

い
ば

っ
か
り
で
す
。
で
も
、
大
学
生
活

4
年
間
で

「
こ

れ
が

自
分

！
」

と
い

う
確

固
た

る
も

の
を

見
つ

け
ら

れ
れ

ば
な

と
思

い
ま

し
た

。
こ

の
授

業
で

は
、

教
育

の
こ

と
の

み

な
ら

ず
、

教
師

と
な

る
前

の
私

自
身

に
つ

い
て

糧
と

な
る

も
の

を
た

く
さ

ん
教

え
ら

れ
ま

し
た

。
先

生
の

授
業

が
受

け
ら

れ

て
、

本
当

に
よ

か
っ

た
で

す
。

と
て

も
勉

強
に

な
り

ま
し

た
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
！

（
あ

か
り

）
→
水

曜
日

は
わ

た
く

し
に

と
っ

て
も

身
体

的
に

は
き

つ
い

曜
日

で
し

た
。

火
曜

日
に

連
続

で
3
コ
マ
、
水
曜
日
に
も
連
続
で

3
コ
マ
、
ど
ち

ら
も

朝
5
時

起
き

で
の

授
業

で
し

た
し

、「
広

場
」
と

同
種

の
「

通
信

」
を

他
に

三
種
作
成
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
い
つ
ま

で
こ

の
ハ

ー
ド

な
作

業
を

続
け

ら
れ

る
の

だ
ろ

う
と

心
配

し
な

が
ら

、
こ

の
半

期
を

歩
い

て
ま

い
り

ま
し

た
。

で
も

気
持

ち

の
上

で
は

と
て

も
楽

し
み

な
水

曜
日

で
し

た
よ

。
ど

の
問

題
を

今
日

の
頭

の
体

操
に

使
お

う
か

、
今

回
の

話
に

み
ん

な
が

ど

の
よ

う
に

反
応

し
て

く
れ

る
だ

ろ
う

か
、

考
え

た
り

、
想

像
し

た
り

す
る

の
は

も
ち

ろ
ん

楽
し

い
こ

と
で

し
た

し
、

実
際

に

教
室

に
入

り
、

み
ん

な
の

姿
を

見
て

、
反

応
を

感
じ

、
そ

し
て

力
作

の
レ

ポ
ー

ト
を

読
む

と
、

ハ
ー

ド
ワ

ー
ク

を
継

続
し

て

い
て

よ
か

っ
た

、
も

っ
と

が
ん

ば
っ

て
続

け
よ

う
、

毎
度

の
よ

う
に

感
じ

て
い

ま
し

た
。

だ
か

ら
、

あ
り

が
と

う
を

申
し

上

げ
る

の
は

わ
た

く
し

の
方

で
す

。
／

「
教

師
」

と
い

う
の

は
、

赴
任

、
着

任
し

た
そ

の
時

か
ら

な
れ

る
も

の
で

は
な

い
の

だ

と
お

心
得

下
さ

い
。

経
験

的
専

門
職

、
ex

pe
rt

だ
、

と
い

う
こ

と
で

す
ね

。
現

場
に
い
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
そ
れ

は
そ

れ
は

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

も
の

を
多

角
的

・
多

面
的

な
視

野
か

ら
見

つ
め

直
し

、
ス

キ
ー

マ
に

と
ら

わ

れ
な

い
発

想
を

心
が

け
〔

そ
こ

に
作

用
し

て
い

る
ス

キ
ー

マ
を

見
抜

き
〕
、
可

能
な
限
り
多
く
の
人
が
得
心
で
き
る
よ
う
な
カ

タ
チ

で
大

切
な

こ
と

を
伝

え
る

こ
と

、
そ

れ
を

忘
れ

な
け

れ
ば

た
い

て
い

の
こ

と
は

乗
り

越
え

ら
れ

る
は

ず
で

す
。

毎
日

が

悩
み

〔
進

歩
の

は
じ

ま
り

〕
と

発
見

の
喜

び
で

彩
ら

れ
る

こ
と

を
お

祈
り

申
し

上
げ
ま
す
。

 

2 
  今
ま

で
レ

ポ
ー

ト
へ

の
た

く
さ

ん
の

お
返

事
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

広
場

を
見

る
の

が
と

て
も

楽
し

み
で

し
た

。

ほ
ぼ

毎
回

お
返

事
を

下
さ

っ
た

の
で

、
先

生
か

ら
の

訂
正

、
私

の
意

見
に

対
す

る
先

生
の

意
見

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
と

勉
強

に

な
り
ま
し
た
。
も
う
先
生
の
授
業
が
終
わ
り
だ
と
思
う
と
、
少
し
悲
し
い
で
す
。
水
曜

2
限
は
私
に
と
っ
て
元
気
を
く
れ
る

授
業

で
し

た
。

色
々

な
経

験
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

幸
せ

に
気

付
く

、
と

い
う

の
は

、
確

か
に

そ
の

通
り

だ
と

思
い

ま
す

。

恐
ら

く
、

私
達

は
こ

う
し

て
学

校
に

通
い

、
友

だ
ち

と
笑

い
、

家
に

は
家

族
が

い
る

こ
と

が
幸

せ
だ

と
い

う
こ

と
に

気
付

け

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
東
北
の
被
災
者
の
方
々
の
中
に
は

3
月

11
日
以
来
、
そ
の
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
人

も
多

い
の

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
住

み
慣

れ
た

家
が

あ
り

、
通

い
慣

れ
た

通
学

路
が

あ
り

、
い

つ
も

の
よ

う
に

退
屈

な
授

業

を
や

り
す

ご
し

、
く

だ
ら

な
い

こ
と

を
友

だ
ち

と
喋

っ
て

、
家

に
帰

っ
て

ご
飯

を
食

べ
て

、
と

い
う

こ
と

が
幸

せ
な

こ
と

だ

と
は

な
か

な
か

気
づ

け
な

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

と
は

い
え

、
私

な
ど

、
ず

っ
と

阪
神

間
に

住
ん

で
い

る
人

間
は

一
度

知

っ
た

は
ず

な
の

で
す

が
。

も
ち

ろ
ん

私
に

地
震

の
記

憶
は

あ
り

ま
せ

ん
。

幸
い

な
こ

と
に

、
親

族
、

知
人

に
も

一
人

も
亡

く

な
っ

た
方

は
い

ま
せ

ん
で

し
た

。
で

も
、

親
は

幼
い

子
を

抱
え

、
苦

労
し

た
と

い
い

ま
す

。
大

阪
の

方
に

避
難

し
て

い
た

と

き
、

兄
を

病
院

に
連

れ
て

い
く

と
「

大
変

だ
っ

た
ね

」
と

診
察

料
を

無
料

に
し

て
下

さ
っ

た
そ

う
で

す
。

母
は

「
優

し
さ

に

触
れ

た
」

と
言

っ
て

い
ま

し
た

。
で

も
、

こ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

て
も

人
間

と
は

忘
れ

る
生

き
物

な
の

で
し

ょ
う

か
。

日
常

が

幸
せ

だ
と

感
じ

て
生

き
て

い
る

人
は

あ
ま

り
い

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

で
も

、
一

番
大

事
な

こ
と

だ
と

思
う

の
で

、
い

つ

か
人

々
に

伝
え

て
い

き
た

い
で

す
。

長
々

と
乱

文
失

礼
し

ま
し

た
。

最
後

に
な

り
ま

し
た

が
、

先
生

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い

ま
し
た
。（

香
織
）
→
当
た
り
前
の
こ
と
が
幸
せ
だ
と
な
か
な
か
気
づ
け
な
い
、
こ
れ
は
ね
、
読
売
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
編
集

手

帳
」
に
綴
ら

れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
わ
た
く
し
の
個
人
的
な
印
象
で
す
が
、
今
、「

編
集
手
帳
」
は
「
天
声
人
語
」
を
超

え
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
多
く
の
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。「

編
集
手
帳
」
執
筆
子
の
本
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。
そ
の
執
筆
子
と
同
じ
感
性
を
あ
な
た
は
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
素
敵
で
す
。
い
い
な
ぁ
。
／
こ
の
授
業
か
ら
「

元

気
」
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
、
嬉
し
く
、
そ
し
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
で
も
ね
、「

勇
気
」
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ぁ
と
思
う
の
で
す
。
「
一
歩
進
む
元
気
。
一
歩
戻
る
勇
気
」
。
関
西
大
学
で

LA
制
度
が
始
ま
っ

た
当
初
、
様

々
な
こ
と
に
困
惑
し
て
い
る

LA
な
ら
び
に
そ
の
関
係
者
を
見
て
、
感
じ
て
、
作
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
の

で
す
が
（
こ
の
あ
と
に
「

LA
の
足
跡
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」
と
続
き
ま
す
）
、
元
気
だ
け
じ
ゃ
、
足
元
が
ち
ょ
い
と
覚
束

な
い
、
脆
い
、
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。
わ
た
く
し
の
担
当
し
た
授
業
の
足
元
が
そ
う
で
な
い
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

／
「

悲
し

い
」

な
ん

て
言

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
同

じ
学

内
に

い
る

の
で

す
よ

。
い

つ
だ

っ
て

同
じ

温
度

を
感

じ
、

同
じ

空

気
を

吸
い

、
同

じ
風

を
見

て
い

る
、

の
で

す
。

わ
た

く
し

は
舞

台
の

そ
で

に
入

り
、

主
役

で
あ

る
あ

な
た

（
た

ち
）

が
舞

台

の
上
で
演
ず

る
時
が
来
た
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
な
。

 

 先
生

の
授
業

を
受

け
る
こ

と
が
出
来

て
、

ほ
ん
と

う
に
良

か
っ
た
で

す
（

こ
れ
は

絶
対
に

知
っ
て

も
ら

い
た
い
ほ
ん
と
う

・
・

・
・

で

す
（

笑
）
）
。

今
日

の
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
話

を
聞

い
て

「
ウ

ソ
も

方
便

」
と

い
う

の
が

大
人

の
世

界
な

ん
だ

な
と

思
い

ま
し

た
。

誰
か

の
こ

と
を

思
っ

て
嘘

を
つ

い
た

り
、

本
当

の
こ

と
を

言
わ

な
か

っ
た

り
す

る
こ

と
も

あ
っ

て
、

だ
か

ら
こ

そ
、

善

悪
で

は
二

分
で

き
な

い
も

の
な

の
で

す
ね

。
ま

た
、

私
自

身
、

こ
の

終
わ

ら
な

い
日

常
を

解
決

し
て

く
れ

る
答

え
を

、
ど

こ

か
に
求
め
て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も
と
違
う
場
所
に
行
け
ば
、
別
の
誰
か
と
出
会
え
ば
、

10
0%

違
う
生
活
が
待

っ
て

い
る

、
な

ん
て

こ
と

は
無

い
で

す
ね

。
自

分
の

人
生

は
、

自
分

で
し

か
生

き
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

自
分

で
開

拓
し

て

い
く
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
の
中
に
あ
る
答
え
を
探
す
た
め
に
、
違
う
世
界
や
様
々
な
人
と
出
会
い
、
自
ら
を
見
つ
め
、

16



3 
 深
め

て
い

く
べ

き
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
本

当
に

こ
の

授
業

が
楽

し
か

っ
た

で
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
ま

た
ど

こ

か
で

お
会

い
で

き
た

ら
、
と

思
い

ま
す

。（
柚

葉
）
→

す
て

き
な
「

ほ
ん

と
う

」
を
あ
り
が
と
う
。
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
で

す
。
／
「

自
分

の
人

生
は

自
分

で
し

か
生

き
る

こ
と

が
で

き
な

い
」
、
シ

ン
プ

ル
だ

け
ど
力
強
く
頼
も
し
い
セ
ン
テ
ン
ス
！
あ

な
た

の
セ

ン
ス

が
光

る
文

だ
と

思
い

ま
し

た
よ

。
英

語
に

替
え

て
み

る
と

、
ま

た
別

の
趣
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

／
ど

こ
か

で
見

か
け

た
ら

、
決

し
て

遠
慮

す
る

こ
と

な
く

声
を

お
か

け
く

だ
さ

い
。

そ
こ

か
ら

話
に

い
ろ

ん
な

色
の

花
が

咲

く
は

ず
で

す
か

ら
。

 

 15
回

全
て

出
席

で
き

て
良

か
っ

た
で

す
。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
す

ご
く

考
え
さ
せ
ら
れ
る
授
業
が
多
く
、
た
め
に

な
り

ま
し

た
。

ず
っ

と
忘

れ
ず

に
、

自
分

の
中

で
考

え
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
こ

と
も

た
く

さ
ん

あ
る

の
で

、
忘

れ
な

い

よ
う

に
し

よ
う

と
思

い
ま

す
。

ほ
ん

と
う

が
良

い
、

う
そ

が
悪

い
、

と
い

う
ス

キ
ー

マ
に

つ
い

て
、

単
純

な
二

分
法

は
子

ど

も
社

会
で

の
ル

ー
ル

だ
と

い
う

こ
と

は
な

る
ほ

ど
、

と
思

っ
た

け
ど

、
そ

れ
を

正
し

く
理

解
で

き
る

の
は

、
あ

る
程

度
、

大

き
く

な
っ

て
か

ら
な

の
か

な
ぁ

と
思

い
ま

す
。「

う
そ

＝
悪

い
」
と

教
育

さ
れ

て
い

な
か
っ
た
と
し
て
も
“
言
う
べ
き
で
な
い

ほ
ん

と
う

の
こ

と
”

と
い

う
の

は
理

解
で

き
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
な

ぜ
な

ら
、

私
が

そ
れ

を
理

解
し

た
の

も

中
3
の

、
そ

れ
も

実
体

験
で

人
を

泣
か

せ
て

し
ま

っ
た

こ
と

に
よ

っ
て

だ
か

ら
で
す
。
た
と
え
事
実
で
あ
っ
て
も
、
言
う
タ

イ
ミ

ン
グ

、
本

当
に

言
う

べ
き

こ
と

な
の

か
ど

う
か

、
を

よ
く

考
え

て
、

空
気

を
読

ん
で

言
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う

こ
と

を
、
身

を
以

て
体

験
し

ま
し

た
。
で

も
、
そ

の
子

と
は

今
も

仲
良

く
し

て
い

ま
す
（
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
）
。

“
愛

の
あ

る
嘘

”
が

存
在

す
る

う
ち

は
、

ま
だ

人
間

味
の

あ
る

世
の

中
な

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
…

と
思

い
ま

し
た

。
そ

れ
が

な

く
な

る
と

、
機

械
に

よ
っ

て
制

御
さ

れ
る

、
ア

ン
ド

ロ
イ

ド
の

よ
う

な
世

界
に

な
っ

て
し

ま
う

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
、

今
日

の

嘘
の

話
を

聞
い

て
思

い
ま

し
た

。“
嘘

”“
ほ

ん
と

”
と

い
う

単
純

な
区

分
で

は
な
く
、“

そ
こ
に
相
手
を
想
う
心
が
あ
る
の
か

ど
う

か
”

が
最

も
重

要
な

こ
と

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

ま
た

先
生

の
授

業
を

取
り

た
い

な
と

思
い

ま
す

！

（
美

和
子

）
→

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
機

械
と

い
う

よ
り

は
人

工
知

能
、

で
し

ょ
う

ね
。

で
も

、
そ

れ
は

機
械

（
人

工

知
能

）
に

人
間

が
イ

ン
プ

ッ
ト

す
る

情
報

の
質

と
量

の
問

題
で

あ
り

、
さ

ら
に

は
そ

れ
を

処
理

す
る

能
力

を
ど

の
レ

ベ
ル

に

設
定

す
る

の
か

と
い

う
問

題
で

し
ょ

う
ね

。
で

も
、
そ

う
い

っ
た

一
切

合
切

が
「

0
と

1」
だ
け

で
表
現
さ
れ
る
世
界
、
あ
る

い
は

文
法

は
、

い
や

で
す

、
正

直
な

と
こ

ろ
。

／
「

こ
こ

ろ
」

の
動

き
、

そ
の

機
微

を
情

報
化

（
数

値
化

）
す

る
こ

と
が

で

き
れ

ば
ア

ン
ド

ロ
イ

ド
的

な
抑

制
と

は
無

縁
な

世
界

が
展

開
さ

れ
る

の
だ

ろ
う

と
予

想
す

る
こ

と
は

で
き

る
の

で
す

が
、

残

念
な

が
ら

、
そ

し
て

当
然

の
こ

と
に

、
脳

科
学

、
認

知
科

学
は

そ
こ

ま
で

た
ど

り
着

い
て

い
ま

せ
ん

。
こ

の
こ

と
か

ら
察

す

る
に

、
ア

ン
ド

ロ
イ

ド
の

跋
扈

を
許

す
よ

う
な

土
壌

は
ま

だ
育

っ
て

い
な

い
、

と
い

う
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
。

ひ
と

ま
ず

一

緒
に

安
心

し
ま

し
ょ

う
。

／
そ

れ
は

さ
て

お
き

「
愛

の
あ

る
嘘

」
「

相
手

を
想

う
心

」
、
大

切
な
こ
と

を
わ

か
り
や
す

い
ワ
ー

ド
に

お
ま

と
め

く
だ

さ
い

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
。

と
っ

て
も

ビ
ン

ゴ
！

で
す

。
 

 今
日

は
、

他
の

人
の

レ
ポ

ー
ト

を
読

ん
だ

り
、

卒
業

生
で

あ
る

人
の

レ
ポ

ー
ト

を
読

ん
で

、
本

当
に

人
に

よ
っ

て
感

じ
方

は

異
な

る
の

だ
な

と
思

い
ま

し
た

。
同

じ
時

間
に

同
じ

場
所

で
、
同

じ
も

の
を

見
て

、
聞
い
た
の
に
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
様
々

で
し

た
。

中
で

も
“

見
え

な
い

も
の

を
信

じ
る

”
こ

と
の

大
切

さ
を

書
い

た
レ

ポ
ー

ト
に

は
感

動
し

ま
し

た
。

目
に

見
え

る

も
の

だ
け

が
全

て
で

は
な

く
、

目
に

見
え

な
い

も
の

の
中

に
も

、
と

て
も

大
切

な
こ

と
が

あ
る

と
い

う
こ

と
に

改
め

て
気

付

く
事

が
出

来
ま

し
た

。
う

そ
を

つ
く

こ
と

は
悪

い
こ

と
で

、
本

当
の

こ
と

を
正

直
に

言
う

こ
と

は
良

い
こ

と
だ

と
い

う
子

ど

も
の

ル
ー

ル
は

、
誰

も
が

教
え
ら

れ
た

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
良

い
か

悪
い

か
と

い
う

2
パ
タ
ー
ン

し
か
な
く
て
単
純
で
す
。

4 
 子
ど

も
が

理
解

す
る

た
め

に
は

、
こ

の
く

ら
い

単
純

で
あ

る
必

要
が

あ
る

と
も

思
い

ま
す

。
そ

れ
が

様
々

な
社

会
の

中
で

活

動
し

て
い

く
過

程
で

、
体

も
精

神
も

成
長

し
て

い
っ

て
、

う
そ

で
も

正
し

い
う

そ
と

悪
い

う
そ

が
あ

り
、

本
当

の
こ

と
で

も

正
直

に
言

っ
て

よ
い

こ
と

と
、

言
わ

な
く

て
も

い
い

こ
と

な
ど

、
た

く
さ

ん
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
る

と
い

う
こ

と
を

知

る
。

考
え

て
み

れ
ば

、
な

か
な

か
難

し
い

こ
と

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。
も

し
、

そ
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
る

こ
と

を
理

解

で
き

た
と

し
て

も
、

そ
の

う
そ

が
、

本
当

が
、

ど
の

種
類

な
の

か
を

判
断

す
る

こ
と

も
必

要
に

な
っ

て
き

て
、

そ
の

判
断

が

難
し

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

し
た

。
私

は
「

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
る

の
か

」
と

い
う

の
は

、
良

い
う

そ
だ

と
思

い
ま

す
。

も

し
か

し
た

ら
、

そ
れ

が
子

ど
も

に
と

っ
て

の
“

目
に

見
え

な
い

も
の

信
じ

る
”

と
い

う
こ

と
の

第
一

歩
に

な
る

か
も

し
れ

な

い
か
ら
で
す
。
私
は
目
に
見
え
る
も
の
が
全
て
だ
と
は
思
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
先
生
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、

自
分
の
求
め
る
物
が
外
で
は
な
く
、
自
分
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
っ
た
し
、“

自
分
の
中
に
あ
る
も
の
”
と

は
、

や
は

り
目

に
見

え
な

い
も

の
も

あ
る

で
し

ょ
う

。
そ

ん
な

こ
と

に
気

づ
け

た
り

、
自

分
の

中
で

何
か

を
見

つ
け

た
り

す

る
こ

と
は

、
教

科
や

専
門

性
を

学
ぶ

よ
り

大
切

な
こ

と
な

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
そ

の
大

切
な

こ
と

を
学

ぶ
第

一
歩

に

「
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

は
い

る
」

と
い

う
エ

ピ
ソ

ー
ド

が
あ

る
の

だ
と

考
え

ま
し

た
。

い
ず

れ
子

ど
も

が
成

長
し

、
サ

ン
タ

ク

ロ
ー
ス
は
実
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
時
、「

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
い
る
」
と
う
そ
を
つ
い
た
親
の
心
の
内
を
、
そ
の

内
容

に
か

く
さ

れ
た

深
い

意
味

（
目

に
見

え
な

い
も

の
を

信
じ

る
こ

と
な

ど
）

を
感

じ
取

っ
て

も
ら

え
た

ら
い

い
な

と
思

い

ま
し

た
。

今
回

で
授

業
は

最
後

で
、

残
念

と
い

う
か

、
も

っ
と

先
生

の
話

を
聞

い
て

い
た

か
っ

た
で

す
。

お
も

し
ろ

い
内

容

の
中
で
の
深
い
意
味
を
知
り
、
自
分
に
と
っ
て
た
め
に
な
る
授
業
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

真
衣
）
→
「
求

め
る

こ
た

え
は

自
分

の
中

に
あ

る
」

と
い

う
わ

た
く

し
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

、
そ

の
前

に
お

話
し

し
た

こ
と

（
に

関
連

し
た

こ

と
）

－
目

に
見

え
な

い
も

の
を

信
じ

る
－

と
い

う
こ

と
を

き
ち

ん
と

結
び

つ
け

て
く

だ
さ

っ
た

の
で

す
ね

。
あ

り
が

と
う

。

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
の

話
が

な
け

れ
ば

、
ラ

ス
ト

メ
ッ

セ
ー

ジ
は

根
無

し
草

、
浮

き
草

の
よ

う
に

な
っ

て
し

ま
う

か
も

し
れ

な

い
、

そ
の

よ
う

に
考

え
て

の
デ

ザ
イ

ン
で

し
た

。
届

い
た

よ
う

で
、

ほ
っ

と
一

安
心

で
す

。
わ

た
く

し
が

授
業

で
お

伝
え

し

て
き
た
こ
と
は
、
あ
な
た
た
ち
が
こ
れ
か
ら
歩
い
て
行
く
際
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
こ
と
。
取
捨
選
択
を
含
め
、

そ
れ

を
ど

の
よ

う
に

ア
レ

ン
ジ

す
る

の
か

、
そ

れ
が

あ
な

た
た

ち
独

自
の

ス
タ

イ
ル

や
ス

タ
ン

ス
に

つ
な

が
っ

て
い

く
の

だ

と
思
い
ま
す
。

 

 15
回
に
及
ぶ
素

敵
な
授
業
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
の
回
も
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
的
で
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
と
て

も
楽

し
か

っ
た

で
す

。
さ

て
、

最
後

と
な

る
本

日
の

授
業

で
す

が
、

最
初

の
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
話

で
、

私
は

あ
や

う
く

涙

を
こ

ぼ
す

と
こ

ろ
で

し
た

。
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

と
い

う
の

は
、

親
が

子
ど

も
に

つ
く

、
最

大
級

の
愛

の
嘘

だ
と

思
い

ま
す

。

子
ど

も
を

抱
き

し
め

て
「

愛
し

て
い

る
よ

」
と

い
う

の
も

大
切

で
す

が
、

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
と

い
う

存
在

を
通

し
て

無
言

で

送
る

プ
レ

ゼ
ン

ト
に

こ
そ

、
心

か
ら

の
慈

し
み

の
気

持
ち

が
こ

も
っ

て
い

る
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

私
は

一
つ

前
の

レ
ポ

ー

ト
で

非
科

学
的

な
も

の
は

基
本

信
じ

て
い

な
い

と
書

き
ま

し
た

が
、

非
科

学
的

な
「

力
」

を
馬

鹿
に

し
た

り
、

軽
ん

じ
た

り

す
る

人
間

は
好

き
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
と

い
う

か
大

嫌
い

で
す

。
そ

れ
が

例
え

（
→

た
と

え
）
「

嘘
」

で
あ

っ
た

と
し

て
も

、

そ
れ

に
よ

っ
て

誰
か

が
救

わ
れ

る
な

ら
そ

れ
で

い
い

で
す

。
私

は
、

私
の

「
青

い
鳥

」
が

何
な

の
か

、
ま

だ
分

か
り

ま
せ

ん

青
い

鳥
の

存
在

す
ら

、
ま

だ
感

じ
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
で

も
、

私
は

「
幸

せ
」

と
い

う
も

の
を

知
っ

て
い

ま
す

。
な

ぜ

な
ら

私
は

「
悲

し
み

」
と

「
悪

」
を

知
っ

て
い

る
か

ら
で

す
。

答
え

と
は

何
な

の
で

し
ょ

う
か

。
そ

れ
は

幸
せ

の
中

に
あ

る

の
で

し
ょ

う
か
。

も
し
か

し
た
ら

悲
し
み
や

悪
の

中
に
答
え

は
あ

る
の
で

し
ょ
う
か

。
私

は
幸
い
ま

だ
学

生
で
す

。
こ
の

4

年
間
、「

教
育

」
を
受
け
て
、
自
分
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
、
理
解
で
き
た
ら
い
い
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
だ
け
で
な
く

、
人

17



5 
 の
こ

と
も

理
解

で
き

た
ら

い
い

で
す

。
4
月

か
ら

15
回

も
の

授
業

、
本

当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト

の
お

陰
で

、
改

め
て

素
直

な
気

持
ち

を
文

に
す

る
こ

と
の

難
し

さ
を

痛
感

し
ま

し
た
（
笑
）
。
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
ま
す
。
ま

た
何

ら
か

の
形

で
先

生
と

関
わ

れ
る

こ
と

を
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。（
愛

）
→
「
幸
せ
」
は
、
あ
る
こ
と
が
ら
や
事
態
を
ど

の
よ

う
に

見
つ

め
る

か
と

い
う

こ
と

の
「

ひ
と

つ
の

こ
た

え
」

で
は

あ
り

ま
す

（
W

al
t 

D
is

ne
y
の
残
し
て
く
れ
た
言
葉
で

す
。
い

つ
ぞ

や
の
「

広
場

」
に

て
紹
介

申
し

上
げ

ま
し

た
－

H
ap

pi
ne

ss
 is

 a
 st

at
e 

of
 m

in
d.

  
It

’s 
ju

st
 a

cc
or

di
ng

 to
 th

e 

w
ay

 y
ou

 lo
ok

 a
t t

hi
ng

s,
）
。

そ
れ

は
言

う
な

れ
ば

「
幸

せ
の

種
子

」
を

み
ず

か
ら
の
う
ち
に
発
見
す
る
、
と
い
う
こ
と
な

の
で

し
ょ

う
。
「

答
え

」
も

同
じ

。
そ

こ
に

「
答

え
が

あ
る

」
と

感
じ

る
の

な
ら

ば
、

そ
れ

が
「

答
え

」
。

こ
れ

は
「

答
え

そ

の
も

の
」
で

は
な

い
が

、「
答

え
に

ち
か

い
も

の
」
だ

、
そ

う
感
じ

る
の

な
ら

、
そ

れ
は
「
答
え
へ
の
道
」
の
途
次
に
あ
る

と

い
う

こ
と

。「
悲

し
み

」
や
「

悪
」
の

な
か

に
も

、
も

し
か

し
た

ら
「

喜
び

」
や
「

善
」
へ
の
ヒ
ン
ト
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し

れ
ま

せ
ん

。
…

と
い

う
よ

う
に

考
え

て
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
「

○
○

は
△

△
に

あ
る

」
、

そ
う

で
あ

る
の

な
ら

、
旅

の
な

ん
と

簡
単

な
こ

と
、
そ
し

て
な

ん
と

お
も

し
ろ

み
の

な
い

こ
と

！
カ

ー
ル
・
ブ
ッ
セ
、
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。「

山
の
あ

な
た

の
空

遠
く

、
さ

い
わ

い
住

む
と

人
の

言
う

 
あ

あ
 

わ
れ

ひ
と

と
と

め
ゆ

き
て

 
涙

さ
し

ぐ
み

 
帰

り
き

ぬ
 

山
の

あ

な
た

の
な

お
遠

く
 

幸
い

住
む

と
人

の
言

う
」、
「

幸
せ

は
山

の
彼

方
に

あ
る

」
の

で
は

な
い

（
あ

な
た

〔
わ

た
く

し
〕

の
こ

こ
ろ

の
中

に
あ

る
）
、
繰

り
返

し
に

な
り

ま
す

が
、
わ

た
く

し
が

お
伝

え
し

た
い

こ
と
を
他
の
人
の
作
品
を
借
り
て
再
度
表
現

し
て

み
ま

し
た

。
 

 私
は

こ
の

よ
う

な
授

業
（

講
義

）
を

今
ま

で
受

け
た

こ
と

が
な

い
。

講
義

を
受

け
、

そ
れ

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
ト

を
書

く
と

い

う
こ

と
を

毎
回

重
ね

て
い

く
ご

と
に

、
自

分
の

新
た

な
内

面
を

発
見

す
る

よ
う

な
、

こ
の

よ
う

な
授

業
は

今
ま

で
受

け
た

こ

と
が

な
い

。
は

っ
き

り
言

っ
て

私
は

今
、

と
て

も
驚

き
、

感
動

し
て

い
る

。
私

は
将

来
、

教
員

に
な

ろ
う

と
考

え
て

い
る

。

私
は

将
来

、
自

分
の

生
徒

に
、

今
、

私
が

感
じ

て
い

る
よ

う
な

こ
の

鳥
肌

を
感

じ
て

ほ
し

い
と

思
う

。
こ

れ
は

教
育

の
た

め

の
講

義
で

は
な

い
。“

人
生

の
講

義
”
で

あ
る

。
う

ま
く

言
葉

に
で

き
な

い
が

、
こ

の
二
つ
に
は
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と

今
、
思

う
。
私

は
こ

の
講

義
を
一

生
忘

れ
な

い
だ

ろ
う

。
な

ぜ
な

ら
こ

の
講

義
は

私
に
今
ま
で
の
人
生
を
本
気
で
見
直
さ
せ
、

私
の

こ
れ

か
ら

の
人

生
を

本
気

で
考

え
さ

せ
、

私
の

“
今

”
を

本
気

で
直

視
さ

せ
て

く
れ

た
も

の
だ

か
ら

だ
。

本
当

に
あ

り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
こ

の
講

義
を

と
っ

て
本

当
に

よ
か

っ
た

!!（
里

奈
）
→

力
強
い
レ
ポ
ー
ト
！
鳥
肌
体
験
を
提
供
す
る

た
め

に
は

、
日

々
是

練
習

、
で

す
。

そ
れ

は
静

か
に

座
し

て
必

要
と

思
わ

れ
る

あ
れ

こ
れ

を
細

大
漏

ら
さ

ず
ノ

ー
ト

に
書

き

留
め

る
こ

と
で

あ
っ

た
り

、
適

切
な

る
情

報
を

収
集

、
あ

る
い

は
取

捨
選

択
す

る
こ

と
で

あ
っ

た
り

、
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ

ン
グ

を
重

ね
る

こ
と

で
あ

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

れ
は

や
が

て
習

い
性

と
な

り
、

そ
の

よ
う

な
日

々
の

鍛
錬

あ
る

こ
と

を
知

ら

な
い

人
か

ら
見

る
と

、
ア

ド
リ

ブ
の

き
く

人
と

思
わ

れ
る

ま
で

に
な

る
こ

と
で

し
ょ
う
。

 

 先
生

、
今

ま
で

講
義

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
！

私
は

水
曜

日
は

こ
の

授
業

し
か

な
い

の
で

、
正

直
休

む
こ

と
も

出
来

た

の
で

す
が

、
先

生
の

講
義

が
面

白
い

の
で

、
そ

れ
が

聴
き

た
く

て
参

加
し

て
い

ま
し

た
。

先
生

の
講

義
は

他
の

も
の

と
違

う

ス
タ

イ
ル

だ
な

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
他

の
も

の
は

た
だ

た
だ

聴
く

だ
け

で
、

座
っ

て
ノ

ー
ト

を
書

い
て

い
る

だ
け

と
い

う

も
の

が
多

い
の

に
対

し
、

先
生

の
も

の
は

聞
い

て
、

参
加

し
て

い
る

よ
う

な
気

持
ち

に
な

る
も

の
で

し
た

。
話

に
入

り
込

ん

で
し

ま
う

と
い

っ
た

よ
う

な
も

の
で

す
。

途
中

、
正

直
、

何
を

伝
え

て
下

さ
っ

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

こ
と

も
あ

り
ま

し

た
（

笑
）
。
し

か
し

、
今

日
の

講
義

で
や

っ
と

つ
な

が
り

ま
し

た
。
先

生
の

お
話

を
ど
う
捉
え
る
の
か
も
自
分
自
身
な
ん
だ
と

改
め

て
考

え
さ

せ
ら

れ
ま

し
た

。
分

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
時

、
周

り
に

た
だ

答
え

を
求

め
る

の
で

は
な

く
、

自
分

の
中

に

6 
 あ
る

答
え

を
ゆ

っ
く

り
で

も
引

き
出

せ
る

よ
う

に
し

た
い

で
す

。
春

学
期

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
!!!
（

秀
香

）
→
自

分

が
学

生
時

代
に

受
け

た
か

っ
た

授
業

、
今

、
自

分
が

学
生

だ
っ

た
ら

受
け

た
い

と
思

う
授

業
、

そ
れ

が
わ

た
く

し
の

目
指

す

と
こ

ろ
で

す
。

そ
の

う
ち

の
何

割
程

度
が

実
現

し
て

い
る

の
か

、
残

念
な

が
ら

わ
た

く
し

は
わ

た
く

し
の

授
業

を
受

け
る

こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
わ

か
ら

な
い

の
で

す
が

、
こ

の
よ

う
な

レ
ポ

ー
ト

を
い

た
だ

く
と

、
少

し
は

安
心

し
て

も
よ

い
の

か

な
と
思
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
や
は
り
、
最
後
の
審
判
は
わ
た
く
し
。
ま
だ
ま
だ
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ゆ
え
、

慢
心
す
る
こ

と
な
く
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 私
は

小
さ

い
頃

、
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

は
本

当
に

い
る

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
毎

年
毎

年
サ

ン
タ

さ
ん

が
来

る
の

を
楽

し
み

に

し
て

い
ま

し
た

。
で

す
が

、
あ

る
日

、
友

だ
ち

に
サ

ン
タ

は
い

な
い

と
言

わ
れ

た
時

が
あ

り
、

私
も

少
し

大
き

く
な

っ
て

い

た
の

で
、

サ
ン

タ
は

い
な

い
ん

だ
と

思
う

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
で

も
、

だ
か

ら
と

い
っ

て
サ

ン
タ

な
ん

て
バ

カ
バ

カ
し

い

と
は

思
っ

た
こ

と
が

な
い

し
、

む
し

ろ
子

ど
も

に
幸

せ
を

運
ん

で
く

る
物

、
そ

れ
で

い
い

じ
ゃ

な
い

か
と

思
う

よ
う

に
し

て

い
ま

す
。

そ
れ

が
ウ

ソ
で

あ
っ

た
と

し
て

も
、

そ
の

ウ
ソ

は
決

し
て

誰
か

を
傷

つ
け

る
た

め
に

つ
か

れ
た

も
の

で
は

な
い

か

ら
で

す
。

何
か

を
信

じ
る

力
は

と
て

つ
も

な
く

す
ご

い
力

を
発

揮
す

る
と

思
い

ま
す

。
と

い
う

よ
り

は
、

信
じ

る
こ

と
を

し

な
い

限
り

、
何

も
起

こ
ら

な
い

と
思

い
ま

す
。

毎
日

の
中

で
確

か
に

同
じ

事
の

繰
り

返
し

で
、

こ
の

ま
ま

で
い

い
の

か
と

考

え
る

事
も

よ
く

あ
り

ま
す

し
、

そ
れ

が
苦

し
く

て
い

ろ
い

ろ
な

事
で

悩
む

事
も

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

こ
れ

か
ら

先

も
生

き
て

い
く

上
で

逃
げ

る
事

で
は

な
い

と
思

う
し

、
何

か
が

見
つ

か
れ

ば
そ

れ
で

い
い

ん
だ

と
思

う
の

で
は

な
く

て
、

自

分
の

信
じ

た
道

を
一

生
懸

命
過

ご
し

た
後

に
、

あ
ぁ

、
こ

ん
な

事
を

私
は

見
つ

け
ら

れ
た

ん
だ

と
思

え
る

よ
う

に
で

き
た

ら

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
三

浦
先

生
の

授
業

大
好

き
で

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
（

歩
）
→
信

じ
る

事
。

こ
ん

な
に

シ
ン

プ
ル

な
こ

と
な

の
に

、
人

は
あ

れ
こ

れ
と

理
屈

を
つ

け
て

、
そ

れ
を

難
し

く
し

て
し

ま
い

ま
す

。
場

合
に

よ

っ
て

は
信
じ
る
事

そ
の

も
の
が
罪

で
あ
る
か

の
よ

う
な
言
葉

を
残

し
た

り
も

し
ま
す

。
悲
し

い
こ
と

で
す
ね
。
“

Fa
ith

”
が

大
事

で
あ

る
、

二
回

目
の

授
業

で
申

し
上

げ
ま

し
た

が
、

誰
も

が
そ

の
こ

と
を

忘
れ

な
い

で
い

ら
れ

る
世

の
中

で
あ

っ
て

ほ

し
い

と
願

い
ま

す
。

黙
っ

て
、

座
し

て
待

つ
だ

け
で

は
、

そ
の

よ
う

な
世

の
中

に
は

な
り

ま
せ

ん
か

ら
、

次
代

の
主

人
公

た

る
あ
な
た
た
ち
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
べ
く
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
頼
み
ま
し
た
よ
。

 

 今
回

の
、

変
な

宗
教

団
体

に
入

っ
て

し
ま

っ
た

若
者

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

し
た

若
者

の
話

を
聞

い
て

、
私

に
も

そ
う

い

う
部

分
が

あ
る

な
ぁ

と
思

い
ま

し
た

。
高

校
の

と
き

ま
で

は
み

ん
な

き
ま

っ
た

授
業

を
一

緒
に

受
け

て
き

ま
し

た
が

、
大

学

生
に

な
る

と
将

来
を

見
据

え
て

、
自

分
に

何
が

必
要

な
の

か
を

考
え

て
授

業
を

チ
ョ

イ
ス

し
な

い
と

い
け

ま
せ

ん
。

ま
た

、

授
業

以
外

の
時

間
の

使
い

方
も

考
え

な
い

と
い

け
ま

せ
ん

。
大

学
入

学
時

に
、

大
学

生
に

は
自

由
と

責
任

が
あ

っ
て

、
チ

ャ

ン
ス
は
た
く
さ
な
る
け
れ
ど
、
自
分
で
つ
か
み
に
い
か
な
い
と

4
年
間
は
無
駄
に
過
ぎ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

あ
ま
り
積
極
的
に
行
動
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
大
学
生
活
は
色
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

な
ん

と
な

く
今

の
自

分
の

ま
ま

で
は

ダ
メ

だ
と

思
っ

て
、

参
加

す
る

と
自

分
を

変
え

ら
れ

る
気

が
し

た
か

ら
で

す
。

そ
し

て

周
り
の
み
ん
な
に
置
い
て
い
か
れ
る
の
が
恐
か
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
自
分
の
中
に
答
え
は
あ
る
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

行
動
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
一
歩
立
ち
止
ま
り
、
考
え
る
こ
と
も
大
切
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。（

真
依
）
→
「
一
歩
進

む
元
気
、
一

歩
戻
る
勇
気
」
、
上
に
も
書
い
た
こ
と
で
す
が
、
再
度
、
こ
こ
に
繰
り
返
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
が

前

へ
進

む
こ

と
が

勇
気

だ
と

捉
え

て
い

る
よ

う
で

す
が

、
立

ち
止

ま
る

こ
と

、
場

合
に

よ
っ

て
は

戻
る

こ
と

、
こ

ち
ら

の
方

が

勇
気

を
必

要
と

す
る

の
で

す
ね

。
ど

う
か

、
立

ち
止

ま
る

こ
と

、
戻

る
こ

と
を

、
停

滞
、

後
退

と
捉

え
て

し
ま

い
ま

せ
ぬ

よ

18
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 う
に

。
 

 今
日

で
と

う
と

う
最

後
の

授
業

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
も

う
頭

の
体

操
や

先
制

の
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

な
く

な
る

と

思
う

と
悲

し
い

気
持

ち
で

い
っ

ぱ
い

で
す

。
15

回
の

授
業

を
通

し
て

、
頭

の
体

操
を
自
力
で

解
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ

ん
。

私
の

頭
は

ま
だ

ま
だ

固
く

、
固

定
観

念
か

ら
抜

け
出

し
き

れ
て

い
な

い
の

で
し

ょ
う

。
し

か
し

“
考

え
る

力
”

と
い

う
の

が

つ
い

た
の

で
は

と
勝

手
に

思
っ

て
い

ま
す

。
答

え
に

た
ど

り
つ

く
た

め
に

考
え

る
こ

と
は

と
て

も
大

切
な

こ
と

だ
と

思
い

ま

す
。
答

を
見

つ
け

る
ま

で
の

過
程

が
一

番
重

要
で

す
よ

ね
!!そ

し
て

何
よ

り
、
今

、
私
は
や
る
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
ん
で

す
！
「

ま
だ

見
つ

か
ら

な
い
答

え
は

自
分

の
中

に
あ

る
」
、
そ

う
先

生
が

お
っ

し
ゃ
っ
た
時
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
も
い
い

ん
だ

と
思

え
た

ん
で

す
。

最
近

、
上

手
く

い
か

な
い

こ
と

が
多

く
て

、
自

分
の

ダ
メ

な
と

こ
ろ

に
し

か
目

が
い

っ
て

い
ま

せ

ん
で

し
た

。
だ

か
ら

、
ど

ん
ど

ん
自

分
は

ダ
メ

だ
ダ

メ
だ

と
思

っ
て

マ
イ

ナ
ス

思
考

に
な

っ
て

い
ま

し
た

。
先

生
の

言
葉

を

聞
い

た
と

き
、

ふ
と

力
が

抜
け

た
気

が
し

た
ん

で
す

。
あ

せ
ら

な
く

て
も

い
い

、
自

分
は

自
分

な
の

だ
か

ら
、

ゆ
っ

く
り

で

も
い

い
か

ら
前

に
進

ん
で

い
こ

う
と

決
意

し
ま

し
た

。
こ

の
こ

と
を

伝
え

る
た

め
に

今
ま

で
の

授
業

を
デ

ザ
イ

ン
し

て
い

た

な
ん

て
、

本
当

に
先

生
は

ス
ゴ

イ
で

す
。

バ
ッ

チ
リ

受
け

止
め

ま
し

た
！

私
も

先
生

の
よ

う
な

先
生

に
な

り
た

い
で

す
。

頑

張
り

ま
す

。
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。（

美
波

）
→
「

頭
の

体
操

」
は

水
平
思
考
を
心
が
け
る
と
解
け
る
も
の
を

い
く

つ
か

用
意

し
ま

し
た

。
多

く
の

人
は

ク
イ

ズ
を

出
さ

れ
る

と
深

く
考

え
な

け
れ

ば
と

身
構

え
て

垂
直

思
考

を
し

て
し

ま

う
傾

向
に

あ
る

の
で

す
。

／
人

は
自

分
を

実
際

よ
り

も
低

く
評

価
し

て
し

ま
う

傾
向

に
あ

る
と

い
う

こ
と

は
授

業
で

お
話

し

し
ま

し
た

。
自

分
で

は
気

付
か

な
い

自
分

の
よ

さ
を

教
え

て
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

「
友

」
な

の
だ

、
そ

の
回

の
授

業

で
は

そ
の

よ
う

に
続

け
ま

し
た

が
、

も
ち

ろ
ん

、
自

分
で

気
付

く
こ

と
も

で
き

ま
す

。
あ

な
た

の
よ

う
に

、
焦

ら
ず

、
ゆ

っ

く
り

で
も

い
い

か
ら

前
に

進
ん

で
い

こ
う

と
い

う
こ

と
を

忘
れ

な
け

れ
ば

。
大

丈
夫

で
す

よ
、

あ
な

た
な

ら
。

バ
ッ

チ
リ

受

け
と

め
て

下
さ

っ
て

、
あ

り
が

と
う

。
 

 「
自

分
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

は
自

分
の

心
の

中
に

あ
る

」
。
こ

の
言

葉
で

肩
の

荷
が
下
り
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
は
今
、

大
学

に
入

っ
た

も
の

の
、

将
来

の
目

標
や

就
き

た
い

職
業

な
ど

が
決

ま
っ

て
い

ま
せ

ん
(教

職
課

程
を

履
修

し
て

い
ま

す
が

、

本
気

で
教

師
に

な
ろ

う
と

考
え

て
い

る
訳

で
も

あ
り

ま
せ

ん
)。

私
は

昔
か

ら
将

来
の
夢
は
？
と
聞
か
れ
て
、
答
え
ら
れ
た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

小
さ

い
頃

は
い

く
ら

な
ん

で
も

大
学

生
く

ら
い

に
な

っ
た

ら
決

ま
っ

て
い

る
だ

ろ
う

と
漠

然
と

考
え

て

い
ま

し
た

。
し

か
し

、
自

然
と

決
ま

る
訳

で
も

な
く

、
友

だ
ち

が
将

来
に

つ
い

て
考

え
始

め
た

と
い

う
の

も
あ

り
、

焦
る

ば

か
り

で
し

た
。

私
は

社
会

科
が

好
き

だ
っ

た
の

で
、

教
師

と
い

う
選

択
肢

を
思

い
つ

き
ま

し
た

。
何

か
行

動
を

起
こ

さ
な

く

て
は

と
思

い
、
教

師
に

似
た
よ

う
な

経
験

が
で

き
る

の
で

は
と

思
い

、
塾

の
先

生
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

ア
ル

バ
イ

ト
を

し
て

い
る

う
ち

に
、

自
分

に
は

向
い

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

職
業

と
言

わ

れ
て

他
に

何
も

思
い

つ
か

な
い

の
で

、
自

分
が

ど
う

す
れ

ば
い

い
か

迷
う

ば
か

り
…

。
こ

の
よ

う
な

状
況

は
、

自
分

を
見

失

っ
て

し
ま

う
よ

う
な

危
険

性
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

す
よ

ね
。

私
は

焦
る

あ
ま

り
、

他
の

人
に

合
わ

せ
、

こ
れ

で
い

い
や

と

投
げ

や
り

に
自

分
の

将
来

を
決

め
て

し
ま

う
と

こ
ろ

で
し

た
。

自
分

で
も

何
を

書
い

て
い

る
か

分
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い

ま
し

た
が

、
こ

の
授

業
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
で

す
。

納
得

い
く

ま
で

、
自

分
の

ペ
ー

ス
で

自
分

と
向

き
合

っ

て
い

き
た

い
で

す
。（

佳
椰

子
）
→

塾
の

講
師

と
学

校
の

教
師

と
は

似
て

非
な

る
も
の
で
す
か
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験
だ
け

で
向

き
不

向
き

を
決

め
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

ね
。

／
大

学
生

に
な

っ
た

ら
将

来
就

き
た

い
職

業
が

決
ま

っ
て

い
る

、

（
だ

か
ら

決
ま

っ
て

い
な

い
自

分
は

急
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

）
、
そ

の
よ

う
に

考
え
る
人
は
多
い
よ
う
で
す
が
、
は
た
し
て

8 
 そ
う

な
の

か
し

ら
。

就
職

し
た

い
会

社
（

の
候

補
）

は
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

そ
の

会
社

の
ど

の
よ

う
な

部
門

で
ど

ん

な
仕

事
を

し
た

い
か

、
そ

こ
ま

で
決

ま
っ

て
い

る
人

は
さ

ほ
ど

多
く

は
な

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
い

た
ず

ら
に

焦
る

こ
と

は

あ
り
ま
せ
ん
。
「

納
得

い
く

ま
で

、
自
分

の
ペ

ー
ス

で
」

じ
っ

く
り
と

い
く

つ
も

の
可

能
性

に
つ

い
て

考
え

て
み
ま

し
ょ

う
。
 

 三
浦

先
生

、
私

は
今

、
泣

き
そ

う
に

な
る

の
を

こ
ら

え
な

が
ら

、
ど

う
も

落
ち

着
か

な
い

感
情

を
抑

え
な

が
ら

、
レ

ポ
ー

ト

を
書

い
て

い
ま

す
。

何
か

ら
書

こ
う

か
迷

っ
て

い
ま

す
が

、
ま

ず
は

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
の

お
話

に
つ

い
て

。
私

は
中

学
生

に

な
る

ち
ょ

っ
と

前
ま

で
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

を
信

じ
て

い
ま

し
た

。
周

り
の

友
だ

ち
の

多
く

は
も

う
信

じ
て

い
ま

せ
ん

で
し

た

が
、

私
は

自
分

の
両

親
が

ク
リ

ス
マ

ス
プ

レ
ゼ

ン
ト

な
ん

て
買

う
わ

け
が

な
い

と
思

っ
て

い
た

の
で

、
毎

年
、

自
分

の
欲

し

い
も

の
を

く
れ

る
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
存

在
を

疑
っ

た
こ

と
も

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
私

に
そ

う
思

わ
せ

る
ほ

ど
に

、
私

の

両
親

は
厳

し
く

、
普

段
は

必
要

な
も

の
以

外
、

お
菓

子
一

つ
買

っ
て

く
れ

な
い

よ
う

な
人

だ
っ

た
の

で
…

。
で

も
、

中
学

生

に
な

る
前

の
春

休
み

に
、

突
然

、
母

親
か

ら
「

今
年

か
ら

あ
ん

た
も

サ
ン

タ
の

仕
事

手
伝

う
の

よ
」

と
言

わ
れ

て
、

真
実

を

悟
り

ま
し

た
。

そ
れ

以
降

、
一

番
下

の
妹

が
小

学
校

を
卒

業
す

る
ま

で
、

私
は

毎
年

妹
と

弟
の

ク
リ

ス
マ

ス
プ

レ
ゼ

ン
ト

を

選
ん

で
買

っ
て

、
ラ

ッ
ピ

ン
グ

し
て

、
と

い
う

“
サ

ン
タ

業
”

を
し

て
き

ま
し

た
。

そ
れ

で
よ

か
っ

た
と

思
っ

て
い

ま
す

。

私
が

も
し

親
に

な
っ

た
ら

、
や

は
り

サ
ン

タ
の

ふ
り

を
す

る
で

し
ょ

う
し

、
子

ど
も

に
「

サ
ン

タ
っ

て
い

る
の

？
」

と
聞

か

れ
た
ら
、「

信
じ
て
い
る
人
の
所
に
し
か
サ
ン
タ
は
来
な
い
」
と
答
え
ま
す
。
ち
な
み
に
私
は
今
で
も
他
の
人
の
家
に
来
て
い

る
の

は
本

物
の

サ
ン

タ
な

ん
じ

ゃ
な

い
の

か
と

、
時

々
思

い
ま

す
。

／
次

に
“

若
者

”
の

話
に

つ
い

て
。

こ
の

お
話

を
聞

き

な
が

ら
、

泣
き

そ
う

に
な

り
ま

し
た

。
理

由
は

よ
く

分
か

り
ま

せ
ん

。
た

だ
、

私
に

も
オ

ウ
ム

真
理

教
に

入
信

し
た

若
者

の

気
持

ち
が

多
少

分
か

り
ま

す
。

私
は

高
校

生
の

時
、

い
ろ

い
ろ

な
事

を
経

て
ク

リ
ス

チ
ャ

ン
の

洗
礼

を
受

け
ま

し
た

が
、

そ

の
前

に
あ

り
と

あ
ら

ゆ
る

宗
教

団
体

を
直

接
観

に
行

き
ま

し
た

。
そ

の
時

に
ア

レ
フ

に
も

行
き

ま
し

た
。

そ
の

縁
で

両
親

が

ア
レ

フ
に

入
信

し
て

い
る

同
世

代
の

友
だ

ち
が

い
ま

す
。

そ
の

せ
い

も
あ

っ
て

か
、

オ
ウ

ム
を

信
じ

た
若

者
と

オ
ウ

ム
で

は

な
い

宗
教

を
信

じ
て

い
る

私
に

は
大

差
は

な
い

と
感

じ
て

い
ま

す
。

た
だ

、
私

と
、

オ
ウ

ム
信

者
と

な
っ

た
、

あ
る

い
は

新

し
い

日
常

を
求

め
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
言

っ
た

多
く

の
若

者
と

で
違

い
が

あ
る

な
ら

ば
、

私
が

あ
る

日
を

境
に

全
く

新
し

い

自
分

に
な

る
な

ん
て

こ
と

は
で

き
な

い
と

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
書

き
き

れ
な

い
の

で
割

愛
し

ま
す

が
、

あ

る
こ

と
を

き
っ

か
け

に
私

は
、

自
分

は
変

わ
る

の
で

は
な

く
、

変
え

な
く

て
は

い
け

な
い

ん
だ

と
実

感
し

ま
し

た
。

変
え

る

こ
と
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
覚
え
て
い
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
先
も
大
き
く
道
を
誤
っ
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
々

と
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
半

年
間

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
（

彩
）
→

「
サ

ン
タ

業
」
、

ほ
ほ

え
ま

し
い

営
み

で
す

ね
。

普
段

、
厳

し
く

接
し

て
い

る
か

ら
こ

そ
、

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

ク
リ

ス
マ

ス
。

な
る

ほ
ど

、
そ

う
で

す
ね

。

我
が
子
に
甘

す
ぎ
る
自
分
の
こ
と
を
反
省
い
た
し
ま
す
。
／
「

変
わ
る
」
と
「
変
え
る
」
。
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
違
い

が
こ
こ
に
は

あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
な
が
ら
「
あ
の
人
、
変
わ
っ
た
ね
」
と
は
言
い
ま
す
が
、「

あ
の
人
、
自
分
を
変
え
た
ね
」

と
は

言
い

ま
せ

ん
。

同
様

に
「

自
分

は
変

わ
る

ん
だ

」
と

思
う

こ
と

は
あ

っ
て

も
、

な
か

な
か

「
自

分
を

変
え

る
ん

だ
」

と

い
う
表
現
に

な
る
こ
と
は
多
く
な
い
よ
う
で
す
。「

自
分
は
変
わ
る
」
と
は
、
何

も
し
な
く
て
も
自
然
に
変
わ
る
、
あ
る
い
は

誰
か

（
何

か
）

の
力

・
導

き
に

よ
っ

て
変

わ
る

、
と

い
う

ニ
ュ

ア
ン

ス
を

内
包

し
て

い
る

よ
う

な
感

じ
が

あ
り

ま
す

。
し

か

し
、
あ
な
た
が
力
強
く
お
書
き
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、「

自
分
が
自
分
を
変
え
る
」
の
で
な
け
れ
ば
、
望
む
変
化
は
我
が

身

に
は
訪
れ
な

い
の
で
す
ね
。
そ
れ
が
「
答
え
が
見
つ
か
る
」
で
は
な
く
、「

答
え
を
見
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る

の

で
す
。
素
敵

な
レ
ポ
ー
ト
を
あ
り
が
と
う
。
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9 
 教
職

概
説

の
広

場
を

呼
ん

で
い

る
と

、
人

そ
れ

ぞ
れ

物
事

に
対

す
る

捉
え

方
が

違
っ

て
い

て
お

も
し

ろ
い

で
す

。
是

非
、

こ

れ
か

ら
も

続
け

て
下

さ
い

!!今
日

、
最

も
印

象
に

残
っ

た
の

は
“

終
わ

り
な

き
日

常
”
や
“
さ
ま
よ
え
る
良
心
”
と
い
っ
た
個

人
の

問
題

を
解

く
答

は
、

自
分

の
外

に
あ

る
の

で
は

な
く

、
自

分
の

中
に

あ
る

と
い

う
こ

と
で

す
。

僕
は

こ
れ

を
聞

い
て

、

本
当

に
自

分
の

中
に

あ
る

の
か

な
？

と
思

い
ま

す
。

と
い

う
の

も
、

僕
は

今
、

そ
う

い
っ

た
状

況
に

陥
っ

て
い

て
、

ま
だ

そ

れ
を

解
決

す
る

答
が

見
つ

か
っ

て
い

な
い

か
ら

で
す

。
そ

の
答

が
自

分
の

中
に

あ
る

の
か

ど
う

か
は

ま
だ

分
か

り
ま

せ
ん

。

た
だ

、
今

日
、

先
生

の
話

を
聞

い
て

、
“

自
分

の
中

に
あ

る
”
、

そ
ん

な
気

が
し

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

い
ろ

い
ろ

悩
む

こ
と

が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

そ
れ

が
自

分
の

将
来

に
つ

い
て

で
あ

っ
た

り
、

仕
事

を
始

め
て

働
く

こ
と

に
対

す
る

こ
と

で
あ

っ

た
り

、
時

に
は

恋
に

つ
い

て
も

悩
む

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

そ
ん

な
時

、
も

ち
ろ

ん
両

親
や

親
友

に
相

談
す

る
か

も
し

れ
ま

せ

ん
。

で
も

、
最

終
的

に
は

や
っ

ぱ
り

自
分

で
決

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

の
で

す
。

な
の

で
、

こ
れ

か
ら

入
る

長
期

休

暇
を

利
用

し
て

、
先

生
に

教
わ

っ
た

こ
と

を
復

習
し

て
み

よ
う

と
思

い
ま

す
。

そ
う

す
る

こ
と

で
自

分
が

成
長

す
る

と
思

う

の
で

す
。

ま
と

ま
り

の
な

い
文

章
で

す
み

ま
せ

ん
が

、
こ

れ
で

終
わ

り
に

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
こ

の
授

業
は

今
ま

で
受

け

た
授

業
の

中
で

一
番

で
し

た
!!先

生
、

15
回

の
授

業
お

つ
か

れ
さ

ま
で

し
た

！
そ

し
て
意
義
の
あ

る
授
業
を
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
！

（
史

弥
）
→

あ
り

が
と

う
。

自
分

の
中

に
答

え
が

あ
る

の
だ

と
知

っ
て

い
る

の
と

、
そ

れ
を

知
ら

な
い

の
と

で
は

何
が

ど
の

よ
う

に
違

っ
て

く
る

の
か

、
そ

の
こ

と
を

想
像

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

そ
の

う
え

で
、

答
え

を
見

つ
け

る
に

至

る
に

は
ク

リ
ア

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

と
い

う
こ

と
を

ど
う

か
忘

れ
な

い
で

い
て

く
だ

さ
い

。
そ

れ
は

自
分

の

中
に

あ
る

答
え

を
見

つ
け

る
だ

け
の

「
力

」
を

身
に

つ
け

る
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

な
に

や
ら

、
同

じ
よ

う
な

こ
と

を
繰

り

返
し

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

お
伝

え
し

よ
う

と
し

て
い

る
の

は
と

て
も

シ
ン

プ
ル

な
こ

と
で

す
。

き

っ
と

理
解

し
て

い
た

だ
け

る
と

思
い

ま
す

。
今

は
答

え
が

見
つ

か
り

そ
う

に
な

い
と

の
こ

と
で

す
が

、
そ

れ
は

、
今

、
見

つ

け
る

た
め

の
何

か
が

ま
だ

用
意

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
見

方
に

よ
っ

て
は
ま
だ
そ
れ
は
見
つ
け
な
く
て
よ
い
、

と
い

う
こ

と
な

の
か

な
と

考
え

て
み

て
く

だ
さ

い
。

焦
ら

ず
、

ゆ
っ

く
り

じ
っ

く
り
、
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

 

 今
回

、
と

て
も

よ
い

話
が

聞
け

ま
し

た
。
「

答
え

は
自

分
の

中
に

あ
る

」
。

名
言

で
す

ね
。

初
め

て
そ

の
言

葉
の

意
味

が
分

か

り
ま

し
た

。
今

回
の

授
業

で
、「

オ
ウ

ム
真

理
教

」
と
「

阪
神

淡
路

大
震

災
」
で

の
若
者
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
も

そ
う

し
た

若
者

の
共

通
点

を
見

つ
け

ま
し

た
。

そ
れ

は
「

受
け

身
」

で
す

。
彼

ら
は

勧
誘

さ
れ

た
り

、
テ

レ
ビ

の
ア

ナ
ウ

ン

ス
を

見
た

り
し

て
行

動
し

て
い

ま
し

た
。

で
も

、
本

当
に

大
切

な
の

は
、

自
ら

動
く

こ
と

だ
と

思
う

の
で

す
。

彼
ら

は
終

わ

り
な

き
日

常
か

ら
脱

却
し

た
が

っ
て

い
ま

し
た

が
、「

終
わ

り
の

な
い

」
も

の
な

ん
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
小
さ
な
変

化
に

気
づ

け
な

か
っ

た
だ

け
だ

と
思

い
ま

す
。

自
分

の
思

っ
て

い
る

こ
と

を
文

章
に

す
る

の
は

と
て

も
難

し
く

、
書

い
て

あ

る
こ

と
が

支
離

滅
裂

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
先

生
が

私
達

に
伝

え
た

い
こ

と
は

分
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

15
回

と
い
う
短
い

間
で

し
た

が
、

と
て

も
お

も
し

ろ
く

、
た

め
に

な
る

授
業

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
り

っ
ぱ

な
姿

を
見

せ
ら

れ
る

よ

う
、

頑
張

り
ま

す
。
（

寛
）
→

「
終

わ
り

の
な

い
も

の
な

ん
て

、
な

い
」
。

簡
潔

に
し

て
わ

か
り

や
す

い
文

で
す

。
そ

し
て

、

と
て

も
力

強
い

。
大

切
な

の
は

「
区

切
り

」
、

あ
る

い
は

「
節

目
」
、

そ
し

て
そ

れ
を

自
ら

付
け

ら
れ

る
か

、
見

つ
け

ら
れ

る

か
、

と
い

う
こ

と
。

そ
の

た
め

に
は

漫
然

と
時

を
過

ご
し

て
は

な
ら

な
い

。
同

じ
日

な
ど

な
い

の
だ

か
ら

、
昨

日
と

違
う

何

か
を

発
見

し
て

み
よ

う
。

そ
ん

な
声

ま
で

聞
こ

え
て

き
ま

し
た

。
支

離
滅

裂
だ

な
ん

て
思

い
ま

せ
ん

。
一

本
、

筋
が

通
っ

て

い
る

と
思

い
ま

し
た

。
 

 サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
が

い
な

い
ん

だ
と

知
っ

た
き

っ
か

け
に

な
っ

た
の

は
、

小
学

校
3
年
生
ぐ
ら
い
の
時
に
、
自
分
が
サ
ン
タ

10
 

 に
頼

ん
だ

も
の

を
家

で
み

つ
け

て
し

ま
っ

た
こ

と
だ

っ
た

。
で

も
私

は
親

が
サ

ン
タ

で
悲

し
か

っ
た

の
で

は
な

く
、

逆
に

す

ご
く

う
れ

し
か

っ
た

の
を

覚
え

て
い

ま
す

。
自

分
の

た
め

に
黙

っ
て

買
っ

て
く

れ
て

い
た

こ
と

に
す

ご
く

感
動

し
た

か
ら

で

す
。

サ
ン

タ
が

自
分

の
親

だ
っ

た
こ

と
に

興
奮

し
す

ぎ
て

妹
に

話
し

て
し

ま
っ

た
ら

、
妹

は
大

シ
ョ

ッ
ク

を
受

け
て

い
ま

し

た
が

。
そ

ん
な

嘘
を

つ
い

ち
ゃ

い
け

な
い

と
い

っ
て

い
た

親
に

、
私

も
サ

ン
タ

の
実

体
を

知
っ

た
あ

と
で

も
、

サ
ン

タ
さ

ん

は
い

る
と

い
う

嘘
を

つ
い

て
い

ま
し

た
。

た
ぶ

ん
サ

ン
タ

さ
ん

と
い

っ
た

ら
、

ま
だ

欲
し

い
も

の
を

買
っ

て
く

れ
る

と
思

っ

て
い

た
の

で
、

こ
れ

は
つ

い
て

も
い

い
嘘

だ
と

は
思

え
ま

せ
ん

が
、

そ
う

す
る

こ
と

で
自

分
は

親
の

あ
た

た
か

み
を

感
じ

る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
そ

し
て

サ
ン

タ
と

い
う

存
在

か
ら

も
、

つ
い

て
い

い
嘘

と
だ

め
な

嘘
と

い
う

の
を

学
べ

た
気

が
し

ま

す
。

私
も

こ
れ

は
つ

い
て

い
い

嘘
と

思
っ

て
つ

い
た

嘘
で

相
手

を
怒

ら
せ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
先

生
も

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ

う
に

、
そ

う
い

う
外

界
で

の
経

験
が

あ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
も

っ
と

な
り

た
い

自
分

に
な

れ
る

と
思

い
ま

す
。

私
も

い
ろ

い

ろ
な

経
験

を
経

て
、

青
い

鳥
と

出
会

え
る

よ
う

に
な

り
た

い
で

す
。

今
ま

で
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
教

え
て

い
た

だ
き

、
あ

り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

梨
沙
）
→
「
嘘
」
に

つ
い
て
学
べ
た
と
の
実
感
に
奥
行
き
、
深
み
を
さ
ら
に
加
え
る
た
め
に
次
の

こ
と

を
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

世
の

中
に

は
頑

な
に

「
嘘

は
だ

め
」

と
考

え
、

行
動

し
て

い
る

人
も

い
ま

す
。

そ
れ

を
人

に

そ
れ

を
求

め
た

り
、

強
い

た
り

す
る

人
も

い
る

よ
う

で
す

。
そ

ん
な

人
に

は
、

さ
て

、
ど

の
よ

う
に

接
し

た
ら

よ
い

で
し

ょ

う
か

。
そ

の
よ

う
な

人
に

出
会

う
前

に
自

分
の

中
で

バ
ー

チ
ャ

ル
体

験
を

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

じ
っ

く
り

と
考

え
て

み
て

く

だ
さ
い
ね
。

 

 先
生
の
授
業
は
、
ま
る
で
一
つ
の
物
語
の
よ
う
で
す
ね
。

15
回
を
通
し
て
少
し
ず
つ
伏
線
を
張
り
、
最
後
の
最
後
で
伝
え
た

か
っ

た
こ

と
を

明
ら

か
に

す
る

。
私

が
一

番
好

き
な

授
業

の
進

め
方

で
す

。
今

後
の

参
考

に
し

た
い

で
す

！
ま

た
、

さ
い

ご

の
一

言
が

ス
テ

キ
で

し
た

。
「

青
い

鳥
の

よ
う

に
、

探
し

て
い

る
も

の
は

自
分

の
中

に
あ

る
」
。

夢
を

確
立

で
き

て
い

な
い

私

な
の

で
、

自
分

が
追

い
求

め
て

い
る

夢
を

自
分

自
身

と
し

っ
か

り
向

き
合

っ
て

考
え

よ
う

と
思

い
ま

す
。

半
年

間
、

あ
り

が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

貴
充
）
→
授
業
に
は
シ
ナ
リ
オ
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
は
ず
で
す
。
い
い
え
、
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
支
え
る
の
は
希
望
で
す
。「

教
え
る
と

は

希
望
を
語
る

こ
と
」
、
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
シ
ナ
リ
オ
な
ら
ば
場
面
や
登
場
人
物
の
他
に
小
道
具
、
美
術
、
音
響
、

照
明
な
ど
も

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。「

一
つ
の
物

語
」

の
よ

う
だ

と
の

感
想

は
、

だ
か

ら
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

。
あ

り
が

と
う

。
今

、
こ

こ
に

申
し

述
べ

た
こ

と
を

踏
ま

え

た
上
で
、
下

の
図
を
ご
自
身
で
解
釈
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 

20
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 今
回

の
「

教
職

概
説

の
広

場
」

を
見

て
い

る
と

、
様

々
な

意
見

が
あ

っ
て

、
お

も
し

ろ
か

っ
た

で
す

。
ま

た
、

特
別

番
外

編

の
マ

ユ
コ

さ
ん

の
レ

ポ
ー

ト
を

読
ん

で
、「

愛
と

か
優

し
さ

と
か

は
目

に
見

え
な

い
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、
確
か
に
存
在
す
る

も
の

だ
」
、
こ

の
文

章
を

と
て
も

ス
テ

キ
だ

な
と

思
い

ま
し

た
。
私

は
自

分
の

目
で

確
か
め
た
り
、
耳
で
聞
い
た
り
し
な
い
と
、

た
と

え
、

有
力

な
情

報
で

あ
っ

て
も

信
じ

な
い

こ
と

が
多

い
で

す
。

し
か

し
、

こ
の

レ
ポ

ー
ト

を
読

ん
で

、
目

に
見

え
る

愛

や
優

し
さ

だ
け

が
大

事
な

の
で

は
な

い
ん

だ
、

そ
う

思
い

ま
し

た
。

こ
の

授
業

は
、

こ
れ

か
ら

の
世

代
、

と
い

う
か

、
後

輩

た
ち

に
も

聞
い

て
ほ

し
い

な
と

思
い

ま
す

。
何

が
と

言
わ

れ
る

と
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
こ

の
授

業
を

受
け

て
、

私
は

何
か

変

わ
れ

た
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

自
分

の
子

供
に

も
先

生
の

授
業

を
受

け
さ

せ
た

い
で

す
。

そ
れ

が
無

理
な

ら
私

が
先

生
に

教

わ
っ

た
こ

と
を

子
供

に
、
ま

た
自

分
が

先
生

に
な

っ
た

ら
生

徒
た

ち
に

伝
え

て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。（

美
幸
）
→

そ
う

で
す

、
バ

ト
ン

を
リ

レ
ー

し
て

い
く

こ
と

が
大

切
な

の
で

す
。

高
校

の
教

師
に

な
り

た
か

っ
た

自
分

は
、

学
校

で
高

校

生
に

大
切

な
何

か
を

伝
え

た
い

と
い

う
気

持
ち

を
強

く
抱

い
て

い
ま

し
た

が
、

学
校

教
師

に
な

る
学

生
に

自
分

の
願

い
を

託

し
、

そ
れ

を
学

校
で

生
徒

に
伝

え
て

も
ら

う
こ

と
も

で
き

る
と

思
い

当
た

り
、

大
学

の
教

員
に

な
る

道
を

選
び

ま
し

た
。

そ

の
原

点
は

「
リ

レ
ー

」
で

す
。

で
す

か
ら

、
あ

な
た

の
レ

ポ
ー

ト
の

ラ
ス

ト
セ

ン
テ

ン
ス

は
と

て
も

嬉
し

い
。

よ
ろ

し
く

お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 前
回

の
授

業
で

は
わ

か
ら

な
か

っ
た

こ
と

を
今

回
の

授
業

で
は

冒
頭

に
少

し
話

を
し

て
い

た
だ

き
、

な
ん

と
か

答
え

が
見

え

て
き

た
、

そ
ん

な
感

じ
で

す
。

僕
は

昔
か

ら
「

サ
ン

タ
は

い
る

」
と

信
じ

て
生

き
て

い
ま

し
た

。
幼

い
頃

、
ク

リ
ス

マ
ス

を

迎
え

、
朝

早
く

起
き

る
と

何
や

ら
プ

レ
ゼ

ン
ト

が
あ

り
、

開
け

て
み

る
と

自
分

が
欲

し
か

っ
た

物
で

、
喜

び
な

が
ら

両
親

に

言
う

と
、「

サ
ン

タ
さ

ん
が

来
て

く
れ

は
っ

た
ん

や
で

」
と

言
い

ま
し

た
。
サ

ン
タ
の
正
体
が
…
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
の

が
い

つ
だ

っ
た

か
は

忘
れ

て
し

ま
い

ま
し

た
が

、
さ

ほ
ど

シ
ョ

ッ
ク

は
受

け
て

い
な

か
っ

た
よ

う
な

気
は

し
ま

す
。

そ
れ

か

ら
い

く
つ

か
年

を
と

っ
た

今
で

も
、

実
は

サ
ン

タ
の

存
在

を
信

じ
て

い
ま

す
。

で
も

自
分

が
信

じ
て

い
る

サ
ン

タ
が

く
れ

る

プ
レ

ゼ
ン

ト
は

欲
し

い
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

で
は

何
か

と
い

う
と

ク
リ

ス
マ

ス
を

迎
え

た
今

日
ま

で
無

事
に

過
ご

す
こ

と

が
出

来
た

自
分

に
「

来
年

」
と

い
う

プ
レ

ゼ
ン

ト
を

く
れ

る
の

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
が

ク
リ

ス
マ

ス
に

つ
い

て
出

し

た
自

分
の

答
え

で
す

。
自

分
に

は
答

え
が

見
つ

か
ら

な
い

、
と

い
う

経
験

が
あ

り
ま

せ
ん

。
い

や
、

経
験

し
て

い
る

は
ず

な

の
に

、
忘

れ
て

し
ま

っ
て

い
る

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
今

、
大

学
に
入
学
し
、
こ
の
学
部
で
勉
強
し
て
い
て
、「

こ

の
こ

と
を

ど
の

よ
う

に
将

来
に

活
か

さ
な

い
と

い
け

な
い

か
」

と
い

う
問

題
に

悩
ん

で
い

ま
す

。
多

分
、

こ
の

答
え

は
周

り

を
探

し
て

も
、

探
し

て
も

見
つ

か
ら

な
い

で
し

ょ
う

。
と

い
う

よ
り

現
時

点
で

は
見
つ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
大
学
で

4
年

勉
強

し
、

卒
業

し
た

あ
と

も
答

え
を

追
い

求
め

続
け

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

最
後

に
三

浦
先

生
、

こ
れ

ま
で

の
学

校
の

授

業
で

は
勉

強
す

る
こ

と
が

な
か

っ
た

、
教

え
て

も
ら

え
な

か
っ

た
こ

と
を

教
え

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
生

の
授

業
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

し
、
生

き
て

い
こ

う
と

思
い

ま
す

。（
直

登
）
→
「
来
年
」
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
と
て

も
素

敵
な

表
現

で
す

し
、
考

え
方

で
す

ね
。
／

大
学

で
学

ぶ
こ

と
が

全
て

将
来

、（
主
と
し
て
職
業
上
の
）
役
に
立
つ
、
と

い

う
考

え
方

か
ら

解
放

さ
れ

ま
し

ょ
う

。
そ

も
そ

も
大

学
は
「

虚
学

」（
実

学
の

反
対

語
）
を
教
え
、
学
ぶ
場
で
し
た
。
そ
こ
に

農
学

や
工

学
な

ど
の

実
学

が
後

か
ら

入
り

込
み

、
今

の
よ

う
な

か
た

ち
に

な
っ

た
の

で
す

。
虚

学
は

実
学

と
の

対
比

で
説

明

す
る

と
役

に
立

た
な

い
学

問
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
が

、
純

粋
に

真
理

の
探

究
を
楽
し
む
学
問
、
思
考
を
堪
能
す
る
学
問
、

そ
の

よ
う

に
捉

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

そ
れ

は
将

来
の

職
業

の
役

に
立

つ
の

で
は

な
く

、
こ

れ
か

ら
の

あ
な

た
の

役
に

立
つ

は

ず
で

す
。
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 今
回

の
レ

ポ
ー

ト
は

書
き

た
い

こ
と

が
多

す
ぎ

て
困

り
ま

す
ね

。
ま

ず
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
件

は
、

私
は

サ
ン

タ
さ

ん
っ

て

少
し

ズ
ル

い
な

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
な

ぜ
な

ら
プ

レ
ゼ

ン
ト

を
買

っ
て

あ
げ

て
い

る
の

は
親

た
ち

な
の

に
、

感
謝

さ
れ

る

の
は

サ
ン

タ
さ

ん
だ

か
ら

で
す

（
私

は
サ

ン
タ

さ
ん

を
信

じ
る

・
信

じ
な

い
以

前
に

、
こ

う
い

う
シ

ス
テ

ム
だ

と
な

ぜ
か

知

っ
て

し
ま

っ
て

い
ま

し
た

。
子

ど
も

ら
し

く
な

い
で

す
ね

（
笑

））
。

で
も

親
た

ち
は

そ
ん

な
サ

ン
タ

さ
ん

に
対

し
て

怒
っ

た

り
し

ま
せ

ん
。

そ
れ

は
サ

ン
タ

さ
ん

を
介

す
る

こ
と

で
、

夢
や

温
か

さ
を

子
ど

も
に

与
え

ら
れ

る
か

ら
で

す
。

私
は

サ
ン

タ

さ
ん

が
そ

う
い

う
シ

ス
テ

ム
だ

と
知

っ
て

い
て

も
、

両
親

か
ら

プ
レ

ゼ
ン

ト
を

手
渡

し
で

渡
さ

れ
る

よ
り

、
枕

元
に

あ
っ

た

方
が

嬉
し

か
っ

た
で

す
。

あ
と

、
若

者
の

迷
え

る
良

心
の

解
説

は
す

ご
く

納
得

が
い

き
ま

し
た

。
そ

れ
と

、
や

は
り

他
の

み

ん
な
も
私
と
同
じ
様
な
こ
と
（
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
）
で
悩
ん
で
い
る
ん
だ
な
と
、
少
し
安
心
し
ま
し
た
。
過
去

14
回
の

授
業

で
敷

か
れ

た
伏

線
が

、
今

日
、

見
事

に
回

収
さ

れ
、

一
つ

に
な

っ
て

、
何

か
気

持
ち

良
か

っ
た

で
す

。
こ

れ
か

ら
を

生

き
る

上
で

何
か

し
ら

の
ヒ

ン
ト

に
し

た
い

で
す

。
こ

の
授

業
、

す
ご

く
楽

し
か

っ
た

で
す

！
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

！

（
雅
美
）
→

サ
ン
タ
が
ず
る
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
（
笑
）
。「

あ
の
ひ
と
」（

た
ち
）
は
打

算
や
経
済
効
率
に
し
た
が
っ

て
動
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
（
笑
、
再
度
）
。
サ
ン
タ
・
シ
ス
テ
ム
、
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で

す
ね

。
／

こ
の

「
教

職
概

説
」

の
各

回
の

授
業

の
つ

な
が

り
を

ど
の

段
階

で
感

じ
て

も
ら

え
る

の
か

、
あ

る
い

は
感

じ
て

も

ら
う
の
が
よ
い
の
か
、
わ
た
く
し
は
時
々
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
ま
す
が
、「

ス
ッ
キ
リ
感
」
を
伝
え
る
レ
ポ
ー

ト
が

結
構

あ
る

の
で

、
ど

う
や

ら
最

終
回

が
よ

い
よ

う
で

す
ね

。
し

ば
ら

く
、

こ
の

ス
タ

イ
ル

で
進

め
る

こ
と

に
い

た
し

ま

す
。

 

 あ
－

…
今

日
で

こ
の

授
業

も
終

わ
り

な
ん

で
す

ね
…

と
て

も
寂

し
い

で
す

。
前

回
の

先
生

の
不

思
議

な
力

（
？

）
に

つ
い

て

私
は

「
わ

ぁ
－

す
ご

い
！

」
と

し
か

思
い

ま
せ

ん
で

し
た

。
し

か
し

、
そ

の
不

思
議

な
力

を
肯

定
す

る
か

否
定

す
る

か
と

い

う
点
を
考
え
出
す
と
…
い
き
な
り
と
て
も
複
雑
な
問
題
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。「

善
悪
の
見
極
め
は
と
て
も
難
し
い
事
な

ん
だ

よ
」

と
小

学
校

の
先

生
に

言
わ

れ
た

事
を

ふ
と

思
い

出
し

ま
し

た
。

変
わ

り
た

い
と

思
っ

た
時

、
ど

う
し

て
も

「
何

を

し
た
ら
変
わ
れ
る
の
か
」「

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
考
え
て
し
ま
っ
て
い
た
事
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
変
わ
る
た
め
に

経
験

を
し

、
そ

こ
で

何
を

感
じ

て
、

何
を

自
分

は
考

え
た

の
か

が
大

切
な

ん
で

す
よ

ね
。

経
験

は
そ

の
事

を
考

え
る

た
め

の

も
の

で
あ

り
、
変

わ
る
た

め
に
必

要
な
も
の

じ
ゃ

な
い
ん
で

す
よ

ね
。
う

ん
…
な
ん

だ
か

と
っ
て
も

深
い

で
す
ね

！
w

w
最

後
に

な
り

ま
し

た
が

、
私

に
と

っ
て

こ
の

授
業

は
た

く
さ

ん
考

え
さ

せ
ら

れ
、

た
く

さ
ん

の
新

し
い

思
い

を
与

え
て

く
れ

、

た
く
さ
ん
の
笑
い
を
く
れ
た
授
業
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

愛
）
→
小

学
校
の
先
生
、
と
て
も
素
敵

な
先

生
で

す
ね

。
な

か
な

か
口

に
で

き
る

こ
と

で
は

あ
り

ま
せ

ん
し

、
ど

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、

何
を

き
っ

か
け

に
そ

の
こ

と

を
伝

え
る

の
か

、
そ

れ
も

と
て

も
難

し
い

こ
と

で
す

。
で

す
が

、
き

っ
と

そ
の

先
生

は
き

わ
め

て
自

然
に

そ
の

こ
と

を
あ

な

た
が

た
に

伝
え

ら
れ

た
の

で
し

ょ
う

。
教

育
と

は
、

教
え

る
と

は
、

届
け

る
と

は
、

そ
う

い
う

こ
と

な
の

だ
と

思
い

ま
す

。

／
経

験
の

意
味

に
つ

い
て

は
別

の
機

会
に

お
伝

え
し

ま
し

た
か

ら
、

こ
こ

で
は

繰
り

返
し

ま
せ

ん
が

、
そ

の
こ

と
を

少
し

違

う
ア

ン
グ

ル
か

ら
、

あ
な

た
自

身
の

言
葉

で
綴

っ
て

く
だ

さ
い

ま
し

た
。

な
る

ほ
ど

、
経

験
の

価
値

に
つ

い
て

こ
の

よ
う

な

表
現
の
仕
方
も
あ
る
の
か
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
発
見
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

 

 私
は

自
分

の
子

ど
も

に
「

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
る

」
と

言
い

た
い

で
す

。
い

つ
か

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
が

い
な

い
こ

と
を

知

っ
た

と
き

、
今

ま
で

自
分

が
ど

れ
だ

け
親

か
ら

愛
を

も
ら

い
、

し
あ

わ
せ

な
気

持
ち

を
も

ら
っ

て
い

た
か

を
感

じ
る

こ
と

が

で
き
る
と
思
う
か
ら
で
す
。「

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
は
人
々
の
愛
や
幸
福
な
気
持
ち
に
よ
り
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
不
思
議

21
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 な
人

物
だ

と
私

は
思

い
ま

す
。

子
供

の
ル

ー
ル

か
ら

の
脱

出
は

と
て

も
難

し
い

と
本

当
に

思
い

ま
す

。
小

さ
な

頃
か

ら
教

え

ら
れ

て
き

た
こ

と
は

本
当

に
根

強
く

私
の

中
に

存
在

し
て

し
ま

っ
て

い
て

、
今

で
も

そ
の

子
供

の
ル

ー
ル

に
と

ら
わ

れ
、

わ

け
が

わ
か

ら
な

く
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
最

後
の

『
見

つ
か

ら
な

い
答

え
は

自
分

の
中

に
あ

る
』

と
い

う
先

生
の

メ
ッ

セ

ー
ジ

、
と

て
も

心
に

響
き

ま
し

た
。

今
ま

で
の

授
業

は
こ

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
た

め
の

シ
ナ

リ
オ

だ
っ

た
な

ん
て

、
す

ご
す

き

ま
す

。
そ

の
シ

ナ
リ

オ
が

完
璧

だ
っ

た
の

で
、

今
、

私
は

こ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

素
直

に
受

け
と

め
る

こ
と

が
で

き
た

ん
だ

ろ

う
な

と
改

め
て

先
生

の
ス

ゴ
さ

に
頭

が
下

が
る

ば
か

り
で

す
。

自
分

の
中

に
答

え
が

あ
る

の
だ

か
ら

、
自

分
の

外
で

は
そ

の

答
え

を
引

き
出

せ
る

よ
う

に
、

た
く

さ
ん

の
経

験
を

通
し

て
見

つ
け

出
せ

ば
い

い
の

だ
な

と
思

い
ま

し
た

。
答

え
を

見
つ

け

る
こ

と
は

、
た

く
さ

ん
の

人
か

ら
の

愛
や

幸
せ

な
気

持
ち

を
も

ら
い

、
そ

し
て

自
分

が
愛

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

知
り

、
自

分

自
身

を
愛

す
る

こ
と

そ
の

も
の

な
の

か
も

し
れ

な
い

で
す

ね
。

私
も

正
直

、
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

が
よ

く
わ

か
っ

て
い

ま

せ
ん

。
だ

か
ら

こ
そ

、
先

生
の

15
回

分
の

講
義

を
考

え
直

し
、
ゆ

っ
く

り
自

分
の

中
の
答
え
を
見
つ
け
出
し
て
い
こ
う
か
な

と
思

い
ま

す
。

先
週

の
マ

ジ
ッ

ク
の

意
味

は
、

本
当

の
こ

と
、

う
そ

の
こ

と
、

そ
ん

な
単

純
な

言
葉

で
説

明
で

き
る

も
の

は

こ
の

世
に

存
在

し
て

い
な

く
て

、
自

分
が

心
か

ら
信

じ
、

信
じ

る
こ

と
で

幸
せ

な
気

持
ち

に
な

れ
る

も
の

は
存

在
す

る
、

目

の
前

に
あ

る
も

の
は

自
分

の
気

の
持

ち
方

で
存

在
す

る
か

存
在

し
な

い
の

か
が

決
ま

る
の

で
は

な
い

か
、

と
い

う
こ

と
だ

っ

た
の

か
な

と
思

い
ま

し
た

。
15

回
の

講
義

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
私

の
頭

は
ま
だ
ま
だ
カ
チ
カ
チ
で
す
。
し
か
し
、

先
生

の
講

義
の

お
か

げ
で

、
た

く
さ

ん
の

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

、
自

分
の

中
に

あ
る

答
え

を
見

つ
け

出
す

手
が

か
り

に

な
り

ま
し

た
。

今
日

で
先

生
の

授
業

が
最

後
、

水
曜

の
2
限

は
一

週
間

の
中

で
一

番
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば

先
生

の
授

業
受

け
た

い
で

す
。
ス

テ
キ

な
プ

レ
ゼ

ン
ト

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（

茉
保
）
→
「
こ
た

え
に
い
き
あ

た
る

」
こ

と
を

「
た

く
さ

ん
の

人
か

ら
の

愛
や

幸
せ

な
気

持
ち

を
も

ら
い

、
そ

し
て

自
分

が
愛

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

知
り

、

自
分

自
身

を
愛

す
る

こ
と

」
な

の
だ

と
捉

え
た

あ
な

た
の

セ
ン

ス
、

ス
ピ

リ
ッ

ト
、

マ
イ

ン
ド

、
そ

れ
を

と
て

も
素

敵
だ

と

思
い

ま
す

。
そ

ん
な

時
代

遅
れ

な
賛

辞
な

ど
か

す
れ

て
し

ま
う

よ
う

な
、

そ
れ

を
圧

倒
的

に
一

蹴
し

て
し

ま
う

よ
う

な
、

素

敵
な

レ
ポ

ー
ト

で
す

ね
。

一
所

懸
命

授
業

を
し

て
い

て
よ

か
っ

た
、

そ
う

思
わ

せ
て

く
れ

る
あ

り
が

た
い

レ
ポ

ー
ト

で
す

。

サ
ン

キ
ュ

。
 

 今
日

は
最

後
の

授
業

で
し

た
。

私
は

周
り

か
ら

よ
く

影
響

を
受

け
や

す
い

人
間

で
す

。
も

し
将

来
が

不
安

に
な

っ
た

ら
、

も

し
か

し
た

ら
オ

ウ
ム

真
理

教
の

よ
う

な
も

の
を

信
じ

て
し

ま
う

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

で
も

、
こ

の
授

業
を

受
け

て
、

答
え

は

自
分

の
中

に
あ

る
の

だ
と

気
付

く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

焦
る

こ
と

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
け

ど
、

周
り

に
答

え
を

求
め

る

の
で

は
な

く
、

自
分

の
中

に
あ

る
答

え
を

ゆ
っ

く
り

で
も

見
つ

け
て

い
き

た
い

で
す

。
で

も
悩

ん
だ

り
し

た
時

、
一

人
で

考

え
す

ぎ
ず

、
周

り
の

人
の

意
見

も
ほ

ど
よ

く
聞

い
て

、
よ

り
よ

い
答

え
を

見
つ

け
た

い
で

す
。

私
は

こ
の

授
業

で
、

他
の

授

業
で

は
学

べ
な

い
大

切
な

事
を

い
く

つ
も

学
べ

ま
し

た
。

楽
し

い
ク

イ
ズ

や
お

話
を

混
ぜ

た
授

業
だ

っ
た

の
で

、
す

ご
く

楽

し
か

っ
た

で
す

。
私

も
教

師
に

な
っ

た
時

は
こ

ん
な

授
業

が
で

き
る

よ
う

に
が

ん
ば

り
た

い
で

す
。
（

祥
子

）
→
そ

う
そ

う
、

こ
の

科
目

の
授

業
内

容
を

云
々

す
る

の
も

い
い

で
す

が
、

あ
な

た
（

た
ち

）
が

教
師

に
な

っ
た

時
、

さ
て

、
ど

う
す

る
か

、

そ
れ

こ
そ

が
大

事
な

の
で

す
ね

。
そ

の
た

め
の

ヒ
ン

ト
を

わ
た

く
し

は
い

く
つ

も
忍

び
込

ま
せ

た
つ

も
り

で
す

。
そ

の
こ

と

に
気

づ
き

、
そ

れ
を

自
分

な
り

に
ア

レ
ン

ジ
し

て
、

ど
う

ぞ
実

践
の

上
で

役
立

て
て

い
っ

て
ほ

し
い

と
、

心
か

ら
望

ん
で

い

ま
す

。
で

も
ね

、
一

か
ら

十
ま

で
真

似
を

し
て

は
ダ

メ
で

す
よ

（
お

っ
と

、
こ

れ
は

あ
な

た
に

向
か

っ
て

い
う

台
詞

で
は

あ

り
ま

せ
ん

ね
）
。

あ
な

た
ら

し
さ

が
生

徒
（

も
し

く
は

児
童

）
に

伝
わ

る
授

業
を

実
践
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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 過
去

の
授

業
が

今
日

の
あ

の
一

言
を

先
生

が
私

達
に

伝
え

る
た

め
に

用
意

し
て

く
れ

た
貴

重
な

時
間

で
あ

っ
た

こ
と

に
感

動

し
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
大

学
生

活
を

送
っ

て
い

く
中

で
、

こ
の

授
業

で
学

ん
だ

こ
と

、
感

じ
た

こ
と

、
私

達
が

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

こ
と

を
思

い
、

ま
た

考
え

て
い

こ
う

と
思

い
ま

し
た

。
卒

業
し

て
自

分
が

ど
の

よ
う

な
道

を
自

分
の

足
で

歩
ん

で

い
く
の
か
、
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
…
そ
の
日
の
た
め
に
も
今
日
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
き
ま
す
（
笑
）
。
う
ま
く
い
か

な
い

こ
と

も
多

い
で

す
が

、
自

分
の

中
の

答
え

が
見

つ
か

る
そ

の
時

が
来

る
こ

と
を

信
じ

て
…

。
先

生
が

私
達

に
伝

え
た

か

っ
た

こ
と

が
ち

ゃ
ん

と
私

は
分

か
れ

た
の

か
少

し
不

安
は

残
り

ま
す

が
…

。
最

初
か

ら
最

後
ま

で
、

こ
の

授
業

を
楽

し
む

こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
で

す
。

三
浦

先
生

に
出

会
え

て
良

か
っ

た
と

心
か

ら
感

じ
て

い
ま

す
。

今
、

こ
こ

に
い

ら
れ

る
こ

と

に
感

謝
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

な
ぁ

と
、

し
み

じ
み

考
え

て
し

ま
い

ま
し

た
。

ま
た

、
何

か
ご

縁
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

先

生
に
会
え
る
こ
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

理
美
）
→
「
今
日
を
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
き
ま
す

」
、
こ
ん
な
に
力
強
く
、
素
敵
で
、
で
も
詩
的
な
薫
り
が
漂
う
文
言
に
は
、
な
か
な
か
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま

せ
ん

。
と

っ
て

も
素

敵
だ

と
思

い
ま

す
。

間
違

い
な

く
、

あ
な

た
は

わ
た

く
し

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
受

け
取

っ
た

の
だ

と

思
い
ま
す
よ

。
そ
う
信
じ
て
次
な
る
一
歩
を
！

 

 「
終

わ
り

な
き

日
常

」
の

打
破

を
志

す
若

者
の

「
さ

ま
よ

え
る

良
心

」
と

い
う

事
と

い
う

こ
と

で
し

た
が

、
先

生
の

お
話

を

聞
か

せ
て

下
さ

い
。

講
義

を
終

え
て

、
半

年
を

振
り

返
っ

て
、

今
こ

こ
に

何
を

書
こ

う
か

考
え

ま
し

た
。

先
生

の
お

話
を

聞

か
せ

て
下

さ
い

。
そ

れ
も

“
今

の
”

先
生

の
お

話
を

。
若

か
り

し
頃

、
今

の
我

々
と

同
年

代
の

頃
の

先
生

の
懊

悩
や

葛
藤

、

喜
び

に
触

れ
、

そ
れ

を
身

近
に

感
じ

た
り

、
己

を
重

ね
た

り
、

ま
た

果
て

し
な

く
感

じ
た

り
致

し
ま

し
た

。
で

は
、

今
の

先

生
は

ど
う

で
す

か
？

講
義

や
「

広
場

」
を

思
い

返
し

て
い

て
思

い
つ

い
た

事
で

す
。

私
達

の
話

を
聞

き
、

そ
れ

に
答

え
て

く

れ
る

の
で

は
な

く
、

先
生

の
お

話
を

聞
か

せ
て

下
さ

い
。

あ
の

青
年

期
を

越
え

て
今

、
私

達
に

力
を

く
れ

る
先

生
は

ど
ん

な

人
な

の
で

す
か

。
半

年
も

の
期

間
の

中
で

、
何

も
お

訊
き

し
て

い
な

い
事

に
今

更
気

付
い

て
し

ま
い

ま
し

た
。

最
終

回
の

今

日
を

迎
え

て
、

今
、

私
自

身
に

答
え

る
言

葉
よ

り
も

、
先

生
ご

自
身

に
つ

い
て

の
言

葉
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
私

が
憧

れ

る
「
大
人
」
を

生
き
る
先
生
は
、
楽
し
い
で
す
か
、
悲
し
い
で
す
か
。
ど
ん
な
風
に
世
界
を
眺
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

私
は
将
来
、「

大
人
」
を
悲
観
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
一
時
、
大
人
に
失
望
す
る
事
が
あ
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
再
び

浮

上
出

来
る

だ
け

の
力

が
欲

し
い

。
先

生
の

お
話

を
聞

か
せ

て
下

さ
い

。
楽

し
い

話
で

も
、

悲
し

い
話

で
も

、
必

ず
私

を
浮

上

さ
せ
て
く
れ

る
力
で
す
。
半
年
間
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

千
尋
）
→

Pl
ea

se
 ca

tc
h 

m
e!

 メ
ー

ル
1
本
限
り
に

せ
ず

に
、

ど
し

ど
し

ア
ク

セ
ス

し
て

く
だ

さ
い

。
包

み
隠

さ
ず

、
「

今
の

わ
た

く
し

」
に

つ
い

て
お

話
を

い
た

し
ま

し
ょ

う
。

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

 

 「
教

職
概

説
」

の
授

業
は

、
大

学
に

入
っ

て
初

め
て

、
楽

し
い

、
興

味
深

い
と

思
っ

た
講

義
で

す
。

一
回

だ
け

欠
席

し
て

し

ま
い

ま
し

た
が

、
出

席
し

た
講

義
で

は
、

い
つ

も
何

か
一

つ
得

る
こ

と
が

出
来

ま
し

た
。

教
職

と
い

う
道

に
悩

ん
で

い
た

自

分
で

す
が

、
前

向
き

に
考

え
て

い
く

こ
と

が
出

来
そ

う
で

す
。

三
浦

先
生

は
で

っ
か

い
人

間
だ

な
ぁ

と
思

い
ま

す
。

先
生

に

は
数

々
の

経
験

が
詰

ま
っ

て
い

て
、

そ
れ

を
私

達
に

発
信

し
て

く
れ

る
木

の
幹

み
た

い
な

感
じ

で
す

。
先

生
に

と
っ

て
教

職

の
道

は
天

職
の

よ
う

に
思

い
ま

す
。

私
も

自
分

の
生

き
甲

斐
と

言
え

る
よ

う
な

職
業

を
見

つ
け

た
い

で
す

。
関

西
大

学
は

そ

れ
を

見
つ

け
る

の
に

絶
好

の
場

所
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

先
生

の
よ

う
に

色
ん

な
こ

と
を

経
験

し
て

、
で

っ
か

い
人

間
に

な

り
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
（
聖
美
）
→

）
で

っ
か

い
の

は
図

体
（

と
態

度
）
。

肝
っ
玉

は
存

外
ち
い
さ

い
で
す

（
笑
）
。
で
も
「
木
の
幹
」
と
い
う
言
葉
は
と
っ
て
も
嬉
し
い
。
飛
鳥
の
『

B
ig

 T
re

e』
と
い
う
歌
が
好
き
な
の
で
す
（
好
き

22
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 な
歌

の
一

つ
な

の
で

す
）
。
墓
前

に
は

ビ
ー

ル
と

蕎
麦

を
供

え
て

、
B

ig
 T

re
e
を

歌
っ
て
ほ
し
い
、
こ
れ
を
遺
言
に
す
る
と
か

つ
て

教
え

子
た

ち
に

申
し

述
べ

た
こ

と
が

あ
る

ほ
ど

で
す

。「
文

章
力

を
磨

く
」
の
授
業
で
も

LA
と
の
共
同
制
作
の
タ
イ
ト

ル
を

「
B

ig
 T

re
e」

に
し

た
ほ

ど
で

す
。

だ
か

ら
、

と
っ

て
も

嬉
し

い
。

／
教

職
が
天
職

な
の
か

、
そ
う
で
な
い

の
か

は
、

他
の

職
業

に
就

い
た

こ
と

が
な

い
の

で
、

俄
に

判
断

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

が
、

嫌
い

で
は

な
い

、
い

や
好

き
で

あ
る

こ

と
は

間
違

い
あ

り
ま

せ
ん

。
名

付
け

親
も

ほ
っ

と
安

堵
の

胸
を

な
で

下
ろ

し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

 い
つ

も
は

前
か

ら
2～

3
列

目
に

座
っ

て
い

る
け

れ
ど

、
今

回
は

初
め

て
最

前
列

に
座
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
先
生
の
話
を
最
後

に
向

き
合

っ
て

聞
き

た
い

と
思

っ
た

か
ら

で
す

。
信

じ
る

・
信

じ
な

い
、

本
当

・
嘘

、
ど

れ
が

正
し

い
の

か
、

今
の

私
に

は

わ
か

り
ま

せ
ん

。
さ

ま
よ

う
良

心
が

あ
る

の
か

す
ら

分
か

ら
ず

、
今

の
状

況
で

は
宗

教
な

ど
の

巧
み

な
手

口
に

引
っ

か
か

っ

て
し

ま
う

の
で

は
な

い
か

と
、

と
て

も
心

配
で

す
。

き
っ

と
大

丈
夫

だ
と

信
じ

て
い

る
け

れ
ど

、
そ

れ
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。

こ
こ

ま
で

書
い

て
何

が
言

い
た

い
の

か
自

分
で

も
よ

く
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
き

ま
し

た
が

、
先

生
の

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

だ

け
は

信
じ

て
い

こ
う

と
思

い
ま

す
。

答
え

を
外

に
探

し
求

め
る

の
で

は
な

く
、

自
分

の
中

に
探

し
求

め
て

い
き

た
い

で
す

。

こ
の

15
回

の
授

業
は

、
初

め
て

の
大

学
生

活
に

お
い

て
最

も
楽

し
く

、
意

味
の

あ
る

、
価
値
の
あ
る
と
思
え
た
授
業
で
し
た
。

こ
の

授
業

に
、

そ
し

て
先

生
に

出
会

え
て

よ
か

っ
た

と
心

か
ら

思
っ

て
い

ま
す

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
万
佑
子
）

→
あ

な
た

の
真

摯
な

眼
差

し
、

わ
た

く
し

に
と

っ
て

は
支

え
で

あ
り

、
励

み
と

も
な

っ
て

い
ま

し
た

。
わ

か
ら

な
い

、
不

安

で
あ

る
、
と

い
う

お
言

葉
を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
精

一
杯

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
お

届
け
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、「

不
安
で
あ
る
」

の
は

と
も

か
く

と
し

て
（

そ
れ

は
普

通
の

こ
と

、
あ

た
り

ま
え

の
も

の
な

の
で

）、
「

わ
か

ら
な

い
」

と
正

直
に

綴
ら

れ
て

し

ま
う

と
、

わ
た

く
し

、
ど

う
し

て
よ

い
の

か
が

わ
か

り
ま

せ
ぬ

。
何

が
足

り
な

か
っ

た
の

だ
ろ

う
、

何
処

に
不

手
際

が
あ

っ

た
の

だ
ろ

う
と

省
み

て
も

、
今

と
な

っ
て

は
ど

う
し

よ
う

も
な

い
の

で
す

ね
。

た
だ

、
そ

れ
が

こ
れ

か
ら

歩
き

だ
そ

う
と

す

る
あ

な
た

が
お

感
じ

に
な

っ
て

い
る

気
持

ち
の

表
現

で
あ

る
の

な
ら

、
そ

う
思

っ
て

、
自

ら
の

不
安

と
焦

燥
を

な
ん

と
か

お

さ
め

よ
う

と
思

い
ま

す
。

自
明

視
も

傲
慢

、
尊

大
と

紙
一

重
、

そ
ん

な
こ

と
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

 

 「
答

え
は

自
分

の
中

に
あ

る
」
と

い
う

こ
と

を
伝

え
る

た
め

に
15

回
も

の
講

義
を

行
っ
た
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
、

も
し

一
言

で
言

わ
れ

た
と

こ
ろ

で
、

ピ
ン

と
来

な
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

先
生

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

は
と

て
も

心
に

響
き

ま

し
た

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

新
興

宗
教

に
共

通
点

が
あ

る
と

い
う

考
え

方
は

新
鮮

で
し

た
。

僕
も

は
ま

っ
て

し
ま

い
そ

う
で

、

こ
わ

い
な

ぁ
と

思
い

ま
し

た
。

僕
も

先
生

の
意

見
に

賛
成

で
す

が
、

ど
ち

ら
も

「
誰

か
に

必
要

と
さ

れ
た

い
」

と
い

う
気

持

ち
が

あ
る

と
い

う
点

で
似

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
半

ば
の

講
義

で
、

こ
の

よ
う

な
話

が
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
が

、
自

分
の

役

割
と

い
う

も
の

が
は

っ
き

り
し

て
い

な
い

か
ら

こ
そ

、
不

安
に

な
っ

て
し

ま
う

の
だ

と
思

い
ま

す
。

ド
イ

ツ
へ

の
留

学
を

考

え
て

い
ま

す
が

、
行

く
だ

け
で

は
何

も
変

わ
ら

な
い

の
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
自

分
か

ら
積

極
的

に
学

ん
だ

り
、

話
し

た
り

、

そ
う

い
う

姿
勢

が
大

切
な

の
だ

と
思

い
ま

す
。
こ

の
講

義
を

取
っ

て
良

か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
裕

哉
）
→
「

一
言

で
言

わ
れ

た
と

こ
ろ

で
、
ピ

ン
と

来
な

か
っ

た
」
、
そ

の
通

り
。
し
か
も
、
そ
れ
が
こ
の
授
業
が
始
ま
っ

て
間

も
な

い
頃

だ
っ

た
ら

尚
更

で
す

ね
。
友

人
K

の
話

に
つ

い
て

も
然

り
。
あ

の
話
を
三
回
目
あ
る
い
は
四
回
目
あ
た
り
に

し
て

い
た

ら
、

た
と

え
、

そ
の

話
を

し
た

意
図

を
伝

え
た

と
し

て
も

、
引

く
気

持
ち

の
方

が
強

く
作

用
し

て
し

ま
っ

た
に

違

い
あ

り
ま

せ
ん

。
授

業
デ

ザ
イ

ン
と

は
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
を

勘
案

し
て

な
す

べ
き

こ
と

な
の

で
す

ね
。

少
し

で
も

参
考

に

な
れ

か
し

と
望

み
ま

す
。

／
ド

イ
ツ

の
奈

辺
へ

の
留

学
を

お
考

え
な

の
で

し
ょ

う
か

。
ド

イ
ツ

の
大

学
は

大
学

史
の

中
で

エ

ポ
ッ

ク
メ

イ
キ

ン
グ

と
な

る
存

在
で

し
た

（
19

世
紀

の
話

で
す

）
。

こ
れ

以
上

の
話
は
こ
の
紙

面
で
は
割
愛
し

ま
す
が
、
続
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 き
を
お
知
り
に
な
り
た
け
れ
ば
『
大
学
教
育
論
』
に
お
越
し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

 小
学

生
の

時
に

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
に

つ
い

て
文

章
を

書
い

た
こ

と
を

よ
く

覚
え

て
い

ま
す

。
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

は
両

親
で

あ

る
と

い
う

こ
と

を
前

提
と

し
て

い
て

「
だ

か
ら

大
切

な
人

な
ん

だ
」

と
書

き
ま

し
た

。
今

日
の

お
話

を
聞

い
て

、
サ

ン
タ

ク

ロ
ー

ス
と

は
、

そ
の

さ
ら

に
上

の
、

も
っ

と
す

ご
い

人
な

ん
だ

な
と

思
い

ま
し

た
。

幼
い

こ
ろ

に
は

、
と

て
も

大
き

く
見

え

た
小

さ
な

贈
り

物
は

、
世

界
を

つ
つ

む
や

さ
し

さ
の

か
け

ら
だ

っ
た

の
か

も
し

れ
な

い
と

感
じ

ま
し

た
。

こ
の

授
業

は
今

ま

で
経

験
し

た
こ

と
の

な
い

、
あ

た
ら

し
い

授
業

で
し

た
。

い
つ

も
い

ろ
ん

な
こ

と
に

気
付

か
さ

れ
ま

し
た

。
知

ら
さ

れ
ま

し

た
。

で
も

、
ま

だ
わ

か
り

き
っ

て
い

な
い

こ
と

も
た

く
さ

ん
あ

る
と

思
い

ま
す

。
こ

こ
で

学
べ

た
こ

と
を

糧
に

、
こ

れ
か

ら

も
っ

と
い

ろ
ん

な
こ

と
に

気
付

き
た

い
で

す
。

知
り

た
い

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
自

分
の

日
常

が
終

わ
り

な
き

も
の

で
は

な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。（

萌
）
→
あ
な
た
が
小
学
生
の
頃
の
担
任
に
会
っ
て
み
た
い
、
い
や
、
な
っ
て
み
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

と
っ

て
も

素
敵

な
セ

ン
ス

だ
と

思
い

ま
す

。
「

だ
か

ら
大

切
な

人
な

ん
だ

」
「

と
て

も
大

き
く

見
え

た
小

さ
な
贈
り
物
」
、
珠
玉
の
名
言
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
言
の
葉
、
必
ず
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
日
記
が
い

い

か
な
。
き
っ
と
、
い
つ
か
、
宝
物
と
し
て
光
り
輝
く
時
が
来
ま
す
よ
。

 

 「
う

そ
」

の
話

を
聞

い
て

、
「

偽
」

と
い

う
字

は
「

人
」

の
「

為
」

と
書

く
ぞ

！
と

い
う

話
や

、
「

嘘
も

方
便

」
と

い
う

が
、

自
分
へ
の
方
便
が
ほ
と
ん
ど
だ
！
人
間
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な
！
と
い
う
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
僕
は
今
、「

ど
う
し
て

嘘
を

つ
い

て
は

い
け

な
い

と
教

え
る

の
か

？
」

と
い

う
疑

問
に

ぶ
つ

か
っ

て
い

ま
す

。
先

生
が

言
わ

れ
た

よ
う

に
、

嘘
に

も

「
正

」
と

「
邪

」
が

あ
り

ま
す

。
本

当
に

い
け

な
い

こ
と

は
「

嘘
を

つ
い

て
人

に
迷

惑
を

か
け

た
り

、
人

を
悲

し
ま

せ
た

り

す
る

こ
と

」
だ

と
思

う
の

で
す

。
で

も
、

そ
れ

を
わ

か
っ

た
上

で
「

嘘
を

つ
い

て
は

い
け

な
い

」
と

言
う

の
な

ら
、

ど
う

い

う
理

由
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
大

人
と

子
供

の
違

い
で

し
ょ

う
か

。
子

供
に

は
説

明
し

て
も

理
解

で
き

な
い

の
で

し
ょ

う

か
。

理
解

で
き

な
い

子
供

に
は

無
理

矢
理

抑
え

付
け

る
よ

う
に

「
い

け
ま

せ
ん

」
と

言
っ

て
い

い
の

で
し

ょ
う

か
。

僕
は

違

う
と
思
い
ま
す
。
僕
は
小
学
生
の
頃
、
嘘
を
つ
く
の
が
大
好
き
で
し
た
。
で
も
「
こ
れ
は
つ
い
て
い
い
嘘
だ
な
」「

こ
れ
は

つ

い
ち

ゃ
い

け
な

い
嘘

だ
な

」
と

、
嘘

を
つ

く
た

び
に

徐
々

に
判

断
出

来
る

よ
う

に
な

っ
た

と
思

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
「

嘘

を
つ
く
な
」
と
教
え
ら
れ
る
の
で
、
疑
問
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
浪
人
し
て
い
た
時
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
青
年
の
「

嘘

は
不

正
か

」
の

問
答

を
見

た
と

き
、

こ
れ

だ
、

と
思

い
ま

し
た

。
本

当
は

善
で

、
嘘

は
悪

と
い

う
考

え
は

ど
こ

か
ら

や
っ

て

き
た

の
で

し
ょ

う
。

儒
教

で
す

か
、

自
然

科
学

で
す

か
。

不
安

な
状

況
に

い
る

と
、

甘
い

罠
が

そ
こ

こ
こ

に
用

意
さ

れ
て

い

る
と

思
い

ま
す

。
誰

か
に

正
し

い
と

認
め

て
も

ら
う

こ
と

や
、

自
分

の
や

っ
て

い
る

こ
と

は
正

し
い

の
だ

と
保

証
し

て
も

ら

う
こ

と
は

、
す

ご
く

大
き

な
安

心
感

を
与

え
て

く
れ

ま
す

が
、

疑
う

こ
と

を
放

棄
し

て
し

ま
う

こ
と

に
な

る
の

で
、

と
て

も

危
険
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
今
、「

何
か
、
こ
の
世
に
は
う
ま
い
方
法
が
あ
っ
て
、
そ
れ
さ
え
見
つ
け
れ
ば
上
手
く
い
く
、
だ

と
か
、
こ
う
す
れ
ば
自
分
は
変
わ
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
考
え
よ
り
「
全
然
う
ま
く
い
か
な
い
。
少
し
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

ま
た

す
ぐ

挫
折

す
る

よ
う

な
所

で
、

イ
ラ

イ
ラ

し
な

が
ら

も
、

な
ん

と
か

も
ち

こ
た

え
よ

う
と

も
が

い
て

い
る

」
方

が
前

進

で
き

て
い

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
関

西
大

学
に

来
て

、
こ

の
講

義
を

受
け

ら
れ

て
、

と
て

も
よ

か
っ

た
で

す
。

な

ん
だ
か
、
こ
こ
で
の
三
浦
先
生
と
の
出
会
い
は
必
然
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
な
ん
て
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

15
回

の
授
業
、

途
中

で
病

欠
が

あ
っ

た
こ

と
が

悔
や

ま
れ

ま
す

が
、

と
て

も
意

義
の

あ
る

時
間

で
し

た
。

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し

た
。（

元
臣
）
→
必
然
で
し
ょ
う
、
間
違
い
な
く
。
／
「
ほ
ら
ふ
き
男
爵
」
と
い
う
物
語
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
ほ
と
ん

ど

の
大
人
が
、
親
が
、「

う
そ
を
つ
い
て
は
だ
め
」
と
教
え
て
い
る
中
、
文
学
作
品
の
中
に
は
あ
た
り
に
迷
惑
を
ば
ら
ま
く
か

の

23
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 よ
う

に
平

然
と

ほ
ら

を
吹

い
て

い
る

、
す

な
わ

ち
う

そ
を

つ
い

て
い

る
大

人
が

登
場

し
ま

す
。

で
も

、
こ

の
物

語
を

読
み

聞

か
せ

る
大

人
は

「
だ

か
ら

、
う

そ
は

だ
め

な
の

よ
」

と
は

言
い

ま
せ

ん
し

、
聞

い
て

い
る

こ
ど

も
も

「
や

っ
ぱ

り
、

う
そ

は

だ
め

な
ん

だ
よ

ね
」

と
も

思
い

ま
せ

ん
。

そ
こ

に
何

か
浪

漫
と

い
う

か
、

ゆ
と

り
と

い
う

か
、

遊
び

と
い

う
か

、
杓

子
定

規

で
は

測
れ

な
い

も
の

を
感

じ
取

る
か

ら
な

の
で

し
ょ

う
ね

。
あ

な
た

が
好

き
だ

っ
た

「
嘘

を
つ

く
」

こ
と

も
、

ほ
ら

吹
き

男

爵
と

同
じ

も
の

だ
っ

た
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

（
わ

た
く

し
は

、
今

で
も

、
時

々
、

い
た

ず
ら

に
う

そ
を

つ
く

こ
と

が
あ

り

ま
す

。
い

つ
も

、
へ

ぇ
、

な
る

ほ
ど

ね
ぇ

と
皆

が
思

う
よ

う
な

こ
と

を
言

い
続

け
て

い
る

か
ら

こ
そ

、
ボ

デ
ィ

に
き

い
て

く

る
う

そ
、
で

も
必

ず
笑

い
声

だ
け

が
後

に
残

る
よ

う
な

う
そ

で
す

け
れ

ど
）
。
／

お
そ
ら
く
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
「
う
ま

い
方

法
」
を

探
し

出
そ

う
と
す

る
よ

り
は

、「
う

ま
く

い
か

な
い

現
実

」
を

上
手

に
受
け
と
め
、
そ
れ
で
も
前
に
進
む
こ
と

を

あ
き

ら
め

な
い

歩
き

方
の

方
が

、
絶

対
に

楽
し

い
で

す
よ

ね
。

あ
な

た
の

感
性

、
と
て
も
ス
テ
キ
だ
と
思
い
ま
す
。

 

 先
週

の
授

業
、

確
か

に
先

生
が

何
を

伝
え

た
か

っ
た

の
か

、
は

っ
き

り
と

理
解

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
で

も
、

そ
う

い
う

中

で
、

何
を

考
え

る
か

、
そ

れ
が

大
切

だ
と

い
う

こ
と

が
、

今
日

、
よ

く
わ

か
り

ま
し

た
。

き
っ

と
人

生
の

中
で

も
よ

く
分

か

ら
な

い
こ

と
は

た
く

さ
ん

あ
る

と
思

い
ま

す
。
そ

の
中

で
、
分

か
ら

な
い

こ
と

を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
で
は
い
け
な
い
、

何
を

意
味

す
る

の
か

、
自

分
で

考
え

る
こ

と
が

大
切

だ
と

い
う

こ
と

を
先

生
は

伝
え

た
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
、

今
、

私

は
考

え
ま

す
。
人

に
よ

り
、
ま

た
考

え
方

に
よ

っ
て

も
い

ろ
い

ろ
な

捉
え

方
が

あ
り
ま
す
ね
。「

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
す
ば
ら

し
い

」
と

い
う

言
葉

が
あ

り
ま

す
が

、
最

近
、
本

当
に

そ
の

よ
う

に
思

い
ま

す
。
最

後
に
。
全

15
回
の
熱
の
こ
も

っ
た
授
業

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

三
浦

先
生

の
授

業
い

つ
も

楽
し

み
に

し
て

い
ま

し
た

。
そ

し
て

授
業

が
終

わ
る

と
、

毎
回

、

「
よ

し
頑

張
ろ

う
！

」
と

思
え

ま
し

た
。

広
場

も
、

毎
回

、
お

忙
し

い
の

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
広

場
を

読
ん

で

い
る

と
、

み
ん

な
い

ろ
い

ろ
な

す
ば

ら
し

考
え

方
を

持
っ

て
い

て
、

と
て

も
刺

激
的

で
し

た
。

こ
の

授
業

で
感

じ
た

こ
と

、

考
え

た
こ

と
を

忘
れ

ず
、
こ

れ
か

ら
が

ん
ば

り
ま

す
。
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（

ほ
の
か
）
→
い
い
な
ぁ
、
そ

ん
な

風
に

受
け

取
っ

て
く

だ
さ

っ
て

い
た

の
で

す
ね

。
そ

う
、

そ
れ

も
わ

た
く

し
が

伝
え

た
か

っ
た

（
隠

れ
た

）
メ

ッ
セ

ー

ジ
。
そ

の
よ

う
に

考
え

た
あ

な
た

、
ス

テ
キ

で
す

。
／

白
熱

と
い

う
よ

り
は

高
熱

の
授
業
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）
。
 

／
「

広
場

」
は

、
本

当
に

、
今

期
ほ

ど
作

り
甲

斐
を

感
じ

た
こ

と
は

今
ま

で
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
熱
心
な
読
者
、
い
や
、

レ
ポ

ー
ト

執
筆

者
多

数
あ

っ
て

の
作

品
で

す
。

あ
な

た
を

は
じ

め
、

み
な

さ
ん

に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
！

 

 私
は

一
度

そ
の

と
き

の
自

分
が

心
底

嫌
に

な
っ

て
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
か

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

い
た

時
期

が
あ

り
ま

し
た

。

で
も

そ
ん

な
時

、
た

ま
た

ま
時

期
が

重
な

っ
て

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

に
短

い
間

で
す

が
留

学
し

た
の

で
す

。
そ

こ
で

多
く

の

人
々

と
の

出
会

い
、

経
験

、
カ

ル
チ

ャ
ー

シ
ョ

ッ
ク

、
と

に
か

く
色

ん
な

も
の

か
ら

刺
激

を
受

け
ま

し
た

。
私

に
と

っ
て

そ

の
時

期
は

今
に

し
て

思
え

ば
と

て
も

大
切

な
も

の
に

な
り

ま
し

た
。

そ
れ

は
終

わ
り

な
き

日
常

か
ら

抜
け

出
す

き
っ

か
け

を

与
え

て
く

れ
た

の
だ

と
今

日
の

授
業

か
ら

理
解

し
ま

し
た

。
そ

れ
か

ら
し

ば
ら

く
は
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。“

こ
う

な
り

た
い

自
分

”
と

い
う

も
の

に
少

し
近

づ
け

た
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
の

留
学
か
ら
ち
ょ
う
ど

2
年
の
月
日
が
流
れ
た

の
で

す
が

、
ま

た
最

近
毎

日
が

上
手

く
い

か
な

く
な

り
ま

し
た

。
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
か

、
ふ

さ
ぎ

こ
み

が
ち

に
な

っ
て

い

る
気

が
し

ま
す

。
で

も
そ

れ
で

は
い

け
な

い
ん

で
す

よ
ね

。
一

度
抜

け
出

し
た

私
な

ら
、

抜
け

出
し

方
を

こ
の

授
業

で
理

解

で
き

た
私

な
ら

、
ま

た
上

手
く

や
れ

る
。

そ
ん

な
気

が
し

て
い

ま
す

。
こ

の
授

業
で

勇
気

を
も

ら
い

ま
し

た
。

本
当

に
あ

り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

も
う

一
度

頑
張

っ
て

み
ま

す
。
（

S.
T.
）
→

N
Z

へ
留

学
し
た
時
に
は

、
そ
れ
が
見
事
に
き
っ
か
け

と
な

っ
て

、
あ

な
た

は
新

た
な

方
角

に
向

か
っ

て
自

ら
歩

み
を

進
め

た
の

で
す

ね
。

そ
れ

か
ら

二
年

。
繰

り
返

さ
れ

る
よ

う
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 な
毎

日
の

時
間

の
中

で
「

歩
む

こ
と

」
の

意
味

が
薄

れ
て

し
ま

っ
た

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
あ

の
時

に
願

っ
た

「
こ

う
な

り

た
い
自
分
」
に
ど
れ
だ
け
自
分
が
近
づ
け
た
の
か
、
今
、
あ
な
た
が
思
い
願
う
「
こ
う
な
り
た
い
自
分
」
は
、
そ
の
時
の
「
こ

う
な
り
た
い
自
分
」
と
同
じ
な
の
か
、
変
化
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
丁
寧
に
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
が
新
た
な
一
歩
の
礎
と
な
る
は
ず
で
す
よ
。

 

 サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
の

話
が

と
て

も
印

象
に

残
り

ま
し

た
。

私
自

身
、

幼
い

頃
は

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
る

と
信

じ
て

い
て

、

お
母

さ
ん

と
一

緒
に

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
に

あ
げ

る
ク

ッ
キ

ー
を

作
っ

た
こ

と
を

覚
え

て
い

ま
す

。
次

の
朝

起
き

る
と

そ
の

ク

ッ
キ

ー
が

い
く

ら
か

な
く

な
っ

て
い

て
「

サ
ン

タ
さ

ん
が

食
べ

て
く

れ
た

！
」

と
喜

ん
だ

こ
と

も
覚

え
て

い
ま

す
。

サ
ン

タ

ク
ロ

ー
ス

は
本

当
は

い
な

い
と

気
付

い
た

時
の

事
は

よ
く

覚
え

て
い

ま
せ

ん
。

た
い

し
て

シ
ョ

ッ
ク

を
受

け
な

か
っ

た
よ

う

な
気

も
し

ま
す

。
も

し
自

分
の

子
ど

も
に

「
サ

ン
タ

さ
ん

は
本

当
に

い
る

に
？

」
と

聞
か

れ
た

ら
、

私
は

「
い

る
よ

」
と

答

え
ま

す
。

自
分

が
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

に
対

し
て

持
っ

て
い

た
夢

や
喜

び
を

子
ど

も
に

も
感

じ
て

ほ
し

い
と

思
う

か
ら

で
す

。

「
う

そ
」

か
「

ほ
ん

と
う

」
か

、
だ

け
で

物
事

を
良

し
悪

し
に

分
け

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
だ

と
思

い
ま

す
。

世
の

中
に

は

い
ろ

い
ろ

な
「

う
そ

」
や

「
ほ

ん
と

う
」

が
溢

れ
て

い
ま

す
。

そ
れ

が
自

分
に

と
っ

て
、

そ
し

て
自

分
の

周
り

の
人

に
と

っ

て
ど

ん
な

影
響

を
も

た
ら

す
の

か
を

よ
く

考
え

る
こ

と
が

大
切

な
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
し

た
。

そ
し

て
「

答
え

は
自

分

の
中

に
あ

る
」

と
い

う
先

生
の

言
葉

を
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を

確
認

し
て

い
く

な
か

で
迷

っ
た

時
、

ど
う

し
よ

う
も

な
く

な

っ
た

時
に

、
心

の
支

え
に

し
た

い
と

思
い

ま
し

た
。
「

教
職

概
説

」
と

い
う

授
業

名
を

初
め

て
見

た
時

、
「

お
も

し
ろ

く
な

さ

そ
う
」
と
い
う

先
入
観
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
教
免
を
と
る
た
め
に
仕
方
な
く
と
る
、
と
い
う
思
い
で
臨
ん
で
い
た
授
業
が
、

今
で
は
ど
の
授
業
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
授
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
職
と
い
う
も
の
を
独
特
な
角
度
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
り
、

そ
れ

だ
け

じ
ゃ

な
い

、
い

ろ
ん

な
こ

と
も

考
え

る
こ

と
が

で
き

た
と

思
い

ま
す

。
短

い
間

で
し

た
が

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い

ま
し
た
。
と

て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（

翠
）
→
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
へ
の
ク
ッ
キ
ー
。
欧
米
の
慣

習
を
お
宅
で
は
実
践
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
ス
テ
キ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
／
「
う
そ
」「

ほ
ん
と
う
」
を
「
善
悪
」
と

い
う
も
の
さ
し
（
だ
け
）
で
は
な
く
、「

周
り
の
人
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
か
」
を
勘
案
す
る
も
の
さ
し
で
判
断
し
よ
う

と
い

う
あ

な
た

の
捉

え
方

、
と

て
も

素
敵

だ
と

思
い

ま
す

。
／

「
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

確
認

」
と

「
こ

た
え

は
自

分
の

中

に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
結
び
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
そ
う
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

 

 目
に
見
え
な
い
も
の
を
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
。
私
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は

80
%
ほ
ど
心
の
中
で
信
じ
て
い
ま
し
た
（
あ
と

の
20

%
は
と
き

ど
き
疑
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
）
。
今
日
は
最
後
な
の
に
書
き
た
い
こ
と
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
な
の

で
、

失
礼

で
す

が
、

箇
条

書
き

に
書

か
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

／
先

生
の

『
教

職
概

説
の

広
場

』
に

自
分

の
名

前
が

載
っ

て

い
る

こ
と

が
嬉

し
か

っ
た

で
す

。
名

前
だ

け
載

せ
る

こ
と

で
、

私
は

冊
子

に
載

る
よ

う
に

、
少

し
変

わ
っ

た
も

の
を

書
こ

う

と
い

う
気

に
な

れ
ま

し
た

。
そ

れ
だ

け
“

名
前

”
は

大
切

な
も

の
で

あ
る

と
も

思
い

ま
し

た
。“

美
乃
里

”
、

こ
の

名
前

が
以

前
よ

り
も

好
き

に
な

り
ま

し
た

。
そ

し
て

先
生

の
名

前
（
“

真
琴
”
）

も
印

象
深

く
覚

え
て

い
ま

す
。

／
先

生
と

大
学

時
代

の

級
友

の
話

。
あ

れ
は

長
か

っ
た

け
れ

ど
、

夢
中

に
な

っ
て

聞
き

入
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

先
生

の
人

柄
が

に
じ

み
で

た
話

で

し
た

。
／

ス
チ

ュ
ー

デ
ン

ト
ア

パ
シ

ー
の

話
。

先
生

が
辛

か
っ

た
こ

と
を

文
字

に
し

て
私

た
ち

に
詳

し
く

教
え

て
下

さ
っ

た

こ
と

は
忘

れ
ま

せ
ん

。
い

つ
も

明
る

く
元

気
な

先
生

が
、

本
当

に
辛

そ
う

で
、

私
ま

で
胸

が
締

め
付

け
ら

れ
ま

し
た

。
／

他

に
も

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
先

生
が

話
し

て
下

さ
る

も
の

全
て

に
感

動
が

あ
り

ま
し

た
。

そ
し

て
先

生
の

授
業

は
頭

を
柔

軟

に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
（
実
は
“
頭
の
体
操
”
で
一
度
も
正
解
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
（
笑
）
）
。
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 教
師

に
な

ろ
う

と
思

っ
て

い
な

か
っ

た
私

が
、“

教
え

る
”“

教
育

”
に

魅
力

を
感

じ
ま
し
た
。“

教
職
”
の
道
も
考
え
て
み

よ

う
か

な
…

。
大

学
生

に
な

っ
て

先
生

と
出

会
え

た
こ

と
は

私
に

と
っ

て
大

き
な

出
来
事
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
美

乃
里

）
→

箇
条

書
き

は
失

礼
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
む

し
ろ

メ
リ

ハ
リ

が
あ

っ
て

読
み

や
す

い
で

す
し

、
あ

な
た

が
い

く

つ
か

の
中

か
ら

上
記

の
も

の
を

選
択

し
た

と
い

う
こ

と
が

よ
く

わ
か

る
の

で
楽

し
い
で
す
よ
。「

名
前
」
へ
の
愛
着
、
い
い
で

す
ね

。
 友

人
K

の
話

も
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

ア
パ

シ
ー

も
学

生
時

代
の

話
で

し
た
。
「
学
生
時
代
」
は
「
楽
し
い
」
の
一

言
で

括
れ

る
も

の
で

は
な

い
、

そ
こ

に
は

浮
き

沈
み

、
明

暗
、

い
く

つ
も

の
フ

ェ
ー

ズ
が

あ
る

の
だ

、
と

い
う

こ
と

が
伝

わ

っ
て

い
る

の
で

あ
る

な
ら

ば
、
わ

た
く

し
は

も
う

ひ
と

つ
の

ね
が

い
を

か
な

え
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。「

全
て
に
感
動
が
あ
り

ま
し

た
」
、

こ
れ

に
ま

さ
る

賛
辞

は
あ

り
ま

せ
ん

。
あ

り
が

と
う

。
 

 自
分

が
人

生
で

迷
っ

た
時

、
自

分
に

他
か

ら
救

い
の

手
が

差
し

伸
べ

ら
れ

て
い

る
と

思
っ

て
は

い
け

な
い

。
苦

労
・

困
難

を

避
け

ら
れ

る
と

い
う

情
報

が
初

め
か

ら
分

か
っ

て
い

る
道

に
は

必
ず

落
と

し
穴

が
あ

る
か

ら
だ

。
こ

れ
に

対
し

て
私

が
思

っ

た
の

は
、
い

つ
か

落
と

し
穴

に
は

ま
る

の
で

は
な

く
て

、
苦

労
を

避
け

た
地

点
で

穴
に
は
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

で
も

、
楽

な
道

を
選

ん
で

は
い

け
な

い
訳

で
は

な
い

。
自

分
で

考
え

て
見

つ
け

た
楽

な
道

は
通

っ
て

も
良

い
が

、
他

人
が

楽

だ
と

薦
め

る
道

は
決

し
て

自
分

に
プ

ラ
ス

に
働

く
わ

け
で

は
な

い
と

思
っ

た
。

人
は

生
き

て
い

る
う

ち
に

成
長

し
て

い
く

も

の
だ

か
ら

、
生

き
る

意
味

を
探

し
て

遠
く

へ
遠

く
へ

歩
き

続
け

る
が

、
そ

の
道

の
途

中
で

様
々

な
出

会
い

が
あ

り
、

ゴ
ー

ル

に
何

も
な

い
こ

と
を

知
り

、
自

分
に

戻
っ

て
く

る
。

そ
し

て
、

ず
っ

と
一

生
の

命
を

懸
け

て
探

し
た

答
え

を
自

分
の

中
に

見

つ
け

る
。

幸
せ

の
青

い
鳥

を
見

る
日

は
、

ま
だ

ま
だ

先
に

な
り

そ
う

で
す

が
、

い
つ

か
私

も
自

分
の

中
に

帰
っ

た
時

、
青

い

鳥
を

目
に

で
き

る
よ

う
に

、
磨

い
て

い
こ

う
と

思
い

ま
す

。（
実

加
）
→
「

楽
を

し
て
い
い
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
「

わ
ざ

わ
ざ

苦
労

す
る

こ
と

は
な

い
」

と
い

う
こ

と
を

本
当

に
苦

労
し

た
人

は
口

に
し

ま
す

。
若

い
時

の
苦

労
は

買
っ

て

で
も

し
ろ

、
と

は
、

ど
う

や
ら

死
ぬ

思
い

を
す

る
ほ

ど
の

苦
労

を
し

た
こ

と
の

な
い

人
が

安
気

に
口

に
す

る
台

詞
の

よ
う

で

す
。

自
分

が
心

よ
り

願
っ

て
い

る
こ

と
、

そ
れ

を
実

現
す

る
た

め
の

途
上

に
あ

る
困

難
や

苦
労

を
避

け
て

ば
か

り
い

て
は

、

そ
の

実
現

は
覚

束
な

い
で

し
ょ

う
。

し
か

し
、

そ
う

で
は

な
い

事
柄

で
、

あ
ら

か
じ

め
困

難
や

苦
労

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

て

い
て

、
し

か
も

そ
れ

を
回

避
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
の

な
ら

ば
、

そ
の

回
避

は
必

ず
し

も
「

逃
げ

」

で
あ

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
積

極
的

な
対

処
、

そ
の

よ
う

に
捉

え
る

こ
と

も
で

き
る

で
し

ょ
う

。
何

事
も

固
定

的
に

捉
え

な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

、
そ

れ
を

忘
れ

な
け

れ
ば

落
と

し
穴

の
数

は
ぐ

ん
と

減
る

は
ず
で
す
。「

答
え
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
す
が

た
や

か
た

ち
が

あ
る

と
思

い
ま

す
が

、「
一

生
の

命
を

懸
け

て
」
求

め
る

ほ
ど

の
「
答
え
」
と
は
、
い
っ
た
い
、
い
か
な
る
問

い
に

対
す

る
も

の
な

の
か

、
幸

か
不

幸
か

、
わ

た
く

し
に

は
そ

の
よ

う
な

経
験

が
な

い
の

で
想

像
す

る
し

か
あ

り
ま

せ
ん

。

想
像

す
る

し
か

あ
り

ま
せ

ん
が

、
わ

た
く

し
に

と
っ

て
は

ど
う

や
ら

日
常

的
な

シ
ー

ン
で

は
な

さ
そ

う
で

す
。

こ
れ

ぞ
平

々

凡
々

の
良

さ
、

で
し

ょ
う

か
。

 

 今
回

が
最

後
の

先
生

の
授

業
だ

と
思

う
と

、
な

ん
だ

か
名

残
惜

し
い

で
す

。
教

職
概

説
を

通
し

て
、

こ
れ

か
ら

教
員

に
な

る

た
め

で
は

な
く

、
社

会
に

出
て

行
く

一
人

の
人

と
し

て
大

切
な

こ
と

を
学

び
ま

し
た

。「
答

え
は
自

分
の

中
に
あ
る

」
、

そ
う

言
わ

れ
続

け
て

今
ま

で
生

き
て

き
ま

し
た

が
、

や
は

り
、

今
の

私
の

心
は

ず
っ

と
揺

れ
て

い
ま

す
。

大
学

生
に

な
っ

て
何

か

新
し

い
こ

と
に

挑
戦

す
れ

ば
答

え
は

見
つ

か
る

の
で

は
な

い
か

と
、

半
期

過
ご

し
て

き
ま

し
た

が
、

何
も

変
わ

ら
ず

、
終

わ

り
な

き
日

常
を

過
ご

し
て

い
る

だ
け

で
す

。
こ

の
ま

ま
何

も
見

つ
か

ら
ず

、
大

学
を

卒
業

し
て

、
適

当
に

就
職

し
て

、
な

ん

て
思

う
と

、
つ

ま
ら

な
い

人
生

を
送

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
と

思
い

、
と

て
も

不
安

に
な

り
ま

す
。

ま
た

「
答

え
は

な

20
 

 い
」

と
い

う
人

も
い

ま
す

。
答

え
を

探
す

た
め

に
何

か
を

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
。

ど
ち

ら
が

正
し

い
の

か
、

よ
く

は
分

か

り
ま

せ
ん

が
、

今
、

私
が

す
べ

き
こ

と
、

今
、

私
が

で
き

る
こ

と
を

見
つ

け
て

、
時

間
は

か
か

る
か

も
し

れ
な

い
け

ど
、

自

分
な

り
の

答
え
を

見
つ
け

た
い
と

思
い
ま
す

。
ま

た
毎
回
、

1
時
間

ほ
ど

話
し
続

け
ら
れ

る
先
生

が
す
ご
い

な
と

思
い
ま
し

た
。

し
か

も
毎

週
と

て
も

楽
し

い
話

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
先

生
は

と
て

も
お

も
し

ろ
い

し
、

何
よ

り
話

を
し

て

い
る

時
、

と
て

も
楽

し
そ

う
で

、
私

も
い

つ
も

元
気

を
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
先

生
に

と
っ

て
、

こ
の

職
は

天
職

な
の

か
も

し

れ
ま

せ
ん

ね
。

私
も

、
自

分
も

楽
し

く
、

相
手

に
も

喜
ば

れ
る

、
そ

ん
な

天
職

が
見

つ
け

ら
れ

た
ら

い
い

な
と

思
い

ま
す

。

ま
た

先
生

と
お

話
し

し
た

い
で

す
ね

。
（

友
実
子
）
→

「
答

え
は

な
い

」
と

い
う

言
説

の
意

味
は

、
「

そ
ん

な
に

簡
単

に
見

つ

け
ら

れ
る

よ
う

な
答

え
は

な
い

（
簡

単
に

見
つ

け
ら

れ
る

の
は

答
え

で
は

な
い

）」
、

も
し

く
は

「
複

雑
に

し
て

深
遠

な
る

問

い
に
対
す
る
答
え
は
一
つ
と
は
限
ら
な
い
、
あ
る
い
は
い
つ
ま
で
も
同
じ
ま
ま
で
は
あ
り
え
な
い
（
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
）
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
わ
た
く
し
は
「
答
え
は
あ
る
」
と
信
じ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
ま
す
。「

答
え

が
な
い
」
と

い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
る
人
の
こ
と
を
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、
で
は
、
何
を
求
め
て
（
探
し
て
）
い
る
の
で
す
か
、

そ
れ

と
も

何
も

求
め

て
（

探
し

て
）

い
な

い
の

で
す

か
と

問
い

か
け

た
く

な
り

ま
す

。
誤

解
が

な
い

よ
う

に
付

け
加

え
て

お

き
ま
す
が
、「

答
え
」
と
は
最
後
に
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
・
も
の
、
と
い
う
意
味
で
わ
た
く
し
は
用
い
て
い
ま
せ
ん
。
人
間

は

死
ぬ

ま
で

成
長

し
つ

づ
け

る
の

で
す

か
ら

、
「

答
え

」
だ

っ
て

変
化

し
て

い
く

は
ず

。
「

答
え

」
と

は
そ

の
時

、
そ

の
場

に
お

い
て
「
何
か
」
を
確
認
し
て
得
ら
れ
た
も
の
、
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

 私
は

ウ
ソ

は
悪

い
こ

と
だ

と
考

え
て

い
ま

し
た

。
で

す
か

ら
、「

き
っ

と
」

と
か
、
「

大
丈

夫
」

と
か

、
願

望
形

の
言

葉
は

あ

ま
り

口
に

出
さ

な
い

よ
う

に
し

て
い

た
よ

う
に

思
い

ま
す

。
悩

み
事

、
不

安
な

事
が

あ
る

人
に

と
っ

て
、

私
の

よ
う

に
中

性

的
な
言
葉
ば
か
り
使
う
人
は
何
と
も
頼
り
な
く
、
さ
み
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
と
は
気
付
い
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
の

ど
ま
で
出
か
か
っ
て
い
る
「
き
っ
と
」
と
か
「
大
丈
夫
」
と
い
う
言
葉
を
出
そ
う
と
す
る
と
苦
し
く
な
り
ま
す
。

あ
か
ら
さ
ま
な
ウ
ソ
な
ん
て
、
な
お
さ
ら
で
す
。
で
す
が
、
私
は
「
大
丈
夫
」
と
い
う
言
葉
が
大
好
き
で
す
。「

き
っ
と
大
丈

夫
、

そ
ん

な
気

が
す

る
」

と
い

う
言

葉
が

大
好

き
で

す
。

お
そ

ら
く

、
そ

れ
が

自
分

の
中

の
本

音
で

す
。

お
そ

ら
く

願
望

形

の
言

葉
が

ウ
ソ

に
な

る
こ

と
が

怖
か

っ
た

の
だ

と
思

い
ま

す
。

ウ
ソ

の
中

に
も

正
と

邪
が

あ
る

こ
と

、
本

当
の

中
に

も
い

く

つ
か
の
種
類
が
あ
る
こ
と
、
忘
れ
た
く
は
な
い
で
す
。
今
ま
で

18
年
間
か
け
て
つ

ち
か
わ
れ
て
き
た
性
格
で
す
か
ら
、
そ
う

簡
単

に
は

変
わ

れ
な

い
と

思
い

ま
す

。
し

か
し

、
私

も
「

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
る

ん
だ

よ
」

と
子

ど
も

た
ち

に
伝

え
た

い

で
す

。
前

回
の

授
業

の
終

わ
り

に
、

私
が

「
タ

ネ
が

あ
る

ん
で

す
か

？
」

と
聞

い
た

と
こ

ろ
、

先
生

は
「

タ
ネ

が
あ

る
ん

で

す
か

と
聞

い
て

恥
ず

か
し

く
な

い
ん

で
す

か
？

」
と

お
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

。
結

構
シ

ョ
ッ

ク
を

受
け

て
、

な
ぜ

先
生

は
あ

ぁ

い
う

言
い

方
を

さ
れ

た
の

か
…

と
思

い
ま

し
た

。
一

週
間

ひ
き

ず
っ

て
、

本
日

、
足

が
重

い
気

も
し

な
が

ら
講

義
に

出
ま

し

た
。

で
す

が
、

今
日

、
私

が
あ

の
時

に
先

生
に

ぶ
つ

け
た

疑
問

が
ど

う
で

も
良

い
こ

と
で

あ
っ

た
と

気
付

き
ま

し
た

。
今

は

ど
こ

か
心

が
温

か
い

で
す

。
超

能
力

も
、

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
も

、
私

を
わ

く
わ

く
、

ど
き

ど
き

さ
せ

て
く

れ
ま

す
。

大
好

き

な
も

の
（

存
在

…
）

で
す

。
こ

ん
な

気
持

ち
が

、
ず

っ
と

ず
っ

と
こ

の
世

界
に

あ
り

続
け

て
ほ

し
い

で
す

。
こ

の
講

義
を

受

け
て

心
か

ら
よ

か
っ

た
と

思
っ

て
い

ま
す

。
先

生
が

私
た

ち
に

伝
え

た
か

っ
た

「
答

え
は

自
分

の
中

に
あ

る
」

と
い

う
気

持

ち
、
ち
ゃ
ん

と
受
け
取
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

10
0%

先
生
が
こ

の
言
葉
に
込
め
た
気
持
ち
を
理
解
し
て
い
る
か
と
自
問
自
答

す
る

と
、

そ
う

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

こ
れ

か
ら

大
学

生
活

の
中

で
で

も
、

社
会

人
と

し
て

の
生

活
の

中
で

で
も

、
ど

こ
か

で

そ
の

こ
と

に
つ

い
て

10
0%

に
近

づ
け

ら
れ

た
ら

な
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら
も

私
た

ち
の

よ
う

な
人

に
先

生
の

思
い

を
伝

25
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 え
て

い
っ

て
く

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

大
切

な
思

い
の

数
々

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

！
（

真
理

子
）
→

も
う

少
し

マ
イ

ル
ド

な
言

い
方

を
す

れ
ば

よ
か

っ
た

か
な

と
、

あ
の

あ
と

、
反

省
し

ま
し

た
。

お
許

し
く

だ
さ

い
。
「

ど
う

し
て

、

タ
ネ

が
あ

る
と

思
う

の
で

し
ょ

う
ね

ぇ
」
「

思
っ

て
い

る
の

に
、

で
は

、
な

ぜ
、

そ
れ
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
」

そ
ん

な
言

い
方

も
あ

っ
た

な
と

、
わ

た
く

し
が

恥
ず

か
し

い
思

い
を

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
ご

め
ん

な
さ

い
ね

。
そ

れ

で
も

、
あ

な
た

の
心

が
ど

こ
か

温
か

さ
を

感
じ

て
い

る
と

知
っ

て
、

ほ
っ

と
し

ま
し

た
。

／
こ

れ
か

ら
も

も
ち

ろ
ん

伝
え

て

い
く

つ
も

り
で

い
ま

す
が

、
あ

な
た

も
わ

た
く

し
と

同
じ

よ
う

に
大

切
な

こ
と

を
次

代
を

担
う

若
い

魂
に

伝
え

て
い

く
の

で

す
よ

。
そ

う
や

っ
て

ど
ん

ど
ん

、
ず

ん
ず

ん
と

一
緒

に
裾

野
を

広
げ

て
い

き
ま

し
ょ
う
。

 

 自
分

は
小

学
3
年

生
の

学
校

を
休

ん
だ

日
の

昼
の

テ
レ

ビ
で

「
サ

ン
タ

さ
ん

は
い

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

の
と

き
、

驚
き

も
喪

失
感

の
よ

う
な

も
の

も
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

た
だ

一
つ

“
嬉

し
い

”
に

似
て

い
る

気
分

に
な

り
ま

し

た
。

な
ぜ

な
ら

、
自

分
の

あ
の

父
親

（
悪

い
父

と
い

う
意

味
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）
が

く
れ

た
と

思
う

と
嬉

し
か

っ
た

か
ら

で

す
。

そ
れ

以
来

“
サ

ン
タ

さ
ん

”
っ

て
存

在
は

、
自

分
の

中
で

素
敵

な
も

の
で

す
。

自
分

の
捉

え
方

は
変

か
も

し
れ

ま
せ

ん

が
、

目
に

見
え

な
い

物
を

信
じ

る
の

は
良

い
な

と
思

い
ま

す
。

け
ど

、
や

っ
ぱ

り
目

に
見

え
な

い
も

の
は

恐
い

で
す

。
そ

の

せ
い

で
見

た
も

の
を

信
じ

て
み

よ
う

と
思

う
気

持
ち

が
強

く
な

る
。

フ
ォ

ー
ク

が
折

れ
た

瞬
間

の
心

の
迷

い
、

あ
れ

は
少

し

危
険

な
感

情
で

あ
っ

た
気

が
し

ま
す

。
今

ま
さ

に
自

分
は

迷
っ

て
い

ま
す

。
い

ろ
ん

な
こ

と
に

迷
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら

出
会

う
物

の
自

分
の

受
け

止
め

方
次

第
で

変
わ

る
こ

と
に

恐
怖

も
感

じ
ま

す
。

な
ぜ

か
今

、
両

親
と

話
が

し
た

い
で

す
。

こ

の
夏

、
地

元
に

帰
っ

た
ら

、
両

親
に

こ
の

講
義

で
自

分
が

心
の

成
長

の
き

っ
か

け
を
つ
か
め
た
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

教
育

者
を

目
指

す
者

と
し

て
、

ま
ず

己
を

し
っ

か
り

確
立

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
そ

し
て

い
つ

か
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

を
子

ど

も
達

と
楽

し
み

た
い

で
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。（
雄

基
）
→

学
校

を
休
ん
だ
日
の
テ
レ
ビ
、
特
に
お
昼
を
は
さ

ん

で
の

番
組

、
そ

れ
は

普
段

、
学

校
に

い
る

こ
ど

も
に

と
っ

て
は

未
知

の
世

界
で

す
ね
。
わ
た
く
し
、
虚
弱
体
質
だ
っ
た
の
で
、

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

学
校

を
休

ん
で

い
ま

し
た

か
ら

、
お

昼
間

の
TV

番
組

を
何

度
も

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、

時
代

が
違

い
ま

す
か

ら
、

あ
な

た
が

小
学

生
だ

っ
た

頃
に

ご
覧

に
な

っ
た

よ
う

な
内

容
の

も
の

は
な

か
っ

た
で

し
ょ

う
ね

。

そ
れ

に
し

て
も

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
が

親
に

よ
る

演
出

と
知

っ
た

時
に

、
そ

れ
を

嬉
し

い
、

し
か

も
普

段
の

お
父

上
と

の
ギ

ャ

ッ
プ

に
対

し
て

嬉
し

い
と

感
じ

る
こ

と
の

で
き

る
あ

な
た

の
感

性
を

ス
テ

キ
だ

と
思
い
ま
す
。
夏
休
み
に
帰
省
さ
れ
た
時
に
、

ご
自

身
の

成
長

の
き

っ
か

け
の

話
だ

け
で

な
く

、
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
話

も
さ

れ
て

み
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

／
サ

ン

タ
ク

ロ
ー

ス
を

こ
ど

も
た

ち
と

楽
し

み
た

い
、

と
て

も
素

敵
な

表
現

で
す

し
、

考
え

方
だ

と
思

い
ま

す
。

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス

は
頭

で
考

え
る

も
の

は
な

く
、

心
で

感
じ

る
も

の
で

す
も

の
ね

。
 

 今
ま

で
授

業
を

し
て

く
れ

て
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

15
回

全
部

休
ま

ず
出

席
し
て
、
ほ
ん
ま
に
よ
か
っ
た
で
す
。
と
て

も
有

意
義

に
過

ご
せ

た
と

思
い

ま
す

。
私

は
ウ

ソ
つ

き
で

す
。

私
に

は
日

本
の

血
以

外
の

血
が

ま
じ

っ
て

い
ま

す
。

で
も

、

こ
の

こ
と

は
友

だ
ち

に
は

言
っ

て
ま

せ
ん

。
言

い
た

く
な

い
こ

と
で

す
。

18
年

間
ず
っ
と
う
そ
を
つ
き
続
け
て
ま
す
。
良
い

ウ
ソ

と
悪

い
ウ

ソ
。

私
が

つ
い

て
い

る
ウ

ソ
は

ど
ち

ら
で

し
ょ

う
か

？
今

ま
で

隠
し

て
い

た
こ

と
を

こ
こ

で
言

っ
た

の
は

、

も
う

限
界

だ
っ

た
か

ら
で

す
。

ウ
ソ

を
つ

く
自

分
に

も
、

そ
の

血
を

、
そ

の
国

、
文

化
を

否
定

し
て

い
る

自
分

に
も

腹
が

立

ち
、

嫌
に

な
っ

た
か

ら
で

す
。

こ
の

場
所

で
く

ら
い

本
当

の
自

分
を

さ
ら

け
出

し
て

み
よ

う
と

思
い

ま
し

た
。

だ
か

ら
言

わ

せ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
日

本
の

固
有

の
文

化
で

あ
る
「

本
音

と
建

て
前

」
、
こ

れ
も

良
い
う
そ
な
の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
知

ら
な

く
て

い
い

こ
と

を
ウ

ソ
で

カ
バ

ー
し

て
…

実
は

ウ
ソ

っ
て

正
義

の
味

方
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）
。
大
学
に
入
っ
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 て
私

は
サ

ー
ク

ル
に

入
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

の
私

の
日

常
は

、
学

校
→

バ
イ

ト
→

家
→

学
校

→
バ

イ
ト

→
家

→
…

、
先

生

の
言

っ
た

通
り

の
繰

り
返

し
の

日
々

を
過

ご
し

て
い

ま
す

。
こ

の
ま

ま
じ

ゃ
あ

か
ん

な
ー

っ
て

私
も

思
っ

て
い

た
と

こ
で

し

た
。
そ
れ
で

今
日
の
授
業
や
っ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
（
笑
）
。「

答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る
」
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
て

？

（
と
い
う
か

、
信
じ
た
い
？

）
、

自
分
探

し
を
し

て
み
た

い
と
思

い
ま
す

。
今

の
生
活
を

打
破

し
ま
す

!!今
ま

で
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
先

生
と

は
、

一
回

、
授

業
以

外
で

話
し

て
み

た
い

と
思

っ
て

た
ん

で
す

が
、

ヘ
タ

レ
な

私
は

な
か

な
か

声

を
か

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
（

笑
）
。

何
か

の
機

会
で

先
生

の
授

業
を

と
っ

た
と

き
は

、
ま

た
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
!!

（
A

.I.
）
→
言

い
た
く
な
い
こ
と
な
ら
敢
え
て
言
う
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
言
わ
な
い
こ
と
は
「
う
そ
を
つ
く
」
と

い
う

こ
と

と
同

じ
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ご

自
身

の
気

持
ち

が
楽

で
あ

る
よ

う
に

い
た

し
ま

し
ょ

う
。

も
し

か
し

た
ら

、
そ

の

こ
と

を
話

す
べ

き
相

手
、

話
す

べ
き

時
が

訪
れ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
そ

の
時

に
、

あ
な

た
が

嫌
悪

感
や

限
界

感
か

ら
で

は

な
く

『
素

直
な

気
持

ち
』

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
と

い
い

で
す

ね
。

い
え

、
き

っ
と

そ
う

な
り

ま
す

。
な

る
は

ず
で

す
。

／

キ
ャ

ン
パ

ス
で

わ
た

く
し

を
見

か
け

た
ら

、
ど

う
ぞ

遠
慮

無
く

お
声

を
お

か
け

く
だ

さ
い

。
緊

急
の

要
件

が
な

い
限

り
、

立

ち
止
ま
り
、

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
／
ど
の
授
業
で
お
会
い
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
よ
。

 

 幸
せ

の
青

い
鳥

の
話

は
私

も
好

き
で

す
。

幸
せ

は
自

分
の

中
に

あ
る

と
い

う
考

え
は

と
て

も
前

向
き

で
温

か
い

も
の

だ
と

思

い
ま

す
。

似
た

よ
う

な
話

で
「

虹
の

根
も

と
」

と
い

う
話

が
あ

り
ま

す
。

虹
の

根
本

に
生

き
、

そ
の

虹
の

橋
を

渡
る

と
幸

せ

に
な

れ
る

と
聞

い
た

子
が

根
本

を
探

し
て

旅
を

す
る

と
い

う
話

で
す

。
し

か
し

虹
と

い
う

の
は

近
く

へ
行

く
と

見
え

な
く

な

る
も

の
で

、
そ

の
少

年
は

も
う

と
く

に
虹

の
根

本
に

い
る

の
に

、
そ

れ
に

気
付

か
な

い
で

探
し

続
け

て
い

ま
す

。
こ

の
お

話

の
言

い
た

い
こ

と
は

、
幸

せ
と

い
う

の
は

、
遠

く
で

見
る

と
あ

こ
が

れ
る

も
の

だ
が

、
意

外
と

自
分

が
幸

せ
で

あ
る

こ
と

に

は
気

付
か

な
い

も
の

だ
、

人
の

幸
せ

を
う

ら
や

ま
し

が
ら

な
い

で
、

自
分

の
幸

せ
に

気
付

け
、

と
い

う
も

の
で

す
。

確
か

に

「
青

い
鳥

」
と

い
い

、
こ

の
「

虹
」

の
話

と
い

い
、

幸
せ

は
自

分
の

す
ぐ

そ
ば

に
あ

る
と

い
う

こ
と

を
改

め
て

気
付

か
さ

れ

ま
す

。
こ

の
教

職
概

説
の

授
業

は
毎

回
と

て
も

楽
し

い
話

を
し

て
く

れ
て

、
と

て
も

お
も

し
ろ

か
っ

た
で

す
。

テ
ス

ト
は

な

く
、

こ
れ

か
ら

の
自

分
達

の
歩

き
方

が
試

験
だ

と
い

う
の

も
、

先
生

ら
し

く
て

ス
テ

キ
だ

と
思

い
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご

ざ
い
ま
し
た

。（
ち
ひ
ろ
）
→
幸
せ
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
。
以
前
に
も
、
そ
し
て
今
回
の
「
広
場
」
で
紹
介
し
て

い
ま

す

が
、

再
々

度
。

ウ
ォ

ル
ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

の
残

し
た

言
葉

を
こ

こ
で

は
や

は
り

引
き

合
い

に
出

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

“
H

ap
pi

ne
ss

 is
 a

 st
at

e 
of

 m
in

d.
  

It
’s 

ju
st

 a
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

w
ay

 y
ou

 lo
ok

 a
t t

hi
ng

s.
”
し

あ
わ
せ
が
自
分
の
外

に
あ

っ
て

自
分

を
待

っ
て

い
る

と
い

う
見

方
を

す
る

の
か

、
し

あ
わ

せ
の

種
は

自
分

の
中

に
あ

る
の

だ
と

い
う

見
方

を
す

る

の
か

、
そ

の
見

方
次

第
で

し
あ

わ
せ

は
見

つ
か

っ
た

り
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
り

す
る

、
そ

の
よ

う
に

も
読

め
ま

す
ね

。
／

学

生
時

代
、

雨
上

が
り

の
街

を
歩

い
て

い
る

時
、

ふ
と

空
を

見
あ

げ
た

ら
、

そ
こ

に
二

重
の

虹
が

浮
か

ん
で

い
ま

し
た

。
虹

は

「
架

か
る

」
と

表
現

す
る

こ
と

が
多

い
の

で
す

が
（

だ
か

ら
「

ね
も

と
」

と
い

う
言

葉
、

捉
え

方
も

生
ま

れ
る

の
で

す
が

）、

そ
の

時
は

天
空

に
ダ

ブ
ル

の
虹

が
浮

か
ん

で
い

た
の

で
す

。
慌

て
て

ア
パ

ー
ト

に
走

り
、

カ
メ

ラ
を

持
ち

出
し

ま
し

た
が

、

そ
の

時
に

は
虹

は
消

え
か

か
っ

て
い

ま
し

た
。

根
元

の
な

い
パ

ー
フ

ェ
ク

ト
な

リ
ン

グ
の

虹
だ

っ
た

の
で

フ
ィ

ル
ム

に
収

め

た
か

っ
た

の
で

す
が

、
そ

れ
は

か
な

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
の

時
を

逃
し

た
ら

手
遅

れ
に

な
る

、
虹

に
は

そ
ん

な
イ

メ
ー

ジ

も
つ
い
て
ま
わ
る
よ
う
で
す
。
／
虹
も
い
い
で
す
が
、
「
虹
の
向
こ
う
」
も
よ
い
で
す
よ
ね
。

O
ve

r 
th

e 
ra

in
bo

w
を
合
い

言
葉
に
で
き

る
よ
う
な
活
動
、
歩
き
方
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

 「
答

え
は

自
分

の
中

に
必

ず
あ

る
」
、

と
て

も
良

い
言

葉
だ

と
思

い
ま

し
た

。
「

教
職

概
説

」
と

い
う

科
目

名
だ

っ
た

の
で

、

26
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 も
っ

と
が

ち
が

ち
の

難
し

い
授

業
を

す
る

も
の

だ
と

思
っ

て
い

ま
し

た
が

、
全

15
回
で
先
生
が
話

さ
れ
た
内
容
は
自
分
が
教

師
と

い
う

立
場

に
な

っ
た

と
き

に
生

徒
に

話
し

て
あ

げ
た

い
と

思
う

内
容

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

し
た

。
テ

ス
ト

の
話

、
最

後

の
締

め
、
と

て
も

格
好

良
か

っ
た

で
す

。
15

回
の

授
業

を
通

し
て

思
っ

た
の

で
す
が
、
三
浦
先
生
は
今
ま
で
に
辛
い
事
も
含

め
様

々
な

経
験

を
し

て
き

た
か

ら
こ

そ
、

今
、

こ
ん

な
話

が
で

き
る

人
に

な
っ

た
ん

だ
と

感
じ

ま
す

。
僕

は
高

校
の

部
活

の

メ
ン

バ
ー

の
中

で
は

偏
差

値
が

最
も

低
い

大
学

に
通

っ
て

い
ま

す
。
で

も
、
他

の
人

に
負
け
な
い
よ
う
な
人
間
性
を
養
っ
て
、

生
徒

か
ら

尊
敬

さ
れ

る
先

生
に

な
り

た
い

で
す

。
な

り
ま

す
！

（
泰

基
）
→

「
脱

・
偏

差
値

！
」

で
す

ぞ
。

大
学

入
試

に
関

す
る

偏
差

値
な

ん
て

、
統

計
学

的
に

は
価

値
が

き
わ

め
て

低
く

、
さ

ら
に

そ
の

後
の

歩
き

方
に

と
っ

て
は

何
の

意
味

も
持

ち

ま
せ

ん
。
い

や
、
む

し
ろ

、
い

つ
ま

で
も

そ
ん

な
も

の
に

縛
ら

れ
て

い
る

気
の

毒
な
人
が
い
る
、
と
い
う
意
味
で
は
、「

愚
か

し
く

も
マ

イ
ナ

ス
の

価
値

」
が

あ
る

と
言

え
る

の
で

し
ょ

う
。

ど
の

大
学

に
入

っ
た

か
、

で
は

な
く

、
ど

ん
な

学
生

生
活

を

送
っ

た
の

か
、

そ
の

こ
と

に
こ

そ
意

味
と

価
値

が
あ

る
、

以
前

に
も

お
伝

え
し

た
こ

と
で

す
が

、
再

度
、

こ
こ

に
繰

り
返

し

ま
す

。
あ

な
た

の
た

め
に

！
 

 「
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

は
本

当
に

い
る

の
？

」
と

聞
か

れ
た

ら
、

私
は

「
あ

な
た

が
い

る
と

思
う

の
だ

っ
た

ら
い

る
よ

」
と

答

え
る

と
思

い
ま

す
。

私
自

身
小

学
校

4
年

生
ぐ

ら
い

ま
で

サ
ン

タ
が

い
る

と
思

っ
て
い
ま
し
た
し
、
サ
ン
タ
追
跡
サ
イ
ト
の

よ
う

な
も

の
を

見
て

い
た

か
ら

で
す

。
は

っ
き

り
と

「
サ

ン
タ

は
い

る
！

」
と

言
う

こ
と

は
で

き
な

い
で

す
が

、
子

ど
も

に

と
っ

て
サ

ン
タ

は
夢

を
叶

え
て

く
れ

る
大

切
な

存
在

で
あ

り
、

大
人

に
と

っ
て

は
子

ど
も

を
笑

顔
に

し
て

く
れ

る
存

在
だ

と

私
は

思
い

ま
す

。
授

業
の

最
後

に
先

生
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

「
自

分
の

外
に

答
え

を
求

め
な

い
。

外
に

あ
る

の
は

ヒ
ン

ト
。

答

え
は

自
分

の
中

に
あ

る
」

と
い

う
言

葉
を

忘
れ

な
い

よ
う

に
心

に
刻

み
、

人
生

を
歩

ん
で

い
こ

う
と

思
い

ま
す

。
今

の
私

に

は
理

解
が

難
し

い
の

で
す

が
、
将

来
を

決
め

る
時

に
な

っ
た

ら
理

解
で

き
る

か
な

と
思
い
ま
し
た
。
全

15
回
の
授
業

は
と
て

も
意

義
あ

る
も

の
だ

っ
た

の
で

終
わ

る
の

が
さ

み
し

い
で

す
。

で
き

れ
ば

来
年

も
先

生
が

担
当

さ
れ

て
い

る
授

業
を

受
け

よ

う
と

思
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。（
佑

実
）
→
「

あ
な

が
た

い
る

と
思
う
の
だ
っ
た
ら
…
」
と
い
う
言
葉
は
相

手
の

年
齢

を
考

慮
し

た
上

で
発

す
る

よ
う

に
し

な
い

と
い

け
な

い
で

し
ょ

う
ね

。
ま

だ
幼

い
頃

に
は

「
い

る
わ

よ
」

と
伝

え

る
だ

け
で

こ
ど

も
は

安
心

す
る

は
ず

。
そ

ろ
そ

ろ
、

そ
の

存
在

を
疑

い
始

め
る

よ
う

な
年

頃
に

な
っ

た
ら

「
ね

、
あ

な
た

は

い
て

ほ
し

い
と

思
う

？
い

て
ほ

し
い

と
思

う
人

が
い

れ
ば

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
る
の
よ
」
と
い
う
よ
う
な
伝
え
方
を
す
る
、

と
い

う
の

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。
／
「

自
分

の
中

に
あ

る
こ

た
え

」
、
そ

れ
は

必
ず
し
も
明
確
な
か
た
ち
で
存
在
し
て
い
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

で
す

か
ら

、
な

か
な

か
気

付
き

に
く

い
の

で
し

ょ
う

。
「

こ
た

え
の

種
子

」
、

そ
の

よ
う

に
表

現
し

た
方

が
わ

か
り

よ
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。
そ

の
種

子
を

見
つ

け
、

水
遣

り
を

怠
ら

ず
、

大
切

に
育

て
て

い
く

こ
と

、
そ

れ

が
「

こ
た

え
を

見
つ

け
る

」
と

い
う

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
だ

と
ご

理
解

く
だ
さ
い
。

 

 「
す

べ
て

の
人

が
“

サ
ン

タ
は

ほ
ん

と
う

に
い

る
”

と
思

い
こ

ん
で

い
た

ら
ク

リ
ス

マ
ス

の
朝

は
と

て
も

つ
ま

ら
な

い
も

の

に
な

る
は

ず
」

と
い

う
一

文
を

読
ん

だ
と

き
、

ど
う

し
て

そ
う

な
る

の
か

理
解

で
き

な
か

っ
た

け
れ

ど
、

後
に

続
く

一
文

を

読
ん

で
「

サ
ン

タ
は

い
な

い
」

と
知

っ
て

い
る

人
が

「
サ

ン
タ

は
い

る
」

と
信

じ
る

人
へ

夢
や

希
望

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

を
す

る

か
ら

こ
そ

ク
リ

ス
マ

ス
の

朝
が

素
晴

ら
し

い
も

の
に

な
る

の
だ

と
い

う
こ

と
に

気
付

き
ま

し
た

。
私

は
小

学
生

の
時

に
サ

ン

タ
は

い
な

い
と

い
う

こ
と

を
児

童
向

け
の

小
説

を
読

ん
で

知
り

ま
し

た
（

子
ど

も
に

向
け

た
文

章
で

そ
の

よ
う

な
記

述
を

す

る
の

は
ど

う
か

と
思

い
ま

し
た

が
…

）
。

で
も

私
は

「
サ

ン
タ

は
い

な
い

」
と

知
っ

た
こ

と
を

誰
に

も
言

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

幼
い

な
が

ら
に

家
族

が
私

の
こ

と
を

思
っ

て
嘘

を
つ

い
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

た
の

だ
と

思
い

ま
す

。
あ

る
時

、
母

が
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 「
お

父
さ

ん
に

ク
リ

ス
マ

ス
プ

レ
ゼ

ン
ト

、
な

ん
か

頼
ん

だ
？

」
と

言
っ

た
こ

と
で

嘘
は

明
る

み
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た

が
〔

→
明
る

み
に
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
〕
、
い
ま
だ
に
「
サ
ン
タ
さ
ん
っ
て
お
父
さ
ん
な
ん
や
ろ
～
？
」
と
聞
い
て
も
家

族

は
み

ん
な

否
定

す
る

の
で

、
私

の
家

庭
で

は
ま

だ
ほ

ん
と

う
の

サ
ン

タ
さ

ん
は

健
在

で
す

！
私

の
幸

せ
を

願
っ

て
く

れ
て

い

る
家
族
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
こ
の
教
職
概
説
と
い
う

15
回
の

講
義
を
通
し
て
、
本
当
に
様
々
な
こ
と
を
知
り
、
考
え
、
糧

と
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

そ
し

て
き

っ
と

思
い

出
す

度
に

、
ま

た
新

し
い

発
見

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
、

と
考

え
て

い

ま
す

。
私

た
ち

に
と

っ
て

三
浦

先
生

は
ま

さ
に

“
生

き
字

引
”

な
ら

ぬ
“

生
き

教
材

”
で

あ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
私

も
そ

ん

な
、

自
分

の
得

た
経

験
や

知
識

か
ら

、
考

え
た

こ
と

を
基

に
、

伝
え

た
相

手
を

深
く

考
え

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

、

そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
。
そ
う
思
い
ま
し
た
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
来
年
の
教
職
概
説
に
も
こ
っ
そ
り
顔
を
出
し
た
い
で
す
。

そ
れ

く
ら

い
、

本
当

に
大

好
き

な
授

業
で

し
た

。
こ

の
レ

ポ
ー

ト
を

最
後

に
、

も
う

み
ん

な
の

レ
ポ

ー
ト

や
そ

れ
に

対
す

る

先
生

の
コ

メ
ン

ト
が

読
め

な
い

の
だ

と
思

う
と

、
と

て
も

さ
み

し
い

で
す

…
。

こ
う

し
て

、
私

に
と

っ
て

深
く

考
え

、
新

た

な
こ

と
に

気
付

き
、

歩
み

出
さ

せ
て

く
れ

る
よ

う
な

機
会

を
く

だ
さ

り
、

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら

も
新
た
な
こ
と
を
知
り
、
深
く
考
え
、
新
た
な
発
見
を
求
め
て
い
け
る
よ
う
な
私
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。（

歩
実
）
→
い

ま

で
も

パ
パ

が
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

な
ん

で
し

ょ
、

い
え

い
え

、
そ

う
で

は
な

い
ん

だ
よ

、
と

い
う

会
話

が
繰

り
広

げ
ら

れ
る

ご

家
族
の
こ
と

を
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
い
ま
す
。
い
い
で
す
ね
。
／
「
生
き
字
引
」
と
は
「
ま
る
で
字
引
（
が
頭
の
中
に
あ
る
か
）

の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、「

生
き
教
材
」
と
は
「
ま
る
で
教
材
の
よ
う
に

学

習
の

材
料

と
な

る
人

、
も

し
く

は
学

習
内

容
を

伝
え

る
媒

体
〔

教
科

書
等

〕
の

よ
う

な
人

」
と

い
う

こ
と

に
な

る
の

で
し

ょ

う
か
（
教
科
書
は
い
や
だ
な
ぁ
…
）
。
今
ま
で
に
わ
た
く
し
は
自
分
の
経
験
（
特
に
学
生
時
代
に
体
験
し
た
こ
と
）
を
お
話

し

て
き
ま
し
た

か
ら
、
そ
れ
が
何
か
の
役
に
立
つ
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
、
反
面
教
師
も
、
あ
る
意
味
、

そ
う
は
な
り

た
く
な
い
、
そ
う
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
教
材
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、「

生
き
教

材
」
と
い
う
称
号
、
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
て
お
き
ま
す
ね
（
笑
）
。
／
新
た
な
知
を
求
め
、
考
え
を
深
め
、
発
見
の
喜
び
を
友

と
す
る
、
そ

の
よ
う
な
歩
き
方
、
ぜ
ひ
と
も
大
切
に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

 今
日

は
授

業
の

初
め

に
講

義
を

受
け

て
い

る
人

の
レ

ポ
ー

ト
を

読
み

通
し

ま
し

た
。

人
の

考
え

に
触

れ
る

こ
と

は
刺

激
を

受

け
ま

す
。

同
じ

時
間

に
同

じ
内

容
を

聞
い

て
い

る
は

ず
な

の
に

、
刺

激
の

受
け

方
は

十
人

十
色

で
お

も
し

ろ
い

と
思

い
ま

し

た
。

続
い

て
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
話

。
私

は
た

ま
た

ま
自

分
が

サ
ン

タ
さ

ん
へ

書
い

た
手

紙
を

お
父

さ
ん

の
引

き
出

し
か

ら

発
見
し
た
時

に
、「

あ
っ
、
サ
ン

タ
さ
ん
は
い
な
い
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、
親
が

バ
レ

な
い

よ
う

に
用

意
し

て
く

れ
た

こ
と

を
少

し
嬉

し
く

も
思

い
ま

し
た

。
私

は
子

ど
も

に
夢

を
与

え
た

い
の

で
「

サ
ン

タ

さ
ん

は
い

る
よ

」
っ

て
言

い
た

い
で

す
。

こ
の

“
う

そ
”

は
子

ど
も

に
と

っ
て

プ
ラ

ス
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

年
齢

を
重

ね

る
に
つ
れ
て

、
う
そ
と
ほ
ん
と
う
の
基
準
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。『

う
そ
つ
き
は
泥
棒
の
は
じ
ま
り
』
と
い
う
こ
と
ば

も
あ
り
ま
す

が
、
う
そ
は
生
き
て
い
く
上
で
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ト
ラ
を

3
回
さ
れ
た
人
の
話
も
、
た
だ
“
ほ
ん
と

う
”

の
こ

と
だ

け
を

伝
え

る
の

は
だ

め
だ

と
い

う
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
知

ら
な

い
方

が
幸

せ
な

こ
と

な
ん

て
数

多
く

あ

る
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

私
自

身
何

も
考

え
ず

に
“

真
実

”
を

伝
え

て
友

だ
ち

を
傷

つ
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

だ
ま

だ

未
熟
で
す
。
そ

し
て
先
生
が
こ
の
講
義
で
伝
え
た
か
っ
た
“
答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る
”
と
い
う
言
葉
は
心
に
響
き
ま
し
た
。

周
り

に
相

談
し

て
、

色
ん

な
話

を
聞

い
て

手
助

け
に

な
る

こ
と

は
た

く
さ

ん
あ

る
け

れ
ど

、
答

え
を

導
く

の
は

自
分

自
身

で

あ
る
。
自
分
自

身
で
答
え
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
、
そ
れ
は
人
に
流
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
し
、
最
終
的
に
後
悔
し
て
し
ま
う
。

時
間

が
か

か
っ

て
モ

ヤ
モ

ヤ
が

な
か

な
か

解
消

さ
れ

な
く

て
嫌

だ
け

ど
、

答
え

は
自

分
の

中
で

し
か

見
つ

か
ら

な
い

と
思

い

27
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 ま
し

た
。

こ
の

講
義

15
回

分
を

忘
れ

ず
に

前
を

向
い

て
歩

き
た

い
で

す
。
（

葉
月
）
→
う
そ
つ
き
は
泥
棒
の
は
じ
ま
り
、
と

言
い

ま
す

が
、

泥
棒

は
う

そ
つ

き
の

は
じ

ま
り

、
で

し
ょ

う
ね

。
「

こ
れ

、
と

っ
た

で
し

ょ
う

」
「

い
い

え
、

と
っ

て
い

ま
せ

ん
」

／
第

三
回

目
の

授
業

で
野

生
児

の
事

例
を

取
り

上
げ

ま
し

た
。

そ
こ

で
「

言
葉

と
は

事
物

の
分

類
枠

組
み

で
あ

る
」

と

い
う

こ
と

も
お

伝
え

し
ま

し
た

。
こ

の
「

分
類

枠
組

み
」

は
大

切
な

概
念

で
あ

り
、

便
利

な
こ

と
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
し

ば

し
ば

思
い

を
馳

せ
て

ほ
し

い
と

願
い

ま
す

。
大

人
に

な
る

に
つ

れ
て

「
う

そ
と

ほ
ん

と
う

の
基

準
」

が
難

し
く

な
る

の
で

は

な
く

、「
う

そ
」
に

も
「

ほ
ん

と
う

」
に

も
分

類
枠

組
み

が
増

え
て

い
く

、
と

い
う
こ
と
な
の
だ
と
お
心
得
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い

ま
す

。
／

た
と

え
「

自
分

自
身

で
答

え
を

み
つ

け
ら

れ
な

い
」

と
い

う
こ

と
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

そ
れ

は
必

ず
し

も

「
人

に
流

さ
れ

た
」
と

い
う
こ

と
に

は
な

り
ま

せ
ん

。「
人

に
流

さ
れ

る
」
と

は
、
自
分
の
考
え
、
判
断
を
持
た
ず
、
人
の
考

え
や

判
断

に
し

た
が

う
、

そ
れ

を
鵜

呑
み

に
す

る
、

あ
る

い
は

全
て

を
任

せ
て

し
ま

う
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

答
え

を
見

つ

け
よ

う
と

も
が

い
た

が
、

な
か

な
か

み
つ

か
ら

な
い

、
そ

ん
な

時
に

誰
か

が
何

か
ヒ

ン
ト

に
な

る
よ

う
な

こ
と

を
教

え
て

く

れ
た

、
こ

れ
は

「
人

に
流

さ
れ

る
」

と
い

う
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

ね
。

そ
れ

を
類

い
希

な
る

出
会

い
、

縁
（

え
に

し
）

な

の
だ

と
考

え
た

方
が

楽
し

い
で

し
ょ

う
。

他
の

人
の

言
葉

に
よ

っ
て

、
自

分
の

中
に

そ
れ

が
あ

る
こ

と
を

知
る

、
こ

れ
も

貴

重
な

体
験

だ
と

思
い

ま
す

。
 

 今
日

で
教

職
概

説
が

終
わ

っ
て

し
ま

う
と

思
う

と
、

大
変

悲
し

い
で

す
。

こ
の

教
職

概
説

で
た

く
さ

ん
の

こ
と

を
教

え
て

も

ら
い

ま
し

た
。
サ

ン
タ

ク
ロ
ー

ス
の

話
は
「

い
る

」
と

い
う

の
も

、「
い

な
い

」
と

い
う
の
も
、
そ
の
中
に
は
親
の
愛
情
が
あ

る
の

だ
と

思
い

ま
し

た
。

や
っ

ぱ
り

私
は

子
ど

も
が

で
き

た
時

に
は

「
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

は
い

る
よ

」
と

言
っ

て
し

ま
う

と

思
い

ま
す

。
最

後
の

話
は

泣
き

そ
う

に
な

り
ま

し
た

。
『

自
分

の
求

め
て

い
る

も
の

は
自

分
の

中
に

あ
る

』
、

本
当

に
心

に
ひ

び
き

ま
し

た
。

私
は

た
く

さ
ん

の
人

に
会

い
、

触
れ

合
っ

て
自

分
の

中
か

ら
見

つ
け

て
い

き
た

い
と

感
じ

ま
し

た
。

灯
台

下

暗
し

に
な

ら
な

い
よ

う
に

気
を

つ
け

な
い

と
い

け
ま

せ
ん

ね
。

必
修

だ
か

ら
取

っ
た

教
職

概
説

が
本

当
に

三
浦

先
生

で
よ

か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

き
っ

と
長

い
人

生
く

じ
け

た
り

、
自

分
が

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
わ

か
ら

ず
立

ち
止

ま
っ

て
考

え
る

時

が
来

る
と

思
い

ま
す

。
で

も
そ

れ
は

悪
い

こ
と

じ
ゃ

な
い

と
今

な
ら

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
か

ら
、

ま
た

そ
こ

か
ら

大

き
く

一
歩

、
歩

き
出

せ
る

と
思

い
ま

す
。

も
し

教
師

に
な

れ
て

、
悩

む
よ

う
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
、

そ
れ

は
ス

キ
ー

マ
に

考

え
を

固
定

さ
れ

て
い

な
い

か
と

い
う

広
い

考
え

方
が

で
き

る
と

信
じ

て
い

ま
す

。
本

当
に

三
浦

先
生

に
は

感
謝

し
て

も
し

き

れ
ま

せ
ん

。
（

真
由

）
→

「
大

き
な

一
歩

」
の

前
に

は
、
「

立
ち

止
ま

っ
て

考
え

る
時

間
」

が
大

切
。

そ
の

時
間

が
あ

っ
て

こ

そ
、
今

ま
で

と
同

じ
歩

幅
で

歩
き

始
め

た
つ

も
り

が
、
実

は
少

し
だ

け
広

く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ

は
気

付
か

な
い

ほ
ど

の
違

い
な

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

も
、

そ
の

違
い

が
積

み
重

ね
ら

れ
て

い
く

と
同

じ
歩

数
な

の

に
動

い
た

距
離

が
長

く
な

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

、
や

が
て

思
い

当
た

る
も

の
で

す
。

立
ち

止
ま

っ
て

考
え

る
時

間
を

愛

お
し

ん
で

く
だ

さ
い

ね
。

 

 今
ま

で
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
今

、
私

が
履

修
し

て
い

る
中

で
、

教
職

概
説

が
一

番
大

好
き

で
す

。
毎

週
水

曜
日

２

限
が

楽
し

み
で

し
た

。
そ

う
思

え
た

の
も

三
浦

先
生

だ
っ

た
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
。
途
中
で
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
、

15
回

全
部

の
授

業
を

聴
く

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

大
変

心
残

り
と

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

れ
で

も
友

だ
ち

に
頼

ん
で

私
の

分

の
『

教
職

概
説

の
広

場
』

を
確

保
し

て
も

ら
い

、
全

て
家

で
読

み
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

方
式

で
授

業
を

進
め

ら
れ

る
先

生

に
出

会
っ

た
の

は
初

め
て

だ
っ

た
の

で
、

本
当

に
先

生
と

出
会

え
て

良
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

！
是

非
、

後
輩

に
も

オ
ス

ス

メ
し

た
い

で
す

！
こ

の
先

、
先

生
に

な
る

た
め

に
様

々
な

困
難

や
苦

悩
が

待
ち

受
け

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
、

こ
の

授
業

を
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 受
け

て
身

に
つ

い
た

も
の

や
、

先
生

の
良

い
所

を
自

分
の

も
の

に
し

て
、

ど
ん

な
こ

と
に

も
挑

戦
し

、
諦

め
ず

に
前

向
き

に

ぶ
つ

か
っ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

！
ま

た
、

機
会

が
あ

れ
ば

三
浦

先
生

の
授

業
を

受
け

た
い

で
す

。
本

当
に

今
ま

で
あ

り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
（

美
穂
）
→

こ
ち

ら
こ

そ
あ

り
が

と
う

。
『

広
場

』
方

式
は

時
間

と
体

力
と

を
か

な
り

消
費

す
る

の

で
、

自
分

の
年

齢
に

相
応

な
営

み
な

の
か

ど
う

か
、

最
近

は
ち

ょ
い

と
気

に
な

る
と

こ
ろ

で
す

。
で

す
が

、
熱

心
な

読
者

が

い
る

と
な

る
と

、
こ

れ
は

力
の

続
く

限
り

、
や

め
る

わ
け

に
は

い
か

な
い

よ
う

で
す

。
し

か
し

、
悩

み
は

体
力

・
気

力
方

面

に
で
は
な
く
、「

広
場
」
に
レ
ポ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
る
学
生
が
一
定
程
度
、
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ど
の

レ

ポ
ー

ト
を

掲
載

す
る

か
を

決
め

る
に

当
た

っ
て

、
氏

名
を

見
ず

に
レ

ポ
ー

ト
の

内
容

だ
け

で
選

ん
で

い
る

の
で

す
が

、
そ

れ

で
も

常
連

が
何

名
も

で
き

て
し

ま
う

と
い

う
の

は
、

考
え

よ
う

に
よ

っ
て

は
、

そ
れ

だ
け

常
連

の
文

章
力

が
豊

か
で

あ
る

と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

こ
れ

は
喜

ぶ
べ

き
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
。

力
仕

事
の

よ
う

に
見

え
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
結

構
、

気

を
遣
い
な
が
ら
の
作
業
な
の
で
す
よ
。

 

 三
浦

先
生

、
今

ま
で

私
達

に
熱

意
溢

れ
る

授
業

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
こ

の
授

業
を

と
っ

た
き

っ
か

け
は

、
た

だ

教
職

の
資

格
に

必
要

な
の

と
、

時
間

割
的

に
都

合
が

良
か

っ
た

だ
け

な
の

で
す

が
、

本
当

に
、

本
当

に
、

心
の

底
か

ら
受

け

て
良

か
っ

た
と

思
っ

て
い

ま
す

。
先

生
に

は
た

く
さ

ん
の

こ
と

を
教

え
て

頂
き

ま
し

た
。

こ
の

授
業

を
通

し
て

、
決

し
て

自

分
一

人
で

は
考

え
る

こ
と

の
で

き
な

い
よ

う
な

こ
と

を
た

く
さ

ん
考

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
考

え
る

と
い

う
よ

り
は

、

純
粋
に
“
思
う

”“
感
じ
る
”
の
方

が
合
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
様

々
な
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

授
業

名
は

「
教

職
概

説
」

な
の

で
、

も
ち

ろ
ん

、
人

に
何

か
を

教
え

る
立

場
と

し
て

の
こ

と
も

た
く

さ
ん

学
び

ま
し

た
が

、

「
今

後
、

ど
の

よ
う

な
大

人
に

な
る

か
」
「

今
後

ど
う

生
き

て
い

く
の

か
」
、

こ
れ

ら
の

こ
と

に
つ

い
て

の
方

が
、

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

得
ら

れ
た

気
が

し
て

い
ま

す
。

先
生

か
ら

学
ん

だ
も

の
は

た
く

さ
ん

あ
り

す
ぎ

て
、

こ
こ

に
ど

う
ま

と
め

て
書

け

ば
よ

い
の

か
判

り
ま

せ
ん

。
け

れ
ど

、
こ

の
授

業
を

受
け

て
か

ら
、

日
常

生
活

で
も

見
方

や
視

点
が

変
わ

っ
た

こ
と

が
た

く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
今

は
ま

だ
気

付
い

て
い

な
く

て
も

、
こ

れ
か

ら
「

こ
れ

が
あ

の
と

き
三

浦
先

生
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
こ

と

か
」

と
気

付
く

こ
と

も
あ

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

今
か

ら
そ

れ
が

本
当

に
楽

し
み

で
す

。
最

後
の

レ
ポ

ー
ト

な
の

に
、

あ
り

き

た
り

な
こ

と
し

か
書

け
な

い
今

の
自

分
が

と
て

も
悔

し
い

で
す

。
け

れ
ど

、
私

は
本

当
に

こ
の

授
業

が
好

き
だ

っ
た

と
い

う

こ
と
と
、
こ
の

授
業
を
受
け
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
生
に
も
知
っ
て
お
い
て
頂
き
た
い
で
す
。

こ
れ

か
ら

も
三

浦
先

生
の

授
業

を
楽

し
み

に
す

る
学

生
が

増
え

た
ら

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
い

や
、

私
が

思
わ

な
く

て
も

、

そ
ん

な
学

生
、

た
く

さ
ん

い
る

の
で

し
ょ

う
ね

。
私

に
と

っ
て

、
三

浦
先

生
は

忘
れ

ら
れ

な
い

先
生

、
人

物
の

一
人

で
す

。

私
も
い
つ
か
、
誰
か
に
、
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
も
ら
え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

千

紘
）
→

あ
り

が
と

う
。
「

あ
り

き
た

り
の

こ
と

」
だ

な
ん

て
思

い
ま

せ
ん

。
「

今
か

ら
そ

れ
が

本
当

に
楽

し
み

で
す

」
と

い
う

セ
ン

テ
ン

ス
に

わ
た

く
し

は
喜

び
を

覚
え

ま
し

た
。

そ
う

、
こ

れ
か

ら
が

大
事

。
あ

な
た

の
「

こ
れ

か
ら

」
に

す
こ

し
で

も

関
わ
り
を
持

て
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
佳
き
足
跡
を
刻
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

 

 先
生

の
半

年
間

に
亘

る
授

業
の

最
終

目
的

が
つ

い
に

明
か

さ
れ

ま
し

た
。

今
思

う
と

、
最

初
の

講
義

の
と

き
か

ら
ず

っ
と

先

生
は

自
分

達
生

徒
（

→
学

生
）

の
た

め
に

授
業

を
し

て
く

れ
て

た
ん

だ
な

と
感

じ
ま

す
（

他
の

先
生

は
た

だ
ノ

ル
マ

を
こ

な

す
よ
う
な
授

業
や
、
自
分
の
知
識
を
た
だ
言
い
た
い
だ
け
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
全
員
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
）
。
先
生
の
言

う
“

若
者

の
さ

ま
よ

え
る

良
心

”
と

い
う

も
の

は
、

す
ご

く
共

感
で

き
ま

し
た

。
自

分
は

こ
の

話
を

聞
い

て
『

夢
を

か
な

え

る
ゾ

ウ
』

と
い

う
本

を
思

い
出

し
ま

す
。

こ
の

物
語

は
“

何
か

”
を

変
え

よ
う

と
思

っ
て

い
た

若
者

が
イ

ン
ド

に
旅

行
に

行

28
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 く
が

、
何

も
得

ら
れ

ぬ
ま

ま
帰

っ
て

く
る

が
、

イ
ン

ド
で

買
っ

て
き

た
ガ

ネ
ー

シ
ャ

と
い

う
み

や
げ

物
が

実
は

神
様

で
、

ガ

ネ
ー

シ
ャ

は
若

者
に

「
人

生
を

変
え

て
あ

げ
る

」
と

い
う

契
約

を
も

ち
か

け
、

若
者

は
承

諾
し

ま
す

。
し

か
し

、
ガ

ネ
ー

シ

ャ
は

若
者

に
「

～
し

ろ
」

と
か

い
う

指
示

し
か

し
ま

せ
ん

が
、

次
第

に
若

者
は

変
わ

っ
て

い
き

ま
す

。
そ

れ
は

ガ
ネ

ー
シ

ャ

の
い

う
指

示
は

、
す

べ
て

若
者

が
自

分
を

変
え

る
た

め
の

指
示

だ
っ

た
の

で
す

。
こ

の
物

語
は

今
日

の
話

に
ぴ

っ
た

り
合

っ

て
る

な
ー

っ
て

思
い

ま
し

た
。

結
局

、
自

分
の

こ
と

は
自

分
で

見
つ

け
な

き
ゃ

い
け

な
い

の
で

す
ね

。
ガ

ネ
ー

シ
ャ

み
た

い

に
、

そ
れ

に
気

付
か

せ
て

く
れ

る
よ

う
な

人
？

が
い

る
と

よ
い

の
で

す
が

。
シ

ョ
ー

ペ
ン

ハ
ウ

エ
ル

の
『

読
書

に
つ

い
て

』

で
「

多
読

は
よ

く
な

い
」

と
書

か
れ

て
い

ま
し

た
。

そ
れ

は
自

分
の

“
読

書
は

よ
い

こ
と

だ
”

と
い

う
ス

キ
ー

マ
を

ぶ
ち

破

る
も

の
で

し
た

。
彼

曰
く

「
読

書
は

他
人

に
モ

ノ
を

与
え

て
も

ら
う

行
為

で
あ

る
」

の
だ

そ
う

で
、

つ
ま

り
自

分
で

考
え

ず

に
楽

し
て

い
る

っ
て

こ
と

み
た

い
で

す
。
こ

れ
は
“

さ
ま

よ
え

る
良

心
”
の

こ
と

と
か
ら
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。“

さ

ま
よ

え
る

良
心

”
が

「
新

興
宗

教
」

や
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
で

何
か

を
変

え
よ

う
と

思
う

の
は

、
つ

ま
り

“
楽

”
だ

っ
た

ん

だ
な

、
と

。
そ

れ
は

結
局

自
分

で
考

え
て

考
え

て
、

や
っ

と
自

分
の

中
に

見
つ

け
ら

れ
る

も
の

の
よ

う
で

す
。

し
か

し
、

現

代
で

は
、“

情
報

”
が

多
す

ぎ
て

、
考

え
な

く
て

も
答

え
を

教
え

て
も

ら
え

ま
す

。
そ
う
や
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
考
え
る
こ
と

を

放
棄

し
て

し
ま

い
、“

さ
ま

よ
え

る
良

心
”
は

墜
ち

て
い

く
の

で
す

。
自

分
は

こ
の

授
業
を
受
け
ら
れ
て
幸
運
で
し
た
。
お

か

げ
で

、
自

分
を

見
失

わ
ず

に
、

墜
ち

る
こ

と
も

な
い

と
思

い
ま

す
。

今
度

は
自

分
が

次
の

世
代

に
伝

え
な

き
ゃ

な
と

思
い

ま

し
た

。
（

拓
也

.）
→

ガ
ネ

ー
シ

ャ
と

は
、

そ
の

ま
ま

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

の
神

様
な

の
で

す
ね

。
ギ

リ
シ

ア
神

話
に

登
場

す
る

神

は
い

か
に

も
人

間
く

さ
く

、
い

っ
た

い
、

ど
こ

に
神

様
ら

し
さ

が
あ

る
の

か
と

訝
し

く
思

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ど
う

や

ら
、

あ
の

神
話

に
登

場
す

る
神

々
は

人
間

の
愚

か
し

い
と

こ
ろ

、
素

晴
ら

し
と

こ
ろ

を
そ

れ
ぞ

れ
誇

張
気

味
に

体
現

し
た

存

在
の

よ
う

で
す

ね
。

と
い

う
よ

う
に

考
え

て
み

る
と

、
ガ

ネ
ー

シ
ャ

が
繰

り
出

す
課

題
は

実
は

と
て

も
人

間
く

さ
い

も
の

だ

っ
た

の
で

は
な

い
か

し
ら

。
人

間
離

れ
し

た
課

題
な

ど
、

こ
な

せ
た

と
こ

ろ
で

人
間

ら
し

く
は

な
れ

ま
せ

ん
も

の
ね

。
ガ

ネ

ー
シ

ャ
の

教
え

は
、

自
分

を
変

え
る

た
め

に
、

何
か

と
ん

で
も

な
く

高
邁

な
こ

と
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

か
、

人
と

違

っ
た

特
別

な
何

か
を

発
見

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

か
、

そ
ん

な
必

要
な

ど
な

い
、

自
分

の
毎

日
、

日
常

に
も

っ
と

目
を

向

け
て

、
一

見
、

た
わ

い
も

な
い

こ
と

の
よ

う
に

見
え

る
こ

と
の

中
に

、
そ

の
き

っ
か

け
を

発
見

し
な

さ
い

、
と

い
う

こ
と

な

の
で

し
ょ

う
。「

ぴ
っ

た
り

」
と

は
少

し
違

う
よ

う
な

気
も

し
ま

す
が

、
今

日
の

話
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
す
ね
。
／
多

読

は
、

そ
れ

を
目

的
と

し
て

し
ま

う
と

読
書

そ
の

も
の

の
価

値
や

楽
し

さ
が

失
わ

れ
る

、
わ

た
く

し
は

そ
う

思
い

ま
す

。
け

れ

ど
も

、
読

書
が

必
ず

し
も

受
動

的
な

営
為

で
あ

る
と

は
思

い
ま

せ
ん

。
創

造
的

な
読

み
方

だ
っ

て
可

能
で

す
よ

。
シ

ョ
ー

ペ

ン
ハ

ウ
エ

ル
を

説
得

し
て

や
る

つ
も

り
で

多
読

を
回

避
し

な
い

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

限
り

あ
る

人
生

の
時

間

の
中

で
読

め
る

書
籍

の
数

な
ど

し
れ

て
い

る
の

で
す

。
多

読
万

歳
、

で
も

濫
読

は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

 

 私
は

こ
の

三
浦

先
生

の
教

職
概

説
が

一
週

間
の

中
で

一
番

好
き

な
授

業
で

し
た

。
先

生
の

授
業

の
お

か
げ

で
、

自
分

の
こ

と

を
見

つ
め

直
す

こ
と

が
で

き
た

り
、

悩
ん

で
、

も
う

ど
う

で
も

い
い

や
と

投
げ

出
し

そ
う

に
な

っ
た

時
に

、
先

生
が

“
悩

む

こ
と

を
や

め
て

は
い

け
な

い
。
悩

む
こ

と
で

人
は

成
長

す
る

”
と

い
っ

た
よ

う
な

意
味
の
言
葉
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
、

前
向

き
な

気
持

ち
に

な
れ

た
し

、
気

持
ち

が
ス

ッ
と

楽
に

な
り

ま
し

た
。

た
っ

た
十

五
回

の
授

業
の

中
で

、
私

は
た

く
さ

ん

の
こ

と
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

と
思

う
し

、
本

当
に

人
生

の
中

で
大

切
な

十
五

回
で
し
た
。“

み
つ
か
ら
な
い
答
え
は
自
分
の

中
に

あ
る

。
外

に
あ

っ
て

自
分

を
待

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
”
。
十

五
回

の
授

業
を

通
し
て
先
生
が
伝
え
て
く
れ
た
も
の
を
忘

れ
ず

に
、
こ

れ
か

ら
大

人
に

な
っ

て
い

き
た

い
で

す
。
三

浦
先

生
あ

り
が

と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

!!（
汐
理
）
→
「
人
生
の
中
で

大
切

な
十

五
回

」
、
か

つ
て

こ
れ

ほ
ど

シ
ン

プ
ル

で
あ

り
な

が
ら

、
ず

ん
と

こ
こ

ろ
に
響
く
賛
辞
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
あ
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 り
が

と
う

。
身

に
余

る
光

栄
で

ご
ざ

い
ま

す
。

で
も

ね
、

大
切

な
の

は
、

そ
し

て
本

当
に

楽
し

み
な

の
は

十
六

回
目

か
ら

、

で
す
よ
。

 

 三
浦

サ
ン

タ
は

、
今

日
、

私
に

本
当

に
た

く
さ

ん
の

こ
と

を
教

え
て

く
だ

さ
い

ま
し

た
。

先
生

は
今

ま
で

出
逢

っ
た

教
師

た

ち
と

全
然

違
う

気
が

し
ま

す
。

一
言

で
は

表
せ

ま
せ

ん
が

、
と

に
か

く
凄

い
で

す
。

で
も

、
先

生
が

そ
ん

な
風

に
な

っ
た

の

は
、

き
っ

と
学

生
時

代
に

色
々

な
壁

に
ぶ

つ
か

り
、

乗
り

越
え

、
自

分
自

身
で

た
く

さ
ん

考
え

て
、

自
分

の
中

に
あ

る
答

え

を
見

つ
け

た
か

ら
な

の
で

し
ょ

う
ね

。
私

は
今

年
の

春
か

ら
大

学
生

に
な

り
、

高
校

の
時

よ
り

広
い

範
囲

で
活

動
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
の

で
、

こ
れ

を
す

れ
ば

変
わ

る
の

か
な

と
か

、
実

際
、

思
っ

て
し

ま
っ

て
い

ま
し

た
。

で
も

違
う

ん
で

す
ね

。

自
分

の
外

に
あ

る
も

の
を

見
て

、
あ

る
い

は
経

験
し

て
、

自
分

の
中

に
吸

収
し

、
自

分
の

も
の

に
し

て
、

そ
こ

か
ら

答
え

を

見
つ

け
だ

さ
な

い
と

意
味

が
な

い
ん

だ
と

思
い

ま
し

た
。
「

試
験

は
こ

れ
か

ら
の

あ
な

た
の

生
き

方
で

す
」
。

と
て

も
心

に
響

き
ま
し
た
。
こ
の

2
週
間
ほ
ど

、
た
く
さ
ん
試
験
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
難
し
い
試
験
で
す
。
で
も
、
こ

の
15

回
の
講

義
で

、
教

育
に

関
し

て
も

、
自

分
が

こ
れ

か
ら

生
き

て
い

く
上

に
関

し
て

も
、

大
切

な
、

そ
し

て
根

本
を

教
え

て
い

た
だ

け

た
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋
学
期
も
、
も
う
一
度
、
講
義
聞
き
に
行
こ
う
か
な
…
（
笑
）
。（

美

早
紀

）
→
「

教
職

概
説

」
の

次
回

は
来

年
度

の
春

学
期

。
秋

学
期

に
は

残
念

な
が

ら
開

講
さ

れ
て

お
り

ま
せ

ぬ
。

よ
ろ

し
け

れ
ば

「
大

学
教

育
論

」
の

授
業

で
お

会
い

し
ま

し
ょ

う
。

／
「

…
自

分
の

中
に

吸
収

し
、

自
分

の
も

の
に

し
て

、
そ

こ
か

ら

答
え
を
見
つ

け
出
さ
な
い
と
意
味
が
な
い
」
、
と
て
も
素
敵
な
文
章
だ
と
思
い
ま
す
。
じ
ん
わ
り
と
こ
こ
ろ
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
こ

れ
か
ら
の
歩
き
方
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

 

 自
分
を
含
め

多
く
の
人
は
知
ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る
」

と
い
う
こ
と

を
。
そ
し
て
今
日
の
話
を
聞
い
て
、
今
ま
で
の

15
回
の
授
業
の
内
容
と
か
が
、
自
分
の
中
で
一
つ
に
つ
な
が
っ

た
気

が
し

ま
す

。
今

ま
で

の
自

分
は

ど
こ

か
に

答
え

を
求

め
が

ち
で

し
た

。
親

や
友

人
、

先
輩

な
ど

に
求

め
て

ば
か

り
で

、

自
分
の
中
に
あ
る
と
も
知
ら
ず
に
。
こ
の
授
業
を

15
回
受
け
て

今
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
分
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う

だ
と

い
う

こ
と

で
す

。
周

り
に

答
え

を
求

め
て

い
た

自
分

を
。

そ
し

て
、

こ
れ

を
教

師
と

い
う

立
場

か
ら

次
世

代
の

子
た

ち

に
伝

え
て

い
き

た
い

と
い

う
こ

と
で

す
。

色
々

な
悩

み
や

葛
藤

か
ら

周
り

に
答

え
を

求
め

が
ち

な
子

た
ち

に
気

付
か

せ
て

あ

げ
る
こ
と
、
つ

ま
り
「
答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る
」
こ
と
を
教
え
る
の
が
自
分
の
教
師
に
な
っ
た
と
き
の
一
つ
の
目
標
で
す
！

約
4
ヶ
月
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

祐
樹
）
→
「
自
分
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
」
と
い
う
感
覚
、
そ
れ
を
抱
い

て
い

た
だ

け
た

こ
と

、
本

当
に

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

わ
た

く
し

も
嬉

し
い

。
ど

う
ぞ

そ
の

感
覚

を
大

切
に

し
て

く
だ

さ

い
。「

答
え
が
自
分
の
中
に
あ
る
」
こ
と
を
伝
え
る
の
は
、
伝
え
る
相
手
の
年
齢
を
十
分
に
勘
案
し
た
上
で
実
践
に
う
つ
し
て

く
だ
さ
い
。
わ
た
く
し
は
「
答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る
（
外
で
自
分
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
）
」
と
い
う
内
容
な
ら
び

に

表
現
は
大
学
生
向
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
（
正
確
に
は
大
学
生
向
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
）
。
相
手
が
中
学

生
な

の
か

、
高

校
生

な
の

か
、

年
齢

や
教

育
段

階
に

応
じ

て
、

伝
え

る
内

容
や

伝
え

方
に

は
工

夫
を

施
す

必
要

が
あ

る
と

思

い
ま

す
。

子
ど

も
社

会
の

ル
ー

ル
と

大
人

社
会

の
ル

ー
ル

に
違

い
が

あ
る

よ
う

に
、

こ
の

命
題

に
も

、
伝

え
る

相
手

、
場

面

に
よ
っ
て
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
う
か
お
忘
れ
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
に
。

 

 4
月
か
ら
先
生
の
授
業
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

1
回
生
で
何
も
分
か
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
教
員
免
許
を
取
ろ
う
と
考
え

て
い
る
か
ら
、
水
曜
日

2
限
も
空
い
て
い
る
し
、
こ
の
科
目
を
取
ろ
う
と
、
軽
く
受
講
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
授
業
を
受
け

29
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 て
、

と
て

も
面

白
く

、
そ

し
て

自
分

の
タ

メ
に

も
な

り
、

本
当

に
取

っ
て

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。
い

つ
の

ま
に

か
毎

週

水
曜

日
が

と
て

も
楽

し
み

に
な

っ
て

い
た

し
、

火
曜

日
の

夜
に

は
パ

ソ
コ

ン
で

“
広

場
”

を
見

て
、

自
分

の
レ

ポ
ー

ト
、

そ

し
て

先
生

か
ら

の
お

返
事

は
な

い
か

、
一

喜
一

憂
し

て
い

ま
し

た
し

、
他

の
人

の
意
見
を
読
ん
で
、“

そ
う
か
、
そ
ん
な
考
え

方
も

あ
る

ん
だ

”
と

納
得

し
て

い
た

り
し

ま
し

た
。

先
生

、
素

晴
ら

し
い

授
業

を
し

て
下

さ
り

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し

た
。

本
当

に
取

っ
て

良
か

っ
た

授
業

で
し

た
し

、
秋

学
期

や
2
回

生
以

降
も

先
生
の
授
業
を
取
り
た
い
で
す
。
最
後
の
メ
ッ

セ
ー

ジ
、
今

ま
で

の
15

回
の
授

業
は

こ
こ

に
つ

な
が

っ
て

い
た

の
で

す
ね

。
す

ご
く
心
に
残
る
言
葉
、
お
話
で
し
た
。
自
分

自
身

に
良

い
点

が
つ

け
ら

れ
る

よ
う

に
、
こ

れ
か

ら
の

生
活

が
ん

ば
り

ま
す

。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

彩
香
）

→
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

（
な

ら
び

に
C

EA
S）

に
「

広
場

」
を

ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
授
業
中
ひ
と

こ
と

も
申

し
上

げ
ま

せ
ん

で
し

た
。「

先
週

、
授

業
を

休
ん

で
し

ま
っ

た
の

で
す

が
、
先
週
の
広
場
、
あ
り
ま
す
か
」
と
た
ず

ね
て

く
る

学
生

に
「

そ
れ

な
ら

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
に

あ
げ

て
あ

る
か
ら
、
そ
れ
を
ご
覧
下
さ
い
」
、
こ
の
よ
う

な
や

り
と

り
の

あ
る

こ
と

を
想

定
し

て
用

意
し

た
も

の
な

の
で

、
わ

ざ
わ

ざ
ア

ナ
ウ

ン
ス

し
な

か
っ

た
の

で
す

。
な

の
に

、

あ
な

た
の

よ
う

な
学

生
さ

ん
が

何
人

も
い

る
、

と
い

う
こ

と
が

レ
ポ

ー
ト

の
お

か
げ

で
分

か
り

ま
し

た
。

昨
年

も
イ

ン
フ

ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
に

ア
ッ

プ
し

て
い

ま
し

た
が

、
そ

れ
を

自
分

で
探

し
当

て
て

読
ん

で
い

る
学

生
は

い
な

か
っ

た
よ

う

で
す
（

い
た

か
も

し
れ

ま
せ
ん

が
、
そ

の
よ

う
な

申
告

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
）
。
今
年
の
ク
ラ
ス
は
何
か
が
違
う
、
何
度

も

そ
う

感
じ

ま
し

た
。

何
が

違
う

の
か

し
ら

、
そ

し
て

、
何

故
、

違
う

の
で

し
ょ

う
。

休
み

の
間

、
じ

っ
く

り
考

え
て

み
よ

う

と
思

い
ま

す
。

 

 15
回

の
授

業
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

4
月

に
教

職
課

程
で

必
要

だ
か

ら
と
何
と
な
く
取
っ
た
授
業
だ
っ
た
の
で
す

が
、

本
当

に
興

味
を

引
く

話
ば

か
り

で
し

た
。

い
つ

の
ま

に
か

一
番

好
き

な
授

業
に

な
っ

て
い

ま
し

た
。

先
生

が
私

た
ち

に

伝
え

た
か

っ
た

「
答

え
は

自
分

の
中

に
あ

る
」

と
い

う
こ

と
は

、
ほ

ん
と

う
に

そ
う

だ
と

思
い

ま
す

。
私

は
来

年
ど

の
専

修

に
行

く
か

本
当

に
悩

ん
で

い
て

、
ま

だ
決

ま
っ

て
い

ま
せ

ん
。

親
に

相
談

す
る

と
、

あ
ま

り
興

味
の

な
い

専
修

ば
か

り
薦

め

ら
れ

て
し

ま
い

、
結

局
ケ

ン
カ

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

や
っ

ぱ
り

自
分

で
選

ん
で

来
た

大
学

で
の

勉
強

の
こ

と
は

自
分

で

決
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
だ

と
思

い
ま

す
。

早
く

、
自

分
の

行
き

た
い

専
修

を
見

つ
け

た
い

で
す

。
も

う
一

つ
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

に
つ

い
て

。
私

は
ま

だ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

参
加

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
機

会
が

な
い

と
い

う
の

も
理

由
の

一
つ

な

の
で

す
が

、
よ

く
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
っ

て
い

る
側

の
自

己
満

足
だ

」
と

い
う

こ
と

を
聞

く
か

ら
で

す
。

や
る

側
は

ど
う

し

て
も

「
か

わ
い

そ
う

だ
か

ら
」

な
ど

の
同

情
の

気
持

ち
を

持
っ

て
し

ま
い

が
ち

。
け

れ
ど

、
同

情
で

助
け

ら
れ

る
側

は
少

し

も
気

持
ち

良
く

な
い

し
、

逆
に

し
ん

ど
い

と
思

い
ま

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
や

っ
て

み
た

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
や

る
か

ら

に
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

し
て

も
ら

う
人

と
同

じ
目

線
に

立
っ

て
や

り
た

い
で

す
。

15
回
の
授
業
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し

た
。（

咲
子

）
→

私
は

自
分

自
身

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

経
験

は
な

い
の

だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
違
い
ま
し
た
。

思
い

出
し

た
の

で
す

。
小

学
校

5
年

生
（

も
し

か
し

た
ら

6
年

生
）

の
時

、
た

ま
た
ま
テ
レ
ビ
で
「
軍
人
墓
地
」
を
扱
っ
た

番
組

を
見

ま
し

た
。

今
は

誰
も

訪
れ

る
人

が
な

く
、

荒
れ

る
ば

か
り

に
な

っ
て

い
る

そ
の

光
景

を
見

て
、

あ
の

墓
地

の
清

掃

を
し

よ
う

、
そ

う
考

え
て

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

二
人

に
声

を
掛

け
ま

し
た

。
声

を
掛

け
た

二
人

も
た

ま
た

ま
そ

の
番

組
を

見
て

い

て
、

す
ぐ

さ
ま

「
ボ

ク
た

ち
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

」
が

始
ま

り
ま

し
た

。
毎

週
日

曜
日

、
お

に
ぎ

り
と

お
茶

を
携

え
て

、

墓
地

に
掃

除
に

行
き

ま
し

た
。

い
ず

れ
そ

の
活

動
は

墓
地

の
管

理
人

の
知

る
と

こ
ろ

と
な

り
、

新
聞

記
事

に
な

り
、

第
六

歩

兵
隊

の
記

録
（

正
確

な
タ

イ
ト

ル
は

忘
れ

ま
し

た
）

と
い

う
分

厚
い

史
料

を
頂

き
（

そ
れ

は
元

軍
人

に
と

っ
て

、
た

い
そ

う

貴
重

な
も

の
）
、
小

学
生

の
ボ
ク

た
ち

が
持

っ
て

い
て

も
し

か
た

な
い

か
ら

と
小

学
校
の
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
新
聞
の
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 取
材

や
図

書
の

寄
贈

は
オ

マ
ケ

話
で

す
が

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
っ

て
、

ど
こ

そ
こ

の
活

動
組

織
に

入
ら

な
け

れ
ば

で
き

な
い

、

と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

 

 15
回
に
わ
た
っ

て
の
講
義
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎
回
毎
回
、
今
ま
で
生
き
て
き
て
作
り
上
げ
た
価
値
観
や
先
入

観
を

壊
さ

れ
る

、
い

い
意

味
で

め
ち

ゃ
く

ち
ゃ

な
授

業
で

し
た

。
今

回
が

最
後

の
授

業
と

い
う

こ
と

で
、

ど
ん

な
内

容
に

な

る
の

だ
ろ

う
と

期
待

し
な

が
ら

学
校

に
来

ま
し

た
。

そ
し

て
今

回
も

広
場

に
レ

ポ
ー

ト
を

載
せ

て
い

た
だ

き
、

安
心

す
る

よ

う
な

気
持

ち
に

な
り

ま
し

た
。

宗
教

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

話
で

は
、
「

私
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
す

る
こ

と
は

あ
っ

て
も

、

宗
教

な
ん

か
に

は
絶

対
に

だ
ま

さ
れ

な
い

」
と

思
い

な
が

ら
聞

い
て

い
た

の
で

す
が

、
そ

の
う

ち
、

な
ん

と
な

く
「

も
し

本

当
に

そ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

た
ら

、
ひ

ょ
っ

と
す

る
と

…
」

と
不

安
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

よ
く

考
え

れ
ば

、
少

し
誘

わ

れ
た

く
ら

い
で

多
く

の
若

者
が

入
信

す
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

す
か

ら
、

私
に

も
い

つ
か

知
ら

な
い

う
ち

に
だ

ま
さ

れ
る

日

が
来

る
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

そ
れ

く
ら

い
、

リ
ア

リ
テ

ィ
の

あ
る

お
話

で
し

た
。

こ
れ

で
先

生
の

お
話

を
聞

け
な

く
な

る

と
思

う
と

、
毎

週
の

楽
し

み
が

な
く

な
る

と
い

う
こ

と
で

、
と

て
も

寂
し

い
で

す
。

も
し

、
ま

た
機

会
が

あ
れ

ば
、

今
度

は

別
の

授
業

で
、

こ
こ

と
は

違
っ

た
お

話
も

聞
い

て
み

た
い

で
す

。
（

英
美

奈
）
→
毎

週
の

楽
し

み
は

、
わ

た
く

し
で

は
な

く
、

あ
な

た
ご

自
身

が
つ

く
る

こ
と

な
の

で
す

よ
。

最
終

回
ま

で
は

、
わ

た
く

し
が

、
い

わ
ば

ソ
ム

リ
エ

と
し

て
ご

案
内

申
し

上

げ
ま

し
た

が
、

こ
れ

か
ら

は
、

あ
な

た
ご

自
身

が
一

人
旅

に
出

る
の

だ
、

そ
の

よ
う

に
お

心
得

下
さ

い
。

そ
う

で
な

い
と

、

い
つ

ま
で

も
、

た
っ

た
ひ

と
り

の
ソ

ム
リ

エ
に

頼
ら

な
け

れ
ば

、
食

べ
た

い
も

の
、

飲
み

た
い

も
の

が
決

ま
ら

な
い

人
に

な

っ
て

し
ま

い
ま

す
よ

ね
。

お
わ

か
り

い
た

だ
い

て
い

る
と

は
思

い
ま

す
が

、
そ

し
て

お
節

介
と

は
思

い
ま

す
が

、
敢

え
て

ひ

と
こ

と
、

申
し

添
え

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

／
松

尾
芭

蕉
。

わ
た

く
し

、
文

学
部

出
身

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
ど

う
し

て
も

、

こ
の

人
の

歩
き

方
を

ゆ
る

が
せ

に
出

来
な

い
と

思
い

続
け

て
い

ま
す

。
ほ

と
ん

ど
の

人
間

が
芭

蕉
の

辞
世

の
句

を
間

違
え

て

記
憶

し
て

い
ま

す
。

正
し

き
辞

世
の

句
を

知
っ

た
ら

、
感

慨
は

百
万

倍
。

い
や

、
ほ

ん
と

に
よ

い
句

で
す

。
と

こ
ろ

で
百

万

倍
に
刺
激
さ

れ
て
思
い
出
す
の
は
、
動
中
の
工
夫
、
静
中
の
百
億
万
倍
、
と
い
う
言
葉
。
い
に
し
え
は
言
葉
一
つ
と
っ
て
も
、

緊
張

感
の

上
に

、
素

晴
ら

し
さ

が
演

出
さ

れ
て

い
た

の
で

す
ね

。
文

学
部

に
憧

れ
て

い
た

の
に

入
学

で
き

な
か

っ
た

自
分

は

何
か

を
取

り
戻

そ
う

と
し

て
い

る
か

の
よ

う
に

、
言

葉
に

セ
ン

シ
テ

ィ
ヴ

と
な

っ
て

い
ま

す
。

で
も

、
い

ろ
い

ろ
と

発
見

が

あ
っ
て
楽
し

い
で
す
よ
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
「
文
章
力
を
磨
く
」
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

 

 先
生

の
提

案
す

る
授

業
は

す
ご

く
い

い
も

の
だ

と
思

い
ま

し
た

。
高

校
の

時
に

、
た

だ
教

科
の

勉
強

を
す

る
だ

け
と

い
う

の

は
と

て
も

つ
ま

ら
な

く
感

じ
ま

し
た

。
し

か
し

、
先

生
の

よ
う

な
授

業
の

仕
方

を
し

て
も

ら
っ

て
い

れ
ば

、
高

校
の

時
に

苦

手
な

教
科

や
、

常
に

寝
て

い
る

よ
う

な
教

科
と

い
う

の
は

減
っ

た
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

確
か

に
授

業
で

寝
て

い
る

生
徒

が

悪
い

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
先

生
に

も
非

は
あ

る
と

思
い

ま
す

。
先

生
は

、
た

だ
教

科
の

勉
強

を
教

え
る

の
で

は

な
く

、
ど

れ
だ

け
授

業
に

生
徒

を
そ

の
世

界
に

引
き

込
ん

で
い

く
の

か
、

と
い

う
の

も
先

生
の

役
目

だ
と

思
い

ま
す

。
授

業

が
お

も
し

ろ
く

な
い

と
い

う
の

は
、

先
生

が
ど

う
に

か
し

な
い

と
い

け
な

い
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

自
分

が
「

先
生

」

に
な

れ
れ

ば
、

生
徒

を
ど

れ
だ

け
自

分
の

授
業

の
世

界
に

引
き

込
め

る
か

と
い

う
の

を
や

っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

し
た

。

先
生
の
授
業

は
と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。
と
て
も
意
義
の
あ
る
授
業
だ
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

祐
貴

.）

→
複

数
の

生
徒

が
授

業
中

に
寝

て
し

ま
う

の
は

先
生

の
努

力
不

足
だ

と
私

は
思

い
ま

す
。

／
「

科
目

」
と

い
う

の
は

極
め

て

便
宜
的
な
「

境
界
（
宣
言
）
」
で
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
の
教
師
は
認
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。
例
え
ば

中
学
校
で
教
え
る
「
理
科
」
、
高
校
で
の
「
物
理
」
あ
る
い
は
「
生
物
」
、
そ
の
向
こ
う
側
に
は
「
物
理
学
」（

な
い
し
は
「
○

30
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 ○
物

理
学

」
）

や
「

生
物

学
」
（

な
い

し
は

、
以

下
同

文
）

が
あ

る
の

に
、

そ
の

学
界

で
話

題
に

な
っ

て
い

る
こ

と
に

は
一

切

触
れ

ず
、

何
年

前
（

場
合

に
よ

っ
て

は
何

世
紀

前
）

に
明

ら
か

に
さ

れ
た

こ
と

を
さ

も
最

新
の

情
報

あ
る

い
は

揺
る

ぎ
な

い

真
理

で
あ

る
か

の
よ

う
に

（
そ

の
く

せ
、

テ
ス

ト
に

出
す

ぞ
、

だ
か

ら
覚

え
て

お
け

と
言

う
）

教
師

が
あ

ま
り

に
も

多
す

ぎ

ま
す

ね
。

だ
か

ら
、

生
徒

の
、

つ
ま

ら
な

く
感

じ
た

り
、

寝
て

し
ま

っ
た

り
と

い
う

反
応

は
、

と
て

も
正

し
い

の
だ

と
わ

た

く
し

は
思

っ
て

い
ま

す
よ

。
／

生
徒

を
ど

れ
だ

け
自

分
の

授
業

の
世

界
に

引
き

込
め

る
の

か
、

そ
れ

は
大

い
な

る
チ

ャ
レ

ン

ジ
だ

と
は

思
い

ま
す

し
、

そ
こ

に
は

尊
い

価
値

が
あ

る
と

は
思

い
ま

す
が

、
い

つ
ま

で
も

い
つ

ま
で

も
同

じ
ス

タ
ン

ス
で

授

業
を

し
て

い
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
い

つ
ま

で
も

自
分

の
世

界
に

引
き

込
ん

で
し

ま
っ
て
い
て
、
は
た
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の

よ
う

な
内

省
的

な
問

い
か

け
が

生
ま

れ
な

け
れ

ば
、

独
善

の
落

と
し

穴
は

刻
々

と
近

づ
い

て
き

ま
す

よ
。

難
し

い
問

題

で
す

（
禅

問
答

の
よ

う
で

し
ょ

う
）

が
、

ご
注

意
あ

れ
か

し
。

さ
ら

な
る

高
み

に
向
か
う
た
め
に
！

 

 正
直

、
私

は
前

回
の

授
業

は
教

師
に

な
る

上
で

何
の

意
味

が
あ

る
の

か
、

わ
か

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

意
味

を
自

分
で

考
え

る

こ
と

に
意

味
が

あ
る

。
こ

の
授

業
に

は
数

学
や

物
理

、
英

語
の

よ
う

に
答

え
が

一
つ

で
な

い
の

で
、

す
ご

く
楽

し
い

で
す

。

教
職

概
説

の
授

業
で

は
、

他
の

授
業

で
は

学
べ

な
い

こ
と

を
学

び
ま

し
た

。
先

生
の

生
徒

（
→
学

生
）

に
興

味
を

持
た

せ
る

よ
う

な
話

し
方

、
話

の
内

容
に

は
、

い
つ

も
感

心
し

て
い

ま
し

た
。

私
も

将
来

、
教

師
に

な
っ

た
時

に
は

、
勉

強
だ

け
で

な

く
、
相

手
に

考
え

さ
せ

る
よ

う
な

教
師

に
な

り
た

い
と

思
い

ま
す

。（
美

琴
）
→

実
は
数
学
だ
っ
て
、
物
理
だ
っ
て
、
答
え
が

一
つ

で
あ

る
と

は
限

ら
な

い
〔

問
い

も
あ

る
〕

の
だ

、
と

い
う

こ
と

に
お

気
づ

き
く

だ
さ

い
（

ゲ
デ

ル
に

至
っ

て
は

解
け

な

い
、
つ

ま
り

答
え

が
な

い
問
題

が
あ

る
と

い
う

こ
と

を
証

明
し

て
し

ま
っ

て
い

ま
す
し
）
。
英
語
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
、
言
語
、

言
葉

で
す

か
ら

、
答

え
が

一
つ

、
と

い
う

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

ね
。

と
い

う
こ

と
を

正
し

く
認

識
し

、
忘

れ
る

こ
と

が
な

け

れ
ば

、
知

的
な

意
味

で
心

地
よ

い
刺

激
を

提
供

す
る

授
業

の
ア

イ
デ

ア
や

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

の
は

、
さ

ほ
ど

難
し

い
こ

と

で
は

な
い

の
で

す
。

も
ち

ろ
ん

簡
単

に
で

き
る

、
と

い
う

意
味

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
こ

に
は

産
み

の
苦

し
み

が
伴

い
ま

す

が
、

そ
れ

は
や

が
て

誕
生

の
喜

び
に

変
わ

る
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

そ
れ

が
教

師
の

喜
び

の
予

感
、

実
践

し
て

手
に

す
る

、

あ
る

い
は

心
で

受
け

と
め

る
喜

び
の

実
感

、
そ

れ
ら

が
明

日
明

後
日

の
営

み
に

つ
な

が
っ

て
い

く
の

で
す

ね
。

楽
だ

と
は

申

し
ま

せ
ん

。
で

も
、

確
実

な
の

は
、

楽
し

い
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

こ
の

喜
び

と
楽

し
さ

を
共

有
し

ま
し

ょ
う

。
増

幅
し

ま

し
ょ

う
。

 

 オ
ウ

ム
真

理
教

と
阪

神
淡

路
大

震
災

。
一

見
、
真

逆
に

み
え

る
こ

の
二

つ
に

共
通
す
る
も
の
は
「
こ
れ
を
す
れ
ば
変
わ
れ
る
」

と
い

う
こ

と
だ

と
い

う
こ

と
を

聞
い

た
時

、
な

る
ほ

ど
な

と
思

い
ま

し
た

。
「

自
分

を
変

え
た

い
」
「

こ
ん

な
生

活
か

ら
抜

け

出
し

た
い

」
、
そ

ん
な

気
持

ち
が

オ
ウ

ム
真

理
教

な
ど

の
団

体
に

入
る

理
由

な
の

だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
バ
カ
に
で
き
な
い
で

す
ね

。
こ

の
世

の
中

、
そ

う
考

え
て

い
る

人
は

た
く

さ
ん

い
る

と
思

い
ま

す
。
す

ご
く
危
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「

大
切

な
も

の
は

自
分

の
内

側
に

あ
る

」
、
最

後
の

青
い

鳥
の

話
。
あ

ま
り

内
側

な
ん

て
の

は
気
付
か
な
い
も
の
で
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
内

側
を

し
っ

か
り

見
て

、
青

い
鳥

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
ら

な
ぁ

と
思

い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
ま
の

15
回

で
し
た

が
、
こ

の
講

義
を

受
け

て
ほ
ん

と
に

よ
か

っ
た

で
す

。（
美

瑛
子

）
→

オ
ウ

ム
真

理
教
へ
の
入
信
、
そ
ん
な
の
お
か
し
い
と

思

う
の

が
当

た
り

前
じ

ゃ
な

い
、

誰
だ

っ
て

そ
う

思
う

で
し

ょ
う

…
。

そ
ん

な
風

に
捉

え
ら

れ
て

し
ま

っ
て

も
仕

方
の

な
い

話

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。
で

も
、

そ
こ

に
「

落
と

し
穴

」
が

あ
る

の
だ

と
い

う
こ

と
に

、
ぜ

ひ
と

も
お

気
づ

き
い

た
だ

き
、

日

本
の

、
い

や
世

界
の

将
来

を
担

う
次

世
代

、
さ

ら
に

そ
の

次
の

世
代

に
大

切
な

こ
と

を
し

ず
か

に
、

で
も

た
し

か
に

伝
え

て

い
っ

て
ほ

し
い

と
願

い
ま

す
。

そ
の

と
き

に
、

は
て

さ
て

、
ど

ん
な

言
の

葉
を

使
う

の
か

、
ど

ん
な

言
霊

に
託

す
の

か
、

そ
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 れ
は
な
か
な
か
に
難
し
く
、「

こ
れ
だ
！
」
と
い
う
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
に
か

え
っ

て
考

え
始

め
る

と
楽

し
く

て
眠

れ
な

く
な

る
ほ

ど
の

こ
と

な
の

で
、

あ
な

た
も

睡
眠

時
間

を
削

っ
て

、
そ

の
思

考
、

そ

の
試

行
に

お
つ

き
あ

い
く

だ
さ

い
。
「

青
い
鳥
」
、

人
と

場
合

に
よ

っ
て

は
、

こ
れ

さ
え

も
「

症
候

群
」

扱
い

に
さ

れ
て

し
ま

い
ま

す
が

、
そ

れ
を

く
ぐ

り
抜

け
て

、
大

切
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

こ
こ

に
載

せ
て

い
っ

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

お
頼

み
申

し

上
げ
ま
す
！

 

 15
回
の
授
業

、
す
べ
て

の
授
業

で
、
「

こ
の

授
業
を
履
修

し
て

良
か
っ
た

」
と

思
っ
て
き
ま
し

た
。
頭
の
体
操

や
お
も
し
ろ

い
話

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
て

、
気

付
く

と
と

て
も

真
剣

な
話

に
な

っ
て

い
て

、
授

業
の

内
容

に
と

て
も

素
直

に
納

得
で

き
ま

し

た
。
今
日
で

最
後
と
い
う
の
が
、
と
て
も
残
念
で
す
。
水
曜

2
限
は
い
つ
も
本
当
に
楽
し
み
で
し
た
。
こ
の
授
業
の
こ
と
を

家
族

や
友

人
、

塾
の

生
徒

に
話

す
こ

と
も

楽
し

み
で

し
た

。
秋

学
期

の
教

育
原

理
も

先
生

に
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

、

シ
ラ

バ
ス

を
何

度
も

チ
ェ

ッ
ク

し
、

先
生

の
名

前
が

な
い

こ
と

を
知

り
な

が
ら

も
思

っ
て

い
ま

す
。

毎
回

、
本

当
に

素
晴

ら

し
い
授
業
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
が
ヒ
ン
ト
を
下
さ
っ
た
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
」
、
ゆ
っ
く
り
お
こ

な
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

さ
く
ら
）
→

あ
り
が
と
う
。
励
み
に
な
り
ま
す
。
以
前
、
こ

の
広
場
上
で
ご
案
内
申
し
上

げ
た
わ
た
く

し
の
担
当
科
目
の
う
ち
、「

総
合
演
習
」
は
今
年
度
を
も
っ
て
閉
講
と
な
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
「
教
育
方
法

・

技
術
論
」
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
春
学
期
火
曜
日
の

3
限
で
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
お
越
し
下
さ
い
。
／
多
く
の

方
々

が
こ

れ
で

授
業

が
終

わ
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
残

念
で

あ
る

、
悲

し
い

、
さ

び
し

い
、

そ
の

よ
う

な
コ

メ
ン

ト
を

お
寄

せ

下
さ

っ
て

い
ま

す
。

担
当

者
と

し
て

は
身

に
余

る
光

栄
で

す
が

、
何

事
に

も
「

は
じ

め
」

と
「

お
わ

り
」

が
あ

り
ま

す
。

そ

の
、

あ
る

意
味

、
「

け
じ

め
」

と
い

う
か

、
「

く
ぎ

り
」

を
重

ん
じ

る
こ

と
も

大
切

な
の

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

れ
が

「
節

目
」

と
な

り
、

竹
の

よ
う

に
し

な
や

か
に

空
に

向
か

っ
て

伸
び

て
い

く
礎

と
な

る
の

だ
と

思
い

ま
す

。
わ

た
く

し
に

も
、

も
ち

ろ

ん
、
寂
寥
感

は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
会
え
ま
す
、
必
ず
会
え
ま
す

。

そ
う
信
じ
て
、
わ
た
く
し
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
を
歩
い
て
い
ま
す
よ
。
是
非
、
お
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

 

 最
近
、「

中
二

病
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
若
者
特
有
の
痛
い
思
考
を
指
す
言
葉
で
、
自
分
一
人
が
特
別
な
の

だ

と
思

っ
た

り
、

周
囲

の
人

々
と

の
差

別
化

を
し

よ
う

と
す

る
こ

と
で

す
。

私
は

中
学

生
の

頃
、

ま
さ

に
そ

れ
で

し
た

。
先

生

の
お

っ
し

ゃ
る

「
終

わ
り

な
き

日
常

」
に

飽
き

て
い

て
、

自
分

に
何

か
の

個
性

が
欲

し
く

て
、

そ
の

せ
い

か
、

と
て

も
不

安

定
な

精
神

状
態

で
し

た
。

些
細

な
こ

と
で

友
人

と
ぶ

つ
か

り
、

う
ま

く
い

か
な

い
と

子
ど

も
の

よ
う

に
泣

き
、

合
わ

な
い

人

た
ち

は
「

私
と

違
う

ん
だ

」
と

思
い

こ
ん

で
い

ま
し

た
。

今
、

考
え

れ
ば

、
ど

う
し

て
そ

ん
な

風
だ

っ
た

の
か

、
本

当
に

分

か
り

ま
せ

ん
。

た
だ

、
高

校
生

に
な

っ
た

時
、

は
っ

と
気

付
い

た
の

は
確

か
で

す
。

私
が

自
分

を
特

別
だ

な
ん

て
思

わ
な

く

て
も

、
世

界
は

同
じ

だ
し

、
皆

も
そ

う
い

う
思

い
を

抱
え

て
い

る
の

だ
と

、
ふ

と
思

っ
た

ん
で

す
。

き
っ

か
け

は
分

か
り

ま

せ
ん
が
、「

な
ー
ん
だ
」
と
思
っ
た
の
と
同
時
に
、
急
に
色
々
な
こ
と
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
「

さ

ま
よ

え
る

良
心

」
と

は
少

し
違

う
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

私
も

ま
た

日
常

を
変

え
て

く
れ

る
何

か
を

待
っ

て
い

た
の

だ
と

思

い
ま

す
。

今
、

私
は

楽
し

い
生

活
を

送
れ

て
い

ま
す

。
毎

日
や

る
こ

と
は

そ
ん

な
に

変
わ

ら
な

い
で

す
が

、
十

分
に

満
足

し

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

は
思

っ
て

い
る

ほ
ど

世
の

中
は

悪
く

な
い

、
そ

う
い

う
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
。

話
が

前
後

し
て

し
ま

い

ま
す

が
、

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
を

信
じ

て
い

る
と

私
は

中
学

二
年

ま
で

口
に

し
て

い
ま

し
た

。
実

際
は

も
っ

と
早

い
段

階
で

い

な
い

こ
と

に
は

気
付

い
て

い
た

の
で

す
。

だ
け

ど
、

そ
れ

で
終

わ
ら

せ
る

こ
と

は
嫌

で
し

た
。

も
し

、
そ

こ
で

認
め

て
し

ま

え
ば

、
私

は
つ

ま
ら

な
い

人
間

に
な

っ
て

し
ま

う
。

い
な

い
と

断
言

で
き

な
い

の
に

、
ど

う
し

て
諦

め
て

し
ま

う
の

か
。

い

31
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 た
方

が
楽

し
い

に
決

ま
っ

て
い

る
。

そ
う

思
っ

て
、

私
は

「
信

じ
て

い
る

」
と

言
い

続
け

ま
し

た
（

言
霊

で
す

ね
）
。

今
も
、

私
は

目
に

見
え

な
い

こ
と

を
信

じ
て

い
ま

す
。

理
由

は
単

純
に

「
そ

の
方

が
す

て
き

だ
か

ら
」

で
す

。
こ

の
頃

の
子

ど
も

は

や
け

に
現

実
的

で
少

し
悲

し
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

本
当

の
こ

と
な

ん
て

分
か

ら
な

い
も

の
の

方
が

多
い

の
だ

か
ら

、
せ

め

て
心

の
中

だ
け

は
自

由
で

い
て

い
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

子
ど

も
た

ち
に

そ
う

い
う

こ
と

を
伝

え
ら

れ
る

大
人

に
な

り
た

い

で
す

。
最

初
は

「
教

職
に

い
る

か
ら

」
と

思
っ

て
と

っ
た

授
業

で
し

た
が

、
こ

ん
な

に
面

白
い

授
業

と
は

思
っ

て
も

み
ま

せ

ん
で

し
た

。
三

浦
先

生
の

授
業

を
受

け
ら

れ
て

、
私

は
本

当
に

幸
運

で
す

。
15

回
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

佑
季

）

→
「

そ
の

方
が

す
て

き
だ

か
ら

」
。
と

い
う

言
葉

と
考

え
方

が
と

て
も

ス
テ

キ
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
カ
ラ
ー
を
大
切
に
ま
も

り
、

そ
だ

て
て

い
っ

て
く

だ
さ

い
。

必
ず

、
佳

き
実

践
が

誕
生

す
る

は
ず

で
す

。
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。
で

き
る

こ
と

な

ら
ば

報
告

を
し

て
く

だ
さ

い
ね

。
 

 は
じ

め
に

前
回

の
レ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
。「

硬
券

」
と

い
う

も
の

に
聞

き
覚

え
が

な
か
っ
た
の
で
、

w
ik

ip
ed

ia
の

力
を
借
り

て
調

べ
た

の
で

す
が

、
私

の
最

寄
り

駅
は

残
念

な
が

ら
硬

券
で

は
な

か
っ

た
で

す
…

。
し

か
し

、
近

江
鉄

道
日

野
駅

で
は

、

ま
だ

硬
券

が
使

用
さ

れ
て

い
る

と
い

う
情

報
を

入
手

し
て

驚
き

ま
し

た
（

同
じ

滋
賀

県
内

で
、

わ
り

と
私

の
住

ん
で

い
る

所

の
近

く
に

あ
る

町
な

の
で

す
）
。
あ

ま
り

詳
し

く
お

伝
え

で
き

な
く

て
申

し
訳

な
い

で
す
。
で
は
本
日
の
お
話
に
つ
い
て
。“

終

わ
り

な
き

日
常

”
の

終
わ

り
を

求
め

て
も

が
い

て
い

る
状

態
が

ま
さ

に
現

在
の

私
の

状
態

。
お

話
を

聞
い

て
い

る
と

ひ
ど

く

胸
に

刺
さ

る
こ

と
が

多
か

っ
た

で
す

。
本

当
に

大
切

な
も

の
ほ

ど
自

分
の

近
く

に
ず

っ
と

あ
る

は
ず

な
の

に
、

普
段

は
近

す

ぎ
る

故
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
そ

れ
で

も
、

そ
の

“
何

か
”

を
簡

単
に

見
つ

け
て

し
ま

う
の

で
は

意

味
は

な
く

、
そ

こ
に

た
ど

り
着

く
ま

で
の

過
程

を
経

て
、
多

く
の

経
験

を
踏

ま
え

て
成
長
し
た
自
分
に
見
つ
け
ら
れ
て
こ
そ
、

意
味

が
あ

る
尊

い
も

の
に

な
る

の
だ

と
思

い
ま

し
た

。
そ

れ
と

は
別

に
“

終
わ

り
な

き
日
常
（
毎
日
同
じ
状
態
の
繰
り
返
し
）
”

が
あ

る
か

ら
こ

そ
、

ご
く

た
ま

に
訪

れ
る

“
日

常
で

は
な

い
、

変
わ

っ
た

出
来

事
”

が
自

分
に

と
っ

て
輝

か
し

い
も

の
に

な

る
の

だ
と

も
思

い
ま

す
。

そ
の

た
め

に
は

“
終

わ
り

な
き

日
常

”
が

あ
る

こ
と

が
と

て
も

大
切

な
こ

と
に

な
る

…
。

や
は

り

「
一

日
一

日
を

大
切

に
す

る
」

姿
勢

を
忘

れ
る

こ
と

な
く

、
日

々
を

過
ご

し
て

い
き

た
い

で
す

。
今

日
で

こ
の

授
業

が
終

わ

る
と

思
う

と
す

ご
く

寂
し

い
で

す
。

秋
学

期
も

先
生

の
授

業
を

取
る

こ
と

が
で

き
た

ら
絶

対
に

取
り

ま
す

。
短

い
間

で
し

た

が
、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。（
優

子
）
→
振

り
返

っ
て

み
る

と
交

換
日

記
の
よ
う
で
し
た
ね
（
笑
）
。
さ

て
、「

終
わ
り

な
き

日
常

」
。
こ

こ
に

い
つ

ま
で

も
終

わ
ら

な
い

ル
ー

テ
ィ

ー
ン

の
繰

り
返

し
、
無

限
ル
ー
プ
、
そ
ん
な
も
の
を
感
じ
取
る
人

が
多

い
よ

う
で

す
が

、「
日

常
」
が

終
わ

ら
な

い
こ

と
は

と
て

も
大

切
な

こ
と

な
の

だ
、
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
ほ
し

い
と

願
う

の
で

す
。「

日
常

」
が

終
わ

っ
て

し
ま

っ
た

ら
ど

う
す

る
の

で
し

ょ
う

。
そ
こ
に
現
れ
出
る
の
は
「
非
日
常
」
で
し

ょ
う

か
。
毎

日
の

よ
う

に
登
場

す
る
「

非
日

常
」
。
こ

の
語

義
矛

盾
は

、
お

そ
ら

く
そ
の
ま
ま
感
性
と
理
性
と
知
性
の
昇
華

に

成
功

し
な

い
「

も
や

も
や

」
を

表
し

て
い

る
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。
昨

日
と

同
じ

今
日
、
今
日
と
同
じ
明
日
な
ど
な
い
の
に
、

そ
れ

を
同

じ
だ

と
、

悲
し

い
か

な
、

感
じ

て
し

ま
う

、
断

じ
て

し
ま

う
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
あ

り
方

、
そ

れ
こ

そ
を

俎
上

に

載
せ

て
じ

っ
く

り
と

調
理

し
た

い
（

し
て

ほ
し

い
）

も
の

で
す

ね
。

昨
日

と
今

日
は

違
う

、
そ

れ
は

例
え

ば
日

記
を

つ
け

る

こ
と

で
当

た
り

前
の

よ
う

に
確

か
め

ら
れ

る
も

の
と

な
り

ま
す

。
最

近
の

わ
た

く
し

は
息

子
（

長
男

）
に

つ
い

て
綴

る
ば

か

り
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

以
前

は
、

毎
日

、
日

記
を

綴
り

、
そ

れ
を

多
く

の
人

に
読

ん
で

も
ら

っ
て

い
ま

し
た

。
読

者

が
い

る
と

い
う

の
は

、
実

は
と

て
も

大
切

な
こ

と
な

の
で

す
。

あ
り

が
た

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

近
々

、
始

め
よ

う
か

し

ら
。

と
思

わ
せ

て
く

れ
る

レ
ポ

ー
ト

で
し

た
。

サ
ン

キ
ュ

。
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 今
日

は
今

ま
で

の
授

業
が

ど
う

い
っ

た
意

味
を

持
ち

、
教

育
と

ど
の

よ
う

い
関

連
し

て
い

た
の

か
が

分
か

り
、

今
は

な
ん

だ

か
晴

れ
や

か
で

す
っ

き
り

し
た

気
分

で
す

。
オ

ウ
ム

真
理

教
と

阪
神

淡
路

大
震

災
の

話
で

、
“
終
わ

り
な

き
日
常
”
“

さ
ま

よ

え
る

良
心

”
と

い
う

言
葉

が
出

て
き

ま
し

た
が

、
ま

さ
に

そ
の

通
り

だ
と

思
い

ま
す

。
実

際
、

私
も

今
そ

の
よ

う
な

心
理

状

況
で

す
。

高
校

か
ら

大
学

へ
入

学
す

る
時

に
、

大
学

に
入

れ
ば

何
か

今
ま

で
と

は
違

う
新

し
い

も
の

に
出

会
え

る
と

思
っ

て

私
は

入
学

し
ま

し
た

。
確

か
に

高
校

と
は

違
う

新
し

い
も

の
に

も
出

会
い

ま
し

た
が

、
そ

れ
ら

は
ど

こ
か

自
分

が
期

待
し

て

い
た

よ
う

な
も

の
と

は
違

う
気

が
し

て
、

今
で

も
大

学
に

入
学

し
て

何
が

変
わ

っ
た

の
か

分
か

ら
ず

、
た

だ
た

だ
淡

々
と

バ

イ
ト

と
授

業
の

行
っ

た
り

来
た

り
を

繰
り

返
す

日
々

を
送

っ
て

い
ま

す
。

で
も

、
今

日
、

先
生

の
話

を
聞

い
て

、
そ

の
答

え

は
外

で
は

な
く

、
自

分
の

中
に

あ
る

と
わ

か
り

、
な

ん
だ

か
ほ

っ
と

し
た

気
持

ち
に

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

は
焦

ら
ず

、

そ
の

答
え

を
自

分
の

中
で

模
索

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

本
来

、
授

業
と

は
、

知
識

ば
か

り
で

な
く

、
こ

う
い

っ
た

頭

を
使

っ
て

自
分

自
身

で
考

え
発

見
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

し
た

。
先

生
の

授
業

を
受

け
ら

れ

て
良

か
っ

た
で

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
（

茉
由

）
→
「

晴
れ

や
か

で
す

っ
き

り
」
、

最
終

回
の

印
象

、
感

想
と

し

て
こ

の
う

え
な

く
嬉

し
い

も
の

で
す

。
あ

り
が

と
う

。
／

大
学

に
入

れ
ば

高
校

ま
で

の
授

業
と

は
違

う
「

何
か

」
に

出
会

え

る
、

わ
た

く
し

も
そ

ん
な

「
期

待
」

に
胸

を
い

く
ば

く
か

膨
ら

ま
せ

て
大

学
の

門
を

く
ぐ

り
ま

し
た

。
し

か
し

そ
こ

で
待

っ

て
い
た
も
の

は
、
一
回
目
な
の
に
挨
拶
も
何
も
な
く
、
い
き
な
り
「
教
科
書
の

23
頁
を
開
い
て
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
授

業
で
し
た
。
そ
ん
な
教
師
で
し
た
か
ら
（
教
師
の
名
に
値
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
）

22
頁
ま

で
を
省
略
す
る
意
味
に
つ
い

て
の
言
及
の
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、

23
頁
か
ら
数
頁
分
を
読
み
上
げ
た
後
、
読
ん
だ
内
容
を
そ
の
ま
ま
板
書
し
や
が
り
ま
し

た
（

失
礼

）
。

教
科

書
が

あ
れ

ば
、

こ
の

先
生

は
い

ら
な

い
。

そ
れ

が
初

め
て

受
け

た
大

学
の

授
業

の
感

想
で

し
た

。
以

後
、

同
じ

よ
う

に
期

待
を

裏
切

ら
れ

る
こ

と
幾

た
び

、
そ

れ
で

も
中

に
は

、
こ

れ
ぞ

大
学

の
講

義
に

値
す

る
も

の
だ

と
感

銘
を

受

け
る

授
業

も
あ

り
、

失
望

と
希

望
の

間
を

揺
れ

動
い

た
こ

と
を

今
で

も
は

っ
き

り
覚

え
て

い
ま

す
。

希
望

を
与

え
て

く
れ

た

授
業
は
、
教
授
が
そ
の
名
の
と
お
り
、
何
か
に
つ
い
て
告
白
（

pr
of

es
s）

し
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

Pr
of

es
so

r

た
る
も
の

pr
of

es
s
す
る
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
授
業
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
わ
た
く
し
の
中
に
深
く
根
付
い

た
考
え
方
で

あ
り
ま
す
。

Pr
of

es
sす

る
こ
と
が
不

自
然
で
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
が
単
な
る
知
識
の
転
移
の
場

で
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
、
配
慮
が
必
要
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、「

本
来
、
授
業
と
は
、
知
識
ば
か
り
で
な
く
、
こ
う
い
っ
た

頭
を

使
っ

て
自

分
自

身
で

考
え

発
見

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
な

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
い

ま
し

た
」

と
い

う
コ

メ
ン

ト
は

と

て
も
嬉
し
い
の
で
す
。
再
度
、
あ
り
が
と
う
。

 

 今
日
で
授
業
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
授
業
の
第
二
回
目
か
ら
決
め
て
い
た
こ
と
を
「
告
白
」
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
先
生
の
持
論
に
イ
チ
ャ
モ
ン
を
つ
け
る
こ
と
で
す
（
笑
）
。
私
は
自
分
で
も
ひ
ね
く
れ
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
で

す
が

、
他

人
の

困
っ

て
い

る
顔

を
見

る
の

が
楽

し
い

ん
で

す
。

別
に

悩
み

が
あ

っ
た

り
し

て
、

そ
れ

で
困

っ
て

い
る

人
を

見

る
の
が
楽
し
い
の
で
は
な
く
て
、「

持
論
崩
し
た
が
り
屋
」
な
だ
け
で
す
。
で
も
私
は
ま
だ
そ
の
「
持
論
崩
し
た
が
り
屋
」
に

な
り
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
（
笑
）
。
も
は
や
「
バ
カ
」
で
す
。
今
日
の
サ
ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
お

話
も

、
私

の
母

か
ら

教
え

て
も

ら
っ

て
、

そ
れ

が
そ

の
ま

ま
私

の
持

論
と

な
っ

た
持

論
（

や
や

こ
し

く
書

い

て
ス
ミ
マ
セ
ン
）
と
一
致
し
て
い
た
の
で
、「

ふ
ん
ふ
ん
そ
う
だ
ろ
」
み
た
い
に
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
（
頭
も
し
く
は
心

の

中
で
）
。
先
生

を
崩
す
こ
と
は
私
に
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
い
つ
か
は
先
生
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

物

事
を

見
、

そ
の

上
で

持
論

を
持

て
る

の
な

ら
持

ち
、

持
て

な
い

も
の

な
ら

概
念

は
理

解
し

て
い

る
柔

軟
な

人
間

に
な

り
た

い

と
思
い
ま
す
（
←
こ
こ
が
先
生
と
同
じ
か
は
知
れ
な
い
で
す
し
、
反
対
と
か
だ
っ
た
ら
ス
ミ
マ
セ
ン
）
。
あ
と
「

答
え
は
い
つ

32
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 も
自

分
の

中
に

あ
る

」
と

い
う

言
葉

も
忘

れ
な

い
よ

う
に

し
ま

す
!!あ

り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
し

た
。
（
怜
奈

）
→

「
持
論
崩
し

た
が

り
屋

」
、
そ

う
そ

う
、
わ
た

く
し

に
も

そ
う

い
う

側
面

が
あ

り
ま

し
た

。
特

に
持
論
を
高
邁
な
も
の
だ
と
信
じ
、
他
の

意

見
な

ど
は

な
か

ら
軽

ん
じ

て
一

顧
だ

に
し

な
い

輩
が

相
手

と
な

る
と

、
獲

物
を

狙
う

豹
の

よ
う

に
（

獅
子

で
も

ハ
ン

タ
ー

で

も
シ

ャ
チ

で
も

サ
メ

で
も

い
い

の
で

す
が

）
、
そ

の
論

の
ほ

こ
ろ

び
を

探
し

、
矛

盾
を
つ
き
つ
け
る
、
そ
ん
な
こ
と
、
昔
、
よ

く
や

り
ま

し
た

。
あ

の
頃

は
、
そ

れ
を

痛
快

、
爽

快
と

感
じ

て
い

ま
し

た
が

、
や

が
て
ば
か
ば
か
し
く
な
っ
て
辞
め
ま
し
た
。

限
り

あ
る

時
間

を
そ

ん
な

こ
と

に
費

や
し

て
い

る
場

合
で

は
な

い
、

そ
う

気
付

い
た

か
ら

で
す

。
と

は
い

え
、

体
を

張
っ

て

で
も

阻
止

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
危

険
な

思
想

が
そ

こ
に

あ
っ

た
と

し
た

ら
、

今
で

も
闘

う
気

持
ち

は
忘

れ
て

い
な

い
つ

も

り
で

す
。

闘
う

必
要

な
ど

な
い

方
が

い
い

の
で

す
け

れ
ど

ね
。

 

 今
日

の
授

業
を

受
け

て
、

今
ま

で
の

教
職

概
説

の
授

業
を

含
め

て
、

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

思
い

出
し

た
り

、
考

え
た

り
し

ま

し
た

。
終

わ
り

な
き

日
常

か
ら

の
脱

却
を

求
め

て
非

日
常

に
憧

れ
る

。
け

れ
ど

も
、

手
に

し
た

そ
の

非
日

常
さ

え
も

、
数

日

が
た

つ
と

終
わ

り
な

き
日

常
の

よ
う

に
感

じ
ら

れ
て

し
ま

っ
て

、
そ

の
ス

パ
イ

ラ
ル

か
ら

抜
け

出
せ

な
く

な
っ

て
し

ま
う

の

だ
ろ

う
と

思
い

ま
し

た
。
『

塀
に

つ
い

た
ド

ア
』

と
い

う
H

.G
.ウ

ェ
ル

ズ
の

作
品

を
思
い
出
し
ま

し
た
。
こ
の

作
品
は
簡
単

に
説

明
す

る
と

、
現

実
に

満
足

で
き

ず
非

日
常

を
求

め
続

け
て

最
後

に
は

死
ん

で
し

ま
う

と
い

う
よ

う
な

話
な

の
で

す
が

、

今
日

の
授

業
を

通
し

て
、

自
分

に
足

り
な

い
と

感
じ

る
も

の
、

望
む

も
の

を
自

分
の

外
に

求
め

て
は

い
け

な
い

と
分

か
り

ま

し
た

。
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

確
立

で
は

な
く

、
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

確
認

と
い

う
意

味
が

改
め

て
し

っ
か

り
と

理
解

で

き
ま

し
た

し
、

納
得

で
き

ま
し

た
。

答
え

は
す

で
に

自
分

の
中

に
存

在
し

て
い

る
と

い
う

考
え

方
は

今
ま

で
し

た
こ

と
が

な

か
っ

た
の

で
、

そ
れ

も
き

っ
と

、
答

え
は

外
に

あ
る

と
い

う
固

定
観

念
に

縛
ら

れ
て

い
た

の
だ

ろ
う

な
と

思
い

ま
し

た
。

こ

の
教

職
概

説
の

講
義

は
今

ま
で

の
自

分
の

中
に

あ
っ

た
悪

い
意

味
で

の
固

定
観

念
を

な
く

し
て

く
れ

た
よ

う
に

思
い

ま
す

。

そ
し

て
、

こ
れ

か
ら

は
そ

れ
を

伝
え

て
い

け
る

よ
う

に
も

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

し
た

（
も

ち
ろ

ん
、

自
分

の
ア

イ
デ

ン

テ
ィ

テ
ィ

の
確

認
を

大
切

に
し

た
上

で
…

）
。
本

当
に

自
分

に
と

っ
て

良
い

講
義

だ
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

。（
尭

純
）
→

塀
に

つ
い
た

緑
色

の
扉

に
ひ

ど
く

心
を

奪
わ

れ
る

、
と

い
う

こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
扉

を
く

ぐ
っ

て
し

ま
う

ほ
ど

の
衝

動
を

わ
た

く
し

自
身

は
今

ま
で

の
人

生
の

中
で

覚
え

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

い
や

、
あ

っ

た
の

か
な

ぁ
、

あ
の

と
き

の
あ

れ
が

そ
う

な
の

か
な

ぁ
…

。
と

い
う

よ
う

に
、

こ
の

手
の

話
は

あ
ち

ら
こ

ち
ら

へ
と

想
像

力

や
探

求
心

が
枝

葉
を

伸
ば

し
て

い
っ

て
し

ま
い

ま
す

ね
。

／
非

日
常

が
や

が
て

日
常

に
堕

す
る

の
は

、
非

日
常

の
な

せ
る

わ

ざ
で

は
な

く
、

日
常

を
営

ん
で

い
る

自
分

の
気

持
ち

や
姿

勢
が

も
た

ら
す

も
の

な
の

で
す

ね
。

そ
の

こ
と

に
気

付
か

な
い

か

ら
日

常
か

ら
の

脱
走

を
無

邪
気

に
も

試
み

よ
う

と
す

る
の

で
し

ょ
う

。
ハ

レ
と

ケ
。

ハ
レ

の
舞

台
は

日
常

の
鍛

錬
あ

っ
て

こ

そ
の

も
の

と
心

得
た

い
も

の
で

す
ね

。
 

 私
の

こ
と

を
“

待
っ

て
い

る
は

ず
の

何
か

”
を

求
め

て
い

く
の

で
は

な
く

て
、

求
め

て
飛

び
出

し
た

、
そ

の
行

く
先

々
で

手

に
入

れ
た

も
の

を
私

の
糧

と
し

て
い

く
こ

と
。

そ
も

そ
も

私
を

待
っ

て
く

れ
て

い
る

も
の

な
ん

て
、

な
い

ん
で

す
ね

。
待

っ

て
い

て
は

何
も

は
じ

ま
ら

な
い

、
自

分
か

ら
動

い
て

い
か

な
け

れ
ば

身
に

つ
か

な
い

こ
と

っ
て

、
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
も

ん

ね
。

理
屈

（
？

）
は

分
か

る
け

れ
ど

も
、

そ
れ

が
な

ん
な

の
か

と
い

う
具

体
的

な
も

の
が

分
か

ら
な

い
私

は
、

ま
だ

ま
だ

受

け
身

の
ま

ま
で

す
。

で
も

、
先

生
の

15
回

の
講

義
は

い
つ

も
い

つ
も

私
の

心
を

常
に
動
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
『
広
場
』
全

14
冊

は
全

て
捨

て
ず

に
あ

り
ま

す
。
読

み
返

せ
ば

、
そ

の
時

、
何

の
話

を
聞

き
、
私
が
何
を
思
っ
た
の
か
、
思
い
出
せ
る

自

信
も

あ
り

ま
す

。
大

学
生

に
な

っ
て

、
こ

ん
な

に
も

す
て

き
な

話
を

聞
く

こ
と

が
で

き
る

な
ん

て
、

思
っ

て
も

み
ま

せ
ん

で
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 し
た
。“

1
回
生

の
春
学
期
”
と
い
う
時
期
に
、
こ
の
講
義
に
出
会
え
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
講
義
で
先
生

か
ら

受
け

取
っ

た
も

の
、

す
べ

て
を

こ
の

大
学

生
活

に
活

か
し

て
い

け
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
お

世
話

に
な

り
ま

し

た
!!（

遼
子
）
→

あ
り
が
と
う
。
今
期
は
『
広
場
』
を
冊
子
体
で
提
供
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
両

面

印
刷

の
も

の
で

は
あ

っ
て

も
一

枚
ず

つ
バ

ラ
バ

ラ
に

講
義

室
前

方
に

配
置

し
て

あ
っ

た
今

ま
で

と
は

異
な

り
、

ス
ム

ー
ズ

に

授
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「

バ
ラ
バ
ラ
」
だ
と
、
そ
れ
を
一
枚
ず
つ
手
に
す
る
の
に
行
列
が
で
き

て
し

ま
う

の
で

す
ね

。
次

期
も

同
じ

よ
う

に
冊

子
体

の
『

広
場

』
づ

く
り

に
い

そ
し

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
も

う
一

つ
、

今

ま
で

の
『

広
場

』
と

異
な

っ
た

点
は

ボ
リ

ュ
ー

ム
ア

ッ
プ

し
た

こ
と

で
す

。
み

な
さ

ま
の

力
作

を
目

に
す

る
と

、
こ

ち
ら

の

都
合

（
気

力
・

体
力

・
電

力
）

だ
け

で
掲

載
本

数
を

決
め

て
は

な
ら

な
い

と
強

く
思

い
ま

す
。

最
終

的
に

掲
載

本
数

を
決

め

た
の

は
「

限
り

の
あ

る
時

間
」

で
し

た
が

、
も

う
少

し
増

や
し

た
い

と
い

つ
も

思
っ

て
い

ま
し

た
。

／
「

期
待

」
と

い
う

言

葉
を

な
る

べ
く

使
わ

な
い

よ
う

に
し

よ
う

と
考

え
て

い
ま

す
。
「

期
し

て
待

つ
」
、

人
事

を
尽

く
し

た
あ

と
な

ら
、

そ
れ

も
ま

た
可

な
り

、
と

は
思

い
ま

す
が

、
そ

う
で

な
い

の
な

ら
、

こ
れ

は
戒

め
る

べ
き

姿
勢

、
態

度
で

は
な

い
か

と
思

う
の

で
す

。

／
教

師
と

し
て

、
児

童
・

生
徒

の
育

ち
を

「
待

つ
」

の
は

大
切

な
こ

と
で

す
が

、
そ

の
こ

と
と

、
今

、
こ

こ
で

話
題

に
し

て

い
る
「
待
つ
」
と
を
一
緒
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
／
期
待
で
は
な
く
希
望
を
、
そ
れ
が
わ
た
く
し
の
願
い
で
す
。

 

 “
終

わ
り

な
き

日
常

”
と

い
う

言
葉

が
自

分
に

も
あ

て
は

ま
る

気
が

し
ま

し
た

。
今

の
自

分
を

変
え

た
い

、
新

し
い

こ
と

に

挑
戦

し
た

い
、

な
ど

と
い

っ
た

こ
と

を
強

く
思

う
時

も
あ

り
ま

す
。

今
日

の
先

生
の

お
話

で
気

づ
け

た
こ

と
は

自
分

を
変

え

る
た

め
に

他
の

物
に

頼
る

の
で

は
な

く
、

自
分

の
中

の
ス

キ
ー

マ
に

と
ら

わ
れ

な
い

こ
と

や
、

子
ど

も
社

会
の

ル
ー

ル
で

は

な
く

大
人

社
会

の
ル

ー
ル

に
従

っ
て

み
る

こ
と

、
こ

れ
だ

け
で

も
大

き
な

変
化

が
あ

る
の

だ
と

思
い

ま
し

た
。

外
側

を
着

飾

る
の
で
は
な
く
、
内
面
を
充
実
さ
せ
、“

終
わ
り
な
き
日
常
”
か
ら
抜
け
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
春
学
期
間
、
毎
回
お
も
し

ろ
く
、
楽
し

く
、
色
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
授
業
ば
か
り
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

詢
）
→
見
た

目

を
気

に
す

る
の

は
多

く
の

人
に

共
通

す
る

こ
と

。
で

す
が

、
や

が
て

内
面

か
ら

に
じ

み
出

る
も

の
に

勝
る

「
見

た
目

」
は

な

い
と

知
る

は
ず

で
す

。
内

面
か

ら
何

か
が

に
じ

み
出

る
よ

う
に

な
る

に
は

、
内

面
を

見
つ

め
る

こ
と

が
不

可
欠

。
内

面
が

輝

き
を

外
へ

放
つ

の
を

妨
げ

て
い

る
も

の
は

何
な

の
か

を
知

る
こ

と
も

大
切

。
ス

キ
ー

マ
か

ら
解

放
さ

れ
る

こ
と

の
必

要
性

は

こ
の

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い
る

の
で

す
ね

。
／

新
し

い
こ

と
に

挑
戦

す
る

の
は

、
と

て
も

大
切

な
こ

と
で

す
。

役
割

実
験

だ

と
お

心
得

頂
き

、
モ

ラ
ト

リ
ア

ム
の

こ
の

時
期

に
こ

そ
で

き
る

こ
と

な
の

だ
と

お
考

え
く

だ
さ

い
ね

。
も

ち
ろ

ん
、

新
し

い

こ
と
に
挑
戦

す
れ
ば
必
ず
自
分
は
変
わ
る
の
だ
と
い
う
ス
キ
ー
マ
か
ら
は
自
由
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

 

 「
答
え
は
自

分
の
中
に
あ
る
」
。
似
た
よ
う
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
に
何
回
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ

ほ
ど

の
説

得
力

と
重

み
を

持
っ

て
私

の
心

の
中

に
入

っ
て

き
た

の
は

初
め

て
で

す
。

こ
の

講
義

で
知

識
を

得
る

よ
り

も
ず

っ

と
根

本
的

な
こ

と
と

向
き

合
っ

て
き

ま
し

た
が

、
単

語
を

覚
え

た
り

す
る

こ
と

よ
り

も
ず

っ
と

頭
を

悩
ま

せ
ま

し
た

。
と

て

も
15

回
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。
良
い
経
験
っ
て
、
机
〔
の
前
〕
に
た
だ
座
っ
て
人
の
話
を
聞
く
だ
け
で
で
き
る
ん
で
す
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

久
遠
）
→
あ
り
が
と
う
。
知
識
の
受
け
渡
し
を
す
る
こ
と
に
、
わ
た
く
し
は
重
き
を
置
い

て

い
ま

せ
ん

。
で

も
、

知
識

に
た

ど
り

着
く

た
め

の
姿

勢
、

ス
タ

ン
ス

、
ス

タ
イ

ル
、

方
法

、
ア

プ
ロ

ー
チ

、
そ

う
い

っ
た

こ

と
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

こ
と

が
ヒ

ン
ト

に
な

る
の

だ
と

お
伝

え
し

た
い

と
願

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

の
こ

と
を

「
根

本
的

な

こ
と

」
と

い
う

次
元

で
捉

え
て

い
た

だ
け

た
の

な
ら

、
わ

た
く

し
と

し
て

は
、

た
い

そ
う

、
嬉

し
ゅ

う
ご

ざ
い

ま
す

。
最

も

「
根

本
的

な
こ

と
」

と
は

「
問

い
を

見
つ

め
直

す
こ

と
」

な
の

だ
と

考
え

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

を
楽

し
か

っ
た

と
言

っ
て

頂
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 け
る

の
も

や
は

り
嬉

し
い

も
の

で
す

。
／

あ
な

た
が

「
た

だ
机

の
前

に
座

っ
て

人
の

話
を

聞
く

だ
け

」
だ

っ
た

と
は

思
い

ま

せ
ん

。
確

か
に

授
業

に
積

極
的

に
参

加
し

て
く

だ
さ

い
ま

し
た

。
た

と
え

、
そ

の
時

、
そ

の
場

で
、

言
葉

を
口

に
し

て
発

す

る
こ

と
が

な
く

て
も

、
気

持
ち

が
こ

ち
ら

に
伝

わ
っ

て
き

ま
し

た
。
そ

れ
は

レ
ポ

ー
ト
を
読
め
ば
わ
か
る
こ
と
で
す
。
再
度
、

あ
り

が
と

う
。

 

 こ
れ

ま
で

の
授

業
は

全
て

、
今

日
の

テ
ー

マ
に

至
る

た
め

の
も

の
だ

っ
た

ん
で

す
ね
。「

子
ど
も
の
ル
ー
ル
」
と
「
大
人
の

ル

ー
ル

」
。

教
え

る
側

が
こ

れ
を

理
解

し
て

い
な

け
れ

ば
確

か
に

大
変

な
こ

と
に

な
る

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
「

教
職

」
と

い
う

大
人

の
も

の
を

学
ぶ

私
達

が
、

実
は

ま
だ

「
子

ど
も

と
大

人
の

は
ざ

ま
」

で
あ

る
こ

と
を

実
感

さ
せ

ら
れ

ま
し

た
。

こ
れ

ほ

ど
「

目
標

を
持

っ
て

」
「

自
信

を
持

っ
て

」
「

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

が
…

」
な

ど
と

言
わ

れ
る

こ
と

に
抵

抗
感

を
抱

い
て

い
た

私
に

と
っ

て
、
こ

の
授

業
は
本

当
に

た
め

に
な

り
ま

し
た

。「
早

く
、
早

く
」
と

急
か

さ
れ
続
け
て
き
た
私
達
に
「
ゆ
っ
く
り
、

し
っ

か
り

探
し

な
さ

い
」
と

言
わ

れ
て

い
る

よ
う

に
思

え
ま

し
た

。「
教

え
る

」
と
い
う
の
は
、
や
は
り
「
ひ
き
だ
す
」
も
の

で
あ

っ
て

ほ
し

い
と

私
は

思
い

ま
す

。
全

て
は

自
分

の
中

に
あ

っ
て

、
最

終
的

に
解

決
で

き
る

の
は

自
分

し
か

い
な

い
の

だ

と
強

く
思

い
ま

し
た

。
外

の
も

の
は

あ
く

ま
で

も
「

ヒ
ン

ト
」

な
の

だ
と

い
う

こ
と

を
心

に
留

め
て

お
き

ま
す

。
思

え
ば

大

学
に

来
て

一
番

最
初

の
授

業
が

こ
の

授
業

で
し

た
。

他
の

授
業

と
は

全
く

違
っ

た
形

式
の

授
業

で
し

た
が

、
先

生
は

ど
の

先

生
よ

り
も
「

ひ
き

だ
す

」
と

い
う

こ
と

を
し

て
く

れ
た

よ
う

に
思

い
ま

す
。「

押
さ

え
て
」
教
え
る
よ
り
も
、
も
っ
と
大
事
で

、

基
本

的
な

（
け

れ
ど

忘
れ

が
ち

な
）

も
の

を
私

た
ち

に
伝

え
て

く
れ

た
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

そ
し

て
毎

回
の

レ
ポ

ー
ト

の

返
事

や
、
先

生
自

身
の

体
験

談
に

も
ず

い
ぶ

ん
勇

気
づ

け
ら

れ
ま

し
た

。「
悩

ん
で
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き

て
良

か
っ

た
で

す
。

ま
だ

ま
だ

学
生

生
活

に
も

、
自

分
自

身
の

こ
と

に
も

不
安

は
た

く
さ

ん
あ

る
け

れ
ど

、
こ

の
授

業
で

学

ん
だ

こ
と

を
忘

れ
ず

に
、

自
分

と
向

き
合

い
た

い
と

思
い

ま
す

。
春

学
期

で
受

け
た

授
業

で
、

こ
の

授
業

が
私

に
と

っ
て

一

番
楽

し
み

で
、
ま

た
楽

し
い

授
業

で
し

た
。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。（
怜

良
）
→
あ
り
が
と
う
。
わ
た
く
し
に
と
っ

て

励
み

と
な

り
、

支
え

と
な

る
レ

ポ
ー

ト
で

す
。

／
高

校
を

卒
業

す
る

ま
で

に
、

誰
も

が
「

問
い

に
は

必
ず

最
適

解
が

一
つ

あ

る
」
、
そ

し
て
「

問
い

と
答

え
の

間
が

短
い

こ
と

が
善

で
あ

り
、
美

で
あ

る
」
と

い
う
よ
う
に
思
い
こ
ま
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の

こ
と

は
今

ま
で

に
い

く
た

び
か

お
伝

え
し

た
こ

と
な

の
で

す
が

、
と

て
も

大
切

な
こ

と
だ

と
思

う
の

で
、

再
度

、
お

伝

え
す

る
こ

と
を

お
許

し
く

だ
さ

い
。

世
の

中
に

は
答

え
が

な
い

も
の

、
答

え
が

一
定

で
は

な
い

も
の

、
そ

ん
な

問
い

が
う

じ

ゃ
う

じ
ゃ

あ
り

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

問
題

に
教

科
書

な
ど

で
教

え
込

ま
れ

た
公

式
の

よ
う

な
ス

タ
ン

ス
で

立
ち

向
か

っ
て

い

っ
た

と
こ

ろ
で

、
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

な
こ

た
え

な
ど

得
ら

れ
る

は
ず

が
あ

り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
、「

ゆ

っ
く

り
・

し
っ

か
り

」
と

い
う

ス
タ

ン
ス

が
わ

た
く

し
の

中
に

育
ま

れ
た

の
で

し
ょ

う
。

そ
れ

が
伝

わ
っ

た
こ

と
、

と
て

も

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

 

 今
回

の
教

職
概

説
の

授
業

を
受

け
て

、
春

学
期

の
今

ま
で

の
教

職
概

説
の

授
業

内
容

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

先

生
の

お
話

は
い

つ
も

「
ど

う
理

解
す

れ
ば

い
い

の
か

？
」

と
考

え
さ

せ
ら

れ
る

授
業

で
し

た
。

私
は

理
解

し
よ

う
と

す
る

こ

と
が

好
き

な
の

で
、

こ
の

授
業

は
本

当
に

楽
し

か
っ

た
で

す
。

ま
た

、
教

師
に

な
る

た
め

に
必

要
な

気
持

ち
や

、
知

っ
て

お

く
と

便
利

な
こ

と
を

教
え

て
く

れ
て

、
よ

り
一

層
教

師
に

な
り

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
先

生
の

お
話

は
最

後
の

最
後

ま
で

お

も
し

ろ
か

っ
た

の
で

、
こ

の
授

業
を

受
け

て
本

当
に

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。
私

も
い

つ
か

先
生

の
よ

う
な

指
導

者
に

な

れ
る

よ
う

に
、

今
回

の
教

職
概

説
を

復
習

し
て

努
力

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

最
後

に
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
。

感
動

し

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
（

敏
弥

）
→

あ
り

が
と

う
。
「

復
習

」
し

て
い

た
だ

け
る

の
は

た
い

そ
う

嬉
し

い
こ
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 と
で
す
。
そ

こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
あ
な
た
が
学
ん
だ
こ
と
を
「
あ
な
た
の

ve
rs

io
n」

へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
わ

た
く
し
が
授
業
で
お
伝
え
し
た
こ
と
は
、
言
う
な
れ
ば
私
に
と
っ
て
の
知
識
・
情
報
・
考
え
方
、
つ
ま
り
“

m
y 

ve
rs

io
n 

of
 

kn
ow

le
dg

e”
で

す
。

こ
の

ま
ま

で
は

あ
な

た
に

と
っ

て
は

借
り

物
の

よ
う

な
も

の
。

で
す

か
ら

、
そ

こ
に

あ
な

た
な

ら
で

は
の
経
験
を
加
味
し
、
あ
な
た
な
ら
で
は
の
表
現
を
工
夫
し
て
こ
そ
、“

yo
ur

 v
er

si
on

 o
f k

no
w

le
dg

e”
に
な
る
と
い
う
も

の
。
ど
う
か

、
そ
の
営
み
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 大
学
に
入
学

し
て
も
う
す
ぐ

4
ヶ
月
で
す
。
最
初
に
こ
の
講
義
を
受
け
た
時
か
ら
、
何
か
他
の
授
業
と
は
少
し
違
う
と
思
っ

て
い

ま
す

。
問

題
を

解
く

、
と

い
う

よ
り

も
考

え
る

。
ノ

ー
ト

を
取

る
と

い
う

よ
り

は
話

を
聞

く
。

こ
の

講
義

で
は

た
く

さ

ん
の

事
を

学
べ

た
と

思
い

ま
す

。
そ

の
中

で
も

大
き

か
っ

た
の

は
、

違
う

視
点

か
ら

物
事

を
見

る
と

い
う

こ
と

で
す

。
私

は

い
ろ

ん
な

視
点

か
ら

自
分

を
ま

ず
は

見
直

す
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

自
分

自
身

は
自

分
で

見
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
だ

か

ら
見
え
な
い

も
の
は
心
の
中
で
見
て
考
え
て
い
ま
す
。

15
回
は
多
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
。
先
生
の
友
だ
ち
の
話

や
体

験
談

は
い

ろ
ん

な
こ

と
を

考
え

さ
せ

ら
れ

ま
し

た
。

今
、

考
え

る
と

、
全

て
先

生
の

言
い

た
い

こ
と

を
伝

え
て

い
た

ん

で
す

ね
。

私
は

あ
ま

り
気

づ
け

ま
せ

ん
で

し
た

が
…

。
教

職
概

説
の

広
場

の
シ

ス
テ

ム
、

と
て

も
良

か
っ

た
で

す
。

私
は

外

国
語

学
部

な
の

で
、

こ
ん

な
に

人
が

多
い

授
業

は
こ

れ
以

外
に

一
つ

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

で
も

、
先

生
は

皆
の

レ
ポ

ー
ト

に

目
を
通
し
、

感
想
を
つ
け
て

く
れ
て
い

て
す
ご

い
と
思

い
ま
す

。
15

回
の
す
て

き
な
講
義
を

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

（
美

波
）
→

こ
ち

ら
こ

そ
、

素
敵

な
感

想
を

あ
り

が
と

う
。
「

い
ろ

ん
な

視
点

か
ら

自
分

を
見

直
す

よ
う

に
な

っ
た

」
の

は
、

と
て
も
素
敵
な
こ
と
で
す
ね
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
は
自
分
か
ら
は
「
見
え
な
い
も
の
」
、
最
終
回
の
講
義
の
大
切
な
ワ
ー

ド

と
き
ち
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
素
晴
ら
し
い
。
／
「
広
場
」
、
こ
れ
を
シ
ス
テ
ム
と
呼
ん
で
下
さ
る
人
は
、
存
外
、
少

な
い

の
で

す
よ

。
あ

な
た

た
ち

受
講

生
と

わ
た

く
し

教
師

と
を

取
り

結
ぶ

シ
ス

テ
ム

。
学

生
が

授
業

に
参

加
し

て
い

る
の

だ

と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
。「

シ
ス
テ
ム
」
は
、
時
と
し
て
無
機
質
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
言
葉
で
す
が
、

そ
う

で
は

な
い

の
だ

と
、

わ
た

く
し

は
自

分
の

実
践

を
振

り
返

っ
て

思
い

ま
す

。
体

力
と

気
力

と
電

力
の

続
く

限
り

、
こ

の

シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
「
気
力
」
は
本
人
に
と
っ
て
は
目
に
見
え
な
い
も
の
で
す
け
ど
ね
。

 

 僕
は

心
の

ど
こ

か
で

年
が

経
つ

と
な

る
よ

う
に

な
っ

て
い

く
も

の
だ

と
思

っ
て

き
ま

し
た

。
そ

し
て

大
な

り
小

な
り

あ
り

な

が
ら

も
、

い
ま

、
こ

う
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
こ

の
考

え
方

は
自

分
の

こ
と

で
あ

り
な

が
ら

、
ど

こ
か

他
人

事
に

考
え

て

い
る

よ
う

に
思

え
て

き
ま

し
た

。
今

回
の

授
業

で
、

毎
日

あ
ま

り
に

も
変

化
が

な
い

日
々

を
過

ご
す

こ
と

で
、

不
安

な
気

持

ち
に

な
っ

て
し

ま
う

若
者

が
、

外
部

の
環

境
を

借
り

て
、

そ
の

日
々

を
変

え
よ

う
と

す
る

こ
と

を
学

び
ま

し
た

。
こ

う
い

う

若
者

た
ち

も
自

分
の

こ
と

で
あ

る
の

に
、

ど
こ

か
他

人
事

に
考

え
て

し
ま

っ
て

い
る

の
か

も
し

れ
な

い
で

す
ね

。
そ

う
い

え

ば
、

さ
ま

ざ
ま

な
ス

キ
ー

マ
も

誰
か

か
ら

教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
を

た
だ

鵜
呑

み
に

し
て

い
る

だ
け

で
、

自
分

で
考

え
て

い

る
の
か
、
疑

問
に
思
え
て
き
ま
し
た
。「

答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
他
人
に
物
事
を
決
め
て
も
ら
う
の
で

は

な
く
て
、
自
分
で
ど
う
し
た
い
か
を
き
ち
ん
と
考
え
て
く
れ
と
い
う
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
す
ね
。（

一
樹
）
→
そ
の
と

お
り

で
す

。
自

分
の

人
生

で
は

誰
も

が
主

人
公

だ
、

と
い

う
こ

と
で

す
ね

。
／

時
の

経
過

が
答

え
を

も
た

ら
し

て
く

れ
る

と

い
う

考
え

は
、

例
え

ば
会

議
が

長
い

ほ
ど

、
そ

こ
で

決
定

さ
れ

た
こ

と
に

重
き

意
味

が
あ

る
と

い
う

愚
か

な
考

え
に

通
ず

る

も
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

そ
こ

に
か

け
た

時
間

の
長

さ
と

得
ら

れ
る

結
論

の
重

さ
と

の
間

に
は

必
ず

し
も

比
例

の
関

係

は
あ

り
ま

せ
ん

。
短

時
日

で
素

晴
ら

し
き

ア
イ

デ
ア

が
得

ら
れ

る
こ

と
が

し
ば

し
ば

あ
り

ま
す

。
回

数
を

重
ね

、
時

間
を

費

や
し

、
誰

で
も

が
思

い
つ

く
こ

と
の

で
き

る
結

論
し

か
得

ら
れ

な
い

会
議

が
山

と
い

う
ほ

ど
あ

り
ま

す
。

念
の

た
め

申
し

添
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 え
て

お
き

ま
す

が
「

時
が

問
題

を
解

決
し

て
く

れ
る

よ
」

と
い

う
フ

レ
ー

ズ
と

は
違

う
意

味
で

用
い

て
お

り
ま

す
。

大
切

な

こ
と

を
「

時
間

の
関

数
」

と
し

て
の

み
捉

え
な

い
よ

う
に

し
た

い
も

の
で

す
ね

。
 

 毎
週

水
曜

日
が

楽
し

み
で

し
た

。
友

だ
ち

は
週

の
真

ん
中

で
嫌

だ
と

い
い

ま
す

が
、

私
は

教
職

概
説

が
あ

る
お

か
げ

で
楽

し

め
ま

し
た

。
毎

週
、

自
分

で
は

気
づ

け
な

か
っ

た
こ

と
を

学
び

、
そ

の
度

、
新

鮮
な

気
持

ち
に

な
り

ま
し

た
。

そ
し

て
こ

の

授
業

で
は

よ
く

救
わ

れ
ま

し
た

。
私

は
色

々
と

う
し

ろ
め

た
い

こ
と

が
あ

っ
て

、
も

や
も

や
す

る
こ

と
に

悩
む

こ
と

が
多

々

あ
り

ま
す

。
で

も
、
こ

の
15

回
の

授
業

を
通

し
て

、
そ

の
半

分
以

上
は

解
消

さ
れ

ま
し
た
。
な
に
よ
り
も
先
生
か
ら
エ
ー
ル

を
送

っ
て

も
ら

っ
た

気
分

で
す

。
私

も
教

師
に

な
っ

た
ら

、
生

徒
、

学
生

た
ち

を
励

ま
し

て
あ

げ
ら

れ
る

よ
う

な
存

在
に

な

り
た

い
で

す
。

き
っ

と
悩

め
る

te
en

ag
er

s
に

は
、

こ
の

よ
う

な
存

在
が

必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
も
う
こ
の
楽
し
い

時
間

が
終

わ
っ

て
し

ま
う

と
思

う
と

さ
み

し
い

で
す

。
こ

れ
か

ら
の

試
験

、
自

己
採

点
と

な
り

ま
す

が
、

赤
点

と
ら

な
い

よ

う
に

、
む

し
ろ

自
分

で
満

点
と

れ
る

よ
う

に
、

こ
の

授
業

で
学

ん
だ

こ
と

を
大

切
に

過
ご

し
て

い
き

ま
す

。
最

後
に

な
り

ま

し
た

が
、
楽

し
い

授
業

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。（
瑠

璃
）
→

教
師

の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
は
何
で
あ
る
か
、
ど
う
か
、
そ

の
こ

と
を

ゆ
っ

く
り

で
い

い
の

で
、

じ
っ

く
り

考
え

て
お

い
て

く
だ

さ
い

。
た

だ
知

識
を

授
与

す
る

だ
け

な
ら

、
世

の
中

に

は
す

ぐ
れ

た
参

考
書

が
あ

る
の

で
、

そ
れ

を
使

え
ば

い
い

だ
け

の
こ

と
。

あ
る

い
は

そ
れ

を
使

い
こ

な
せ

る
教

師
以

外
の

人

に
教

え
を

請
え

ば
い

い
だ

け
の

こ
と

。
知

識
の

転
移

以
上

の
「

何
か

」
が

あ
る

か
ら

こ
そ

、
そ

こ
に

「
教

師
」

の
独

自
性

が

存
在

す
る

の
で

す
ね

。
ど

う
か

、
そ

の
こ

と
を

忘
れ

な
い

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

と
心
よ
り
願
い
ま
す
。「

励
ま
し
て
あ
げ
ら
れ

る
よ

う
な

存
在

」
、
あ

な
た

の
な

か
に

は
、
も

う
こ

た
え

、
も

し
く

は
こ

た
え

の
種

子
が
あ
る
よ
う
で
す
。
大
切
に
育
ん
で

い

っ
て

く
だ

さ
い

ね
。

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
よ

。
 

 ま
ず

先
生

、
と

て
も

楽
し

い
授

業
、

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
こ

の
授

業
で

学
ん

だ
事

を
こ

れ
か

ら
の

人
生

で

時
々

思
い

出
し

て
、
自

分
で

考
え

、
生

き
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
今

ま
で

の
15

回
は
“
自

分
の
答
え
は
自
分
の
中
に
あ

る
”
と

い
う

事
を

伝
え

る
た
め

の
授

業
だ

っ
た

の
で

す
ね

。
さ

す
が

先
生

で
す

!!私
が
こ
の
授
業
を
受
け
た

4,
5,

6
月
と
い
う

時
期

は
、

実
は

私
に

と
っ

て
大

変
な

時
期

で
し

た
。
「

こ
の

学
校

に
こ

の
ま

ま
行

っ
て

い
い

の
か

な
？

」
「

学
校

変
わ

ら
な

い

と
い

け
な

い
の

か
な

？
」
。
私
は
“

自
分

が
予

想
し

て
い

た
自

分
の

進
路

”
に

す
す
め
な
か
っ
た
事
に
ず
っ
と
と
ら
わ
れ
て
い

ま
し

た
。
先

生
の

授
業

を
受

け
て

い
く

に
つ

れ
て

、
こ

れ
で

い
い

の
か

な
と
“

自
分
を
許
せ
る
”
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ

か
ら

も
た

く
さ

ん
の

事
に

悩
む

と
思

い
ま

す
。

そ
の

度
々

、
大

変
困

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

も
、

先
生

が
教

え
て

く

れ
た

事
を

胸
に

留
め

て
、

私
の

事
を

自
分

以
上

に
思

い
や

っ
て

く
れ

る
親

や
親

友
、

友
人

、
先

生
方

の
助

言
に

も
耳

を
傾

け

な
が

ら
生

き
て

い
き

ま
す

。
前

前
前

回
に

先
生

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

い
た

よ
う
に
、
ご
ゆ
か
を
探
し
ま
す
。「

ど
う
や
っ

た
ら

い
い

か
」「

突
然

会
い

に
行

っ
た

ら
い

い
か

」
…

本
当

は
先

生
に

ア
ド

バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
で
も
、
答
え

は

自
分

の
中

に
あ

る
ん

で
す

よ
ね

。
自

分
で

き
っ

と
答

え
見

つ
け

ま
す

!!「
幸

せ
の

青
い
鳥
」
を
自
分
の
中
で
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に

日
々

自
分

と
向

き
合

っ
て

い
き

ま
す

。
最

後
に

、
先

生
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

！
＆

先
生

お
元

気
で

！
先

生
に

会

え
て

よ
か

っ
た

で
す

！
（

由
莉

香
）
→
「

自
分

を
許

せ
る

」
、
こ

れ
は

と
て

も
大

切
な
こ
と
で
す
。
多
く
の
人
が
お
そ
ら
く
は

無
意

識
の

う
ち

に
き

わ
め

て
禁

欲
的

に
自

分
を

許
さ

な
い

、
解

放
し

な
い

、
そ

の
よ

う
な

状
態

に
我

と
我

が
身

を
置

い
て

い

る
の

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
た

め
に

、
い

っ
た

い
ど

れ
ほ

ど
の

不
自

由
に

苦
し

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。「

自
分
を
許
す
」
の

は
「

他
者

を
許
す

」
こ

と
に
比
べ

て
、
は

る
か
に

勇
気

の
い

る
こ

と
で

す
。
よ

く
ぞ
、
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
／
「
ご
ゆ

か
」

さ
ん

の
件

に
つ

い
て

の
答

え
は

、
あ

な
た

の
中

に
だ

け
あ

る
の

で
は

な
い

と
思

い
ま

す
。

あ
な

た
と

「
ご

ゆ
か

」
さ

ん
と

、
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 そ
し

て
ふ

た
り

の
縁

（
え

に
し

）
の

中
に

あ
る

の
で

し
ょ

う
。

す
べ

て
の

問
い

の
答

え
が

自
分

の
中

に
だ

け
あ

る
と

い
う

よ

う
に

思
い

こ
ま

な
い

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
ね

。
思

い
こ

む
と

、
禁

欲
的

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

／
参

考
に

な
る

か
な

ら

な
い

か
、

そ
れ

は
わ

か
り

ま
せ

ん
（

な
ぜ

な
ら

ケ
ー

ス
バ

イ
ケ

ー
ス

だ
か

ら
で

す
）

が
、

か
つ

て
、

わ
た

く
し

の
教

え
子

が

わ
た

く
し

の
「

ち
ょ

っ
と

だ
け

待
っ

て
み

て
」

と
い

う
言

葉
を

聞
こ

え
な

か
っ

た
か

の
よ

う
に

振
る

舞
い

、
で

も
、

そ
の

結

果
、
ア
パ
シ
ー
状
態
に
陥
っ
て
い
た
「
友
」
を
救
い
出
し
ま
し
た
。
彼
は
ひ
と
り
で
は
な
く
、
常
に
複
数
で
、「

友
」
を
尋
ね
、

と
に

か
く

、
閉

じ
こ

も
っ

て
い

る
そ

の
場

所
か

ら
外

へ
と

「
友

」
を

引
っ

張
り

出
し

ま
し

た
。

臨
床

的
に

は
必

ず
し

も
功

を

奏
す

る
手

法
で

は
な

い
の

で
す

が
、

こ
の

ケ
ー

ス
に

お
い

て
は

教
え

子
の

判
断

、
と

い
う

か
、

気
持

ち
が

幸
い

し
た

よ
う

で

す
。

お
そ

ら
く

彼
の

友
を

想
う

気
持

ち
、

友
か

ら
の

彼
へ

の
有

形
無

形
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
、

そ
れ

を
キ

ャ
ッ

チ
す

る
こ

と
の

で

き
た

彼
の

ア
ン

テ
ナ

、
セ

ン
サ

ー
、

そ
れ

が
「

い
ま

、
な

に
を

す
る

の
が

よ
い

の
か

」
と

い
う

判
断

を
も

た
ら

し
た

の
で

し

ょ
う

。
…

と
い

う
よ

う
に

、
何

が
正

解
な

の
か

、
必

ず
し

も
定

か
で

は
な

い
、

と
い

う
の

が
普

通
で

あ
る

、
と

い
う

こ
と

を

十
分

に
わ

き
ま

え
た

上
で

、
答

え
を

探
す

の
は

、
な

か
な

か
そ

こ
に

た
ど

り
つ

け
な

い
よ

う
な

気
が

し
て

、
実

に
も

ど
か

し

く
思

わ
れ

る
で

し
ょ

う
が

、
そ

こ
を

こ
ら

え
る

肝
が

大
事

。
「

わ
た

し
を

探
し

て
く

れ
た

の
ね

」
「

わ
た

し
を

探
し

て
く

れ
る

人
が
い
る
」
、
あ
な
た
の
想
い
が
「
ご
ゆ
か
」
さ
ん
に
伝
わ
り
ま
す
よ
う
に
。

 

 今
ま

で
の

授
業

を
振

り
返

っ
て

臨
ん

だ
最

後
の

授
業

は
「

自
分

の
中

に
答

え
が

あ
る

」
と

い
う

素
晴

ら
し

い
言

葉
を

も
ら

っ

て
終

わ
り

ま
し

た
。

信
じ

る
・

信
じ

な
い

と
最

初
か

ら
決

め
つ

け
る

の
で

は
な

く
て

、
自

分
で

体
験

を
し

な
が

ら
判

断
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
し

た
。

高
学

歴
だ

か
ら

自
分

は
周

り
の

人
々

よ
り

頭
が

良
い

と
思

う
人

間
ほ

ど
、

巧
み

な
言

葉

に
惑

わ
さ

れ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

自
分

の
中

で
何

が
足

り
な

い
の

か
と

い
う

疑
問

を
抱

い
て

い
る

人
は

適

切
な

判
断

を
し

て
真

偽
を

決
め

る
の

で
は

な
い

か
と

僕
は

思
い

ま
す

。
こ

の
授

業
で

固
定

概
念

に
つ

い
て

の
話

が
た

く
さ

ん

あ
り

ま
し

た
が

、
な

か
な

か
払

拭
で

き
ま

せ
ん

。
し

か
し

あ
き

ら
め

な
い

で
努

力
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
う

の
で

、
こ

れ

か
ら

も
頑

張
っ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
教

職
課

程
の

授
業

だ
か

ら
眠

く
な

る
よ

う
な

話
が

た
く

さ
ん

あ
る

の
か

な
ぁ

～

と
第
一
回
の
授
業
が
始
ま
る
前
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全

15
回
を
振
り
返
る
と
印
象
に
残
る
素
晴
ら
し
い
授
業
だ
っ
た
と

感
じ
ま
し
た

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

良
浩
）
→
「
信
じ
る
・
信
じ
な
い
」
は
、
そ
の
結
果
が
ど
う
こ
う
、
と
い

う

よ
り

、
そ

れ
が

二
分

法
で

あ
る

こ
と

、
つ

ま
り

こ
た

え
が

二
つ

し
か

用
意

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
に

問
題

が
あ

る
の

で

す
ね

。
し

か
も

信
じ

る
か

信
じ

な
い

か
は

、
そ

の
人

の
主

観
（

哲
学

・
美

学
等

）
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

だ
か

ら
、

そ
れ

は

答
え

と
い

う
よ

り
は

個
性

に
近

い
も

の
で

あ
る

の
に

、
そ

れ
を

答
え

と
す

り
替

え
て

し
ま

う
と

い
う

問
題

も
、

そ
こ

に
付

随

し
て

い
ま

す
。

／
「

自
分

の
こ

と
を

頭
が

良
い

」
と

思
う

人
間

は
、

頭
が

悪
い

で
す

ね
。

謙
虚

さ
を

失
っ

て
は

だ
め

で
す

。

ア
ス

リ
ー

ト
も

一
流

に
な

れ
ば

な
る

ほ
ど

謙
虚

で
あ

る
、

そ
の

姿
を

多
く

の
人

は
メ

デ
ィ

ア
を

通
し

て
知

っ
て

い
る

は
ず

な

の
に

、
そ

れ
を

敷
衍

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
の

で
し

ょ
う

か
ね

ぇ
。

／
教

職
課

程
の

授
業

だ
か

ら
眠

く
な

る
よ

う
な

話
が

た

く
さ

ん
あ

る
、

と
い

う
ス

キ
ー

マ
は

、
ど

こ
で

、
ど

の
よ

う
に

し
て

つ
く

ら
れ

た
の

か
、

卒
業

す
る

ま
で

に
き

ち
ん

と
整

理

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

上
で

、
眠

く
な

る
よ

う
な

話
が

た
く

さ
ん

あ
る

に
違

い
な

い
教

職
課

程
の

授
業

を
何

故
履

修

し
た

の
か

、
折

角
履

修
し

た
の

に
眠

く
な

る
よ

う
な

話
が

た
く

さ
ん

あ
っ

て
も

そ
れ

を
甘

ん
じ

て
受

け
入

れ
よ

う
と

し
た

の

は
何
故
な
の
か
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
て
い
ね
い
に
テ
イ
ネ
イ
ニ
考
え
て
く
だ
さ
い
。

 

 “
答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る
”
、
と
て
も
深
い
言
葉
で
す
ね
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
し
ま
せ
ん
、
テ
ス
ト
は
卒
業
後
の
あ
な
た

が
た

の
生

き
方

で
す

、
採

点
す

る
の

は
あ

な
た

た
ち

自
身

で
す

。
と

い
う

言
葉

を
聞

い
て

、
ど

う
し

て
先

生
は

こ
う

も
か

っ

35
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 こ
い

い
こ

と
を

さ
ら

っ
と

言
え

る
の

だ
ろ

う
か

と
思

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
先

生
の

教
職

概
説

を
と

っ
て

本
当

に
よ

か
っ

た

と
思

い
ま

す
。

教
え

る
と

い
う

こ
と

だ
け

で
な

く
、

友
だ

ち
や

日
常

の
ト

リ
ッ

ク
な

ど
、

得
ら

れ
る

も
の

が
た

く
さ

ん
あ

り

ま
し

た
。

最
近

、
自

分
の

大
学

生
活

に
疑

問
を

抱
い

て
い

ま
し

た
。

サ
ー

ク
ル

に
バ

イ
ト

で
何

し
て

る
ん

だ
ろ

う
な

と
思

っ

て
い

ま
し

た
。

で
も

、
世

の
中

で
一

番
変

え
や

す
い

も
の

は
自

分
だ

と
思

う
ん

で
す

よ
。

周
り

の
人

は
結

局
、

他
人

な
わ

け

で
。
だ

か
ら

、
自

分
か

ら
“
学

び
”
、
自

分
を

見
つ

め
、
将

来
を

見
つ

け
て

い
き

た
い
で
す
。
そ
ん
な
や
る
気
を
起
こ
し
て
く

れ
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

授
業

が
終

わ
っ

て
し

ま
う

の
が

と
て

も
さ

み
し

い
で

す
。

先
生

の
授

業
が

大
好

き
で

し

た
。（

紗
映

佳
）
→

さ
ら

っ
と

言
っ

て
い

る
つ

も
り

は
な

い
の

で
す

が
、
そ

の
よ

う
に
受
け
取
ら
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
と
て

も
嬉

し
い

で
す

。
そ

の
よ

う
に

聞
こ

え
る

の
は

、
お

そ
ら

く
、

当
の

本
人

に
は

「
か

っ
こ

う
い

い
こ

と
を

言
っ

て
い

る
・

言

お
う

と
し

て
い

る
」

と
い

う
認

識
が

な
い

か
ら

で
し

ょ
う

。
／

「
世

の
中

で
一

番
変

え
や

す
い

も
の

は
自

分
」
、

な
る

ほ
ど

、

同
様

に
「

世
の

中
で

一
番

変
え

に
く

い
も

の
も

自
分

」
、

こ
ち

ら
も

ま
た

真
な

り
、

で
あ

り
ま

し
ょ

う
。
「

世
の

中
で

一
番

変

え
や

す
い

も
の

は
自

分
、

自
ら

そ
う

願
う

の
な

ら
」
、
「

世
の

中
で

一
番

変
え

に
く

い
も

の
は

自
分

、
自

ら
そ

う
思

い
こ

ん
で

し
ま

う
の

な
ら

」
、
そ

れ
ぞ

れ
も

う
一

文
添

え
る

と
、
な

る
ほ

ど
と

胸
に

落
ち

る
人
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
／
「
周
り

の

人
は

他
人

」
、
で

も
、
そ

の
「

他
人

」
も

わ
た

く
し

と
同

じ
よ

う
に
「

自
分

」
を

持
っ
た
存
在
、
同
じ
よ
う
に
悩
ん
だ
り
、
喜

ん
だ

り
す

る
人

間
な

ん
だ

、
と

考
え

る
だ

け
で

、
何

か
が

確
実

に
変

わ
る

は
ず

で
す
よ
。

 

 全
15

回
の

講
義

、
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
私

が
と

っ
て

い
る

授
業

は
ど
れ
も
先
生
が
一
方
的
に
話
し
、
板
書

し
た

り
、
レ

ジ
ュ

メ
取

り
に
進

む
も

の
ば

か
り

で
（

ゼ
ミ

は
別

で
す

が
）
、
正

直
言
っ
て
、
か
な
り
つ
ま
ら
な
い
も
の
ば
か

り

で
す

。
聞

か
ず

に
違

う
授

業
の

課
題

を
し

た
り

し
て

い
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

で
す

が
、

こ
の

授
業

は
違

い
ま

し
た

。
一

番

最
初

の
講

義
を

受
け

た
と

き
、「

こ
の

先
生

め
っ

ち
ゃ

お
も

ろ
い

や
ん

！
」
と

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
次
の
授
業
で
“
教

職
概

説
の

広
場

”
な

る
も

の
を

受
け

取
り

、
さ

ら
に

衝
撃

が
！

（
笑

）
「

こ
ん

な
ん
ま
で
作
っ
て
く
れ
ん
の

!?
」
と
。
先
生
の

授
業

を
受

け
て

感
じ

た
こ

と
に

つ
い

て
、

他
の

人
の

意
見

が
知

れ
る

こ
と

は
と

て
も

貴
重

だ
と

思
い

ま
し

た
。

先
生

の
こ

の

ス
タ

イ
ル

ず
っ

と
続

け
て

い
っ

て
下

さ
い

ね
。
最

後
に

も
う

一
度

、
本

当
に

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

!!（
裕

香
）
→
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。「
広

場
」
は

、
お

そ
ら

く
そ

の
よ

う
に

察
し

て
い

た
だ

い
て

い
る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
作
成

す
る

の
は

、
結

構
、

大
変

な
の

で
す

。
肩

凝
り

、
眼

精
疲

労
、

半
端

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

脳
内

血
流

量
が

著
し

く
減

少
し

て

い
る

こ
と

、
大

げ
さ

で
は

な
く

、
体

感
で

き
る

ほ
ど

で
す

。
い

つ
ま

で
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

、
そ

れ
は

分
か

り
ま

せ

ん
が

、
こ

ん
な

に
力

強
い

リ
ク

エ
ス

ト
が

あ
る

の
な

ら
、

こ
れ

に
応

え
な

い
わ

け
に

は
ま

い
り

ま
せ

ぬ
。

力
の

限
り

、
が

む

ば
っ

て
み

よ
う

と
お

も
い

ま
す

。
 

 終
わ

り
な

き
日

常
…

さ
ま

よ
え

る
良

心
…

言
わ

ん
と

し
て

い
る

事
は

同
じ

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
私

な
り

の
若

者
に

対
す

る

考
え

を
書

い
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
先

生
は

若
者

が
自

分
を

“
変

え
る

”
た

め
に

オ
ウ

ム
や

震
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
行

う

と
言

っ
て

い
ま

し
た

が
、

私
は

自
分

を
“

確
認

”
し

た
く

て
若

者
（

特
に

大
学

生
）

は
そ

う
い

う
行

動
を

取
る

の
で

は
な

い

か
な

と
思

い
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

大
学

生
は

“
自

由
”

と
い

う
も

の
の

名
の

下
に

“
自

分
”

を
見

い
だ

す
事

が
と

て
も

難
し

い

と
思

う
か

ら
で

す
。

友
だ

ち
と

話
す

事
、

ク
ラ

ブ
・

サ
ー

ク
ル

に
属

し
て

み
る

事
。

皆
、

様
々

な
方

法
で

“
自

分
”

を
確

認

し
よ

う
と

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

自
分

と
い

う
字

は
自

ら
を

分
け

る
と

書
き

ま
す

。
自

ら
を

分
け

る
事

は
難

し
い

事
だ

と

感
じ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、“

自
ら

”
を

分
離

さ
せ

て
客

観
的

に
“

自
ら

”
を

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
若
者
は
一

首
の

安
心

感
を

手
に

入
れ

る
事

が
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
そ

れ
が

世
間
で
い
う
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
」
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 な
の

か
ど

う
か

は
分

か
り

ま
せ

ん
が

…
。

先
生

の
「

外
の

世
界

を
見

て
。

必
ず

自
分

の
内

に
答

え
は

あ
る

」
と

い
う

メ
ッ

セ

ー
ジ

は
心

に
ず

っ
と

残
し

て
お

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
先

生
の

授
業

、
最

初
は

何
も

意
味

を
考

え
ず

受
け

て
い

ま
し

た
が

、

15
回
受
け
て
み

て
、
授
業
の
深
さ
に
感
銘
を
覚
え
て
い
ま
す
。
先
生
の
授
業
で
得
た
も
の
は
と
て
も
大
き
い
で
す
。
あ
り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
い

つ
か

私
も

こ
ん

な
素

敵
な

授
業

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
で

す
。
「

広
場

」
、

大
切

に
し

ま
す

。

（
由
利
菜
）
→
「
自
分
」
の
「
自
」
は
「
独
自
」
の
「
自
」
、「

自
分
」
の
「
分
」
は
「
部
分
」
の
「
分
」
で
す

。「
自
」
は
“
Ｉ
”
、

「
分

」
は

“
m

e”
、

そ
れ

ぞ
れ

に
近

い
も

の
と

考
え

て
み

て
も

よ
い

で
し

ょ
う

ね
。

こ
れ

が
円

満
に

一
致

し
て

こ
そ

の
「

自

分
」（

G
.H

.ミ
ー

ド
的
に
は
「
自
己
」
）
で
す
。「

自
ら
」
を
「
分
離
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
す
よ
。
／
「
自
由
」

だ
と

何
故

「
自

分
」

を
見

い
だ

す
の

が
難

し
い

の
か

、
そ

の
こ

と
に

つ
い

て
深

く
考

え
て

お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

で
は

、

「
自

由
」

が
な

い
と

、
そ

う
、

抑
圧

さ
れ

て
い

る
と

「
自

分
」

を
見

い
だ

せ
ま

す
か

。
否

、
で

あ
り

ま
し

ょ
う

。
こ

の
問

い

へ
の
答
え
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
の
は

E
.H

.フ
ロ
ム

の
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
だ
と
思
い
ま
す
。
佳
き
書
で
す
。
読
み
応
え
十
分

で
す
。
学
生
時
代
で
な
い
と
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
是
非
お
読
み
下
さ
い
。

 

 「
答
え
は
自

分
の
中
に
あ
る

」
、

と
て
も

深
い
言

葉
だ
と

思
い
ま

し
た
。

15
回
の

講
義
は
こ
れ

を
伝
え
る
た
め

に
あ
っ
た
と

聞
き

、
自

分
は

そ
れ

に
少

し
で

も
気

付
く

こ
と

が
で

き
た

の
だ

ろ
う

か
と

疑
問

に
思

い
ま

し
た

。
で

も
、

こ
の

授
業

は
他

の

授
業

と
は

違
っ

て
、

自
分

の
こ

と
を

考
え

な
が

ら
授

業
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

た
だ

知
識

を
増

や
す

だ
け

で
は

な

い
。

そ
ん

な
授

業
が

私
は

大
好

き
で

し
た

。
大

学
生

に
な

っ
て

初
め

て
の

こ
と

ば
か

り
で

、
戸

惑
う

こ
と

も
多

い
で

す
。

大

学
は

自
由

だ
か

ら
こ

そ
、

自
分

で
自

分
の

進
む

レ
ー

ル
を

見
つ

け
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。
私

は
そ

の
進

む
レ

ー
ル

を
今

見

失
っ

て
い

ま
す

。
何

を
し

た
ら

い
い

の
か

、
ど

う
す

れ
ば

毎
日

が
も

っ
と

充
実

し
て

楽
し

い
も

の
に

な
る

の
か

分
か

り
ま

せ

ん
。

で
も

、
今

日
の

授
業

で
「

答
え

は
自

分
の

中
に

あ
る

」
と

い
う

の
を

聞
い

て
、

少
し

解
決

の
光

が
見

え
た

よ
う

な
気

が

し
ま

す
。

外
ば

か
り

見
る

の
で

は
な

く
、

自
分

を
見

つ
め

直
す

の
も

一
つ

の
手

な
ん

で
す

ね
。

こ
ん

な
大

切
な

こ
と

に
気

付

か
せ

て
い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

先
生

の
授

業
は

楽
し

く
て

大
好

き
で

し
た

！
（

真
子

）
→
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

知
識

を
増

や
す

だ
け

な
ら

、
例

え
ば

、
本

を
読

む
、

講
演

会
に

足
を

運
ぶ

、
な

ど
、

い
く

ら
で

も
手

段
・

方

法
が

あ
り

ま
す

ね
。

と
な

る
と

、
で

は
、

授
業

は
何

を
背

骨
に

す
る

べ
き

な
の

か
、

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

真
摯

に
考

え
な

け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

あ
ま

り
に

多
く

の
教

師
が

「
知

識
を

伝
授

す
る

こ
と

」
こ

そ
が

授
業

の
目

的
で

あ
る

と
思

い
こ

ん
で

い

る
の

で
し

ょ
う

。
こ

の
思

い
込

み
は

か
な

り
強

力
な

も
の

な
の

で
、

崩
す

の
は

一
筋

縄
で

は
い

き
ま

せ
ん

。
で

も
、

あ
な

た

の
よ

う
な

考
え

を
持

っ
た

人
が

一
人

、
二

人
と

、
教

鞭
を

執
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
必

ず
風

の
流

れ
は

変
わ

り
ま

す
。

頼
み

ま

し
た
よ
。

 

 サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
い
た
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

見
た

事
が

な
く

て
、

絵
本

で
し

か
見

た
事

が
な

か
っ

た
け

れ
ど

、
毎

年
自

分
の

好
き

な
お

も
ち

ゃ
が

入
っ

た
箱

が
置

い
て

あ

る
の

を
見

て
、

絵
本

の
中

の
話

は
本

当
な

ん
だ

と
信

じ
て

い
ま

し
た

。
ア

ン
パ

ン
マ

ン
も

同
様

に
存

在
す

る
も

の
だ

と
思

っ

て
、

ア
ン

パ
ン

を
食

べ
な

い
よ

う
に

し
て

い
ま

し
た

。
ひ

ね
く

れ
て

し
ま

っ
た

今
の

私
で

は
決

し
て

思
い

つ
か

な
い

発
想

で

す
が
、
心
が

あ
っ
た
か
く
な
る
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
思
い
出
で
す
。
実
際
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
い
ま
せ
ん
が
（
も

し
か
す
る
と
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
）
、
そ
れ
を
信
じ
て
い
た
私
に
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
い
な
い
」
と
否
定
し
な
か
っ
た

親
の
嘘
と
い
う
か
、
事
実
を
伝
え
な
か
っ
た
こ
と
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
夢
を
も
つ
こ
と
や
想
像
す
る
こ
と
は
楽
し
い
し
、

も
し

小
さ

い
頃

か
ら

現
実

ば
っ

か
り

教
え

ら
れ

て
い

た
ら

、
今

の
私

は
醒

め
き

っ
た

皮
肉

人
間

だ
っ

た
で

し
ょ

う
。

親
の

や

36
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 さ
し

い
配

慮
の

お
か

げ
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

今
の

私
は

ま
だ

心
の

ど
こ

か
で

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
を

信
じ

て
い

ま
す

。
絵

本

の
中

の
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

は
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

か
ら

来
て

い
ま

し
た

。
ま

だ
日

本
か

ら
出

た
こ

と
が

な
い

の
で

、
世

界
の

ど

こ
か

に
い

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

期
待

し
て

い
ま

す
…

。
15

回
の

授
業

あ
り

が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
楽
し
か
っ

た
で

す
。（

彩
花

）
→

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
ハ

リ
ウ

ッ
ド

が
夢

を
大

切
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
毎
年
の
よ

う

に
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

を
主

題
と

し
て

名
作

映
画

が
作

ら
れ

て
い

ま
す

よ
ね

。
お

薦
め

を
い

く
つ

か
。
『

34
丁

目
の

奇
跡

』

（
M

ir
ac

le
 o

n 
34

th
 S

tr
ee

t）
、

こ
れ

は
19

47
年

の
作

品
で

す
が

、
19

94
年

に
リ

メ
イ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド

は
リ

メ
イ

ク
も

上
手

で
す

ね
。『

ブ
ラ

ザ
ー

サ
ン

タ
』（

Fr
ed

 C
la

us
）
は

20
07

年
の
作
品
。
見
所
満
載
で
す
。『

サ
ン
タ

ク

ロ
ー

ズ
』（

Th
e 

Sa
nt

a 
C

la
us

e）
は

19
94

年
の

デ
ィ

ズ
ニ

ー
作

品
。『

ポ
ー

ラ
ー

エ
ク
ス
プ
レ
ス
』（

Th
e 

Po
la

r E
xp

re
ss
）

は
20

04
年

の
作

品
。
い

ず
れ

も
間

違
い

な
く

お
楽

し
み

い
た

だ
け

る
と

思
い

ま
す
。
／
我
が
家
の
息
子
た
ち
は
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン

が
実

在
し

て
い

る
、

と
い

う
よ

り
は

、
自

分
が

ア
ン

パ
ン

マ
ン

に
な

れ
る

ん
だ

と
思

い
こ

ん
で

い
る

よ
う

で
す

。
な

の

で
、「

パ
パ

ァ
、
ど

う
し

て
ボ
ク

、
空

を
飛

べ
な

い
の

」
と

真
剣

な
表

情
で

質
問

を
し
て
き
ま
す
。
我
が
家
に
は
お
も
ち
ゃ
の

マ
ン

ト
が

あ
る

の
で

、
「

マ
ン
ト

が
な

い
か

ら
だ

よ
」

と
は

言
え

ず
、

現
時

点
で

は
「
も
う
す
こ
し
練
習
が
必
要
な
ん
だ
よ
」

と
伝

え
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

 

 私
は

保
育

園
に

通
っ

て
い

た
と

き
、

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

本
当

に
い

る
と

信
じ

て
い

ま
し

た
。

絵
本

で
見

る
サ

ン
タ

さ
ん

は

目
が

青
い

の
に

、
ど

う
し

て
保

育
園

の
ク

リ
ス

マ
ス

・
パ

ー
テ

ィ
に

来
る

サ
ン

タ
さ

ん
は

細
長

く
て

目
が

黒
い

ん
だ

ろ
う

と

真
剣

に
考

え
て

い
た

時
期

も
あ

り
ま

し
た

。
そ

れ
で

も
や

は
り

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
の

存
在

を
信

じ
続

け
て

い
ま

し
た

。
私

は

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
た

ほ
う

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
子

ど
も

に
夢

を
与

え
る

だ
け

で
な

く
、

考
え

る
力

を
身

に
つ

け
さ

せ

た
り

、
あ

る
い

は
子

ど
も

の
考

え
（
「

サ
ン

タ
は

い
る

」
、
う

そ
は

絶
対

に
言

っ
て

は
い
け
な
い
）
か
ら
大
人
の
考
え
（
「
サ

ン

タ
は

い
な

い
（

け
れ

ど
、

子
ど

も
に

は
い

る
と

伝
え

よ
う

）
」
、

う
そ

に
は

つ
い

て
い

い
も

の
と

悪
い

も
の

が
あ

る
）

に
移

る

き
っ

か
け

に
な

り
え

た
り

す
る

か
ら

で
す

。
「

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
が

い
る

と
思

え
ば

い
る

し
、

い
な

い
と

思
え

ば
い

な
い

」、

ま
さ

に
「

答
え

は
自

分
の

中
に

あ
る

」
と

い
う

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
答

え
を

探
す

過
程

や
答

え
そ

の
も

の
を

誰
か

に
頼

る

の
で

は
な

く
、

な
に

か
変

え
た

い
こ

と
（

終
わ

り
な

き
日

常
）

が
あ

っ
た

と
き

に
は

、
自

分
の

心
に

素
直

に
な

り
た

い
と

思

い
ま

し
た

。（
葉
月

）
→

で
き

る
こ

と
な

ら
、
い
つ

で
も
「

自
分

の
心

」
に

素
直
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
。
そ
う
願
い
ま

す
。
／

さ
て

、
話

が
変

わ
り

ま
す

。
郵
便

番
号

だ
け

で
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

に
手

紙
が

届
き

ま
す
。
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

1-
10

1-
10

1-
1

で
す

。
こ

れ
は

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
の

笑
い

声
H

O
H

O
H

O
を

数
字

と
ハ

イ
フ

ン
に
見
立
て
た
も
の
で
す
。
本
当
に
フ
ィ
ン

ラ

ン
ド

に
届

き
ま

す
よ

。
こ

う
い

っ
た

配
慮

あ
る

遊
び

は
よ

い
と

思
う

の
で

す
が

、
公

認
の

サ
ン

タ
が

日
本

に
も

い
ま

す
、

と

い
う

の
は

、
な

ん
だ

か
夢

が
感

じ
ら

れ
な

く
て

、
わ

た
く

し
個

人
と

し
て

は
好

ま
し

く
思
い
ま
せ
ん
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

 先
生

、
と

て
も

素
敵

な
講

義
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
先

生
の

話
は

本
当

に
、

将
来

、
自

分
の

た
め

に
な

る
と

思
い

ま

す
。
ふ

と
し

た
瞬

間
に

、「
そ

う
い

え
ば

、
三

浦
先

生
、
こ

ん
な

こ
と

教
え

て
く

れ
た
な
」
と
思
い
返
す
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
今

先
生

が
話

し
た
“

本
当

”
と
“

嘘
”
。
大

人
の

世
界

で
は

や
は

り
言

っ
て

は
い

け
な
い
と
き
、
本
当
が
い
つ
も
正
し
い
こ

と
で

は
な

い
、

言
っ

て
い

い
本

当
と

ダ
メ

な
本

当
が

あ
り

ま
す

ね
。

で
も

私
は

つ
い

最
近

う
そ

を
つ

か
れ

て
傷

つ
い

た
こ

と

が
あ

り
ま

し
た

。
私

は
う

そ
を

つ
い

て
守

ら
れ

る
よ

り
、

本
当

の
こ

と
を

聞
い

て
傷

つ
い

た
方

が
い

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

も
ち

ろ
ん

、
こ

れ
に

は
正

し
い

答
え

な
ど

な
い

と
思

い
ま

す
。

人
そ

れ
ぞ

れ
で

し
ょ

う
。

し
か

し
、

し
っ

か
り

う
そ

を
つ

い

て
し

ま
う

理
由

、
そ

の
場

の
正

し
い

判
断

力
は

必
要

で
す

ね
。

あ
と

、
私

も
よ

く
終

わ
り

な
き

日
常

が
い

や
に

な
る

と
き

が
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 あ
り

ま
す

。
脱

出
し

た
い

と
思

っ
て

も
な

か
な

か
む

ず
か

し
い

で
す

。
そ

う
い

う
時

は
海

外
に

住
ん

で
い

る
お

姉
ち

ゃ
ん

に

話
し

て
相

談
し

ま
す

。
そ

し
た

ら
な

ぜ
か

や
る

気
が

出
た

り
、

気
持

ち
が

少
し

変
わ

っ
て

モ
ヤ

モ
ヤ

し
た

気
持

ち
が

な
く

な

り
ま
す
。
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
先
生
の
お
話
が
聞
け
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
小

月
）
→

傷
つ

か
な

い
方

が
い

い
に

決
ま

っ
て

い
ま

す
っ

て
ば

。
傷

つ
い

て
も

そ
れ

で
い

い
の

だ
と

考
え

る
の

は
、

そ
れ

が
「

ほ
ん

と
う

の
こ

と
だ

っ
た

か
ら

」
と

納
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
自

分
が

い
る

）
と

い
う

ス
キ

ー
マ

あ
る

い
は

防
御

が

働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
正
し
き
事
実
認
識
は
「
傷
つ
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
別
の
「
何
か

」

に
置
き
換
え
る
こ
と
に
は
、「

知
恵
」
の
側
面
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、「

心
の
安
寧
」
か
ら
の
距
離
が
遠
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

私
は

そ
う

思
い

ま
す

。
嘘

を
つ

か
れ

て
、

そ
の

時
、

傷
つ

か
な

か
っ

た
け

れ
ど

、
後

日
、

嘘
と

知
っ

て
傷

つ
く

こ
と

、
こ

れ

も
「
傷
つ
く
」
こ
と
で
す
。
傷
つ
け
ず
、
傷
つ
か
ず
。
ど
う
し
て
、
人
は
そ
の
方
向
を
目
指
さ
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
／
「
終

わ
り

な
き

日
常

」
か

ら
の

脱
出

は
、

毎
日

が
同

じ
事

の
繰

り
返

し
で

は
な

い
と

気
付

く
こ

と
、

こ
れ

が
大

事
。

普
通

に
考

え

て
み

れ
ば

、
昨

日
と

同
じ

今
日

、
今

日
と

同
じ

明
日

な
ん

か
、

あ
る

は
ず

も
な

い
。

な
の

に
、

来
る

日
も

来
る

日
も

同
じ

こ

と
の

繰
り

返
し

だ
と

感
じ

て
し

ま
う

。
日

記
を

つ
け

る
、

昨
日

と
は

違
う

何
か

を
発

見
し

て
、

そ
れ

を
綴

る
。

こ
れ

は
一

つ

の
き

っ
か

け
に

な
る

の
で

は
な

い
か

し
ら

。
日

記
を

つ
け

ま
し

ょ
う

。
ど

こ
に

で
も

あ
る

よ
う

な
日

記
で

は
な

く
、

こ
こ

に

し
か
な
い
よ
う
な
日
記
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。「

日
記
と
は
…
」
と
い
う
ス
キ
ー
マ
か
ら
自
由
に
な
れ
ば
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
営

み
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

 

 僕
は

正
直

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
を

信
じ

て
い

ま
せ

ん
で

し
た

。
い

る
は

ず
の

な
い

人
を

な
ぜ

存
在

す
る

と
言

う
の

か
、

そ
れ

が

理
解

で
き

な
か

っ
た

か
ら

で
し

ょ
う

。
小

学
校

で
討

論
を

し
た

時
も

「
そ

ん
な

の
幼

稚
だ

」
と

言
っ

た
覚

え
が

あ
り

ま
す

。

そ
の

こ
と

が
今

で
は

幼
稚

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
る

と
親

が
言

う
の

は
、

子
ど

も
の

成
長

、
幸

せ
を

願

っ
て

い
る

た
め

で
、

そ
れ

は
「

う
そ

」
で

は
な

く
真

実
に

な
る

と
、

今
日

、
改

め
て

分
か

っ
た

気
が

し
ま

す
。

僕
自

身
、

ほ

ん
と

う
＝

よ
い

、
う

そ
＝

悪
い

と
い

っ
た

ス
キ

ー
マ

に
ず

っ
と

縛
ら

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

だ
か

ら
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

が

い
る
と
い
っ
た
う
そ
（
今
で
は
う
そ
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
）
を
許
せ
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。「

う
そ
」
に

二
つ
の
種
類

が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「

ほ
ん
と
う
」
に
多
く
の
種
類
が
あ
る
の
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
の
例
が

あ
っ

た
た

め
に

、
言

っ
て

は
な

ら
な

い
ほ

ん
と

う
の

こ
と

も
わ

か
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
も

し
教

壇
に

立
っ

た
時

は
、

ほ

ん
と
う
＝
良
い
、
う
そ
＝
悪
い
と
い
っ
た
ス
キ
ー
マ
を
生
徒
達
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

TP
O

に
よ
っ
て
使
い
分
け
な
い
と

い
け

な
い

と
、

先
生

が
私

た
ち

に
し

て
く

れ
た

よ
う

に
、

私
も

例
を

用
い

て
伝

え
て

い
け

た
ら

い
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

大

学
生
と
な
っ

て
3
ヶ
月
が
経
ち
、
毎
日
楽
し
い
の
で
す
が
、
い
つ
か
は
大
学
に
行
く
こ
と
も
辛
く
な
り
、
毎
日
同
じ
様
な
生

活
を
し
て
あ
せ
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
（
実
際
に
高
校
で
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
）
。
自
分
で
は
宗
教
の
勧
誘
に
は
強
い

方
だ

と
思

い
ま

す
。

し
か

し
、

そ
ん

な
人

が
実

際
に

引
っ

か
か

っ
た

り
し

て
い

る
と

聞
い

た
時

は
、

他
人

事
で

は
済

ま
さ

れ

な
く

な
り

ま
し

た
。

今
の

生
活

か
ら

脱
却

し
た

い
と

思
っ

た
時

に
、

外
に

求
め

る
の

で
は

な
く

、
自

分
を

見
つ

め
直

す
よ

う

に
…
。
先
生
の
最
後
に
話
し
て
く
れ
た
言
葉
を
胸
に
留
め
て
、
今
後
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
（
敏
明
）

→
小

学
校

で
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

に
つ

い
て

討
論

？
担

任
の

教
諭

は
何

を
考

え
て

い
る

の
で

し
ょ

う
。

愚
か

し
さ

12
0%

！
い

や
、
つ
き
ぬ
け

て
12

00
%

!!「
そ
ん
な
の

幼
稚

だ
」
と
言
っ
た

あ
な
た
が

悪
い

の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何

の
足
し
に
も
な
ら

な
い

討
論

会
を

企
画

し
た

担
任

が
悪

い
の

で
す

。
ね

。
あ

な
た

の
中

に
悪

し
き

ス
キ

ー
マ

が
作

ら
れ

る
こ

と
を

殊
更

強
調

す

る
か

の
よ

う
な

企
画

。
そ

こ
に

教
育

的
配

慮
と

い
う

大
義

名
分

が
入

り
込

む
か

ら
、

問
題

は
な

お
深

く
や

や
こ

し
く

な
り

ま

す
。
さ
い
わ

い
、
あ
な
た
は
そ
の
ス
キ
ー
マ
か
ら
脱
出
で
き
た
よ
う
な
の
で
、
今
更
、
何
か
を
付
け
加
え
ま
す
ま
い
。
で
も
、

37



45
 

 小
学

生
に

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
に

つ
い

て
の

討
論

を
さ

せ
る

教
諭

が
い

て
、

そ
の

実
践

を
知

っ
て

も
そ

れ
を

と
が

め
な

い
同

僚

教
師

が
い

る
、

と
い

う
こ

と
は

、
し

っ
か

り
と

覚
え

て
お

い
て

く
だ

さ
い

。
あ

な
た

が
、

あ
な

た
ら

し
い

実
践

を
あ

な
た

ら

し
く

す
る

に
あ

た
っ

て
、

そ
う

い
う

人
た

ち
が

必
ず

妨
害

を
し

ま
す

か
ら

。
 

 ま
さ

か
前

回
の

授
業

と
今

回
の

授
業

が
前

編
・

後
編

に
な

っ
て

い
る

と
は

思
い

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

、
大

学
に

来
て

い
る

の

は
自

分
を

発
見

す
る

た
め

だ
と

ず
っ

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
し

か
し

、
そ

れ
は

間
違

い
で

、
そ

の
答

え
が

大
学

に
あ

る
の

で

は
な

く
、

自
分

の
中

に
あ

る
と

い
う

こ
と

が
確

認
で

き
ま

し
た

。
け

ど
、

だ
か

ら
と

い
っ

て
大

学
で

様
々

な
行

動
を

控
え

る

の
で

は
な

く
、
多

く
の

こ
と

を
体

験
し

、
自

分
の

中
に

あ
る

答
を

明
確

に
し

て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
、

小
さ

い
頃

、
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

が
我

が
家

に
来

て
、

自
分

が
頼

ん
だ

も
の

と
、

も
う

一
つ

の
も

の
を

く
れ

た
こ

と
が

あ

り
ま

し
た

。
も

う
一

つ
の

も
の

は
玄

関
に

落
ち

て
い

て
、

そ
の

頃
の

自
分

に
と

っ
て

は
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

が
落

と
し

て
い

っ

た
も

の
だ

と
強

く
信

じ
て

い
ま

し
た

。
強

く
信

じ
す

ぎ
、
そ

の
お

も
ち

ゃ
を

次
の

人
に
届
け
る
た
め
の
も
の
だ
と
思
い
込
み
、

申
し

訳
な

く
使

っ
て

い
た

こ
と

を
思

い
出

し
ま

し
た

。
今

に
な

っ
て

、
私

は
前

回
の

授
業

で
目

に
見

え
な

い
も

の
を

信
じ

る

と
い

う
こ

と
を

実
感

し
ま

し
た

。
そ

れ
は

小
さ

い
頃

に
あ

っ
た

も
の

で
、

今
ま

で
は

目
の

前
の

も
の

（
例

え
ば

受
験

と
か

部

活
動

）
に

追
わ

れ
す

ぎ
て

忘
れ

て
い

た
も

の
で

す
。
最

後
に

15
回

の
授

業
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
回
だ

け
サ
ー
ク

ル
の

試
合

で
行

け
な

か
っ

た
の

で
す

け
ど

、
自

分
の

中
の

何
か

が
変

化
し

た
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

来
年

入
っ

て
く

る
後

輩

に
、

教
師

に
な

る
気

が
な

く
て

も
、

人
そ

れ
ぞ

れ
だ

け
ど

、
何

か
身

に
つ

く
授

業
だ

と
思

う
の

で
、

是
非

勧
め

た
い

と
思

い

ま
し

た
。（

渉
平

）
→

授
業

と
は

毎
回

読
み

切
り

の
カ

タ
チ

で
お

こ
な

わ
れ

る
も

の
だ
、
そ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
マ
が
あ
る
の
で

し
ょ

う
。
実

際
に

は
、「

こ
の
続

き
は

次
回

の
授

業
で

」
と

予
告

さ
れ

る
こ

と
は

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん

は

前
編

・
後

編
型

の
授

業
を

体
験

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
よ

ね
。

わ
た

く
し

が
「

こ
の

続
き

は
次

回
で

」
と

申
し

上
げ

な
か

っ

た
だ

け
で

、
続

編
あ

る
こ

と
に

思
い

が
及

ば
な

か
っ

た
と

し
た

ら
、
ス

キ
ー

マ
の

力
が
と
て
も
強
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

／
も

う
一

つ
の

プ
レ

ゼ
ン

ト
が

玄
関

に
落

ち
て

い
る

、
そ

の
よ

う
な

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
演

出
さ

れ
た

あ
な

た
の

ご
両

親

は
と

て
も

ス
テ

キ
で

す
ね

。
今

後
の

参
考

に
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 “
答

は
自

分
の

中
に

必
ず

あ
る

”
、
そ

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
し

っ
か

り
と

受
け

取
り

ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
の
授
業
で
、
広
い

視

野
で

世
界

を
見

る
こ

と
が

大
切

と
い

う
こ

と
を

先
生

か
ら

学
び

ま
し

た
。

何
か

に
ぶ

つ
か

っ
た

と
き

、
悩

ん
だ

時
、

広
い

視

野
で

街
を

歩
け

ば
、

そ
れ

だ
け

で
た

く
さ

ん
の

ア
ド

バ
イ

ス
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
そ

し
て

い
ろ

ん
な

人
の

言

葉
や

、
今

ま
で

の
経

験
か

ら
、

ぶ
つ

か
っ

た
障

害
物

は
悩

み
を

乗
り

越
え

る
た

め
の

答
を

見
つ

け
る

の
で

す
。

じ
っ

く
り

考

え
、
自

分
で

出
し

た
答

は
非
常

に
柔

軟
で

、
た

と
え

少
し

当
て

が
外

れ
て

も
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
答
え
に
変
化
し
て
い
く
。

そ
う

い
え

ば
変

わ
る

と
い

う
大

切
さ

も
、

こ
の

授
業

で
再

確
認

さ
せ

ら
れ

た
ワ

ー
ド

の
一

つ
で

し
た

ネ
。

常
に

自
分

へ
の

質

問
を

繰
り

返
し

、
そ

の
答

を
考

え
な

が
ら

前
に

進
む

。
こ

れ
は

い
わ

ば
悩

み
込

む
（

落
ち

込
む

…
？

）
の

を
未

然
に

防
ぐ

予

防
の

よ
う

な
も

の
な

の
で

す
ね

。
悩

ん
で

い
る

時
間

が
も

っ
た

い
な

い
、

と
い

う
言

葉
に

は
、

常
に

何
か

の
質

問
に

対
す

る

答
を

導
き

出
し

な
が

ら
前

に
進

む
こ

と
で

悩
む

時
間

が
少

な
く

て
す

む
ん

だ
よ

！
と

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

隠
さ

れ
て

い
る

の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
…

。
例

に
挙

が
っ

た
オ

ウ
ム

真
理

教
の

話
も

、
一

人
が

恐
く

て
誰

か
が

（
こ

こ
で

は
オ

ウ
ム

が
）

教

え
て

く
れ

た
答

え
を

自
分

の
答

と
し

て
信

じ
る

こ
と

で
、

今
ま

で
の

孤
独

感
や

負
担

が
軽

く
な

っ
た

気
が

し
た

の
で

し
ょ

う

…
。
そ

ん
な

弱
い

人
の

心
を
あ

ん
な

事
件

を
起

こ
す

ま
で

に
操

作
し

た
オ

ウ
ム

自
身
も
す
ご
く
心
の
弱
い
人
な
の
で
し
ょ
う
。

心
が

小
さ

く
な

っ
て

弱
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

は
誰

に
で

も
あ

り
ま

す
。

そ
ん

な
心

を
守

る
た

め
の

経
験

や
自

信
、

仲
間

、
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 答
え
が
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
ん
で
す
よ
ね
。（

悠
希
）
→
「
広

い
視
野
で
街
を
歩
け
ば
、
そ
れ
だ
け
で
た
く

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
得
ら
れ
る
」
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
！
そ
う
い
う
こ
と
、
あ
な
た
は
ど
こ
で
入
手
す
る
の
で
す
か
、
と

い
う

こ
と

を
問

わ
れ

る
こ

と
が

ち
ょ

く
ち

ょ
く

あ
り

ま
す

が
、

わ
た

く
し

は
、

そ
の

辺
に

落
ち

て
い

る
、

と
か

、
空

か
ら

降

っ
て

く
る

、
と

答
え

る
こ

と
に

し
て

い
ま

す
。

あ
な

た
も

そ
ん

な
返

し
方

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

す
ね

。
そ

れ
は

と

て
も

楽
し

い
こ

と
で

す
よ

。
／

「
悩

ん
で

い
る

時
間

が
も

っ
た

い
な

い
」

と
い

う
言

葉
の

中
で

使
わ

れ
て

い
る

「
悩

」
は

、

ゲ
ー
テ
の
言
葉
に
登
場
す
る
「
悩
」
と
は
違
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。「

時
間
が
も
っ
た
い
な
い
」
の
は
悩
ん
で
い
る

だ

け
で

何
も

し
な

い
で

い
る

、
と

い
う

こ
と

に
焦

点
を

合
わ

せ
た

表
現

、
ゲ

ー
テ

の
言

葉
は

悩
む

の
は

既
に

動
き

始
め

て
い

る

か
ら

だ
、

と
い

う
こ

と
に

重
き

を
置

い
た

表
現

。
こ

の
違

い
は

認
識

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
つ

ま
り

、
正

し
く

悩
む

こ
と

が

大
切
だ
、
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
／
心
が
小
さ
く
、
弱
く
な
る
、
の
は
、「

大
き
く
、
強
い
」
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
が
あ
っ
て

の

こ
と

。
小

さ
く

、
弱

く
な

っ
た

と
き

に
、

大
き

く
、

強
か

っ
た

こ
こ

ろ
（

の
あ

り
方

）
を

思
い

出
す

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

き

っ
と
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
。
さ
ぁ
て
、
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

 今
日

が
最

後
の

授
業

と
い

う
の

は
本

当
に

さ
び

し
い

で
す

。
で

す
が

、
こ

れ
ほ

ど
さ

び
し

い
と

感
じ

ら
れ

る
授

業
、

先
生

に

出
会

え
た

こ
と

は
幸

せ
な

こ
と

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

最
初

は
前

回
の

授
業

に
つ

い
て

の
み

ん
な

の
感

想
を

見
る

と
い

う
こ

と

を
し

ま
し

た
が

、
本

当
に

様
々

な
意

見
の

人
が

い
る

こ
と

に
驚

い
た

と
同

時
に

、
そ

う
い

っ
た

自
分

と
は

違
っ

た
考

え
、

思

考
を

知
る

こ
と

が
で

き
て

楽
し

か
っ

た
で

す
。

あ
と

、
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
話

は
印

象
的

で
し

た
。

我
が

家
で

は
、

い
ま

だ

に
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

が
誰

な
の

か
、

表
だ

っ
て

言
う

人
が

お
ら

ず
、

ク
リ

ス
マ

ス
の

日
に

は
ク

リ
ス

マ
ス

ツ
リ

ー
の

下
に

プ

レ
ゼ

ン
ト

が
置

い
て

あ
る

と
い

う
一

種
の

行
事

が
ま

だ
続

い
て

い
ま

す
。

そ
れ

は
母

親
が

私
達

子
ど

も
の

わ
く

わ
く

す
る

気

持
ち

を
考

え
て

く
れ

て
い

る
か

ら
な

の
か

な
と

思
い

ま
し

た
。

こ
う

い
っ

た
見

方
で

考
え

た
こ

と
が

な
か

っ
た

の
で

、
そ

う

考
え

る
と

心
が

ほ
っ

こ
り

し
た

、
あ

た
た

か
い

気
持

ち
に

な
り

ま
し

た
。

自
分

に
子

ど
も

が
で

き
あ

ら
、

私
も

や
っ

ぱ
り

で

き
る

だ
け

長
い

間
、

子
ど

も
に

夢
を

与
え

続
け

て
あ

げ
た

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
そ

し
て

、
最

後
の

先
生

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー

ジ
「

答
を

安
易

に
外

に
求

め
る

な
。

答
は

自
分

の
中

に
あ

る
」

に
つ

い
て

で
す

が
、

と
て

も
考

え
さ

せ
ら

れ
ま

し
た

。
と

い

う
の

も
、

私
は

今
の

自
分

が
嫌

い
で

、
今

の
現

状
を

変
え

た
い

と
願

っ
て

い
た

か
ら

で
す

。
先

生
に

は
前

回
お

話
し

し
ま

し

た
が

、
私

の
場

合
、

家
庭

環
境

が
複

雑
で

す
。

今
ま

で
何

度
も

家
か

ら
出

た
い

、
何

か
を

変
え

た
い

と
思

っ
て

き
ま

し
た

。

で
す

が
、

結
局

、
で

き
ず

に
、

何
か

あ
る

度
に

家
族

の
せ

い
に

し
た

り
、

言
い

訳
し

て
し

ま
う

と
い

う
ダ

メ
人

間
に

な
っ

て

し
ま

い
ま

し
た

。
そ

ん
な

私
も

現
在

周
り

か
ら

の
影

響
も

あ
り

、
本

格
的

に
自

分
を

変
え

る
た

め
留

学
を

考
え

出
し

た
と

こ

ろ
で

す
。

で
す

が
、

今
日

の
先

生
の

話
を

聞
い

て
、

こ
れ

は
先

生
の

言
う

、
外

に
答

を
求

め
て

い
る

だ
け

な
の

だ
ろ

う
か

と

思
え

て
き

ま
し

た
。

ま
だ

留
学

を
決

心
す

る
ま

で
時

間
が

あ
る

の
で

、
も

う
少

し
自

分
の

こ
と

に
つ

い
て

考
え

て
い

こ
う

と

思
い

ま
す

。
も

し
行

く
に

し
ろ

、
ち

ゃ
ん

と
外

で
何

か
を

つ
か

ん
で

戻
っ

て
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

先
生

の
話

で
、

い
ろ

い

ろ
と
自
分
に
対
し
て
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

15
回
、

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

P.
S.
私
も

ミ
サ
さ
ん

の
よ
う
に
、

毎
年
、
こ
の
講
義
受
け
に
き
ま
す
（
笑
）
。
そ
の
時
は
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（

A
.M

.）
→

既
に
お

気

づ
き

だ
と

は
思

い
ま

す
が

、
「

留
学

」
が

人
の

何
か

を
変

え
る

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
確

か
に

環
境

が
大

き
く

変
わ

る
の

で
、

そ
の

中
に

い
る

自
分

ま
で

も
が

変
化

し
た

よ
う

に
思

う
こ

と
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
気

持
ち

の
中

に
明

確
な

目
標

が

な
け

れ
ば

、
や

が
て

日
本

に
い

た
時

と
同

じ
自

分
が

顔
を

出
す

よ
う

に
な

り
ま

す
。

と
は

い
え

、
留

学
先

で
素

晴
ら

し
い

出

会
い
が
あ
り

、
友
人
に
恵
ま
れ
る
と
、
そ
れ
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
。
何
の
た
め
に
、
何
処
に
留
学
す
る
の
か
、

そ
れ

を
じ

っ
く

り
考

え
、

仮
の

も
の

で
あ

っ
て

も
そ

の
こ

た
え

を
用

意
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
そ

れ
は

既
に

変
化

に
向

か

38
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 っ
て

の
一

歩
が

刻
ま

れ
た

と
い

う
こ

と
に

な
る

の
だ

と
思

い
ま

す
。

誰
も

が
経

験
で

き
る

こ
と

で
は

あ
り

ま
せ

ん
か

ら
、

是

非
と

も
ゆ

た
か

な
も

の
に

し
て

ほ
し

い
と

願
い

ま
す

。
来

年
、

ま
た

お
会

い
し

ま
し

ょ
う

。
後

ろ
か

ら
数

え
て

二
回

目
の

授

業
で

。
 

 ク
リ

ス
マ

ス
の

話
、

と
て

も
感

動
し

ま
し

た
。

私
の

親
も

“
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

は
い

る
ん

だ
よ

”
っ

て
言

う
親

で
し

た
。

な

ん
で

嘘
つ

く
の

？
っ

て
思

っ
て

い
ま

し
た

が
、
私

も
親

に
な

っ
た

ら
良

い
嘘

を
つ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。“

終
わ
り
な
き
日
常
”

“
さ

ま
よ

え
る

良
心

”
で

、
多

く
の

人
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
宗

教
に

流
れ

て
い

く
と

い
う

こ
と

を
聞

き
、

自
分

も
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

を
し

た
い

と
ふ

と
思

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
し

か
し

最
後

ま
で

聞
く

に
つ

れ
て

、
外

に
あ

る
の

で
は

な
く

、
自

分
の

中

に
あ

る
と

信
じ

て
、

こ
れ

か
ら

や
っ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

も
一

日
一

日
を

大
切

に
し

て
、

い
ろ

ん
な

こ

と
に

積
極

的
に

挑
戦

し
て

、
自

分
の

中
に

あ
る

答
を

見
つ

け
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

15
回
全
て

の
授
業
で
先
生
に
は
と
て
も

い
ろ

ん
な

こ
と

を
教

わ
り

ま
し

た
。

こ
の

週
に

一
回

の
授

業
で

先
生

の
話

を
聞

い
た

だ
け

で
は

自
分

は
変

わ
る

こ
と

は
で

き

な
い

と
い

う
こ

と
は

分
か

っ
て

い
ま

す
。

私
は

昔
か

ら
大

人
の

顔
色

ば
か

り
を

う
か

が
っ

て
生

き
て

き
ま

し
た

。
だ

か
ら

か

は
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
友

だ
ち

が
今

、
悩

ん
で

い
る

な
と

か
、

辛
い

の
か

な
と

か
考

え
る

？
感

じ
る

？
の

が
得

意
で

す
。

今

い
じ

め
が

た
く

さ
ん

あ
る

世
の

中
で

、
先

生
は

い
じ

め
に

気
が

つ
か

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
を

言
っ

て
い

る
報

道
を

よ
く

見

ま
す

。
そ

れ
は

絶
対

に
嘘

だ
と

思
う

し
、

も
し

本
当

に
わ

か
ら

な
い

の
で

あ
れ

ば
先

生
を

や
め

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

私

は
将

来
、

自
分

の
こ

と
だ

け
で

な
く

、
周

り
に

も
気

を
配

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

大
人

に
な

り
た

い
と

ず
っ

と
思

っ
て

い

ま
し

た
。

こ
の

教
職

概
説

で
、

い
ろ

ん
な

人
の

考
え

方
、

感
じ

方
を

知
れ

て
、

私
の

な
り

た
い

自
分

に
少

し
ず

つ
近

づ
け

た

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
も

が
ん

ば
っ

て
い

き
ま

す
。
あ

り
が

と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（

梓
）
→
「
聞
く
」
と
「
見
る
」

で
は

大
違

い
。「

知
っ

て
い

る
」
と
「

行
動

に
移

せ
る

」
と

で
も

大
違

い
。
ど

う
か
大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
言
葉
だ
け
で
は

な

く
、

行
動

で
示

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
く

だ
さ

い
ね

。
／

い
じ

め
の

存
在

に
気

付
か

な
か

っ
た

と
い

う
教

師
は

自

ら
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

放
棄

し
た

と
宣

言
し

て
い

る
の

と
同

じ
だ

と
い

う
こ

と
に

気
付

か
な

い
愚

か
な

人
間

で
す

ね
。

そ
ん

な

教
師

が
教

鞭
を

執
る

こ
と

を
許

す
シ

ス
テ

ム
が

問
題

だ
と

思
い

ま
す

。
教

員
採

用
試

験
の

あ
り

方
も

さ
る

こ
と

な
が

ら
、

大

学
に

お
け

る
教

員
養

成
こ

そ
が

危
機

的
な

状
況

に
あ

る
の

だ
と

認
識

す
る

必
要

が
あ

る
で

し
ょ

う
。

け
れ

ど
も

教
職

課
程

科

目
担

当
者

の
中

に
は

教
材

研
究

を
徹

底
す

る
こ

と
が

教
員

養
成

で
あ

る
と

勘
違

い
し

て
い

る
人

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

教

師
が

問
題

を
起

こ
し

た
時

、
大

学
（

の
教

師
、

教
員

養
成

の
在

り
方

）
も

批
判

を
受
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

 

 今
回

の
授

業
は

た
く

さ
ん

の
こ

と
を

教
え

て
頂

き
ま

し
た

。
ま

ず
、

前
回

の
授

業
か

ら
の

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
の

贈
り

物
に

つ

い
て

で
す

が
、

私
が

サ
ン

タ
は

い
な

い
と

い
う

事
実

を
知

っ
た

の
は

、
も

う
か

な
り

大
き

く
な

っ
て

か
ら

で
し

た
。

周
り

の

子
が
「

サ
ン

タ
な

ん
て

い
な
い

ん
だ

よ
」
と

言
っ

て
も

、
私

は
「

い
る

の
!!」

と
い
う
一
点
張
り
で
、
本
当
は
う
す
う
す
気

付

い
て

い
た

け
れ

ど
、

そ
れ

を
認

め
る

勇
気

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

何
年

か
前

の
ク

リ
ス

マ
ス

、
弟

が
大

き
く

な
り

、
つ

い

に
親

か
ら

カ
ミ

ン
グ

ア
ウ

ト
が

あ
り

ま
し

た
。

私
は

そ
し

ら
ぬ

顔
を

し
て

い
ま

し
た

が
、

つ
い

に
か

ぁ
…

と
思

う
の

と
、

ま

だ
ち

ょ
っ

と
そ

ん
な

に
す

っ
と

認
め

た
く

な
い

、
今

ま
で

う
そ

を
つ

い
て

き
た

く
せ

に
と

い
う

気
持

ち
も

あ
り

ま
し

た
。

ま

だ
ま

だ
子

ど
も

で
し

た
。
で
も

今
回

の
お

話
で

、
な

ん
だ

か
気

持
ち

に
整

理
が

つ
き
ま
し
た
。
私
も
親
に
な
る
時
が
来
た
ら
、

子
ど

も
に

サ
ン

タ
は

い
る

と
い

う
こ

と
を

伝
え

、
そ

し
て

い
つ

か
大

き
く

な
っ

た
ら

、
ち

ゃ
ん

と
勇

気
を

も
っ

て
本

当
の

こ

と
を

話
し

た
い

と
思

い
ま

す
、

私
の

中
に

芽
生

え
て

い
た

子
ど

も
の

ル
ー

ル
（

二
分

法
）

を
今

日
の

授
業

で
は

ら
う

こ
と

が

で
き

ま
し

た
。
こ

れ
か

ら
は

言
っ

て
は

い
け

な
い

ほ
ん

と
う

を
ち

ゃ
ん

と
わ

き
ま

え
、
行
動
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
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 そ
し

て
先

生
の

教
え

て
下

さ
っ

た
「

自
分

の
中

に
答

は
あ

る
！

」
と

い
う

言
葉

を
胸

に
刻

み
、

ち
ょ

っ
と

今
か

ら
外

の
世

界

で
自

分
を

成
長

さ
せ

て
き

ま
す

！
三

浦
先

生
！

本
当

に
た

め
に

な
る

授
業

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

！
楽

し
か

っ
た

で

す
。

先
生

に
学

ん
だ

こ
と

を
忘

れ
ず

に
頑

張
っ

て
い

い
教

師
に

な
り

た
い

と
思

い
ま

す
！

（
絵

里
奈

）
→

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス

が
い

な
い

と
い

う
こ

と
を

認
め

る
の

が
勇

気
な

の
か

、
い

な
い

と
い

う
こ

と
を

子
ど

も
に

知
ら

せ
る

こ
と

が
勇

気
な

の
か

、

そ
れ

と
も

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
は

い
る

ん
だ

よ
と

い
う

嘘
を

つ
き

続
け

る
の

が
勇

気
な

の
か

、
そ

れ
は

そ
の

人
が

「
勇

気
」

を

ど
の

よ
う

に
捉

え
、

ど
の

よ
う

な
意

味
や

価
値

を
与

え
て

い
る

の
か

と
い

う
こ

と
に

よ
る

の
で

し
ょ

う
。

わ
た

く
し

は
幼

少

の
砌

に
配

慮
の

足
り

な
い

父
親

に
よ

っ
て

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
が

人
工

物
で

あ
る

こ
と

を
知

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

が
（

翌
日

の

幼
稚
園
の
パ

ー
テ
ィ
に
登
場
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
を
我
が
家
で
子
ど
も
に
披
露
す
る
と
い
う
…
）
、
わ
た
く
し
は
こ

ど
も

に
は

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
が

い
る

と
い

う
こ

と
を

言
い

続
け

る
つ

も
り

で
い

ま
す

。
目

に
見

え
な

い
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

を

あ
な
た
た
ち

に
見
え
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
た
パ
パ
や
マ
マ
の
仕
事
な
ん
だ
と
付
け
加
え
て
。

 

 今
日
、
最
後

に
先
生
が
「
こ
の
最
後
の
授
業
の
た
め
に

15
回
分

の
授
業
を
計
画
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、
今

日
の

授
業

に
は

、
今

ま
で

教
わ

っ
て

き
た

こ
と

の
す

べ
て

が
詰

ま
っ

た
授

業
で

し
た

。
最

初
の

リ
ス

ト
ラ

の
話

で
は

、
子

ど

も
社

会
の

ル
ー

ル
と

大
人

社
会

の
ル

ー
ル

の
違

い
や

、
一

つ
の

角
度

か
ら

し
か

物
事

を
判

断
し

な
い

（
ス

キ
ー

マ
）

の
こ

と

に
つ

い
て

触
れ

ら
れ

て
い

た
と

思
い

ま
し

た
。

ま
た

、
最

後
の

話
で

は
、

若
者

が
抱

え
る

悩
み

を
と

て
も

理
解

し
、

わ
か

り

や
す

く
話

し
て

も
ら

え
た

と
思

い
ま

し
た

。
私

の
良

心
は

今
さ

ま
よ

っ
て

い
ま

す
。

や
っ

ぱ
り

人
間

は
ラ

ク
な

方
に

流
れ

て

し
ま

う
の

で
、

他
人

か
ら

与
え

ら
れ

た
自

分
の

役
割

な
ど

に
頼

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

し
か

し
、

今
日

の
話

を
聞

い
て

、
私

は

自
分
の
行
動
に
理
由
を
後
付
け
せ
ず
、
自
分
で
め
い
っ
ぱ
い
悩
ん
で
か
ら
行
動
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
前
回
の
授
業
で
は
、

先
生

が
何

を
伝

え
た

か
っ

た
の

か
は

分
か

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
今

日
の

話
を

聞
い

て
、

実
体

（
理

由
）

は
な

い
け

れ
ど

不

思
議

と
信

じ
ら

れ
る

も
の

（
直

感
）

を
信

じ
て

行
動

し
て

み
る

こ
と

も
大

切
だ

と
思

い
ま

し
た

。
大

学
を

卒
業

し
た

あ
と

、

自
分

の
人

生
に

“
秀

”
を

つ
け

ら
れ

る
よ

う
、

授
業

で
教

わ
っ

た
こ

と
を

和
ず

れ
ず

が
ん

ば
り

た
い

で
す

。
と

て
も

ス
テ

キ

な
授
業
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

円
加
）
→
「
不
思
議
」
を
信
じ
る
た
め
に
は
、
邪
悪
な
嘘
を
見
破
る
だ
け
の
力
が

備
わ

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
が

身
に

つ
い

て
い

れ
ば

、
恣

意
的

な
不

思
議

も
、

わ
ざ

わ
ざ

目
く

じ
ら

を
立

て

て
そ

こ
に

作
為

が
あ

る
と

指
摘

す
る

こ
と

な
く

笑
っ

て
見

て
い

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
そ

れ
は

同
時

に
作

為
の

な
い

不

思
議

を
そ

の
ま

ま
受

容
す

る
心

を
育

む
こ

と
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。

不
思

議
、

不
可

思
議

と
は

、
も

と
も

と
は

思
議

す
る

べ

か
ら

ず
と

い
う

こ
と

で
す

か
ら

ね
。

／
水

が
低

き
に

流
れ

る
よ

う
に

人
も

悪
し

き
に

、
あ

る
い

は
楽

な
方

へ
と

流
れ

る
、

と

い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

 

 今
ま
で
の
講

義
は
今
日
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
た
め
に
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
す
べ
て
独
立
し
た
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
教

育
・

教
師

・
教

え
る

」
と

い
う

事
で

つ
な

が
っ

て
い

る
と

は
思

っ
て

い
た

け
れ

ど
、

こ
ん

な
に

キ
レ

イ
に

つ
な

が
っ

て

い
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」
が
ど
ん
な
に
悲
惨
な
事
件
で
あ
っ
た
の
か
、
よ
く
知
ら
な
か

っ
た

の
で

す
が

（
最

近
捕

ま
っ

た
高

橋
容

疑
者

と
か

、
数

年
前

に
オ

ウ
ム

に
死

刑
判

決
が

く
だ

さ
れ

た
こ

と
な

ど
の

ニ
ュ

ー

ス
で

し
か

知
ら

な
く

て
、

詳
し

く
は

知
ら

な
か

っ
た

）
若

い
人

が
オ

ウ
ム

真
理

教
を

信
じ

て
い

た
の

で
す

か
。

う
さ

ん
く

さ

そ
う

な
事

は
誰

も
が

信
じ

な
い

だ
ろ

う
と

思
っ

て
い

ま
し

た
が

、
先

生
が

話
し

て
く

だ
さ

っ
た

よ
う

に
偶

然
を

装
っ

て
近

づ

い
て

こ
ら

れ
、

親
密

な
関

係
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
と

し
た

ら
、

確
か

に
引

き
込

ま
れ

て
し

ま
う

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。
話

は

少
し
変
わ
り

ま
す
が
、
つ
い
て
も
い
い
「
良
い
う
そ
」
が
あ
っ
た
り
、
本
当
の
こ
と
だ
け
れ
ど
表
に
出
さ
な
い
方
が
い
い
「

知

39
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 ら
な

く
て

い
い

ほ
ん

と
う

」
が

あ
っ

た
り

す
る

の
は

、
中

学
1
年

の
頃

に
な

ん
と
な
く
自
分
で
学
び
ま
し
た
。
友
人
を
励
ま

す
た

め
に

何
の

確
証

も
な

い
の

に
「

次
は

大
丈

夫
だ

よ
」

と
か

言
っ

た
り

し
ま

し
た

。
思

っ
て

い
る

事
や

知
っ

て
い

る
こ

と

を
ズ

バ
ズ

バ
言

っ
て

痛
い

目
（

精
神

的
に

で
す

が
）

に
あ

っ
た

り
も

し
ま

し
た

。
こ

う
い

う
実

際
に

あ
っ

た
事

か
ら

人
は

学

ん
で

い
く

の
か

な
と

思
い

ま
し

た
。

先
生

が
例

に
挙

げ
た

、
3

回
リ

ス
ト

ラ
さ

れ
た

人
も

、
そ
の

経
験
か
ら

「
ほ

ん
と
う
の

事
だ

か
ら

と
い

っ
て

何
で

も
か

ん
で

も
言

っ
て

は
い

け
な

い
」
と

い
う

事
を

学
ん

で
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。「

い
つ
も
と

変
わ

ら
な

い
終

わ
り

な
き

日
常

」
を

終
わ

ら
せ

る
も

の
は

、
必

ず
し

も
外

の
他

の
世

界
と

か
に

あ
る

の
で

は
な

く
、

今
ま

で

経
験

し
な

か
っ

た
事

を
学

び
に

行
っ

て
帰

っ
て

き
た

時
に

、
そ

れ
は

あ
る

の
だ

と
思

い
ま

し
た

。
チ

ル
チ

ル
と

ミ
チ

ル
の

青

い
鳥

の
話

と
同

じ
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
が

、
本

当
に

そ
う

だ
な

と
思

い
ま

し
た
。（

喬
子
）
→
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
知

ら
な

い
人

が
増

え
て

い
る

と
い

う
こ

と
を

一
方

で
仕

方
が

な
い

こ
と

だ
と

思
い

な
が

ら
、

他
方

で
は

遺
憾

に
思

う
自

分
が

い

ま
す

。
犯

罪
史

上
希

有
な

ほ
ど

残
忍

な
こ

の
事

件
を

風
化

さ
せ

て
は

い
け

な
い

と
思

う
の

で
す

が
、

語
り

部
が

い
な

い
、

と

い
う

こ
と

な
の

で
し

ょ
う

か
。

あ
わ

せ
て

「
宗

教
」

観
の

見
直

し
と

い
う

か
、

宗
教

教
育

に
相

当
す

る
も

の
が

必
要

だ
と

思

い
ま

す
。「

宗
教

」
と

は
神

の
存

在
を

信
じ

る
云

々
の

問
題

で
は

な
く

、
行

動
の

規
範
、
良
心
の
問
題
な
の
で
す
ね
。
山
本

七

平
氏

が
「

あ
た

り
ま

え
の

研
究

」
の

中
で

触
れ

て
い

た
こ

と
な

の
で

す
が

、
欧

米
人

は
日

本
人

が
宗

教
を

持
た

な
い

と
い

う

と
実

に
怪

訝
な

顔
を

す
る

の
だ

そ
う

で
す

。
な

に
が

し
か

の
言

動
に

先
立

っ
て

、
こ

の
行

動
を

取
っ

て
よ

い
も

の
か

、
言

葉

を
発

し
て

よ
い

も
の

か
と

い
う

こ
と

を
欧

米
人

は
「

神
」

に
相

談
す

る
と

い
う

表
現

を
用

い
て

説
明

す
る

が
、

そ
れ

は
す

な

わ
ち

行
動

規
範

、
良

心
の

こ
と

な
の

だ
、

概
ね

、
そ

の
よ

う
な

内
容

で
し

た
。

日
本

人
が

宗
教

を
持

た
な

い
と

は
、

こ
れ

す

な
わ

ち
良

心
を

持
た

な
い

、
行

動
倫

理
・

規
範

を
有

さ
な

い
と

い
う

こ
と

と
同

義
な

の
で

す
。

倫
理

・
規

範
と

い
う

確
た

る

観
点

が
あ

れ
ば

紛
い

物
の

宗
教

は
淘

汰
さ

れ
る

の
で

あ
り

ま
し

ょ
う

。
そ

ん
な

こ
と

を
思

い
出

し
ま

し
た

。
／

あ
な

た
な

ら

で
は

の
「

青
い

鳥
」

の
お

話
を

綴
っ

て
く

だ
さ

い
ね

。
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1

アクティブラーニング型授業の実践例、その成果と課題

ラーニング・コモンズの活用について

基盤教育センター 若園雄志郎

はじめに

O ラーニング・コモンズは本年4月設置、現在約
6ヶ月経過

O 主体的な課題発見・解決へ向けた話し合い
学習
↓

リベラルアーツの充実・ジェネリックスキルの
養成

O 本報告ではラーニング・コモンズの現状を述
べ、今後の課題について提起する

1．ラーニング・コモンズの現状
1）環境整備

付箋・模造紙・マーカーなど 移動式ホワイトボード

1．ラーニング・コモンズの現状
1）環境整備

常設PC（10台） テーブル・いす

1．ラーニング・コモンズの現状
2）活用状況

O 利用人数：延べ約3750名（8/1-9/11）
O 1日あたり約100名の利用

O 24時間開室（スタッフ在室は原則的に平日
10時～17時）

O 利用形態：
a）アクティブ・ラーニング科目およびその他
授業での利用
b）学生による自主的な話し合い学習
c）その他

1．ラーニング・コモンズの現状
2）活用状況

a）アクティブ・ラーニング科目およびその他授業での利用

O 平成25年度開講のアクティブ・ラーニング科
目：19科目（前期10科目・後期9科目）

O 前期の利用：
「教育の裏側に光を当てる」
「生涯学習社会論」
「対人コミュニケーション論」
「国際森林科学論」
「上級英語会話」
ゼミ
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2

1．ラーニング・コモンズの現状
2）活用状況

a）アクティブ・ラーニング科目およびその他授業での利用

O 例） 「教育の裏側に光を当てる」

①導入…今回のテーマ説明

②グループ内で模造紙に想定され
る答えを各自書き込み

③グループ内で書き込んだ内容に
ついて各自発表・解説

④テーマに関連したビデオ視聴

⑤④を踏まえてグループ内で再度
ディスカッション

⑥事前配布資料を読み、文中トピッ
クについてテーマと関連が深いとい
えるものをピックアップ

1．ラーニング・コモンズの現状
2）活用状況

a）アクティブ・ラーニング科目およびその他授業での利用

O 例） 「教育の裏側に光を当てる」

⑦模造紙にテーマに対してのグループ内での答えを3つ書き込み、グループ
ごとに発表
⑧教員からのコメント

1．ラーニング・コモンズの現状
2）活用状況

a）アクティブ・ラーニング科目およびその他授業での利用

O 例） 「生涯学習社会論」

レポートをまとめるための話し合いのツール
として、ホワイトボードや模造紙・付箋を活用

1．ラーニング・コモンズの現状
2）活用状況

b）学生による自主的な話し合い学習

O 自主グループおよびサークルによる利用

授業での課題のまとめや
サークルの話し合い・ワークショップの開催

1．ラーニング・コモンズの現状
3）ラーニング・コモンズにおける

学習の意義

O 学生個々人が自由に意見を述べることがで
きる環境
○開放的で明るい雰囲気
○何気ない意見も記録できる道具類
○少人数グループの形成

O 主体的な参加や自由な意見の出し合い、さら
には創造的な意見の提起

O 意見の表明や合意の形成などといったジェネ
リックスキルの涵養

1．ラーニング・コモンズの現状
3）ラーニング・コモンズにおける

学習の意義

O 24時間開室の効果

日中に他の授業や実
習がある学生に対して
も話し合える場を常に
提供
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1．ラーニング・コモンズの現状
4）利用促進・広報

O ラーニング・コモンズの概要に関するパンフ
レット作成、全学配布

O ウェブページの作成・公開

O カッティングシート貼付および看板の掲出に
よる利用促進

O ニューズレターの発行（9月末）

1．ラーニング・コモンズの現状
4）利用促進・広報

O ラーニング・コモンズ内にアクティブ・ラーニン
グ科目およびその他授業や学生の話し合い
を通じての学習成果の掲示

1．ラーニング・コモンズの現状
4）利用促進・広報

O ラーニング・コモンズ主催による
30分セミナー、カフェ・コモンズの開催

2．ラーニング・コモンズの今後の課題

O 利用の拡大
→教育・農・工学部の学生に対してもさらに
利用を呼びかけていく必要

O 主催事業の充実
→話し合い学習の場を設定

O アクティブ・ラーニングの定義
→アクティブ・ラーニング科目担当者やアク

ティブ・ラーニングを取り入れた授業を行って
いる教員を交えて話し合う必要

ありがとうございました

pontono@cc
http://lgec.utsunomiya-u.ac.jp/lc/index.html
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1

アクティブラーニング型
授業の実践例

—教育実践科目を支える体制—

宇都宮大学教育学部 教育実践推進室

副室長 南 伸昌

・アクティブラーニングの実質化に向けて

・ポートフォリオを活用した学習形態

・教育実践科目の流れ

・教育実践科目におけるアクティブラーニング

と指導体制

事例1：教職入門 ／ 事例2：教育実習Ⅰ

・アクティブラーニングの成果

・これからの課題

内 容

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、

学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・

学習法の総称。学修者が能動的に学修することに

よって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、

経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、

問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれる

が、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、

グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの

方法である。

アクティブラーニング
（文部科学省 用語集 p3, 4, 9）

上
級

初
級

フィールドワーク

実習

プロジェクト学習

創成学習

問題基盤学習

シミュレーション・ゲーム

ケースメソッド

（グループ学習）

授業外学習振り返りシート

演習

実験 調査

ミニテスト

クリッカー

プレゼンテーション

レポート・ライティング

ディベート

構造の自由度 高い

低い

活動の範囲

広い狭い

アクティブラーニングのいろいろな形態

長崎大学 大学教育機能開発センター アクティブラーニング事例集より

知識の活用

応用

知識の定着

表現

アクティブラーニングの実質化

7つの原則 （Chickering & Gamson, 1987）

１ 教員と学生のコンタクト

２ 学生間の協働

３ 能動的な学習

４ 迅速なフィードバック

５ 学習時間の確保

６ 学生への高い期待

７ 多様な才能と学習方法の尊重

形成的評価 組織的な指導体制
長崎大学 大学教育機能開発センター アクティブラーニング事例集より
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2

教育評価

学習指導の途中において実施し、それまでの指導内容
を学習者がどの程度理解したかを評価する。教師はこの
情報を元に指導の計画を変更したり、理解の足りない部分につい
て、あるいは理解の足りない学習者に対して補充的な指導を行う。

形成的評価

総括的評価

学習指導の終了後に行い、学習者が最終的にどの程度
の学力を身に付けたかを評価する。成績をつけるのに使用
するほか、教師が自らの指導を省みる材料としても用いることが
できる。

Wikipedia 「教育評価」より

教職実践演習

教職に対する動機付け
（講話、学校見学、グループ活動）
子ども・教育現場に関する基礎的理解
実習Ⅰに必要な知識・態度の習得

教育現場における活動体験
（学校体験、幼稚園・研究授業観察）
学校における教員の仕事を知る
学校における子どもとの触れあいを学ぶ
教育実習Ⅱへの課題設定事前指導（１）（２）

実習Ⅰの概要、学校における
心構え、授業観察演習

事前指導（３）（４）
実習Ⅱの概要、授業実施に
向けての具体的な指導

事後指導（１）（２）
実習Ⅱの振り返りと教採への
動機付け

実習Ⅲオリエンテーション
教育実習の目的・心構えの再確認

教科、教科教育法
指導論、教材論

学習指導案
児童・生徒指導

授
業
理
解

附属学校園における教育実践（３週間）
学習指導の実践、学級経営について学習
子どもの前に立つ心構えと指導技術を体得

協力校における教育実践（２週間）
学習指導、学級経営の実践
教職の意義及び楽しさの再確認

教育実習Ⅲ

教育実習Ⅱ

教育実習Ⅰ

教職入門
(セミナー)

教育学部の学びの集大成
（講話、模擬授業、振り返り）
教員としての、自らの到達点を確認
教員に向けての新たな課題設定

教育実践科目の流れ

ポートフォリオを活用した学習形態

活動ごとに、「教師が身に付けるべき４観点」
に沿った到達目標を設定。

活動前に、活動ごとの課題を各自で設定

活動中は、教育実践ノートに学んだことを記録

活動後に、ノートに基づき達成度を振り返り、自己評価
グループごとに話し合い、共有

使命感・責任感・教育的愛情
社会性・対人関係能力

幼児児童生徒理解
教科等の指導力

教育実践推進室教育実践推進室

教育実践科目担当体制

室長、副室長
ポートフォリオ担当

1年次担当（2名）

2年次担当（2名）

3年次担当（2名）

4年次担当（2名）
実習校担当教員（のべ106名）
4年次指導教員（12名）

実習校担当教員（28名）
2年次指導教員（12名）

3年次指導教員（12名）

1年次指導教員（12名）
総合人間2年次指導教員（1名）

講話（５回）：附属学校園教諭等による教育現場のお話し

全体活動１：講話の振り返り、学校見学の課題設定

学校見学（２回）：公立小と附属小／中での活動体験

グループ活動(３回)：「目指す教師像」を話し合いから見出す

全体活動２：グループごとに見出した「教師像」を発表し共有

事例１：教職入門

各回の後半に、その時間に学んだことを振り返る

講話全体を振り返り、学んだことをグループ内で共有

体験した内容を振り返り、グループ内で共有

学校見学の振り返り・評価・共有

今までの活動や文献からの学びをまとめ、共有

活動全体の振り返りを全体で共有

教育実践推進室1年次担当室員（2名）

「教職入門」実施体制

１人１グループ（約18名）を担当

担当指導教員（13名）

事前打合せ会議（２回）

「授業要覧」作成、協力校との日程調整
ポートフォリオの共通理解

評価判定会議

講話、学校見学のサポート
グループ活動の指導
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協力校における事前打合せ（事前指導（２））

学校現場における活動体験

活動全体の振り返り

事例２：教育実習Ⅰ 学校体験

活動内容確認、事前の課題を設定し、共有

授業や授業・生徒指導の補助を通じて、学校で

活動することに慣れる

協力校ごとに3日間の体験を振り返り、共有

教育実践推進室2年次担当室員（2名）

「学校体験」実施体制

各協力校配属学生（4〜10名）を指導

担当者事前説明会

学校体験

協力校ごとの顔合わせ、連絡手段確立

事前指導（２）
実習校ごとに課題設定

教員養成課程各専攻選出教員（28名）

教育実習Ⅰのねらいと活動内容

ポートフォリオの活用方法

教育実習における心構え

服装、身だしなみ、話題、身体的接触

授業観察演習（小学２年算数）

事例３：事前指導（１）

実習Ⅰの各活動の流れと内容の説明

ポートフォリオシートを活用した学修の進め方の説明

具体例を示して話し合いにより適否を検討

授業（ビデオ）を観察して取った記録を元に、授業の

捉え方を話し合いで共有

教育実践推進室（2年次担当2名＋α）による複数指導体制

話題に関する配慮
「○○中学校、授業中にウロウロしてるヤツ
多すぎ。」と，ツイッターでつぶやいた。

「配属されたクラスに，テレビに出てる○○
がいたよ！」と，家族に話した。
・ ・ ・ ・ ・

「身体的接触」の注意
喧嘩の仲裁で子どもたちを引き離したときに，
加減を誤り倒してしまった。

試合で負けて落ち込んでいる子の，肩を抱い
て慰めた。
・ ・ ・ ・ ・

幼稚園観察の課題確認

幼稚園観察

観察記録用紙作成

観察の振り返り

事例４：教育実習Ⅰ 幼稚園観察

小グループに分かれ、事前の課題を共有

園児の活動や教諭の働きかけを観察・記録

観察記録用紙に学んだことをまとめて提出

観察で学んだことを互いに述べ合い、共有

幼稚園教諭2名と教育実践推進室

担当者2名による複数指導体制

3年生による教育実習Ⅱの総括

2年生による教育実習Ⅰ振り返り

教育実習Ⅱの課題設定

事例５：事後指導（１）

3年生が学校種・学年ごとに教育実習Ⅱで

学んだことを発表

グループごとに、教育実習Ⅰで学んだこと

を紹介

3年生の助言を元に、2年生は教育実習Ⅱ

のビジョンを具体化

各専攻の2、3年次指導教員による複数指導体制

研究授業観察（ビデオ撮影）、振り返り指導
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4

学習者自身の到達度の理解

過去を踏まえての現状把握

アクティブラーニングの成果

自分の成長を実感
教職志向の高まり

教師としての自覚の芽生え

主体的に取り組む重要性の自覚
教育的愛情の発露

4年間を通じた学びのフォロー • 最初は児童の接し方や話し方など全く分からな
かったが、児童のほうから私に質問してくれたり
話しかけてくれたりして壁がなくなったような感じ
がした。しかし、児童と打ち解けてきた時に最も
気を付けたのは児童と友達感覚で話さないよう
にすることだった。

• 注意を促すときの加減がよくわからなかった。
先生はとても優しく、話しやすい方だったので事
前に聞きたいことなどを考えておけば質問がで
きてもっと深められたのかなと思う。体験を通し
て、自分から話しかけないことには関係性は生
まれないということを実感した。

教育実習Ⅰ「学校体験」受講者の感想

• 教師になる気が最初はなかったのですが、教育
実習をしてみて、とても充実していたし、子ども
たちと触れあえて楽しかったので、教師になりた
い気持ちが強くなりました。

• 今までにこんなに精神的、肉体的にも疲れたこ
とはありませんでしたが、子どもたちが本当に
可愛く思うようになりました。

• 得るものも多い３週間だったと思う。自分次第で
どれだけ充実したものにできるかが決まってくる
のだと感じた。

教育実習Ⅱ修了者の感想（１）

• 現場で、実際に生徒を相手にしないと分からな
いことがたくさんあることが分かりました。教職
入門セミナーの時点では、経験なしでのグルー
プディスカッションでしたが、経験した今では、よ
り深いディスカッションができそうな気がします。

• 教職入門セミナーにおける学校見学や実習Ⅰ
は確かに有意義なものだが、受講している段階
ではそう思えなかった。今後受講する学生たち
に対し、実習Ⅱ・Ⅲ、ひいては実際教壇に立っ
たときに、その内容が生きてくることを伝え、価
値づけをしていってほしい。

教育実習Ⅱ修了者の感想（２）
ー教職入門セミナー、教育実習Ⅰを振り返ってー

これからの課題

アクティブラーニングアクティブラーニング

多数の教員による分担 → 共通理解

手厚い対応手厚い対応

システムやマニュアルの随時見直し

学部／全学教員の理解とサポート

学生の学びの深化学生の学びの深化
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■ポートフォリオ学習:教職入門
学  部

専  攻

中央教育審議会答申・教師が身に付けるべき4つの事項

① 使命感や責任感,教育的愛情 ② 社会性や対人関係能力

③ 幼児児童生徒理解      ④ 教科等の指導力

韓 謡

氏  名

○ 教員免許状取得のために,誉 んは4年間で上記Э～④の事項を身につけなければなりません。

・教職入門は,0講 話及び対談 ②学校見学 0グ ループ活動(「文献からの学び」と「目指す教師像」)の3つの活動から成り立っています。下の表には各々

の活動ごとに①～④の,大学として皆さんがかなえるべき「至1達目標」を挙げています。

・各々の活動の事前に,到達目標などをもとにして活動に臨む心構えを決めます。①～0各 々の活動終了時に振り返りを行い 心構えと到達目標各々に評価

の欄 ABCの あてはまるものに○をつけて(A:十分できた B:おおむねできた C:あまりできなかつた)自己評価を行います。 グループ学習では自己評価

に加えて相互訓面も行います。振り返りの欄には,その評価の理由として配布資料やノートに書いた事から,思つたこと考えたことをまとめて記入します。

▼ 「教師の使命感,責任感」と「教育的愛情」という言葉について,考えることを記入する。

カイ

ダンス

「教師の使命感,責任感」とは,

「教育的愛情」とは,

▼ 自分がどのようなことに気をつけたり,心掛けたりして講話及び対談に臨むのかを下のOi①～④の到達目標を参考に記入する。

教員解

〈課題)
A・ B・ C

)1:重カ 答申 到 達 目 標 評価

①

講話

及び

対談

①

・講話及び対談の内容で,教師の使命感,責任感や教育的愛情の表れと考えることを,ノートに書くことができる。 A・ B・ C

・振り返り

②

・教師の同僚との協働協力して艤 待こυや,保護者との協力のあり方がわかり,それをノートに書いて伝えう ことができる。 A・ B・ C

・振り返り

③

・幼,4、中,特別支援学校各々の子どもの振る舞いや,幼児児童生徒指導Ω課題をノートに書き,伝え合うことができる。 A・ B・ C

・振り返り

④

・幼,ノl、中,特別支援学校各々の子どもの,学習面における発達の違いとその課題をノートに書き,伝え合うができる。 A・ B・ C

教員確認

・振り返り

事前

狽 溜

▼ 自分がどのようなことに気をつけたり,心推ドサたりして学校見乾 街 かを,下の②:①～④の到達目標を参考に記入する。

A・ B'C

②

螂 交

見学

①

・講話や対談でつかんだ教師の使命感と教育的愛厳 意識して子どもに接することができる。 A・ B・ C

・振り返り

②

・実際に休み時間や授業中の学校現場を見て,教師の仕事を知り,ノートにまとめてグループで話し舗 ことができる。 A・ B・ C

・振り返り

③

・休み時間など子どもの生活場面における言動に注目して,         題をノートに書き,話し合うことができ

る。

A・ B・ C

・振り返り

④

・授業を参観し,講話でわかつた子どもの皇習面における発達を確かめ,課題をノートにまとめて話し合うことができる。 A・ B・ C

韻 鳳 ・振り返り
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・0グ ループ活動はグループごとに示された文献と0,② の活動を振り返って,自分がなりたい教師像を考える活動です。ここでは文献を読んだリグループの

人の発表を聞いたりして,                             してくださいo

・総括評価は教職入門での活動と全ての学びを振り返つて評価を行います。教育実習 Iへの課題を書いて,次年度につなぎましょう。

文献名

事前

教

>自 分は グループ活動からの学び」で,どのようなことを得たいのか,下のO:①～④の到達目標を参考に記入のこと

A・ B・ C

0

グループ

,舌動から

の学び

(文献

からの

学び)
(ロキ旨す

教師像)

①

・文献の中から教師の使命や教育的愛情について書かれたところを読み取り,ノートに書くことができる。 A・ B・ C

・振り返り

②

・文献についてのお互いの発表の良さを認めながら,自分の意見を発表することができる。また,講話や対談,学校見学

で得た,教師の様々な仕事や協働,保護者などとの協力の姿を踏まえて,なりたい教師像をまとめることができる。
A・ B・ C

・振り返り

③

・文献や他の発表,講話や対談,学校見学で学んだ          を踏まえて,なりたい教師像をまとめること

ができる。
A・ B・ C

・振り返り

④

・文献や他の発表,講話や対談,学校見学で学んだ子どもの学習面における発達や課題を踏まえて,なりたい教師像を

まとめることができる。
A・ B・ C

・振り返り

教員確認

〈教職入門全体の振り返り〉

全体の振

り返りと

総括

言輌 A・ B・ C

〈教育実習 Iへの課題〉

教員確認欄
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1

工学部における

アクティブ・ラーニング型授業の実践例

工学部共通専門基礎科目

「創成工学実践」を中心として

工学部附属ものづくり創成工学センター

横田 和隆

・ 外圧と内圧

・ ブラック・ボックス・マジック

・ 学科横断PBL科目「創成工学実践」

・ 学生を苦しめる呪縛

・ 驚異の100円ショップ

・ 工学的感受性

・ 評価

・ 課題と展望

■技術者教育認定制度■
日本技術者教育認定機構（JABEE） 平成11年～

・ 高等教育機関で実施されている技術者を育成する教育プロ

グラムが社会の要求水準を満たしているかを国際的な同等

性を持つ認定基準に基づいて認定

・ 「エンジニアリング・デザイン教育」の重視

日本はエンジニアリング・デザイン教育が弱いのではないか!??

種々の科学・技術・情報を利用して社会の要求を解決するための能

力，単なる設計図面制作の能力ではなく、構想力、種々の学問・技

術を統合して必ずしも正解のない問題に取り組み、実現可能な解を

見つけ出していく能力

「炎のカリキュラム」 Flames
Factual Laws and Methods of Synthesis

認定

Ｈ18 建設学科建設工学コース
H19 機械システム工学科

建設学科建築学コース

H20 応用化学科

■新しい工学教育プログラム■

・ 工学教育プログラムに「創成科目※」を核として取り入れること

※一つの解しか存在しない問題に解答させる教育ではなく，一人一

人が問題を発見し，知恵と情報を総動員し，新しい自分自身の解を

見いだす訓練を通して「自らを創成する」ことを目的とする教育．

学生は協同的な環境で学習を進め，「ものづくり」の喜びと，知的

成長の充実感を体験．自らの体験を通して，選んだ専門分野への興

味を一層確実にする．

・ プログラムの「達成度判定」を継続的に行い，工学教育を常に

自律的に改善していくこと，

8大学工学部長懇談会

工学教育プログラム委員会（JEEP）

平成12年

■自己点検評価■

学生の授業評価への取り組みに関する自己評価

(1) 出席率、受講態度および意欲

Q1 この授業にどのくらい出席しましたか

Q2 あなたの受講態度は、よかったと思いますか

Q3 あなたは、この科目に意欲的に取組みましたか

「授業への出席には熱心である様子が伺える。」

(2) 積極的な取り組み
Q4 この科目の内容について、自主的に調べたり、予習や復習をしたことがありますか

Q5 講義内容について、質問や発言をしましたか、あるいはしたいと思いましたか

「学生の能動的な対応が乏しいことが、確認された。」

「学生による授業評価」報告書

平成11年3月 宇都宮大学工学部

■外部評価■

・ 「協調性」と「独創性」を教育理念に挙げているが、これら

を学生に育むためには、具体的に指導方針をつくる必要

がある。

・ 机に向かい頭だけを使うのではなく、「ものづくりの楽しさ」

が分かる学生を育ててほしい。

宇都宮大学工学部 外部評価報告書

平成11年3月 宇都宮大学工学部
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2

身の回りの機器の高度化

おもちゃの高度化

中身の不透明化

どのようにして設計されたのか
仕組み，原理，理論

Black Box

Input Output

どのような意思決定がなされたのか

どのようにして製造されたのか
理論，手法

専門知識として修得

？？？

■ブラック・ボックス・マジック■

数学領域科目

物理学領域科目

化学領域科目

日本語領域科目

工学倫理

概論科目

オプティクス関連科目

経営工学序論

経営工学

生産工学

知的財産権

共創コーチング

機械システム工学科

共通専門基礎科目

共通専門科目 学科専門科目

電気電子工学科

応用化学科

建設学科

情報工学科

演習・実習・実験・設計

科目など

卒業論文，卒業設計

■工学部専門科目■

数学領域科目

物理学領域科目

化学領域科目

日本語領域科目

創成工学実践

工学倫理

概論科目

オプティクス関連科目

経営工学序論

経営工学

生産工学

知的財産権

共創コーチング

創成プロジェクト実践

インターンシップ

ものづくり実践講義

■ものづくり教育・創造性教育の充実に向けて■

・ 工学の原点は「ものを創る喜びを享受する」ことにある

・ ものづくりを知らない，本物を知らない若者が育っている

・ 「授業に能動的に参加する意欲が乏しい」

・ 大学・企業現場で創造性・独創性の欠如が叫ばれている

■工学部附属ものづくり創成工学センター■
平成14年4月設立

１ 創成工学教育：創成工学教育プログラムの開発と実践
ものづくり感性の涵養をモットーに，自主性と創造性を発現す

るため教育プログラムを研究開発する．

２ 技術研究：技能の技術化とものづくりシステムの創出
２１世紀に必要とされる「ものづくりシステムの創出」などの

技術研究に取組む．

３ 教育・研究支援：先端的実験装置などの試作支援
世界をリードするような研究成果の達成を支援する．

４ 地域貢献
地域社会に学び，連携し，貢献する活動を積極的に展開する．

教育・研究

支 援 部 門

セ

ン

タ

ー

産 業

界

技術研究

部 門

創成工学

教育部門

学生

中 ・ 高 級

技 術 者

地域貢献

部 門

地域の小

中高

基礎

科目

専門

科目

基礎

科目

基礎

科目

基礎

科目

基礎

科目

基礎

科目

専門

科目

専門

科目

専門

科目

専門

科目

専門

科目

専門

科目

専門

科目

基礎

科目

専門

科目

実験

実習

科目

実験

実習

科目

実験

実験

実習

科目

演習

科目

演習

科目

演習

科目

実習

科目

演習

科目

演習

科目

演習

科目

実験

実習

科目

卒業

研究

卒業

研究

卒業

研究

卒業

研究

卒業

研究

実験

設計

科目

設計

科目

設計

科目

実験

設計

科目

設計

科目

卒業

研究

卒業

研究

設計

科目

設計

科目

工学

職業

指導

工業

経営

工学

倫理

ものづくり

実践講義

創成工学

実践

インターン

シップ

ものづくり教育・創造性教育

PBL

＋

インターンシップ

＋

技術者による講義

■ものづくり創成工学センターの教育プログラム■ ■創成工学実践■

ものづくり体験学習を通し，自主性，創造性，さらには柔軟な問題

解決能力を育む授業科目。

・ 工学部全学科横断 （5学科約430名）

・ 共通専門基礎科目，必修 （1年後期，2単位）

・ 所属学科の異なる学生4～5名で1グループを編成
（グループ内に同学科の学生はいない）

・ センター専任教員，工学部教員（約40名），
技術職員，TA（約50名）で担当

・ 専門課程における導入教育，

勉学に対する動機付け

・ 実践主義，実例主義

手を汚す，頭の体操，手の体操

・ 実施テーマ：教員側で設定，学科横断的，

教員の専門性に拘らない

創成工学実践

自主性

創造性

独創性

問題解決

能力

グループ

活動

プレゼン

テーション

2012より
基盤教育教養科目（総合系

科目）「ものづくり体験」として

他学部学生も受入れ開始！
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創成工学実践創成工学実践創成工学実践創成工学実践

「ロボットを作って動かしてみよう」

「ロボットを作って動かしてみよう」「ロボットを作って動かしてみよう」

「ロボットを作って動かしてみよう」

自主的に自主的に自主的に自主的に

アドバイス

実践テーマ

実践テーマ実践テーマ

実践テーマ

問題発見

問題発見問題発見

問題発見 計

計計

計 画

画画

画 実

実実

実 行

行行

行 評

評評

評 価

価価

価 発

発発

発 表

表表

表

実施のイメージ

実践

種

々

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

よ

る

授

業

の

実

践

S1

学生グループ

4～5名

Sj

学生グループ

4～5名

Si S100

専任技術職員

D1

教授

准教授

助教

D2

修正された 授業プログラム

企

画

・

調

整

授業結果の分析・評価と

フィードバック

専門委員会

テーマ担当

責任者

テーマ担当

責任者

D5

テーマ担当

責任者

担当教員

グループ

教育プログラムの研究

教育プログラムの研究教育プログラムの研究

教育プログラムの研究・

・・

・開発

開発開発

開発

委員長： 副センター長

委員：各学科１，センター教員

創成工学実践

実施体制

学部内シンポジウム

（FD活動）

・ 学生自身が自分たちの進捗状況や結果の良し悪しを判断できる

ようにする。

・ 「計画」→「製作」→「実験・評価」のサイクルが複数回生じるよう

に配慮する。学生のモチベーションを維持し，飽きたり，活動がだ
れたりしないため。

・ グループの共同作業が必要不可欠であるような設定を行う。

・ 学生が気に入るもの，満足感が得られるものができるように。

・ 必要な工作は簡単に。

■ テーマ設定の考え方■

・ 次にすべき作業を事細かに「指示」するのではなく，着眼点などをそれ

となく示して誘導するような指導を行う。

・ 発表会（中間発表会，最終発表会など）を実施する。コンペティションを

併用しても良い。ただし発表会を一切行わずにコンペティションのみの
実施にはしない。

・ 各グループと個人の活動の様子をなるべくモニタリングし，成績評価に

反映する。モニタリングの方法としては以下のような方策がある。

a) 継続的に学生の活動を観察する教員を置く。
b) 各グループに日誌を書かせ，グループの活動，個人の活動につい
て記録を残させる。

c) 各人が何をしたのか発表会において自己申告させる。
d) 週替わりでリーダー，書記などの役割を分担させる。

・ 学生自身が進捗状況を意識して，日程，スケジュールを自主的に管理

するように仕向ける。

・ 与えるもの，教えることについて計画する。

■指導の考え方■

テーマ希望調査

・実施テーマ一覧を示し「希望するテーマ」を申告

テーマ配属とグループ編成

・学科をまたいだ混成メンバー4～5名
・グループ内に同学科の学生を含めない

・センターで強制的にグループ分け

■学生のテーマ配属とグループ編成■
H24年度 「創成工学実践」実施テーマ

テーマ番号

テーマ名(50音順) 教室 グループ数 グループ番号 学生数

1 空缶を運ぶ車をつくろう 321番教室 6 1～6 31

2 お金を載せる紙船を作る

222番教室

223番教室

12 7～18 61

3 オリジナルピタゴラ装置を製作しよう！

情報工学科

学生実験室　4－220

7 19～25 35

4 楽器創成 創成工学研修室 5 26～30 26

5 キャット・フライヤーの開発 323番教室 6 31～36 31

6 共感や感動が得られる物語を持つ作品の製作

情報工学科

学生実験室　4－219

4 37～40 21

7 携帯可能な一人用シェルターの開発

８号館建設学科棟３階

製図室  8-301

9 41～49 46

8

ゲルマニウムラジオを鳴らそう

～さっと組み立て，高感度～

電気電子工学実験室I

8 50～57 41

9

個性豊かな万華鏡を作ろう・・美しく、そして華

やかに！

電気電子工学実験室II 5 58～62 26

10 ゴムで動く機械の創作 322番教室 6 63～68 31

11 紙塔 情報工学実験室4－221 7 69～75 36

12

最強の紙の橋を架けよう！

　―1,000m m の熱い戦い―

8号韓建設学科棟3階

製図室　8-305

9 76～84 46

84 431
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ゲルマニウムラジオを鳴らそう 最強の紙の橋

「連凧」

「スピーカーをユニットから作ってみよう」

・ 秀・優・良・可・不可のグレードをつけ，個人を評価する。

・ 判定基準のガイドライン

・ 出席が2/3に満たない学生は「不可」とする。

・ 授業の教育目標を達成したら「優」。特に優れていると認められる学生は

「秀」とする。

・ グループ内で学生の活動の程度に差異がある場合，グループ内の学生間で

成績に差をつける。

・ 再試験制度は創成工学実践の趣旨にそぐわないので一切認めない。

■ 成績評価■

H24年度 成績評価結果

受講生数 423名

全

学

生

に

占

め

る

比

率

学生による授業評価

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

授業評価（全体）

全

学

生

に

占

め

る

比

率

学生の感想
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平成16年度
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平成22年度

平成23年度

平成24年度

授業の感想（全体）
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学

生
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占

め

る

比

率

学生の感想
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平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

授業の感想（全体）
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■学生の反応■

・ 熱心な学生は特定の学科の者ではない。その反面初めからや
る気を見せない者もいる。

・ すぐにインターネットで調べる。ただし内容が理解できているとは
限らない。また得られた情報の真偽を判断できない。

・ なかなか手が付かない。時間が足りなくなる。

・ 計画性の欠如。いきあたりばったり。寸法を決めずに材料を加
工し始める。

・ 回り道はしたくない。無駄な努力はしたくない。ゴールを知りたが

る。何をしたらおしまい？ゴールの先には行きたくない。「やらな
ければならないこと」と「やらなくてもいいこと」。

呪縛１：正解がある。そして正解を出さなければならない。

呪縛２：正解を求める方法や理論がある。自分ができないのは
正解を導く方法を知らないから。

呪縛３：失敗は犯したくない。失敗をして非難されたくない。

■学生を苦しめる呪縛■

自己流 ＋ 失敗 ＝ 極刑

「足で歩く機械の製作」

・仕組み・原理の考案

・アイディアの具現化・実体化

・「ものをつくる」技術・技能の存在

・問題点の同定と解決

「100円のおもちゃはよくできている…」

■驚異の100円ショップ■

ものづくりの原体験

・ やらなければ具体的に見えてこない

‥‥原体験

・ 身に着けなければならないこと

‥‥動機付け，モチベーション

・ 「理論を知りたい」「ここには何かあるのではないか」

‥‥探究心，科学のこころ

■ものづくりによる「導入教育」の意味■
工学的感受性の涵養

つくってみることによってわかることがある

■外部評価■
実施年度：平成19年度
評価委員：産官学から1名ずつ計3名

評価結果

事業全体

・限られた予算と人員の中で，多面的な事業を展開している。

・この事業は平成22年度以降も是非継続してもらいたい。

各事業項目について

学科横断型教育実施体制の整備

・学科間の協力がうまく得られている。

・学科横断型の教育プログラムを開発・実践している。

・実務体験の豊富な客員教授を学外から招聘して実践的なことを教えている。

創造性教育プログラムの開発と実施

・1年生という早い時期からものづくりの芽生えを醸成している。
・他学科の学生とのチームを編成し，異なるバックグランドの学生との融合を図っている。

工学と実務を対応させた教育プログラム

・親しみのわく卒業生を招聘して，企業のものづくりへの取り組みを教えている。

・インターンシップは企業の実態を知る上で効果的な授業となっている。

・ものづくりの技能の重要性を理解させる地域連携教育が設けられている。

学生のものづくり活動の支援

・学生プロジェクトの支援は引き続き推進すべき。

■受賞■

平成22年度
日本工学教育協会業績賞

平成22年度
関東工学教育協会業績賞
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課題と展望

問題発見

能力

問題解決

能力

創造性

独創性

総合力

シンセシス

統合力

インテグレー

ション

基礎学力

専門知識

知恵

俯瞰力

コミュニケー

ション能力

デザイン

プロセス

デザイン能力

設計能力

技術者キャリア

工学的

感性

デザイン

能力

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

キャリア科目

デ

ザ

イ

ン

方

法

論

科

目

デザイン実践科目

創成デザイン・コース

育成

身につけた専門知識を俯瞰的に関

連付けて統合し，専門をまたがった

議論をとおして問題・課題を自ら発

見してミッションを設定し，創造的に

問題解決を図ることができる能力に

長けた技術者

デザイン能力を持った技術者の育成

デザイン（設計）とは，特定分野の

工学技術ではなく，あらゆるものを

生み出す知的活動全般

対象を計画し創造する行為

未来のデザインを担い復興を牽引する工学技術者育成コース

未来のデザイン

Design of the Future

Design for the Future

Design in the Future

デザインの方法・手法を身につけ，

それを実践した「未来のデザイン」

を担う人材

修了生

目標を意識しながらデザイン能力を訓練

宇都宮大学工学部・工学研究科に対する学外からの要望

創造性教育・ものづくり教育の実績に対する評価

・創造的技術者養成は継続すること

・学生の目的意識を高め，インセンティブを高めて，

学生に魅力あるものとすること

（H19ものづくり創成工学センター外部評価）

工学部・工学研究科卒業生アンケート

学生時代にすべきこと

インターンシップ

学科を越えたチームでの活動

学生がアイディアを出す実践的な活動

就職先企業アンケート

期待する業務

研究開発

設計

期待する能力

問題解決能力，積極性，自主性，責任感，専門知識，

広い知識，現実の技術課題に対する理解，実体験

採用担当者からのコメント

・問題を見つけて対応が取れる学生を育ててほしい

・問題を把握し合理的な手順で適切な推論を行う能力を養ってほしい

・製品をまとめあげる力を養ってほしい

・「地頭力」が大切，考え抜く力を養ってほしい

・自分の考えを整理する能力を養ってほしい

・会社の将来を担う心構えを養ってほしい

・物を作らせるような実践的な教育をしてほしい

・教育科目で，計画立案，実行を意識させる教育を実施してほしい

技術者キャリア

工学的

感性

デザイン

能力

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

キャリア科目

デ

ザ

イ

ン

方

法

論

科

目

デザイン実践科目

デザイン・コース

カリキュラム開発

カリキュラム実施

学生指導

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

等

渉

外

産

業

界

と

の

連

携

デ

ザ

イ

ン

方

法

論

デ

ザ

イ

ン

実

践

キ

ャ

リ

ア

教

育

科

目

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

デ

ザ

イ

ン

方

法

論

デ

ザ

イ

ン

実

践

キ

ャ

リ

ア

教

育

科

目

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

センター長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副センター長 ○ ○

専任准教授 ○ ○ ○ ○ ○

専任助教 ○ ○ ○ ○

特任教授 ○ ○ ○ ○

特任准教授A ○ ○ ○

特任准教授B ○ ○ ○

カリキュラム開発と実施の主たる担当

教育目標

1) デザイン能力を養い，実践させる。

2) 工学的感性を身に付けさせる。

3) 技術者の職務を理解させ，自らの

キャリアを切り開く能力を養う

4年生

C学科

B学科

A学科

創

成

デ

ザ

イ

ン

・

コ

ー

ス

1年生

4年生

4年生

4年生

4年生

2年生

3年生

学

科

専

門

科

目

基

盤

教

育

科

目

教育科目

a) デザイン方法論科目

創成デザイン方法論，創成デザイン特論など

b) デザイン実践科目

デザイン実習I, II，創成デザイン実践I, IIなど

c) キャリア科目

実践企業人材論，ものづくり実践講義，経営工学序論など

d) インターンシップ科目

課外教育活動

a) デザイン・コンペティション

b) 学生プロジェクト

学科・専攻横断の副次的教育コース

「創成デザイン・コース」の設置
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